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序

茨城県では，２１世紀の社会を展望し，県全域にわたる調和のとれた発展

を図るために，県内の交通体系の整備を積極的に進めています。

このような中，茨城県竜ヶ崎土木事務所は，千葉県から茨城県，そして

埼玉県へとのびる広域な幹線道路であり，産業や経済活動を支える動脈と

して極めて重要な役割を果たしている国道１２５号線について，近年市街地

区域で発生している交通渋滞の解消と，周辺環境の向上等を目的に，大谷

バイパスの建設が計画されました。

しかしながら，この事業予定地内には埋蔵文化財包蔵地である大谷貝塚

が所在することから，これを記録保存の方法により保護する必要があるた

め，当財団が茨城県竜ヶ崎土木事務所から委託を受け，平成１８年４月から

平成１９年１２月までの１年９か月間にわたって，埋蔵文化財の発掘調査を実

施しました。

本書は，その成果を収録したものです。学術的な研究資料としてはもち

ろんのこと，郷土の歴史に対する理解を深めるために活用されることによ

りまして，教育・文化の向上の一助となれば幸いです。

最後になりますが，発掘調査から報告書の刊行に至るまで，委託者であ

ります茨城県竜ヶ崎土木事務所から多大な御協力を賜りましたことに対

し，厚く御礼申し上げますとともに，茨城県教育委員会，美浦村教育委員

会をはじめ，関係各位からいただいた御指導，御協力に対しまして深く感

謝申し上げます。

平成２１年３月

財団法人茨城県教育財団

理事長 稲 葉 節 生



１ 本書は，茨城県竜ヶ崎土木事務所の委託により，財団法人茨城県教育財団が平成１８年度及び平成１９年度に
おお や かいづか

発掘調査を実施した，茨城県稲敷郡美浦村大字大谷８８１番地ほかに所在する大谷貝塚の発掘調査報告書であ

る。

２ 発掘調査期間及び整理期間は，以下のとおりである。

調査 平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日，平成１９年４月１日～１２月３１日

整理 平成１９年６月１日～平成２０年３月３１日，平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

３ 発掘調査は，平成１８年度が調査課長川井正一，平成１９年度が調査課長瓦吹堅のもと，以下の者が担当した。

平成１８年度

首席調査員兼班長 川又 清明

主 任 調 査 員 駒澤 悦郎

調 査 員 越川 欣和

平成１９年度

首席調査員兼班長 藤田 哲也

主 任 調 査 員 駒澤 悦郎 平成１９年４月１日～５月３１日

主 任 調 査 員 奥沢 哲也

主 任 調 査 員 小室 弘毅

４ 整理及び本書の作成は，整理課長村上和彦のもと，執筆は主任調査員駒澤悦郎，編集は首席調査員兼班長

成島一也，主任調査員駒澤悦郎，調査員作山智彦が担当した。

５ 出土遺物のうち，人骨，動物遺存体，貝類遺存体，魚類遺存体の鑑定及び分析に当たっては，次の各氏に

依頼し，その結果を付章として掲載した。

人 骨……………………明治大学・ＮＰＯ法人スケルトン研究機構 谷畑 美帆氏

人骨年代測定…………………東京大学総合研究博物館 吉田 邦夫氏

動物遺存体……………………早稲田大学 金子 浩昌氏

貝類遺存体……………………千葉県立中央博物館 黒住 耐二氏

魚類・貝類・動物遺存体……早稲田大学 樋泉 岳二氏

６ 発掘調査から報告書作成に至るまで，茨城県竜ヶ崎土木事務所，茨城県教育庁文化課，美浦村教育委員会，

明治大学学術フロンティア，西野雅人氏，上守秀明氏，村田六郎太氏の御指導，御協力を得た。

例 言
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１ 地区設定については，次の通りである。

� 台地部の地区設定は，日本平面直角座標第�系座標に準拠し，Ｘ軸＝＋２４０ｍ，Ｙ軸＝＋４３�２００ｍの交

点を基準点（Ａ１ａ１）とした。なお，この原点は，世界測地系による基準点である。地区設定にあたっ

ては事業予定地内の遺跡全体を包括できるようにした。調査区は�この基準点を基に遺跡範囲内を東西・

南北４０ｍ四方の大調査区に分割し�さらに，この大調査区を東西・南北に各 １々０等分し，４ｍ四方の小調

査区を設定した。

大調査区の名称は，アルファベットと算用数字を用い，北から南へＡ�Ｂ，Ｃ…，西から東へ１，２，３

…とし，「Ａ１区」，「Ｂ２区」のように呼称した。さらに，小調査区は，北から南へａ，ｂ，ｃ…ｊ�

西から東へ１，２，３…０とし，名称は大調査区の名称を冠して「Ａ１ａ１区」，「Ｂ２ｂ２区」のように呼

称した。

� 斜面貝塚の地区設定は，その範囲と地形の傾斜に合わせて任意の調査区を設定した。調査区は，１０ｍ四

方の大調査区に分割し�さらに，この大調査区を各々５等分して，２ｍ四方の中調査区を設定した。さら

に，この中調査区内を各 １々６等分して，０�５ｍ四方の小調査区を設定した。

調査区の名称は，台地部の調査区と区別するために，貝層を示す「Ｋ」を付した。大調査区は，アルフ

ァベットと算用数字を用い，斜面高位から低位へＡ�Ｂ，Ｃ，その直交方向の左から右へ１，２，３，４

とし，「KA１区」，「KB２区」のように呼称した。中調査区は，斜面高位から低位へａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，

その直交方向の左から右へ１，２，３，４，５とし，名称は大調査区の名称を冠して「KA１ａ１区」，「KB

２ｂ２区」のように呼称した。さらに，中調査区内の０�５ｍ四方の小調査区については，斜面高位左上から

斜面低位右下へ�～�までに分割し，「KA１ａ１�区」，「KB２ｂ２�区」のように呼称した。

凡 例



２ 実則図・一覧表・遺物観察表等で使用した記号は次の通りである。

遺構 SI－住居跡 ST－建物跡 SK－土 坑 SD－溝 跡 SF－道路跡 FP－炉 穴

Ｆ－炉 跡 Ｐ－ピット

遺物 TP－拓本で記録した土器・土師器・須恵器・陶器・磁器 DP－土製品

Ｑ－石器・石製品 Ｂ－骨角歯牙製品 Ｓ－貝製品 Ｍ－金属製品

ＢＡ（獣）・ＢＢ（鳥）・ＢＨ（人）－骨角歯牙

※数字のみは，実測で記録した土器・土師器・須恵器・陶器・磁器である。

土層 Ｋ－撹乱

３ 遺構・遺物の実測図の作成方法については，次のとおりである。

� 遺跡全体図は縮尺４００分の１，遺構実測図は原則として６０分の１で掲載した。

� 遺物実測図は原則として３分の１で掲載した。種類や大きさにより異なる場合は，個々に縮尺をスケー

ルで表示した。

� 遺構及び遺物の実測図中の表示は次のとおりである。なお，区別・分類を図示する場合は，図中に表示

した。

焼土・赤彩・研磨痕・施釉

炉・火床面・繊維土器断面

竈部材・粘土範囲・炭化物範囲・黒色処理

油煙・煤・硬化面

● 土器 ○ 土製品 □ 石器・石製品 ■ 骨角歯牙製品 ▲ 貝製品 △ 金属製品

硬化面範囲

４ 土層観察と遺物における色調の判定は，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著 日本色研事業株式

会社）を使用した。

５ 遺構一覧表・遺物観察表の表記については，次のとおりである。

� 計測値の単位は，ｍ・�，�・ｇである。なお，現存値は（ ）で，推定値は［ ］を付して示した。

� 備考の欄は，残存率や写真図版番号など，その他必要と思われる事項を記した。

� 遺物番号については，実測で記録した土器・土師器・須恵器・陶器・磁器，拓本で記録した土器・土師

器・須恵器・陶器・磁器，土製品，石器・石製品，骨角歯牙製品，貝製品，金属製品ごとに通し番号とし，

本文・挿図・写真図版に記した番号も同一である。

� 文字資料のうち，焼成前に線刻されたものを「篦書」，焼成後に線刻されたものを「刻書」と分けて記

述した。

６ 竪穴住居跡の主軸は，炉あるいは竈を通る軸線あるいは南北の柱穴を結ぶ軸線とし，主軸方向は，その他

の遺構の長軸（径）方向と共に，座標北からみて�どの方向にどれだけ振れているかを角度で示した（例Ｎ

－１０°－Ｅ）。
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おお や かい づか がい よう

大谷貝塚の概要
【調査のあらまし】

み ほ むら たか はし がわ

大谷貝塚は，美浦村のほぼ中央を流れる高橋川左岸の標高１９～２５ｍの斜面と台
はっ くつ

地上にあります。今回の発掘調査は，平成１８年４月から平成１９年３月，平成１９年

４月から１２月までの２回にわたって，一般国道１２５号大谷バイパス建設に先だっ
じょう もん

て実施しました。村域には，縄文時代の貝塚が数多く残されており，国指定史
おかだいら おき つ

跡の陸平貝塚をはじめとして，興津貝塚などの著名な貝塚も点在しています。

調査の結果，大谷貝塚も縄文時代を中心とした

過去の人々の生活の舞台であったことが明らか

になりました。
や よい こ ふん

台地部からは縄文時代・弥生時代・古墳時
へい あん ど こう

代・平安時代の住居跡，縄文時代の土坑，古墳
ほう ふん ちゅう せい きん せい

時代の方墳，平安時代の溝，中世・近世の塚
あと

や溝，道路の跡などを確認しました。また，斜
ぜん き

面の小さな谷からは，縄文時代前期（今から
ちゅう き

５�５００年前）と中期（今から４�５００年前）の貝塚
が発見されました。 大谷貝塚

―１―



【調査の内容】
貝塚は，南北約２２ｍ，

東西約２４ｍの範囲に形成
されていました。中央部
の厚さは約１�５ｍで，時
期は前期中頃と中期終わ
り頃です。
また，貝塚の基底部の

黒色土の中からは，さら
に古い早期や前期初め頃
（今から９�０００～７�０００年
前）の土器片も出土しま
した。

貝塚は，斜面の小さな谷を埋めつく
していました。土層や貝層がどのよう
に形成していったか調べるために，一
辺２ｍの正方形の範囲を互い違いに掘
り下げていきました。

貝塚からは，ハイガイ・アサリ・ハ
マグリ・シオフキ・オキシジミ・アカ
ニシ・カガミガイ・マガキなどの貝が
出土しました。時期により貝の種類が
異なっていました。

ぼう だい

膨大な量の縄文土器片に混じって，
あみ

割れた土器を網のおもりに再利用した
ど き へん すい

土器片錘などもたくさん出土しまし
た。ほとんどの土器片は貝が混じった
土層から出土しました。

縄文時代前期の貝層を掘り込んで，
ほうむ

脚を抱えた姿勢で葬られたと考えられ
る人骨が出土しました。大人の男性で，

まい そう

当時の人がどのように埋葬されたのか
がよく分かります。

―２―



シカやイノシシの骨や角を加工した
し とつ ぐ

刺突具やツキノワグマ，オオカミ，イ
し が

ノシシ，イルカ，アオザメなどの歯牙
たれ かざ

を加工した垂飾りなどが出土しました。

縄文時代中期の集落は，台地の全体
に広がっていました。貝塚が形成され
た時期の住居跡と，円筒形の土坑を確

たて あな

認しました。竪穴住居の中央部に石囲
ろ

い炉が作られていました。

一辺約３０ｍの方墳が台地の中央部に
しゅう こう

造られていました。周溝が長方形に
巡っています。造られた時代は古墳時

こう き

代後期（今から約１�４００年前）と考え
られます。

い がい

方墳には遺骸を安置するための石室
が２か所に設けられていました。遺骸

ふく そう ひん

や副葬品は発見できませんでしたが，
周溝の底面から石室で使われた石材が
数多く出土しました。

古墳時代中期（今から約１�５００年前）
かまど

の竪穴住居の竈は，壁を掘り込まずに
作られていました。これは竈が取り入

は じ き たか つき

れられた初期の形態で，土師器の高坏
し きゃく

を支脚に利用していました。

平安時代（今から約１�０００年前）の
竪穴住居は，簡素な竈や炉を持ってい

こ ざら こう だい つき

ました。床から土師器の小皿や高台付
つき うん も へん がん

坏が出土しました。竈は雲母片岩の板
石で作られていました。

―３―



【調査で分ったこと】
かいしん じょう

当貝塚で最初の貝が捨てられた時期は，縄文海進と呼ばれる地球の温暖化による海面の上
しょう しんにゅう かすみ が うら うちうみ

昇で，内陸にも海水が侵入し，霞ヶ浦周辺地域に広大な内海が形成された縄文時代前期中

頃です。これは，内海の形成と時を同じくして，貝塚もつくられ始め，縄文人と海の密接な

関わりが始まったことを物語っています。調査の結果，貝が捨てられたピークは，縄文時代

中期終わり頃になります。
だ せいせき ふ

貝塚からは，膨大な縄文土器をはじめ，スプーン形土製品やミニチュア土器，打製石斧，
ま せい いしざら たたきいし すりいし ど き へんえんばん かい わ そうしょくひん

磨製石斧，石皿，敲石，磨石，土製耳飾り，土器片錘，土器片円盤，貝輪や貝製の装飾品，

シカ・イノシシ・タイ・ススギ・ウナギなどの獣骨や魚骨が大量に出土しています。ツキノ

ワグマ・オオカミ・イノシシ・イルカ・アオザメなどの歯牙を加工した垂飾り，シカやイノ

シシの骨や角を加工した刺突具などもたくさん出土しています。また，埋葬された様子がわ
い ぶつ

かる人骨も出土しています。当時の生業や暮らし，身を飾る風習などに深く関係する遺物が

たくさん発見され，貝塚の地点毎に時期や貝層の様子，遺物などに特色があります。貝塚の

調査は，当時の漁労を中心に生活を営む人々の様子や，当時の自然環境を復元していく上で，

大きな役割を果たすと考えられます。

台地部からは，縄文時代から平安時代の竪穴住居跡をはじめ，古墳時代後期の方墳や平安
か そう い こう

時代の火葬土坑，近世の土坑墓などの生と死の世界にまつわるさまざまな遺構が発見できま

した。そして，遺物は，日常生活で使う食器や道具をはじめ，お祭りや漁に使用された多様

なものが出土しています。

【難しい用語の説明】
あと

貝 塚…食料とした貝殻などを捨てて，それが堆積した跡。

土 坑…地面を掘りくぼめた穴。
ふん ぼ

方 墳…古墳の一種で，墳丘の形が方形の墳墓。

刺 突 具…モリやヤスなど，刺したり，つついたりする道具で，主に漁で使用する。

垂 飾 り…身を飾る品の一種。石や粘土�動物の骨や角�牙や歯を加工して作られる。
炉……………火をたいて，煮炊きをしたり，暖房や灯りの役割をする施設。

周 溝…古墳の周囲に巡らされた溝。
けん

副 葬 品…古墳に遺骸とともに埋納された鏡や剣，装飾品などで，埋葬された人物の権
い けんりょく

威や権力を表す。

竈……………火を焚いて煮炊きをするための調理施設。
す や

土 師 器…古墳時代から使用された，野外で焼かれた素焼きの赤い色をした土器。

支 脚…炉や竈にすえて，その上に土器をのせ，火のまわりをよくするための道具。

打製石斧…石を打ち欠いて作られた斧形の道具。

磨製石斧…石を磨いて仕上げられた斧形の道具。

石 皿…種や実などをすりつぶす時に用いた，くぼみをもった道具。

敲 石…食料などをつぶすための道具。

磨 石…種や実などを磨りつぶすための道具。

土器片円盤…割れた土器を再利用した，用途不明の土製品。
うで わ

貝 輪…貝で作った腕輪。

遺 物…昔の生活で使われた道具。

遺 構…台地を掘り込んだり，台地に残された昔の生活の跡。
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茨城県竜ヶ崎土木事務所は，首都圏全体の発展と交通の円滑化を図るため，一般国道１２５号大谷バイパスの

建設を進めている。

平成１６年７月２０日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長あて，国道１２５号大谷バイパ

ス建設事業における埋蔵文化財の所在の有無及び取扱いについて照会があった。これを受けて茨城県教育委員

会は平成１７年７月１９日に現地踏査を，平成１７年１１月３０日～１２月２日及び１２月７日に試掘調査を実施し，遺跡の

所在を確認した。平成１７年１２月２２日，茨城県教育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，事業地

内に大谷貝塚が所在すること及びその取扱いについて別途協議が必要であることを回答した。

〈平成１８年度〉

平成１８年１月２７日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長に対して，文化財保護法第９４

条に基づく土木工事の通知が提出された。茨城県教育委員会教育長は，現状保存が困難であることから記録保

存のための発掘調査が必要であると決定し，平成１８年２月１０日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，工事着手

前に発掘調査を実施するよう通知した。

平成１８年２月１４日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長に対して，国道１２５号大谷バ

イパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書が提出された。平成１８年２月２２日，茨城県教

育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，大谷貝塚について発掘調査の範囲及び面積等について

回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，

平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日まで発掘調査を実施した。

〈平成１９年度〉

平成１９年２月２２日，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から，茨城県教育委員会教育長に対して，国道１２５号大谷バ

イパス建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査の実施について協議書が提出された。平成１９年２月２６日，茨城県教

育委員会教育長は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長あてに，大谷貝塚について発掘調査の範囲及び面積等について

回答し，併せて埋蔵文化財の調査機関として財団法人茨城県教育財団を紹介した。

財団法人茨城県教育財団は，茨城県竜ヶ崎土木事務所長から埋蔵文化財発掘調査事業について委託を受け，

平成１９年４月１日から平成１９年１２月３１日まで発掘調査を実施した。

大谷貝塚の調査は，平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日，平成１９年４月１日から平成１９年１２月３１日まで

実施した。以下，その概要を表で記載する。

なお，平成１８年度に実施した表土除去は，台地部については重機を使用して慎重に行い，斜面貝塚について

は，調査前に地形測量を実施し，貝層への影響を考慮して人力による表土除去を行った。

第１章 調 査 経 緯

第１節 調査に至る経緯

第２節 調 査 経 過
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大谷貝塚は，茨城県の南部，霞ヶ浦南西岸の稲敷郡美浦村大字大谷８８１番地ほかに所在している。

美浦村は東西約１０�２㎞，南北約５�４㎞で，北西に筑波山を，北に霞ヶ浦を望む標高３０ｍ以下の比較的低い台

地と低地からなっている。台地は筑波・稲敷台地と呼ばれ，千葉県北部から茨城県南部に広がる常総台地の一

部を形成している。この台地は数多くの河川によって開析され，樹枝状の入り組んだ複雑な地形を形づくって

いる。低地は河川流域に発達したものと，霞ヶ浦沿岸の標高１～３ｍほどの低湿地帯からなっている。主な河

川は，阿見町１区北域を水源とし，南東に流れて美浦村舟子で霞ヶ浦に注ぐ清明川と，美浦村興津さんげ池を

水源とし，周囲の谷戸地からの湧水を集めて霞ヶ浦に注ぐ高橋川である。これらの河川に沿って発達している

沖積低地は，標高１０～２０ｍほどで，ほとんどが谷津田となっている。

台地の地質は，下部から第四紀洪積世下総層群下部の地蔵堂層・藪層（１５～８０万年前），最終間氷期に形成

された古東京湾を埋積した下総層群上部の成田（青灰色シルト）層（１２～１３万年前），これを覆う常総層下部

の竜ヶ崎層，常総層上部の箱根山の噴火による常総粘土層，その上部には関東ローム層が堆積し，最上部は沖

積世沖積層となっている１）。

当貝塚は，村域のほぼ中央部，村立大谷小学校から北に約８００ｍの地点に所在し，高橋川左岸の標高２０～２４

ｍの台地縁辺部から台地上にかけて立地している。この台地は南北約２４０ｍ，東西約１６０ｍで，北側と南側は沖

積低地で，西側には南側の沖積低地から分岐した小規模ながら急傾斜の埋没谷が，中央部には南側の沖積低地

から分岐した緩傾斜の埋没谷が北に入り込んでいる。その結果，台地は幅の広い馬蹄形を呈し，河川の後背湿

地や谷津田に面した高燥の土地となっている。また，台地周辺は，高橋川によって開析された標高１０～２０ｍの

沖積低地に囲繞され，台地との比高は５～１０ｍである。

当貝塚〈１〉は，縄文時代から近世に至るまで断続的に土地利用された複合遺跡である。霞ヶ浦をはじめ，

河川，低地，台地といった変化に富んだ自然環境の美浦村は，水利の便に富み，樹枝状に入り込んだ低地と台

地が織りなす複雑な地形により，人々の生活や生業，交通の要所となってきた。それを裏付けるように当貝塚

の周辺には，旧石器時代から近世までの遺跡が数多く確認されている。ここでは，当貝塚に関連する遺跡を中

心に，時代ごとに概観する２）。

旧石器時代の遺跡は，北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地上に数多く存在している。代表的な遺跡とし
じん や しき ね もと

ては，陣屋敷遺跡３）〈２〉と根本遺跡４）〈３〉で小規模な石器集中地点が確認されている。その他，ナイフ形石
おかだいら はなたて

器文化から有舌尖頭器文化までの各時期の石器群が，当貝塚をはじめ，陸平貝塚５）〈４〉，花立遺跡６）〈５〉，
お さ えん さわ だ おき つ しら い

御茶園遺跡７）〈６〉，沢田古墳群８）〈７〉，興津白井遺跡９）〈８〉などから出土している。

縄文時代の遺跡と貝塚は，北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地周辺部と，かつて霞ヶ浦の入り江であっ

た余郷入から続く主谷の両岸に数多く点在している。陸平貝塚や陣屋敷遺跡からは，早期の炉穴や地点貝塚が
おき つ

発見されている。前期の貝塚としては，前期後葉の「興津式」土器の標識遺跡である興津貝塚１０）〈９〉や前期
ご く ぞう

前葉の虚空蔵貝塚１１）〈１０〉，前期中葉の当貝塚をはじめ，縄文海進時（約５�５００年前）には，当時海域であった

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境

第２節 歴 史 的 環 境
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霞ヶ浦に浮かぶ島や半島状に突き出た台地の斜面部に，多くの貝塚が形成されたと考えられる。中期の貝塚は，

国指定史跡の陸平貝塚，中期初頭の虚空蔵貝塚など，考古学史上において著名な貝塚はあるが，その集落跡に
ひら

ついては不明な点が多い。後・晩期の貝塚としては，霞ヶ浦に半島状に突き出た台地の斜面部に形成された平
き

木貝塚〈１１〉や陸平貝塚が知られ，また，特定の生業などの痕跡を示す遺跡が，低地の周辺部から確認されて
じん や しきていしっ ち

いる。中でも谷津底から後期の粗製土器が大量に出土した陣屋敷低湿地遺跡１２）〈１２〉や晩期の製塩遺跡である
ほうどう

法堂遺跡１３）〈１３〉はその代表である。

表１ 大谷貝塚周辺遺跡一覧表

番

号

遺 跡 名

時 代
番

号

遺 跡 名

時 代

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中
・
近

旧
石
器

縄

文

弥

生

古

墳

奈
・
平

中
・
近

� 大 谷 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １８ 野 中 遺 跡 ○ ○ ○

２ 陣 屋 敷 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ １９ 池 端 遺 跡 ○ ○

３ 根 本 遺 跡 ○ ○ ○ ２０ 御 霊 平 遺 跡 ○ ○ ○

４ 陸 平 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ○ ２１ 天 神 平 � 遺 跡 ○ ○

５ 花 立 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２２ 天 神 平 � 遺 跡 ○ ○

６ 御 茶 園 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ２３ 木原白幡古墳群 ○

７ 沢 田 古 墳 群 ○ ○ ○ ○ ○ ２４ 大 塚 古 墳 群 ○

８ 興 津 白 井 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ２５ 庚 申 古 墳 ○

９ 興 津 貝 塚 ○ ２６ 原 畑 遺 跡 ○

１０ 虚 空 蔵 貝 塚 ○ ○ ○ ２７ 稲 荷 山 遺 跡 ○

１１ 平 木 貝 塚 ○ ○ ○ ○ ２８ 多 古 山 � 遺 跡 ○ ○ ○

１２ 陣屋敷低湿地遺跡 ○ ○ ２９ 木 原 城 跡 ○ ○ ○ ○

１３ 法 堂 遺 跡 ○ ３０ 根 古 屋 城 跡 ○

１４ 常 陸 笹 山 遺 跡 ○ ○ ３１ 舟 子 城 跡 ○

１５ 請 領 妙 山 遺 跡 ○ ○ ３２ 根 本 台 城 跡 ○

１６ 宮 脇 遺 跡 ○ ○ ○ ○ ３３ 大 谷 城 跡 ○

１７ 下 り 内 遺 跡 ○ ○ ○ ３４ 城 ノ 内 遺 跡 ○ ○ ○
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ひ た ちささやま

弥生時代の遺跡は極めて少ない。余郷入から続く主谷の谷奥部には，常陸笹山遺跡１４）〈１４〉が位置し，中期

末葉の竪穴住居跡が発見されている。また，その主谷から派生した支谷を望む沢田古墳群からは，後期前葉の

竪穴住居跡３軒が確認されている。北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地上では，陣屋敷遺跡と根本遺跡と

いう谷を一つ隔てただけの隣接した遺跡群で，後期中葉から後葉の竪穴住居跡が，計２７軒発見されている。両

遺跡は同一地域，同一時期に属しながら，土器の様相が異なる点などから，多くの研究者の注目を集めている１５）。
うけりょうみょうざん

古墳時代の遺跡は，当遺跡をはじめ，興津白井遺跡，請領 妙山遺跡〈１５〉などが余郷入から続く主谷の両
みやわき

岸に位置している。北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地上では，陣屋敷遺跡，根本遺跡，宮脇遺跡〈１６〉，
くだ うち の なか

下り内遺跡１６）〈１７〉，野中遺跡１７）〈１８〉などで，中期を主とする集落跡が確認されている。前期に属する遺跡と
いけのはし

しては池端遺跡１８）〈１９〉で土器集積遺構が発見されているが，それらの性格を含め，村域の前期の集落の様相
ご りょうだいら てんじんだいらいち てんじんだいら に

は不明である。後期を主とする遺跡は，陸平貝塚，御霊 平遺跡〈２０〉，天神平�遺跡〈２１〉，天神平�遺跡

〈２２〉など，広い平坦面を有する台地上に形成される傾向が指摘されている１９）。また，古墳については，霞ヶ
あた ご やま き はらしら

浦を望む台地上に築造された１００ｍを超える中期の前方後円墳である愛宕山古墳と，それを主墳とする木原白
はた

幡古墳群〈２３〉，霞ヶ浦に面した砂丘上の微高地には，国学者色川三中の『常陸国風土記』逸文にみる「黒坂
おおつか

命」の論考でも知られる大塚古墳群〈２４〉などの多くの古墳群が存在している。余郷入から続く主谷の周辺に
はちまいばら こうしん

は，中期の円墳２基からなる沢田古墳群が築造されており，隣接する八枚原古墳群内の庚申古墳２０）〈２５〉では，

後期の箱形石棺の中から人骨，金環，青銅環，ガラス小玉などが出土している。

奈良・平安時代になると，北部の霞ヶ浦を望む島状に独立した台地上では，台地全体に集落が営まれるよう
はらはた い な りやま

になる。余郷入から続く主谷の周辺では，原畑遺跡〈２６〉，稲荷山遺跡〈２７〉で平安時代の竪穴住居跡や掘立
た こ やま に

柱建物跡などが発見されている２１）。墓域については，陸平貝塚，陣屋敷遺跡，池端遺跡，多古山�遺跡〈２８〉，

沢田古墳群２２）などの台地縁辺部から，火葬墓が単独で発見されている。県域で火葬墓が盛行するのは，８世紀

後半から９世紀後半のほぼ１世紀とみられ，この時期は村落内寺院が多く営まれる時期でもある。当地域でも

仏教の一般集落への浸透とともに，火葬の風習も広く受け入れられていったと考えられる。なお，古代の村域

は「信太郡」に属し，その郡域はおよそ現在の稲敷郡に相当する。そして，大谷周辺は「大野郷」の一部に比

定されている。

中世の村域は常陸平氏の勢力下に入り，「信太荘」として成立したと考えられている。その後の東寺による

支配も南北朝の動乱によって終焉を迎えると，高氏や上杉氏，土岐氏や小田氏の支配下に入り，佐竹氏が常陸

統一を目前にした１６世紀後半頃には，江戸崎城主の土岐氏が信太荘一円を支配するようになったと考えられる。
き はら

城郭としては，土岐氏が霞ヶ浦を一望できる要衝の地に連郭式の木原城２３）〈２９〉を築き，信太の各地に土塁や
ね ご や ふな こ ね もとだい

空堀から構成される防御施設を数多く設けている。また，根古屋城跡〈３０〉，舟子城跡〈３１〉，根本台城跡〈３２〉，
おお や

大谷城跡〈３３〉など，霞ヶ浦北岸や大きな入り江を強く意識した防衛拠点が幾つも築かれている２４）。この他に
じょう の うち

も，陣屋敷遺跡，城ノ内遺跡〈３４〉，御茶園遺跡など，多くの城跡や館跡，砦跡が確認されている。

近世以降は，天正１８（１５９０）年，北条方に組みした土岐氏が，佐竹氏に江戸崎城を攻められて滅び，旧土岐

氏領土の信太，河内の地は芦名氏に与えられた。慶長７（１６０２）年，佐竹氏の秋田移封後は，複数の幕藩領主

による複雑な支配変遷をとげている。
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※ 文中の〈 〉内の番号は，表１及び第２図の該当遺跡番号と同じである。

註

１）大森昌衛ほか 「茨城の地質をめぐって」『日曜の地学』８ 築地書館 １９７９年９月

日本の地質『関東地方』編集委員会 『日本の地質３ 関東地方』 共立出版 １９８６年１０月

２）茨城県教育庁文化課 『茨城県遺跡地図（地名表編・地図編）』 茨城県教育委員会 ２００１年３月

美浦村教育委員会 『茨城県稲敷郡美浦村 美浦村遺跡分布調査報告書および美浦村遺跡分布図』 ２００１年３月

３）中村哲也ほか 「茨城県稲敷郡美浦村 陣屋敷遺跡」『陸平研究所報告』１ 茨城県美浦村・陸平調査会 １９９２年１２月

４）中村哲也ほか 「茨城県稲敷郡美浦村 根本遺跡」『陸平研究所報告』２ 茨城県美浦村・陸平調査会 １９９６年３月

５）美浦村史編さん委員会 『美浦村誌－美浦村誕生４０周年記念－』美浦村 １９９５年７月

６）註５）に同じ

７）高橋嘉朗ほか 『御茶園遺跡』 茨城県美浦村教育委員会 御茶園遺跡発掘調査会 １９９４年３月

８）本橋弘巳 「沢田古墳群 国道１２５号大谷バイパス建設事業に係る埋蔵文化財調査報告書１」『茨城県教育財団文化財調査報告』第２７６集

２００７年３月

９）川村勝 「茨城県稲敷郡美浦村 興津白井遺跡－美浦村水処理センター建設に伴う埋蔵文化財の調査－」『美浦村教育委員会埋蔵文化財

発掘調査報告』９ 美浦村教育委員会・美浦村興津白井遺跡調査会 ２０００年３月

１０）西村正衛 「茨城県稲敷郡興津貝塚（第１次調査）」『学術研究』１７ 早稲田大学教育学部 １９６８年３月

西村正衛 「茨城県稲敷郡興津貝塚－縄文時代前期後半文化の研究－」『石器時代における利根川下流域の研究－貝塚を中心として－』

早稲田大学出版部 １９８４年３月

１１）大川清ほか 『茨城県美浦村 虚空蔵貝塚』 美浦村教育委員会 １９７７年３月

１２）戸沢充則ほか 「１９８８年度陸平貝塚周辺遺跡発掘調査報告および概要」『陸平調査会報告』２ 陸平調査会 １９９０年３月

１３）戸沢充則ほか 「茨城県法堂遺跡の調査」『駿台史学』１８ １９６６年３月

１４）大竹房雄ほか 『常陸笹山』 稲敷郡美浦村教育委員会・笹山遺跡発掘調査会 １９８６年３月

１５）註４）に同じ

１６）高木國男ほか 『下り内遺跡』茨城県美浦村教育委員会・下り内遺跡発掘調査会 １９８６年１２月

１７）中村哲也 「茨城県稲敷郡美浦村 野中遺跡－第２次発掘調査報告書－」『美浦村教育委員会埋蔵文化財発掘調査報告』８ 美浦村教育

委員会 ２０００年３月

１８）中村哲也ほか 「茨城県稲敷郡美浦村 池端遺跡－発掘調査報告書－」『陸平研究所叢書』２ 美浦村教育委員会 ２００４年３月

１９）註３）に同じ

２０）大竹房雄ほか 『庚申古墳（緊急発掘調査報告書）』 美浦村教育委員会・庚申古墳発掘調査会 １９８８年３月

２１）奥冨雅之ほか 「興津地区遺跡群 高野台遺跡 原畑遺跡 稲荷山遺跡 日本中央競馬会美浦トレーニングセンター森林調教施設建設に

伴う埋蔵文化財発掘調査報告書」『美浦村教育委員会埋蔵文化財発掘調査報告』７ 美浦村教育委員会 １９９６年３月

２２）沢田古墳群第２号墳の周溝覆土の最上層から，８世紀後半の須恵器短頸壺が破砕された状態で出土している。周囲から火葬骨などは検出

されていないが，本来は火葬墓の容器に利用されていたものが，何らかの理由により掘り出され，２次的に廃棄された可能性が考えられ

る。

２３）後藤和民ほか 『木原城址�－平成５年度 予備発掘調査概報』 木原城址調査団 １９９４年３月

『木原城址�－平成６年度 予備発掘調査概報』 木原城址調査団 １９９５年３月

２４）註５）に同じ
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当遺跡は，茨城県の南部，霞ヶ浦南西岸の稲敷郡美浦村大字大谷８８１番地ほかに所在し，高橋川左岸の標高

２０～２４ｍの台地縁辺部から台地上にかけて立地している。調査面積は７�６６４㎡で，調査前の現況は畑地及び平

地林である。

調査は平成１８年４月１日から平成１９年３月３１日までの１年間と，平成１９年４月１日から平成１９年１２月３１日ま

での９か月間の計１年９か月間実施し，縄文時代の竪穴住居跡７軒，炉穴２基，炉跡２基，土坑４３５基，斜面

貝塚１か所，土坑墓１基，弥生時代の竪穴住居跡１４軒，土坑９基，古墳時代の竪穴住居跡８軒，古墳１基，土

坑５基，平安時代の竪穴住居跡２軒，竪穴建物跡６棟，火葬墓１基，土坑６基，周溝跡１基，溝跡１条，中世

から近世の塚１基，土坑墓２基，周溝跡１基，溝跡５条，道路跡３条，その他，時期不明の土坑４６基を確認し

た。

遺物は，遺物収納コンテナ（６０×４０×２０�）に４８４箱出土している。旧石器時代の遺物は，石器（ナイフ形

石器・石刃），縄文時代の遺物は，縄文土器（深鉢・浅鉢・蓋・器台・有孔鍔付土器・瓢箪形土器・小形土器・

特殊土器），石器（石鏃・石匙・掻器・削器・尖頭器・楔形石器・石錐・石核・剥片・打製石斧・磨製石斧・

磨石・敲石・凹石・石皿），石製品（石棒・石錘・浮子・砥石・研磨器・軽石製品・垂飾り・小玉），骨角歯牙

製品（返刺付刺突具・刺突具・釣り針・磨製刃器・端平頭棒状角製品・弭形角器・歯牙製垂飾り・針・札状加

工品・錐状加工品・ヘラ状加工品・線刻を有する骨・切断痕を有する骨角），貝製品（貝輪・貝輪素材・貝刃・

タカラガイ加工品・ツノガイ加工品・貝器），土製品（土器片錘・土器片円盤・耳栓・大珠形土製品・土製垂

飾り・スプーン形土製品・土製�状耳飾り・環状土製品），人骨，動物・魚類・貝類遺存体，弥生時代の遺物

は，弥生土器（壺・甕），土製品（紡錘車），石器（敲石・石皿），古墳時代の遺物は，土師器（椀・坏・高坏・

壺・甕・鉢・甑），須恵器（坏・蓋・壺・甕），石製品（剣形模造品・双孔円板・勾玉），土製品（支脚・球状

土錘・管状土錘），平安時代の遺物は，土師器（坏・高台付坏・皿・高台付皿・小皿・壺・甕・鉢・甑），須恵

器（坏・高台付坏・壺・甕・鉢・甑），土製品（球状土錘・管状土錘・紡錘車），金属製品（刀子），中世から

近世の遺物は，陶器（碗・鉢・擂り鉢・甕），磁器（碗・皿），土師質土器（カワラケ・内耳鍋），瓦質土器（鉢），

金属製品（銭貨・小柄・釘・火皿），土製品（泥面子），陶製品（転用砥），石製品（砥石），人骨である。

調査区北西部（Ｄ４ｇ５）に試掘坑を設定し，深さ２�３ｍまで掘り下げて基本層序の確認を行った。土層は１３

層に別けられ，第１層が表土，第２ａ層が黒色土，第２ｂ層が黒褐色土で縄文時代前期後葉の遺物包含層，第

２ｃ層が黒褐色土で縄文時代早期後葉の遺物包含層，第４層以下が関東ローム層，第１１層以下が常総粘土層で

ある。以下，各層の特徴を述べる。

第１層はローム小ブロックを少量含む暗褐色の耕作土で，粘性及び締まりは弱い。層厚は４０�である。

第２ａ層は焼土粒・貝粉（貝殻から溶解した成分が土中で再凝固したと推測できる白色粉状の物質）を多量，

ローム粒を少量含む黒色土で，粘性は普通で，締まりは弱い。層厚は１０～２０�である。

第３章 調 査 の 成 果

第１節 調 査 の 概 要

第２節 基 本 層 序
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第２ｂ層はローム粒を多量，貝粉を少量含む黒褐色土で，粘性は普通で，締まりは弱い。層厚は５～１５�で

ある。

第２ｃ層はローム小ブロックを多量，貝粉を微量含む暗褐色土で，粘性は普通で，締まりは弱い。層厚は２０

～３０�である。

第３層は黄褐色のソフトローム層で，ローム小ブロックを少量，貝粉を微量含んでいる。下位にクラックが

発達している。粘性は強く，締まりは弱い。層厚は５～２０�である。立川ローム層に相当する。

第４層は黄褐色のハードローム層で，黒色粒子を微量含んでいる。粘性は強く，締まりは極めて強い。第３

層よりも暗い。層厚は２０～４０�である。立川ローム層に相当する。

第５層は黄褐色のハードローム層で，黒色粒子・赤色粒子を極少量含んでいる。粘性は強く，締まりは極め

て強い。第４層よりも暗い。層厚は１５～２５�である。以下，第１０層まで武蔵野ローム層に相当する。

第３図 基本土層図
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第６層は明黄褐色のハードローム層で，黒色粒子を少量含んでいる。粘性は強く，締まりは極めて強い。第

５層よりも白みがかっている。層厚は１０～２５�である。

第７層はにぶい黄褐色のハードローム層で，黒色粒子・白色粒子を微量含んでいる。粘性は強く，締まりは

極めて強い。第６層よりも暗い。層厚は１０～２０�である。

第８層はにぶい黄褐色のハードローム層で，黒色粒子・白色粒子を微量含んでいる。粘性及び締まりは極め

て強い。第７層よりも暗い。層厚は５～２０�である。

第９層は灰黄褐色のハードローム層で，細礫を微量含んでいる。粘性及び締まりは強い。第８層よりも暗く，

やや柔らかい。層厚は１０～２０�である。

第１０層は暗褐色のハードローム層で，砂及び細礫を含んでいる。粘性は極めて強く，締まりは強い。断面を

削ると粗粒の感触がある。第９層よりも暗い。層厚は１０～２０�である。

第１１層は浅黄橙色の粘土層で，砂を中量含んでいる。粘性は極めて強く，締まりは強い。断面を削ると粗粒

の感触がある。層厚は３０～３５�である。

第１２層は灰白色の粘土層で，砂を多量，細礫を微量含んでいる。粘性は弱く，締まりは普通である。断面を

削ると粗粒の感触が強くある。第１１層よりも灰白色が強い。層厚は下層が未掘のために不明である。

なお，遺構の多くは，第２層下部及び第３層上面で確認され，第４～６層にかけて掘り込まれている。

写真� 斜面貝層の調査（掘り込み作業）

写真� 斜面貝層の調査（発掘体験活動）

写真� 斜面貝層の調査（貝層剥ぎ取り作業）

写真� 斜面貝層の調査（一般公開）
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１ 縄文時代の遺構と遺物

今回の調査で確認した当時代の遺構は，台地部で竪穴住居跡７軒，炉穴２基，炉跡２基，土坑４３５基，斜

面部で斜面貝層１か所，土坑墓１基である。以下，それぞれの遺構の特徴と出土した遺物について記述する。

なお，台地部で確認した４３５基の土坑の内，出土した遺物が少なく，時期を判断できない土坑３３０基について

は，出土遺物，形状，重複関係，覆土の様相などの総合的な所見から，当時代に属すると判断し，断面形が

フラスコ状のものをＡ類，長径１５０�以上のものをＢ類，長径１００�以上１５０�未満のものをＣ類，長径１００�

未満のものをＤ類，長径１００�未満の柱穴状のものをＥ類，方形及び長方形のものをＦ類と６類に分類した。

これらの土坑については，実測図と土層解説だけを掲載する。

� 竪穴住居跡

第５号住居跡（第４図）

位置 調査区北部のＤ４ｂ９区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 西部を第１号溝に掘り込まれている。北半分は調査区域外に延びているため，確認できた北西・

南東径は３�６２ｍ，確認できた北東・南西径は１�８２ｍで，本来は長径４�４０ｍほど，短径３�７０ｍほどの楕円形と推

測できる。壁高は５～１９�で，外傾して立ち上がっている。

床 やや凹凸がある。明瞭な硬化面はなく，炉の周囲が比較的踏み固められている。

炉 中央部から西に偏った壁際に位置する地床炉である。長径８３�，現存する短径４３�で，不整楕円形と推測

され，床面を皿状に１０�掘りくぼめている。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ３か所。Ｐ１～Ｐ３の深さは２７～５２�で，柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１７６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で，石器１点（石皿）が，Ｐ３の覆土

中から出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３節 遺 構 と 遺 物

炉土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量 ２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

第５号住居跡出土遺物観察表（第４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８７４ 縄文土器 深鉢 － （１４�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通 隆帯と沈線によって棘状のモチーフを有する渦巻
文を垂下 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層

TP８７５ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２３ 石皿 １０�２ ８�９ １�６ １４６�７ 凝灰岩 素材は板状の礫 片面に皿状の擦り面 Ｐ３覆土
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第４図 第５号住居跡・出土遺物実測図
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第２３号住居跡（第５図）

位置 調査区南部のＥ５ｊ７区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 南東側の一部は調査区域外に延びていると推測できる。壁は削平を受けており，床の一部と炉及び

ピットを確認した。

規模と形状 不明である。第５図には炉を中心とした円形の推定線を表したが，あくまでも参考である。

重複関係 第２１２号土坑を掘り込み，第２０５・２０７・２０９・２１０・２１４・２１５号土坑，第５号溝に掘り込まれている。

床 ほぼ平坦で，炉の周囲で硬化面を確認した。

第５図 第２３号住居跡・出土遺物実測図
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炉 長径７８�，短径５０�の不整楕円形で地床炉である。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化し

ている。

ピット ９か所。Ｐ１～Ｐ９の深さは２５～６２�で，性格は不明である。

遺物出土状況 縄文土器片１４６点（深鉢），土製品３点（土器片錘）が，炉の周囲の硬化面直上から出土してい

る。その他，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３５号住居跡（第６～８図）

位置 調査区東部のＥ６ｆ０区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況 南側の壁は斜面によって削平されている。複数の炉やピットの配置などから，少なくとも３回の建

て替えが推測できる。最古段階を第３５Ａ号住居跡，中段階を第３５Ｂ号住居跡，最新段階を第３５Ｃ号住居跡とし

て区別した。遺存状況はいずれも不良である。

規模と形状 第３５Ａ号住居跡は，形状が不明であるが，ピットの配置から楕円形と推測できる。第３５Ｂ号住居

跡は，長軸５�４６ｍ，現存する短軸４�５０ｍで，楕円形と推測できる。主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は１１

�で，外傾して立ち上がっている。第３５Ｃ号住居跡は，現存する長軸６�３８ｍ，短軸５�６４ｍで，楕円形と推測で

きる。主軸方向はＮ－３°－Ｅである。壁高は５～８�で，外傾して立ち上がっている。

床 第３５Ａ号住居跡は不明である。第３５Ｂ号住居跡は，壁直下には幅１０～２５�，深さ５�，断面形がＵ字状の

壁溝が断続的に巡っている。第３５Ｃ号住居跡はやや凹凸がある。炉を中心に壁際を除いて踏み固められている。

壁直下には幅８～２５�，深さ２～５�，断面形がＵ字状の壁溝が巡っているが，削平を受けている南側の状況

は不明である。

炉 地床炉２か所，石囲い炉１か所。炉１は，第３５Ａ号住居跡に伴う地床炉と考えられる。ピットで囲まれた

範囲のほぼ中央部に位置し，炉３によって東半分が失われている。長径４４�，現存する短径２４�，楕円形と推

測できる。床面を皿状に１１�掘りくぼめている。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

炉２は，第３５Ｂ号住居跡に伴う地床炉と考えられる。中央部から北寄りに位置し，長径８３�，短径５２�の不整

楕円形で，床面を皿状に１０�掘りくぼめている。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

炉３は，第３５Ｃ号住居跡に伴う石囲い炉と考えられる。長径８９�，短径４８�の楕円形で，床面を皿状に１０�掘

りくぼめている。石囲いは東側と西側の一部に認められ，長楕円形の礫を埋め込んでいる。本来，全周してい

た炉縁石の大半が抜き取られたと推測できる。火床面は床面と同じ高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット ３６か所。Ｐ１～Ｐ８は深さ３９～９０�で，第３５Ａ号住居跡に伴う柱穴と考えられる。Ｐ９～Ｐ１５は深さ

炉２・３土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック・炭化物中量，ローム粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量

第２３号住居跡出土遺物観察表（第５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６２ 縄文土器 深鉢［１８�２］（８�１） － 石英・長石・雲母 橙 普通 無文の口縁部下に凹線を巡らす 以下に縦・
横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土 １０％

TP８９９ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・長石 にぶい黄橙 普通 隆帯と沈線によって楕円形区画を形成 区画
内に斜位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 覆土

TP９００ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 石英・長石 暗褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土

TP９０１ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 石英・長石 暗褐 普通 無文の口縁部下に凹線を巡らす 以下に単節縄文を施文 覆土
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４６～６６�で，第３５Ｂ号住居跡に伴う柱穴と考えられる。Ｐ１６～Ｐ３２は深さ１０～９０�で，第３５Ｃ号住居跡に伴

う柱穴と考えられる。Ｐ３３～Ｐ３６は深さ１２～３２�で，帰属及び性格は不明である。

覆土 ７層に分けられ，いずれも第３５Ｃ号住居跡の覆土である。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な

含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１１６点（深鉢），石器１点（敲石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

ピット土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化子粒微量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ローム粒子多量

７ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

５ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック中量，炭化物
微量

６ 暗 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６図 第３５Ａ号住居跡実測図
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第７図 第３５Ｂ号住居跡実測図
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第８図 第３５Ｃ号住居跡・出土遺物実測図
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所見 複数の炉やピットの配置などから，少なくとも３回の建て替えが認められる。最終段階の時期は，出土

土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。最古段階の第３５Ａ号住居跡は地床炉とピットしか確認できなかっ

たため，建て替えではなくて重複の可能性もある。中段階の第３５Ｂ号住居跡と最終段階の第３５Ｃ号住居跡は，

周溝の一部を共有しているために拡張と考えられる。炉は地床炉から石囲い炉へ変化している。

第３７号住居跡（第９～１１図）

位置 調査区東部のＥ６ｉ９区で，標高２４�５ｍの台地縁辺部に位置している。南側の壁は斜面によって削平さ

れている。

重複関係 第３８号住居・第４８４号土坑を掘り込み，第３４６・３８０・３８９・３９７・３９８・３９９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸５�９１ｍ，短軸５�０２ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－１０°－Ｗである。壁高は６～４０�で，

外傾して立ち上がっている。

床 ほぼ平坦で，全体的に南側に傾斜している。壁直下には幅９～１８�，深さ８～１０�，断面形がＵ字状の壁

溝が巡っている。壁際を除いて踏み固められている。

炉 中央部から北寄りに位置する地床炉である。長径６５�，短径５１�の楕円形で，床面を皿状に１０�掘りくぼ

めている。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

ピット １４か所。Ｐ１～Ｐ６は深さ３５～４９�で，柱穴と考えられる。Ｐ７～Ｐ１２は深さ１４～３０�で，補助的な

柱穴と考えられる。Ｐ１３は深さ１８�，Ｐ１４は深さ２５�で，性格は不明である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１３８１点（深鉢），土製品６点（土器片錘），石器１０点（石鏃１，石皿１，磨石２，剥

片６）が，第１層から散在した状態で出土している。住居廃絶後しばらくしてから廃棄された遺物と考えられ

る。その他，混入した土師器片１１点と須恵器片３点も出土している。

所見 覆土中の縄文土器片に大きな時期差は認められない。中期後葉の加曽利Ｅ�式期には廃絶されていたと

考えられる。時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期と推測できる。

炉土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 赤 褐 色 焼土ブロック多量，炭化物微量

ピット土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３５Ｃ号住居跡出土遺物観察表（第８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９２６ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 石英・長石 褐 普通 隆帯を巡らし，３本単位の沈線を垂下 横位
回転の前々段反撚Ｌを施文 覆土

TP９２７ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 石英・長石 橙 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４０ 敲石 ８�１ ６�０ ２�５ １４６�１ 砂岩 素材は扁平な礫 下端部に敲打による痘痕状の凹み 覆土

―２２―



第９図 第３７号住居跡実測図

―２３―



第１０図 第３７号住居跡出土遺物実測図�

―２４―



第１１図 第３７号住居跡出土遺物実測図�

第３７号住居跡出土遺物観察表（第１０・１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５１５ 縄文土器 深鉢 － （１８�０） ７�８ 長石・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線を垂下 ｈ字状のモチーフを
描出 横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層 ４５％

５１６ 縄文土器 深鉢［１８�２］（１５�４） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 口唇部に隆帯を巡らす 縦位回転の直前段多条Ｌを施文 覆土中層 ２０％

５１７ 縄文土器 深鉢［２７�９］（１３�５） － 石英・長石・雲母 褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出
口縁部は縦位回転，頸部は斜位回転の合撚Ｌを施文 覆土中層 １０％

５１８ 縄文土器 鉢 ［４８�０］（１４�０） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出 肩部は縦位回
転の２段ＬＲ単節縄文，胴部は縦位回転の３段ＬＲ複節縄文を施文 覆土中層 １０％

５１９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） ５�５ 長石・雲母 橙 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土上層 １０％

５２０ 縄文土器 深鉢 － （９�１）［９�０］石英・長石・雲母 橙 普通 斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，蛇行
沈線を沿わせた２・３本単位の沈線を垂下 覆土中層 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９９８ 土器片錘 ５�４ ４�４ １�０ ２７�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�１� 覆土 PL５６

DP９９９ 土器片錘 ４�３ ３�３ １�２ ２０�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 覆土 PL５６

DP１０００土器片錘 ３�６ ３�６ １�４ ２１�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�１� 覆土 PL５６

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４１ 石皿 （１２�８）（１２�９）（９�２）（１３０５�９） 安山岩 片面に皿状の擦り面 縁辺部に複数の断面形がＶ字状の凹み 覆土中層

Ｑ２４２ 磨石 （６�１）（４�４）（７�４）（２１１�５） 安山岩 全面擦り面 両面に浅い凹み 覆土

Ｑ２４３ 磨石 （１０�１）（５�２）（２�８）（１９３�４） 安山岩 全面擦り面 両面に浅い凹み 側面の一部に敲打による痘痕状の凹み 覆土

―２５―



第３８号住居跡（第１２図）

位置 調査区東部のＥ６ｈ８区で，標高２４�５ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３３３・４４５・４６９・４８４号土坑を掘り込み，第３７号住居，第４０３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長軸４�４１ｍ，短軸３�６８ｍの隅丸長方形で，主軸方向はＮ－４５°－Ｗである。壁高は７～２０�で，

直立している。

床 ほぼ平坦で，全体的に南東側に傾斜している。明瞭な硬化面はなく，炉の周囲が比較的踏み固められてい

る。

炉 中央部から南西寄りに位置する地床炉である。長径６７�，短径４５�の楕円形である。火床面は床面と同じ

高さで，火熱を受けて赤変硬化している。

第１２図 第３８号住居跡・出土遺物実測図

―２６―



ピット ４か所。Ｐ１～Ｐ４は深さ４７～７６�で，柱穴と考えられる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２８６点（深鉢），石器５点（敲石１，剥片４），土製品３点（土器片錘）が，覆土中

から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期と推測できる。

第４０号住居跡（第１３図）

位置 調査区東部のＥ７ｅ２区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１７号土坑を掘り込み，第３０号住居に掘り込まれている。北半分は調査区域外に延びている。壁

及び床は削平を受けており，炉とピットだけを確認した。

炉 長径６４�，短径５５�の楕円形で地床炉である。確認面から皿状に１２�掘り込んでいる。火床面は第２層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。第３層は掘り方への埋土である。

ピット ８か所。Ｐ１～Ｐ８の深さは１３～５５�で，性格は不明である。Ｐ８は炉の下から確認されている。

遺物出土状況 縄文土器片５点（深鉢）が，炉の覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

炉土層解説
１ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック少量，炭化物微量

３ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

ピット土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
７ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第３８号住居跡出土遺物観察表（第１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９２８ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通 隆帯と沈線によってＹ字状のモチーフを描出
縦・横・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土下層

TP９２９ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 石英・長石 橙 普通 ４本単位の条線を縦位に施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１００１土器片錘 ５�６ ４�２ １�１ ３８�４ 縄文土器 ３側縁研磨・１側縁打ち欠き調整 １方向の切り込み 切り込み間５�３� 覆土 PL５６

DP１００２土器片錘 ３�５ ２�３ １�４ １３�３ 縄文土器 ３側縁研磨・１側縁打ち欠き調整 １方向の切り込み 切り込み間３�０� 覆土 PL５６

DP１００３土器片錘 ３�５ ２�２ ０�８ ９�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 覆土 PL５６

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４４ 楔形石器 ２�７ ２�３ ０�９ ７�２ チャート 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 背面に礫面を
残す 縦断面形は不整な菱形 覆土

第４０号住居跡出土遺物観察表（第１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２５ 縄文土器 深鉢 － （４�９）［６�５］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 無文 覆土 １０％

TP１０８１縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・雲母 橙 普通 条線文を縦位に施文 覆土下層

―２７―



第４１号住居跡（第１４図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ４区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２４号住居に掘り込まれている。壁は削平を受けており，床の一部と炉及びピットを確認した。第

２６９・３５０・４５８・４５９・５０１号土坑と平面的に重複しているが，先後関係は不明である。

床 ほぼ平坦で，全体的に南東側に傾斜している。明瞭な硬化面はなく，炉の周囲が比較的踏み固められている。

炉 長径８９�，短径８０�の楕円形で地床炉である。確認面から皿状に３５�掘り込んでいる。火床面は第５層上

面で，火熱を受けて赤変硬化している。

ピット １１か所。Ｐ１～Ｐ１１の深さは２５～６４�で，性格は不明である。

遺物出土状況 縄文土器片１９２点（深鉢），土製品１点（土器片錘）が，炉の周囲の床面直上から出土している。

その他，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

第１３図 第４０号住居跡・出土遺物実測図

炉土層解説
１ 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物

微量

４ 極暗赤褐色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
５ にぶい赤褐色 焼土ブロック中量，炭化物少量，ローム粒子微量

ピット土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 明 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

―２８―



第１４図 第４１号住居跡・出土遺物実測図

―２９―



� 炉跡

第１号炉跡（第１５図）

位置 調査区東部のＥ６ｃ８区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況 周辺に本跡に伴う施設は認められず，遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�９１ｍ，短径０�５５ｍの不整楕円形で，皿状に１４�掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がっ

ている。長径方向はＮ－２９°－Ｗである。

覆土 ４層に分かれ，第１・２層上面が火床面で，第３・４層は掘り方への埋土である。

遺物出土状況 縄文土器片１０点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から

中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測できる。

第２号炉跡（第１６図）

位置 調査区東部のＥ６ｇ９区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況 周辺に本跡に伴う施設は認められず，遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�１４ｍ，短径１�００ｍの楕円形で，皿状に１５�掘り込んでいる。壁は緩やかに立ち上がってい

第１５図 第１号炉跡実測図

土層解説
１ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック少量，炭化物微量
３ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

第４１号住居跡出土遺物観察表（第１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２６ 縄文土器 深鉢［１７�４］（１６�７） － 石英・雲母 オリーブ褐 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆帯に
よって楕円形や逆三角形区画を形成 縦位回転の
１段Ｌ無節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す

床直上 ３０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１００６土器片錘 ５�６ ３�８ １�０ ２９�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�１� 覆土 PL５６

表２ 縄文時代竪穴住居跡一覧表

番号 位置 主軸方向 平面形
規模（ｍ）

（長軸×短軸）
壁高
（�） 床面 壁溝

内部施設

覆土 主な出土遺物 時期
備考
重複関係
（古�新）

ピット
竈 炉 貯蔵穴

主柱穴柱穴出入口不明

５ Ｄ４ｂ９ － ［楕円形］（３．６２）×（１．８２）５～１９凹凸 － － ３ － － － 地床
炉１ － 自然 縄文土器・石

皿 中期後葉 本跡→SD１

２３ Ｅ５ｊ７ － － － － 平坦 － － － － ９ － 地床
炉１ － － 縄文土器・土

器片錘 中期後葉 SK２１２→本跡→SK２０５・２０７
・２０９・２１０・２１４・２１５，SD５

３５a Ｅ６ｆ０ Ｎ－３°－Ｅ － － － － － － ８ － － － 地床
炉１ － － － 中期後葉 －

３５b Ｅ６ｆ０ Ｎ－３°－Ｅ［楕円形］５．４６×（４．５０） １１ 凹凸 一部 － ７ － － － 地床
炉１ － － － 中期後葉 本跡→SK３３６・３３７

３５c Ｅ６ｆ０ Ｎ－３°－Ｅ［楕円形］（６．３８）×５．６４ ５～８ 凹凸 一部 － １７ － － － 石囲
炉１ － 自然 縄文土器・敲

石 中期後葉 本跡→SK３３６・３３７，SI３０

３７ Ｅ６ｉ９ Ｎ－１０°－Ｗ 隅丸長方形 ５．９１×５．０２ ６～４０平坦（全周） ６ － － ８ － 地床
炉１ － 自然 縄文土器・土器片錘・

石鏃・石皿・磨石・剥片 中期後葉
SK４８４，SI３８→本跡→SK
３４６・３８０・３８９・３９７～３９９

３８ Ｅ６ｈ８ Ｎ－４５°－Ｗ 隅丸長方形 ４．４１×３．６８ ７～２０平坦 － ４ － － － － 地床
炉１ － 自然 縄文土器・土器

片錘・敲石・剥片 中期後葉
SK３３３・４４５・４６９・４８４
→本跡→SK４０３，SI３７

４０ Ｅ７ｅ２ － － － － － － － － － ８ － 地床
炉１ － － 縄文土器 中期後葉 SK３１７→本跡→SI３０

４１ Ｅ６ｅ４ － － － － － － － － － １１ － 地床
炉１ － － 縄文土器・土

器片錘 中期後葉 本跡→SI２４
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る。長径方向はＮ－４７°－Ｗである。

覆土 ４層に分かれ，第２層上面が火床面で，第３・４層は掘り方への埋土である。

遺物出土状況 縄文土器片２点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

� 炉穴

第１号炉穴（第１７図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ８区で，標高２４�５ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北側は第１号住居に掘り込まれているため，確認できた長径は１�７４ｍで，本来は長径２�００ｍほど，

短径０�８４ｍの不整楕円形と推測され，長径方向はＮ－１６°－Ｗである。南側が火焚部で，北側に足場が付設さ

れている。深さは火焚部が３９�，足場が２５�である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部は皿状で，底面

は火熱を受けて赤変硬化している。足場は火焚部に向かって緩やかに傾斜している。

覆土 ７層に分かれ，第２～４層は焼土ブロックを多く含んでいるため，埋め戻されたと考えられる。第１・

５・６層は，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。第７層は

火床面の焼土である。

土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 赤 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック中量，炭化物微量

３ 極暗赤褐色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

第１６図 第２号炉跡実測図

第１７図 第１号炉穴実測図

表３ 縄文時代炉跡一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

１ Ｅ６ｃ８ 不整楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ ０．９１ × ０．５５ １４ 緩斜 皿状 － 自然 － 中期後葉 －

２ Ｅ６ｇ９ 楕円形 Ｎ－４７°－Ｗ １．１４ × １．００ １５ 緩斜 平坦 － 自然 － 中期後葉 －
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所見 時期は，出土遺物がないので，遺構の形状から，早期から前期と推測できる。

第２号炉穴（第１８図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ８区で，標高２４�５ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側が第２５号土坑に掘り込まれているため，長径２�２０ｍ，確認できた短径は０�９６ｍで，本来は

短径１�００ｍほどの不整楕円形と推測され，長径方向はＮ－４０°－Ｗである。北西側が火焚部で，南東側に足場

が付設されている。深さは火焚部が１２�，足場が１０�である。壁は外傾して立ち上がっている。火焚部は皿状

を呈し，底面のほぼ中央部が火熱を受けて赤変硬化している。足場は火焚部に向かって緩やかに傾斜している。

覆土 ５層に分かれ，全体的に焼土ブロックを含んでいるため，埋め戻されたと考えられる。

所見 時期は，出土遺物がないので，遺構の形状から，早期から前期と推測できる。

� 土坑

第２号土坑（第１９図）

位置 調査区北部のＤ４ｆ８区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１・４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西側が第１・４号住居に掘り込まれているため，確認できた長径は１�５８ｍで，本来は長径１�７０ｍ

土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
３ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒微量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒微量

５ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化物微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック多量

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量
３ 赤 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第１８図 第２号炉穴実測図

表４ 縄文時代炉穴一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

１ Ｄ４ｇ８ ［不整楕円形］ Ｎ－１６°－Ｗ（１．７４）× ０．８４ ２３ 外傾 平坦 － 自然
人為 － 早期～前期 本跡→SI１

２ Ｄ４ｇ８ ［不整楕円形］ Ｎ－４０°－Ｗ ２．２０ ×（０．９６）１２ 外傾 平坦 － 人為 － 早期～前期 本跡→SK２５
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ほど，短径１�６２ｍの円形と推測できる。深さは５７�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦であ

る。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１４１点（深鉢），土製品３点（土器片錘），石器１点（剥片）が，覆土中層から下層

にかけて散在した状態で出土している。その他，混入した土師器片２点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

第３号土坑（第２０図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ１区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�２１ｍ，短径１�１２ｍの円形で，深さは１３�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

皿状にくぼんでいる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１９図 第２号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量 ２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第２号土坑出土遺物観察表（第１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２７ 縄文土器 深鉢［３０�１］（１２�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆
帯によって楕円形区画を形成 縦位回転の２
段ＬＲ単節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土中層 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１００８土器片錘 ４．２ ２�７ ０�９ １４�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 覆土 PL５６
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遺物出土状況 縄文土器片２６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第５号土坑（第２１図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ１区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�９５ｍ，短径０�８２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは１８�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片８点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から縄文時代中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２０図 第３号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

第２１図 第５号土坑・出土遺物実測図

第３号土坑出土遺物観察表（第２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９３１ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 石英・長石 にぶい褐 普通 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土

TP９３２ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 石英・長石・雲母 褐 普通 斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

第５号土坑出土遺物観察表（第２１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９３３ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，２・
３本単位の沈線を垂下 覆土
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第６号土坑（第２２図）

位置 調査区北部のＤ５ｃ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�９６ｍ，短径０�７６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３８°－Ｗである。深さは２０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から前期後葉の浮島�ａ式期である。

第７号土坑（第２３図）

位置 調査区北部のＤ５ｃ１区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 北西・北東側は調査区域外に延びている。遺存状況は良好である。

規模と形状 北西・北東側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は０�８９ｍ，確認できた短径は１�０２

ｍで，本来は径１�３０ｍほどの円形と推測できる。深さは３８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面は皿状

にくぼんでいる。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３０点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。その他，混入した須恵

器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）～Ｅ�（古）式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第２２図 第６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６号土坑出土遺物観察表（第２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９３４ 縄文土器 深鉢 － （３�２） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 半截竹管による平行沈線を横位に施文 地文
は付加条を施文 覆土

TP９３５ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 石英・長石 浅黄橙 普通 半截竹管による肋骨文と円形刺突文を施文 覆土

TP９３６ 縄文土器 深鉢 － （２�７） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通 半截竹管による網目状文を施文 地文は２段
ＬＲ単節縄文を施文 覆土
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第８号土坑（第２４図）

位置 調査区北部のＤ５ｃ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 第９号土坑と接しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径１�８９ｍ，短径１�５７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２４°－Ｅである。深さは３０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，南壁際にＰ１が存在し，深さは３２�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第２３図 第７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２４図 第８号土坑・出土遺物実測図

第７号土坑出土遺物観察表（第２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２８ 縄文土器 深鉢［１５�８］（２０�２） － 石英・長石 橙 普通
口唇部に２段の連続する円形刺突と１条の沈
線を巡らす 以下に縦位回転の２段ＬＲ単節
縄文を施文後，２本単位の沈線を垂下

覆土下層 ２０％
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遺物出土状況 縄文土器片６５点（深鉢），石器１点（剥片）が，覆土下層から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

第１０号土坑（第２５図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が第１１号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�５０ｍで，本来は長径２�００ｍほ

ど，短径１�３４ｍで，長径方向はＮ－７０°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは２４�で，壁は緩やかに立ち上がっ

第２５図 第１０号土坑・出土遺物実測図

第８号土坑出土遺物観察表（第２４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９３７ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・長石 暗褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土

TP９３８ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 石英・長石 暗褐 普通 口唇部に２条の沈線を巡らす 以下に縦位・
横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

―３７―



ている。底面は波板状の凹凸を有している。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３０点（深鉢），石器５点（石皿）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１１号土坑（第２６図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�７７ｍ，短径０�６０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｅである。深さは６０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２１点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２６図 第１１号土坑・出土遺物実測図

第１０号土坑出土遺物観察表（第２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９３９ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文後，２・
３本単位の沈線を横位２段に巡らす 覆土中層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４８ 石皿 （１７�０）（１２�６）（５�１）（１１３９�５） 雲母片岩 片面に皿状の擦り面 縁辺部に複数の断面形がＶ字状の凹み 覆土中層

―３８―



第１３号土坑（第２７図）

位置 調査区北部のＤ５ｃ１区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�６５ｍ，短径０�６０ｍの不整円形で，深さは３７�である。壁は外傾して立ち上がっている。底

面はほぼ平坦である。

覆土 ３層からなる。不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１１点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

第１４号土坑（第２８図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ４区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�１０ｍ，短径１�６０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２１°－Ｅである。深さは２０�で，壁は緩やか

に立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，東側にピットが存在し，Ｐ１の深さは１６�，Ｐ２の深さは３８�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１８点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２７図 第１３号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１１号土坑出土遺物観察表（第２６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５２９ 縄文土器 深鉢 － （１５�２） ７�２ 石英・長石・雲母 橙 普通 縦位・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，２・３
本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 底部網代痕 覆土上層 ３０％

第１３号土坑出土遺物観察表（第２７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４０ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通
２本単位の隆帯を垂下させた沈線を沿わせた２本
単位の隆帯を横位に巡らす ２本単位の沈線を垂
下 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土

―３９―



第１６号土坑（第２９図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ８区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�１８ｍ，短径２�１１ｍの円形で，深さは２８�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

緩やかな凹凸を有している。中央部西寄りにＰ１が存在し，深さは３２�である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第２８図 第１４号土坑・出土遺物実測図

第２９図 第１６号土坑・出土遺物実測図

第１４号土坑出土遺物観察表（第２８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４１ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文後，沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 覆土上層

―４０―



遺物出土状況 縄文土器片３９点（深鉢），石器２点（剥片）が，覆土下層から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１７号土坑（第３０図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ８区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１６号土坑を掘り込み，第２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�０７ｍ，短径２�００ｍの円形で，深さは３５�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片９０点（深鉢）が，覆土下層から散在した状態で出土している。５３２は西側の底面直

上から横転した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第１８号土坑（第３１図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ８区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３１号土坑を掘り込み，第２０・２１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�１９ｍ，短径２�１８ｍの円形で，深さは３０�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，北壁際にＰ１が存在し，深さは１６�である。

覆土 ２層からなる。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１０５点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第１９号土坑（第３２図）

位置 調査区北部のＤ４ｉ８区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 第３１号土坑と接しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径１�０７ｍ，短径０�９３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４４°－Ｗである。深さは２８�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

第１６号土坑出土遺物観察表（第２９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３０ 縄文土器 深鉢［２１�２］（１３�９） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描
出 胴部は３本単位の沈線を垂下 区画内は撚糸文を施文 Ｐ１覆土 １０％

５３１ 縄文土器 深鉢 － （７�３） １０�４ 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 縦位・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 Ｐ１覆土 １０％

―４１―



第３０図 第１７号土坑・出土遺物実測図

第１７号土坑出土遺物観察表（第３０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３２ 縄文土器 深鉢 ２５�８ ３３�９ ６�８ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通
口縁部は隆帯と沈線によって円形や枠状のモチーフを描
出 胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁部
が横位回転，胴部が縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

底面 ９０％ PL４３

第１８号土坑出土遺物観察表（第３１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４２ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 石英・長石 褐 普通 ６本単位の条線を縦位に施文 覆土

TP９４３ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 石英・長石 明褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を横位に巡らす 地文は撚糸文を施文 覆土

TP９４４ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土

―４２―



覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片４７点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２０号土坑（第３３図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ８区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

第３１図 第１８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量
２ 黒 褐 色 ローム粒子少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３２図 第１９号土坑・出土遺物実測図

第１９号土坑出土遺物観察表（第３２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４５ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 石英・長石 橙 普通 １・２本単位の沈線を垂下 地文は撚糸文を
施文 覆土

―４３―



重複関係 第１８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�１２ｍ，短径１�０４ｍの円形で，深さは７５�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片４２点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２２号土坑（第３４図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ８区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１７号土坑を掘り込んでいる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第３３図 第２０号土坑・出土遺物実測図

第３４図 第２２号土坑・出土遺物実測図

第２０号土坑出土遺物観察表（第３３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４６ 縄文土器 深鉢 － （４�０） － 石英・長石 橙 普通 ２本単位の波状の沈線を横位に巡らす 地文
は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

―４４―



規模と形状 長径１�１０ｍ，短径０�９３ｍの円形で，深さは８３�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ５層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１０点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第２３号土坑（第３５図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ８区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�２３ｍ，短径１�１８ｍの円形で，深さは４０�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック多量

第３５図 第２３号土坑・出土遺物実測図

第２２号土坑出土遺物観察表（第３４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３３ 縄文土器 鉢 － （３�３） ６�０ 石英・長石・雲母 黄橙 普通 無文 覆土 １０％

TP９４７ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 石英・長石 にぶい橙 普通 撚糸文を施文後，３本の沈線を伴う磨り消し
帯を横位に巡らす 覆土

TP９４８ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 石英・長石 橙 普通 口唇部は無文で３本の沈線を巡らす 以下に
縦位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 覆土

―４５―



遺物出土状況 縄文土器片２３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

第２４号土坑（第３６図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３０号土坑を掘り込み，第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第１号溝に掘り込まれているため，確認できた長径は１�０４ｍで，本来は長径１�７０ｍほど，

短径１�０２ｍで，長径方向はＮ－３３°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２７�で，壁は外傾して立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片９点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２５号土坑（第３７図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ８区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号炉穴，第２６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�０５ｍ，短径０�９４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６４°－Ｅである。深さは１９�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層からなる。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第３６図 第２４号土坑・出土遺物実測図

第２３号土坑出土遺物観察表（第３５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３４ 縄文土器 深鉢［２６�２］（１８�１） － 石英・長石・雲母 黄橙 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆帯に
よって楕円形や逆三角形区画を形成 縦位回転の
２段ＬＲ単節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土下層 １５％

第２４号土坑出土遺物観察表（第３６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９４９ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 石英・長石 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回
転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土上層

―４６―



遺物出土状況 縄文土器片３３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉から後期前葉の加曽利Ｅ�（新）～称名寺（古）式期である。

第２６号土坑（第３８図）

位置 調査区北部のＤ４ｇ８区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径０�８２ｍ，短径０�６４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６°－Ｅである。深さは１３�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 単一層。均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量

第３７図 第２５号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３８図 第２６号土坑・出土遺物実測図

第２５号土坑出土遺物観察表（第３７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５０ 縄文土器 深鉢 － （２０�５） － 石英・長石 にぶい褐 普通 地文は縦位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 覆土中層

TP９５１ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 沈線でＪ字状ないしその変形したモチーフを
描出 沈線間を１段Ｌ無節縄文で充填 覆土中層 PL５２

―４７―



遺物出土状況 縄文土器片１７点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉から後期前葉の加曽利Ｅ�（新）～称名寺（古）式期である。

第２８号土坑（第３９図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ３区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�３０ｍ，短径１�１０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５０°－Ｗである。深さは２２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片８９点（深鉢），土製品４点（土器片錘２，土器片円盤２），礫１点が，覆土中から散

在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量 ２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３９図 第２８号土坑・出土遺物実測図

第２６号土坑出土遺物観察表（第３８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５２ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 石英・長石 にぶい橙 普通 沈線でモチーフを描出 沈線間を１段Ｌ無節
縄文で充填 覆土

第２８号土坑出土遺物観察表（第３９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５３ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 石英・長石 にぶい橙 普通 ２本の太い凹線を垂下 凹線間を縦位回転の
２段ＲＬ単節縄文で充填 覆土

TP９５４ 縄文土器 深鉢 － （５�２） － 石英・長石 にぶい橙 普通 無文の口唇部下に凹線を巡らす 以下に２段
ＬＲ単節縄文を施文 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１００９土器片錘 ６�２ ３�５ １�１ ３３�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�８� 覆土 PL５６

DP１０１０土器片錘 ２�５ ２�８ ０�９ ９�６ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�３� 覆土 PL５６

―４８―



第２９号土坑（第４０図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ３区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東側が第２８号土坑に掘り込まれているため，長径０�８５ｍ，確認できた短径は０�４７ｍで，本来は短

径０�７０ｍほどで，長径方向はＮ－３８°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは１０�で，壁は緩やかに立ち上がって

いる。底面は緩やかな凹凸を有している。

覆土 単一層。均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第３０号土坑（第４１図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西側が第２４号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は０�４４ｍ，確認できた短径は０�９３

ｍで，本来は長径１�３０ｍ，短径１�００ｍほどで，長径方向はＮ－７０°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２３�で，

壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ２層からなる。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１７点（深鉢），土製品１点（土器片円盤）が，覆土中から散在した状態で出土して

いる。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック微量

第４０図 第２９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１１土器片円盤 ３�１ ３�３ ０�９ １３�１ 縄文土器 周縁研磨調整 覆土 PL５６

DP１０１２土器片円盤 ２�３ ２�２ ０�９ ５�４ 縄文土器 周縁研磨調整 覆土 PL５６

第２９号土坑出土遺物観察表（第４０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５５ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 無文 底面

―４９―



第３２号土坑（第４２図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号住居，第３４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側が第２号住居に掘り込まれているため，確認できた長径は１�２０ｍ，確認できた短径は１�０８

ｍで，本来は長径１�２０ｍ，短径１�１０ｍほどの円形と推測できる。深さは２９�で，壁は外傾して立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦で，北壁際にＰ１が存在し，深さは１３�である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１５点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

第４１図 第３０号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４２図 第３２号土坑・出土遺物実測図

第３０号土坑出土遺物観察表（第４１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５６ 縄文土器 深鉢 － （３�２） － 石英・長石 にぶい橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 破断面の粘土紐に
刺突痕 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１３土器片円盤 ２�５ ２�５ ０�７ ６�２ 縄文土器 周縁研磨調整 覆土 PL５６

第３２号土坑出土遺物観察表（第４２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５７ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 磨り消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文
を施文 覆土

―５０―



第３３号土坑（第４３図）

位置 調査区北部のＤ５ｈ１区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�１５ｍ，短径１�１０ｍの円形で，深さは１０�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 単一層。均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１５点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第３７号土坑（第４４図）

位置 調査区北部のＤ４ｊ９区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�４６ｍ，短径１�５６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７６°－Ｗである。深さは３１�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，東側から南側にかけてピットが存在し，Ｐ１～Ｐ５の深さは１０～

４９�である。

覆土 １０層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７１点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４３図 第３３号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
１０ 褐 色 ロームブロック多量

第３３号土坑出土遺物観察表（第４３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９５８ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 石英・長石 褐 普通 微隆帯を垂下 微隆帯間は磨り消す 地文は
２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土上層

―５１―



第４１号土坑（第４５図）

位置 調査区北部のＤ４ｊ７区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�５２ｍ，短径０�４２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４°－Ｗである。深さは２１�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から前期中葉の植房式期である。

第４４図 第３７号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４５図 第４１号土坑・出土遺物実測図

第３７号土坑出土遺物観察表（第４４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６１ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 縦位・斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文後，
沈線を沿わせた隆帯を横位及び曲線的に施文 覆土

第４１号土坑出土遺物観察表（第４５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６２ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 石英・長石・繊維 橙 普通 半截竹管による横位の櫛歯状文を施文 覆土

―５２―



第４３号土坑（第４６図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ７区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�４６ｍ，短径０�４２ｍの円形で，深さは３２�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片５点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４４号土坑（第４７図）

位置 調査区北部のＤ４ｊ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 開口部は長径１�０６ｍ，短径１�０４ｍの円形である。深さは５１�で，壁は内傾して立ち上がっている。

底面は長径１�２７ｍ，短径１�１１ｍの楕円形で，ほぼ平坦である。

覆土 ９層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１１５点（深鉢），石器２点（石棒，剥片）が，覆土下層から中層にかけて散在した状

態で出土している。Ｑ２４９は，北西側の底面直上から立位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。形状から，フラスコ状土坑である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量

第４６図 第４３号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック多量

第４３号土坑出土遺物観察表（第４６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６３ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 石英・長石 にぶい褐 普通 蛇行する沈線を垂下 地文は斜位回転の２段
ＲＬ単節縄文を施文 覆土

―５３―



第４５号土坑（第４８図）

位置 調査区北部のＤ４ｄ８区で，標高２４�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�６０ｍ，短径１�８８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５１°－Ｅである。深さは２５�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，北東壁際，中央部の南西寄りにピットが存在し，Ｐ１の深さは２４

�，Ｐ２の深さは４６�である。

覆土 １１層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第４７図 第４４号土坑・出土遺物実測図

第４４号土坑出土遺物観察表（第４７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６４ 縄文土器 深鉢 － （２２�７） － 石英・長石 浅黄橙 普通 無文の口唇部下に１条の沈線を巡らす 以下
に斜位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２４９ 石棒 （１１�９）（１３�９）（１２�９）（２２９４�４） 花崗岩 丁寧な研磨・敲打調整 頭部下端は横長の剥離痕が連続する 覆土下層 PL５５

―５４―



遺物出土状況 縄文土器片９２点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土下層から中層にかけて散在した状

態で出土している。その他，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

第４６号土坑（第４９図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ０区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 開口部は長径２�０８ｍ，短径１�７１ｍの不整楕円形である。深さは６５�，壁は内傾して立ち上がって

いる。底面は長径２�１９ｍ，短径２�０２ｍの円形で，ほぼ平坦である。

覆土 １０層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

７ 暗 褐 色 ロームブロック微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 暗 褐 色 ロームブロック多量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
１１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４８図 第４５号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
９ 褐 色 ロームブロック多量
１０ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量

第４５号土坑出土遺物観察表（第４８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３５ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを描出 丁寧なナデ 覆土上層 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１４土器片錘 ４�３ ３�０ １�１ １８�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�１� 覆土 PL５６

―５５―



遺物出土状況 縄文土器片２９８点（深鉢）が，覆土下層から中層にかけて散在した状態で出土している。５３７は，

西側の底面直上から逆位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。形状から，フラスコ状土坑である。

第４７号土坑（第５０図）

位置 調査区北部のＤ４ｆ０区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４８号土坑を掘り込んでいる。

第４９図 第４６号土坑・出土遺物実測図

第４６号土坑出土遺物観察表（第４９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３６ 縄文土器 深鉢 － （２６�０） － 石英・長石・雲母 橙 普通
口縁部は隆帯によって渦巻状・クランク状・枠状
のモチーフを描出 胴部は沈線を曲線的に施文
地文は縦・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層 ３５％

５３７ 縄文土器 深鉢［２１�２］（１３�９） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通

口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチー
フを描出 区画内には集合沈線を充填 頸部は無文
胴部は２・３本単位の沈線で半球状・格子状のモ
チーフを描出 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文
を施文

底面 ２０％

―５６―



規模と形状 長径２�０２ｍ，短径１�６３ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－２３°－Ｗである。深さは３２�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，東壁際にＰ１が存在し，深さは６０�である。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１２４点（深鉢）が，覆土下層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４９号土坑（第５１図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�３９ｍ，短径１�３５ｍの円形で，深さは３４�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，南西壁際にＰ１が存在し，深さは１９�である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

５ 褐 色 ロームブロック微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 黒 褐 色 ロームブロック少量

第５０図 第４７号土坑・出土遺物実測図

第４７号土坑出土遺物観察表（第５０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３８ 縄文土器 深鉢 － （３�９）［７�５］石英・長石・雲母 橙 普通 撚糸文を施文 底部網代痕 覆土 １０％

TP９６５ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 石英・長石 橙 普通 口唇部は無文で３本の沈線を巡らす 口縁部は沈線を伴う磨
り消し帯で連弧状のモチーフを描出 地文は撚糸文を施文 覆土

―５７―



遺物出土状況 縄文土器片５３点（深鉢），土製品２点（土器片錘，土器片円盤）が，覆土中から散在した状態

で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相からから中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測

できる。

第５０号土坑（第５２図）

位置 調査区北部のＤ４ｅ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４９・５３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が第５３号土坑に掘り込まれているため，長径２�０７ｍ，確認できた短径は１�９０ｍで，本来の

短径は２�００ｍほどの円形と推測できる。深さは２８�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，

北側から中央部にかけてピットが存在し，Ｐ１～Ｐ４の深さは３８～４６�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１６０点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土下層から中層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量

第５１図 第４９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

３ 褐 色 ロームブロック多量

第４９号土坑出土遺物観察表（第５１図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１５土器片円盤 ２�６ ２�８ １�２ ８�５ 縄文土器 周縁研磨調整 覆土 PL５６

第５０号土坑出土遺物観察表（第５２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５３９ 縄文土器 深鉢 ２０�４（１９�６） － 石英・長石 橙 普通
口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画
を形成 胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁部
が横位回転 胴部が縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層 ４０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１６土器片錘 ４�４ ３�２ １�０ １５�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�８� 覆土 PL５６

DP１０１７土器片錘 ３�９ ２�８ ０�９ １１�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�６� 覆土 PL５６

―５８―



第５９号土坑（第５３図）

位置 調査区北部のＤ４ｈ６区で，標高２４�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�８５ｍ，短径１�７６ｍの円形で，深さは３０�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ６層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３７１点（深鉢），石器１点（石鏃），土製品４点（土器片錘２，焼成粘土塊２），獣骨

１点（イノシシ・歯）が，覆土中層から上層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

第５２図 第５０号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物・焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５９号土坑出土遺物観察表（第５３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６６ 縄文土器 深鉢 － （１７�５） － 石英・長石 にぶい黄橙 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆帯に
よって楕円形や逆三角形区画を形成 縦位回転の
２段ＬＲ単節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土上層
TP９６７と同一
個体 PL５２

TP９６７ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 石英・長石 灰黄褐 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆帯に
よって楕円形や逆三角形区画を形成 縦位回転の
２段ＬＲ単節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土上層
TP９６６と同
一個体

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５０ 石鏃 （２�２）（１�８）（０�４）（１�４） チャート 両面調整 背面に素材の主要剥離面を残す １側縁欠損 覆土

―５９―



第６３号土坑（第５４図）

位置 調査区北部のＤ４ｆ９区で，標高２４�７ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４号住居に掘り込まれている。第６０号土坑と接しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径１�７０ｍ，短径１�５５ｍの円形で，深さは２８�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，南壁際にＰ１が存在し，深さは５９�である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３８点（深鉢），石器１点（敲石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

第５３図 第５９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第５４図 第６３号土坑・出土遺物実測図

―６０―



所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第６７号土坑（第５５図）

位置 調査区北部のＤ５ｅ１区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 開口部は，北側が第１号溝に掘り込まれているため，確認できた長径は１�３８ｍで，本来は，長径

１�４０ｍほど，短径１�２０ｍの楕円形と推測できる。深さは７２�で，壁は若干内傾して立ち上がっている。底面は

長径１�２８ｍ，短径１�２２ｍの円形で，ほぼ平坦である。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２２４点（深鉢），土製品３点（土器片錘），礫２点が，覆土下層から中層にかけて散

在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第５５図 第６７号土坑・出土遺物実測図

第６３号土坑出土遺物観察表（第５４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９６８ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 石英・長石 明赤褐 普通 隆帯と沈線によって枠状のモチーフを描出
区画内は斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層

―６１―



第６８号土坑（第５６図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�２５ｍ，短径１�０７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７２°－Ｗである。深さは３４�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２４点（深鉢）が，覆土中層から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第６９号土坑（第５７図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�２０ｍ，短径２�００ｍの円形で，深さは１８�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。北東側，南西壁際，中央部の南寄りにピットが存在し，Ｐ１～Ｐ３の深さは５２～６２�である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５６図 第６８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第６７号土坑出土遺物観察表（第５５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４０ 縄文土器 深鉢 ２１�７（１８�９） － 石英・長石 橙 普通 縦位・斜位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 覆土下層 ２０％

TP９６９ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通
口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区
画を形成 胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口
縁部が横位回転，胴部が縦位回転の前々段多条Ｒを施文

覆土中層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０１８土器片錘 ５�５ ５�４ ０�９ ３７�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�９� 覆土 PL５６

DP１０１９土器片錘 ３�１ ２�７ ０�７ ８�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 覆土 PL５６

第６８号土坑出土遺物観察表（第５６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９７０ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 石英・長石・雲母 橙 普通 ３本の沈線を伴う磨り消し帯を２段に巡らす
地文は撚糸文を施文 覆土中層

―６２―



遺物出土状況 縄文土器片１５７点（深鉢）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第７０号土坑（第５８図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ２区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�０１ｍ，短径１�６３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗである。深さは１５�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３４点（深鉢），土製品１点（土器片円盤）が，覆土中から散在した状態で出土して

いる。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測できる。

第５７図 第６９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量 ２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第５８図 第７０号土坑・出土遺物実測図

第６９号土坑出土遺物観察表（第５７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９７１ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 石英・長石・雲母 橙 普通 連続して押捺された２本の隆帯を横位に貼付 地文
は半截竹管による平行沈線で縦位に条線文を描く 覆土下層

―６３―



第７３号土坑（第５９図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ１区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�８５ｍ，短径１�７３ｍの不整円形で，深さは２３�である。壁は南側の一部で内傾し，全体的に

は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，南壁際と南東壁際にピットが存在し，Ｐ１の深さは３３�，

Ｐ２の深さは５７�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２１点（深鉢），石器１点（磨石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第７４号土坑（第６０図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ２区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が第６号住居に掘り込まれているため，長径１�９５ｍ，確認できた短径は１�７３ｍで，本来の

短径は１�８０ｍほどの円形と推測できる。深さは３４�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，

南壁際，北西壁際，南東壁際にピットが存在し，Ｐ１～Ｐ３の深さは８～１７�である。

覆土 ６層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第５９図 第７３号土坑・出土遺物実測図

第７０号土坑出土遺物観察表（第５８図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２０土器片円盤 ３�９ ３�５ １�１ １９�１ 縄文土器 周縁研磨調整 覆土 PL５６

第７３号土坑出土遺物観察表（第５９図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５１ 磨石 （６�０）（７�１）（４�３）（２７６�７） 安山岩 全面研磨 両面中央部に皿状の凹み 約半分欠損 Ｐ１覆土

―６４―



遺物出土状況 縄文土器片２１９点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第７５号土坑（第６１図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ２区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�２２ｍ，短径２�１４ｍの円形で，深さは２４�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック少量

第６０図 第７４号土坑・出土遺物実測図

第６１図 第７５号土坑・出土遺物実測図

第７４号土坑出土遺物観察表（第６０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４２ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通
頂部に渦巻状のモチーフを描いた隆帯が橋状
に垂下した把手が付される 円孔を有する
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土 １０％

TP９７２ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 隆帯と沈線によって枠状のモチーフを描出
地文は横位回転の１段Ｒ無節縄文を施文 覆土

TP９７３ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 ３本の沈線を伴う磨り消し帯を２段に巡らす
地文は撚糸文を施文 覆土

―６５―



ほぼ平坦で，中央部にＰ１が存在し，深さは６１�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片４０点（深鉢），土製品１点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第７６号土坑（第６２図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ３区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第７２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 開口部は長径１�０８ｍ，短径０�９１ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５８°－Ｗである。深さは７８�で，

壁は内傾して立ち上がっている。底面は長径１�０７ｍ，短径０�９８ｍの円形で，ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２０１点（深鉢），石器４点（石棒１，剥片３）が，覆土下層から中層にかけて散在し

た状態で出土している。Ｑ２５２は，第３層から横位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。形状から，フラスコ状土坑である。

第７９号土坑（第６３図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ３区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第７２・８０号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 東側と西側が第７２・８０号土坑に掘り込まれているため，長径１�９５ｍ，確認できた短径は１�０６ｍで，

本来は短径１�５０ｍほどで，長径方向はＮ－２°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２８�で，壁は緩やかに立ち

上がっている。底面はほぼ平坦で，北壁にＰ１が存在し，深さは１０�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２２１点（深鉢），石器１点（凹石）が，覆土中層から下層にかけてから散在した状態

で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第８０号土坑（第６４図）

位置 調査区北部のＤ５ｇ３区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第７５号土坑出土遺物観察表（第６１図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２１土器片錘 ３�５ ３�０ １�０ １２�９ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�２� 覆土 PL５６

―６６―



第６２図 第７６号土坑・出土遺物実測図

第７６号土坑出土遺物観察表（第６２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４３ 縄文土器 深鉢 － （５�７） ５�０ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 無文 丁寧なナデ 覆土中層 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５２ 石棒 （２９�５）（１２�５）（１１�６）（５４４１�２） 緑泥片岩 研磨・敲打調整 両端欠損 覆土中層 PL５５

―６７―



重複関係 第７９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２６ｍ，短径０�９５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３°－Ｗである。深さは３８�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第６３図 第７９号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第６４図 第８０号土坑・出土遺物実測図

第７９号土坑出土遺物観察表（第６３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９７４ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 石英・長石 褐 普通 蛇行する沈線を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄
文を施文 覆土下層

TP９７５ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 石英・長石 赤褐 普通 球状に内湾する胴部破片 上部に連続「コ」の字状文
を巡らす 地文は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５３ 磨石 （１０�６） ６�９ ３�９ （３１４�５） 石英斑岩 全面研磨 両面中央部に複数の皿状の凹み 一部欠損 覆土下層

―６８―



遺物出土状況 縄文土器片９８点（深鉢）が，覆土中層から下層かけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第８７号土坑（第６５図）

位置 調査区北部のＤ５ｈ３区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

第６５図 第８７号土坑・出土遺物実測図

第８０号土坑出土遺物観察表（第６４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９７６ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 石英・長石・雲母 にぶい黄褐 普通 口唇部直下に連続「コ」の字状文を巡らす
地文は横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土中層

―６９―



重複関係 第６号住居，第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第１号墳に掘り込まれているため，長径３�４２ｍ，確認できた短径は２�８２ｍで，本来は短径

３�１０ｍほどで，長径方向がＮ－７７°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２３�で，壁は外傾して立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦で，西壁際にＰ１が存在し，深さは３６�である。

覆土 ８層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第５～８層はＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片２５６点（深鉢），石器４点（石皿１，剥片３），土製品３点（土器片錘）が，覆土上

層から中層にかけて散在した状態で出土している。その他，混入した土師器片３点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

第８８号土坑（第６６図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ５区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径２�７８ｍ，短径１�９２ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－４２°－Ｗである。深さは２０�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，北西側Ｐ１が存在し，深さは４０�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第２・３層はＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片２１６点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土中層から下層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
８ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第８７号土坑出土遺物観察表（第６５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４５ 縄文土器 深鉢 － （１９�４） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土 ２０％

５４６ 縄文土器 深鉢［２４�６］（８�７） － 石英・長石 黄橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出
上段の区画内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土上層 １０％

５４７ 縄文土器 深鉢［２３�４］（６�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口唇部に隆帯を巡らす 地文は縦位・斜位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土上層 １０％

５４８ 縄文土器 有孔鍔付土器 － （３�１） － 石英・長石 橙 普通 突帯状の鍔を巡らす 丁寧なナデ調整 孔径
０�６� 覆土 ５％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２２土器片錘 ４�１ ３�２ １�１ １５�６ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 覆土 PL５６

DP１０２３土器片錘 ４�２ ３�２ １�２ １６�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�９� 覆土 PL５６

DP１０２４土器片錘 ３�８ ３�３ １�０ １５�４ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�１� 覆土 PL５６

―７０―



第９９号土坑（第６７図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ６区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第９８号土坑を掘り込み，第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南西側が第１号溝に掘り込まれているため，長径１�２９ｍ，確認できた短径は０�８４ｍで，本来は短

径１�００ｍほどで，長径方向がＮ－６０°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは４０�で，壁は外傾して立ち上がって

いる。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第６６図 第８８号土坑・出土遺物実測図

第８８号土坑出土遺物観察表（第６６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５４９ 縄文土器 深鉢［３３�４］（２２�３） － 石英・長石・雲母にぶい橙 普通
口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと円形や楕円形区
画を形成 胴部は２・３本の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文
は口縁部が横位回転，胴部が縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層 ３０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２５土器片錘 ４�１ ３�８ １�２ ２３�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�９� 覆土 PL５６

DP１０２６土器片錘 ３�４ ２�５ １�０ ９�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�１� 覆土 PL５６

―７１―



遺物出土状況 縄文土器片１３６点（深鉢），石器１点（剥片）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出

土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１００号土坑（第６８図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１０１号土坑を掘り込んでいる。北東側は調査区域外に延びている。

規模と形状 北東側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は１�９０ｍ，確認できた短径は１�３０ｍで，

本来は長径３�１０ｍ，短径１�８０ｍほどで，長径方向がＮ－８３°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは４４�で，壁は

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量

第６７図 第９９号土坑・出土遺物実測図

第６８図 第１００号土坑・出土遺物実測図

第９９号土坑出土遺物観察表（第６７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５０ 縄文土器 深鉢 － （４�４） ７�３ 長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 １・２本単位の沈線を垂下 底部網代痕 覆土下層 １０％

―７２―



緩やかに立ち上がっている。底面は緩やかな凹凸を有している。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１８０点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土中層から下層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１０１号土坑（第６９図）

位置 調査区北部のＤ５ｆ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第６９図 第１０１号土坑・出土遺物実測図

第１００号土坑出土遺物観察表（第６８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９７７ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 縦位に条線文を施文 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２７土器片錘 ４�７ ２�８ １�０ １７�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�３� 覆土 PL５６

DP１０２８土器片錘 ３�５ ２�３ ０�７ ７�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 覆土 PL５６

―７３―



重複関係 第１００号土坑に掘り込まれている。北東側は調査区域外に延びている。

規模と形状 北東側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は２�２１ｍ，確認できた短径は１�９９ｍで，

本来は長径３�４０ｍ，短径３�１０ｍほどで，長径方向がＮ－７４°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは２３�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，南壁際にＰ１が存在し，深さは５６�である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第３・４層はＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片８２点（深鉢）が，覆土下層から散在した状態で出土している。５５１は，南部の底面

直上から横位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１０６号土坑（第７０図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ１区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１０４・１０５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南東側が第１０４・１０５号土坑に掘り込まれているため，長径３�００ｍ，確認できた短径は２�３４ｍで，

本来は短径２�４０ｍほどで，長径方向がＮ－３０°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは５６�で，壁は西側の一部で

内傾し，全体的には緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，北壁際，西壁下，南東壁下及び中央部に

ピットが存在し，Ｐ１～Ｐ４の深さは２０～４６�である。

覆土 ７層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。第６層はＰ３の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片４点（深鉢）が，覆土下層から散在した状態で出土している。その他，混入した土

師器片３点，須恵器片１点，磁器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 灰 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ にぶい黄褐色 ロームブロック中量
７ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，炭化粒子微量

第１０１号土坑出土遺物観察表（第６９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５１ 縄文土器 深鉢［１９�８］２２�４ ８�７ 石英・長石 にぶい赤褐 普通 縦位に条線文を施文 覆土下層 ８５％

第１０６号土坑出土遺物観察表（第７０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５２ 縄文土器 深鉢 － （６�１）［７�２］石英・長石・雲母 橙 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土上層 １０％

TP９７８ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口唇部内側に突帯を巡らす 半截竹管による
平行沈線で重弧状の条線文を施文 覆土中層 TP９７９と同一

個体

TP９７９ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 半截竹管による平行沈線で，頸部は重弧状に，
胴部は縦位に条線文を施文 覆土中層 TP９７８と同一

個体

―７４―



第１０８号土坑（第７１図）

位置 調査区東部のＥ６ｃ３区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１１・１５７号土坑を掘り込み，第１１７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�４０ｍ，短径０�９１ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６０°－Ｅである。深さは３８�で，壁は東側

の一部で内傾し，全体的には直立している。底面はほぼ平坦で，東側にＰ１が存在し，深さは７０�である。

覆土 ５層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。第５層はＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片３０９点（深鉢），石器２点（石皿，剥片），土製品４点（土器片錘），礫１点が，覆土

下層から散在した状態で出土している。その他，混入した土師器片２点，須恵器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第７０図 第１０６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第１０８号土坑出土遺物観察表（第７１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５３ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層 １０％

５５４ 縄文土器 浅鉢 － （１０�６） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 にぶい黄橙 普通 無文 丁寧なナデ調整 覆土中層 １０％

―７５―



第１１２号土坑（第７２図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ３区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１１号土坑を掘り込み，第１１３・１１７・１１８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側及び東側が第１１３・１１７号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�８５ｍ，確認でき

た短径は１�５６ｍで，本来は長径１�９０ｍ，短径１�７０ｍほどで，長径方向がＮ－７８°－Ｗの楕円形と推測できる。

深さは６４�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，西壁際にＰ１が存在し，深さは２９�である。

覆土 ５層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。第５層は西壁際のＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片６４点（深鉢），石器２点（磨石，剥片）が，覆土中層から下層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉から後期前葉の加曽利Ｅ�（新）～称名寺（古）式期である。

第７１図 第１０８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０２９土器片錘 ４�７ ３�４ １�２ １７�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�１� 覆土 PL５６

DP１０３０土器片錘 ３�９ ２�５ ０�８ １２�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�４� 覆土 PL５６

―７６―



第１２０号土坑（第７３図）

位置 調査区東部のＤ６ｊ２区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２７８・２８８・２９０・２９２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�４０ｍ，短径１�１３ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４０°－Ｅである。深さは３３�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ５層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

第７２図 第１１２号土坑・出土遺物実測図

第１１２号土坑出土遺物観察表（第７２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５５ 縄文土器 深鉢［２２�８］（１７�２） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通
２本の沈線で窓枠状のモチーフを描出 沈線
間・口唇部に１段Ｌ無節縄文を充填 口唇部
に３個単位の刻み目 ４単位の波状口縁

覆土下層 ２５％ PL４６

TP９８０ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 石英・長石・雲母 暗褐 普通 口縁部は斜位回転の１段Ｌ無節縄文 以下に
縦位の条線文を施文 覆土下層

―７７―



遺物出土状況 縄文土器片１５１点（深鉢），土製品３点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土してい

る。その他，混入した弥生土器片１点，須恵器片２点も出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第１２３号土坑（第７４図）

位置 調査区東部のＤ６ｊ１区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２４・２８０号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�５４ｍ，短径２�１７ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３°－Ｅである。深さは５０�で，壁は緩や

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第７３図 第１２０号土坑・出土遺物実測図

第７４図 第１２３号土坑・出土遺物実測図

第１２０号土坑出土遺物観察表（第７３図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３１土器片錘 ３�６ ２�２ １�０ ９�６ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�３� 覆土 PL５６

DP１０３２土器片円盤 ３�６ ３�７ ０�７ １２�１ 縄文土器 周縁研磨調整 片面中央部に研磨による凹み 覆土 PL５６

―７８―



かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ６層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる

遺物出土状況 縄文土器片１２８点（深鉢），石器（剥片１），土製品１点（土器片錘）が，覆土中から散在した

状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１２４号土坑（第７５図）

位置 調査区東部のＤ６ｉ１区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２１・１２３・１２５・１２８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側，東側，南側が第１２３・１２５・１２８号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は２�７０ｍ，

確認できた短径は２�３５ｍで，本来は長径３�００ｍ，短径２�４０ｍほどで，長径方向がＮ－２０°－Ｅの楕円形と推測

できる。深さは６４�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は皿状にくぼみ，中央部の北寄りと南壁際にピ

ットが存在し，Ｐ１の深さは５０�，Ｐ２の深さは７９�である。

覆土 １３層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。第９～１３層はＰ１の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片１５１点（深鉢），石器１点（磨石），土製品１点（土器片錘）が，覆土中から散在し

た状態で出土している。TP９８２は，後期後葉の加曽利Ｂ式の粗製土器であるが，覆土中から出土しており，混

入した可能性がある。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期と推測できる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

４ 褐 色 ロームブロック多量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ローム粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土ブロック微量

７ 褐 色 ロームブロック中量
８ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
９ 黒 褐 色 ロームブロック中量
１０ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
１１ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
１２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
１３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１２３号土坑出土遺物観察表（第７４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８１ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 石英・長石・雲母 橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３３土器片錘 ３�１ ３�０ １�３ １１�４ 縄文土器 主に周縁打ち欠き調整 １方向の切り込み 切り込み間２�７� 覆土 PL５６

第１２４号土坑出土遺物観察表（第７５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８２ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通 地文は横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

TP９８３ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・長石・雲母 にぶい黄橙 普通 １・２本単位の沈線を横位・曲線的に施文
地文は撚糸文を施文 覆土

―７９―



第１２５号土坑（第７６図）

位置 調査区東部のＤ６ｉ１区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２４号土坑を掘り込み，第１２２・１２９・１５１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�１０ｍ，短径２�０２ｍの円形で，深さは７４�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，中央部の西寄りにＰ１が存在し，深さは５４�である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片４８点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第７５図 第１２４号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３４土器片錘 ３�９ ２�４ ０�９ １１�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�５� 覆土 PL５６

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５４ 磨石 ８�９ ７�７ ３�８ ３７３�０ 安山岩 全面研磨 両面の中央付近と側縁の一部に痘痕状の敲打痕 覆土

―８０―



第１４１号土坑（第７７図）

位置 調査区中央部のＥ４ｃ０区で，標高２４�６ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�５２ｍ，短径０�４５ｍの楕円形で，長径方向は，Ｎ－７３°－Ｅである。深さは４２�で，壁は直

立している。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１点（深鉢），石器１点（楔形石器）が，覆土中から出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第７６図 第１２５号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第７７図 第１４１号土坑・出土遺物実測図

第１２５号土坑出土遺物観察表（第７６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５６ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 石英・長石 にぶい橙 普通
頂部に円形のモチーフを描いた隆帯が橋状に垂
下した把手が付される 円孔を有する 地文は
横位・斜位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文

覆土 １０％

第１４１号土坑出土遺物観察表（第７７図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５５ 楔形石器 ２�７ ３�０ １�２ １１�４ チャート 両面に上下方向からの剥離面が交錯 両極打法 背面に礫面
を残す 縦断面形は不整な菱形 覆土

―８１―



第１６５号土坑（第７８図）

位置 調査区中央部のＥ４ｆ９区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２号道路に掘り込まれている。

規模と形状 南西側が第２号道路に掘り込まれているため，確認できた長径は１�４０ｍで，本来は長径１�５０ｍほ

ど，短径１�２６ｍで，長径方向がＮ－４２°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは３０�で，壁は外傾して立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片４２点（深鉢），石器２点（石皿），土製品４点（土器片錘）が，覆土中から散在した

状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第７８図 第１６５号土坑・出土遺物実測図

―８２―



第１７９号土坑（第７９図）

位置 調査区中央部のＥ５ｃ３区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１７７号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�０１ｍ，短径１�４４ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２９°－Ｅである。深さは４０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１８４号土坑（第８０図）

位置 調査区中央部のＥ５ｃ３区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南西側が第１８５号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�８５ｍで，本来は長径２�２０ｍ

ほど，短径１�６１ｍで，長径方向がＮ－５７°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは３７�で，壁は緩やかに立ち上が

っている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第７９図 第１７９号土坑・出土遺物実測図

第１６５号土坑出土遺物観察表（第７８図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３５土器片錘 ９�３ ５�７ １�０ ７４�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間８�７� 覆土 PL５６

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５６ 石皿 （２２�９）（１５�１）（６�０）（２１２０�４） 安山岩 片面に皿状の擦り面 裏面に複数の断面形がＶ字状の凹み 覆土中層 PL５４

第１７９号土坑出土遺物観察表（第７９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８４ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 石英・長石 橙 普通 隆帯と沈線によってクランク状・枠状のモチーフを
描出 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土下層

―８３―



遺物出土状況 縄文土器片５６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第１８５号土坑（第８１図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ２区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１８３・１８４号土坑を掘り込み，第１８６・１９５・１９６・５２２号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第５２２号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は２�６４ｍで，本来は長径２�７０ｍ

ほど，短径２�４４ｍで，長径方向はＮ－７０°－Ｅの不整長方形と推測できる。深さは５５�で，壁は外傾して立ち

上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第８０図 第１８４号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 明 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第１８４号土坑出土遺物観察表（第８０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５５９ 縄文土器 深鉢 － （２９�０）［７�８］石英・長石・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線によって枠状のモチーフを描出 区
画内に縦位・斜位の沈線を密に施文 地文は縦
位・横位・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層 ４０％

―８４―



遺物出土状況 縄文土器片３０点（深鉢），石器２点（剥片）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。形状から，後世に構築された可能性も

あるが，出土遺物と覆土の様相などから，当該期に位置づけた。

第２００号土坑（第８２図）

位置 調査区南部のＦ５ａ５区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２０１・５３１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側が第２０１号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�８８ｍで，本来は長径２�１０ｍ

ほど，短径１�５０ｍで，長径方向がＮ－５１°－Ｅの不整楕円形と推測できる。深さは４２�で，壁は緩やかに立ち

上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１９９点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と考えられる。

第８１図 第１８５号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１８５号土坑出土遺物観察表（第８１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８５ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 石英・長石 褐 普通 口唇部に隆帯を巡らす 沈線によって渦巻
状・重弧状のモチーフを描出 覆土下層 PL５２

第２００号土坑出土遺物観察表（第８２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６０ 縄文土器 深鉢［１８�５］［２２�３］ ７�６ 長石・雲母 にぶい橙 普通 口唇部は無文 地文は縦位回転の２段ＲＬ単
節縄文を施文 覆土 ３０％

TP９８６ 縄文土器 深鉢 － （１５�２） － 石英・長石 明赤褐 普通
口唇部直下に２本の沈線と連続する円形刺突文を
巡らす 胴部は２本の沈線を垂下，横位にも巡ら
す 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層

―８５―



第２０３号土坑（第８３図）

位置 調査区南部のＦ５ａ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２０４号土坑に掘り込まれている。南側は調査区域外に延びている。

規模と形状 北側が第２０４号土坑に掘り込まれ，南側が調査区域外に延びているため，長径０�８０ｍ，確認でき

た短径は０�４５ｍで，本来は短径０�７０ｍほどで，長径方向がＮ－７４°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは５８�で，

壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７６点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と考えられる。

第８２図 第２００号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第８３図 第２０３号土坑・出土遺物実測図

―８６―



第２０４号土坑（第８４図）

位置 調査区南部のＦ５ａ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２０３・２４６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�５４ｍ，短径１�０８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５６°－Ｅである。深さは６５�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，東側にテラス状の段を有している。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７８点（深鉢），石器１点（凹石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期と考えられる。

第２０５号土坑（第８５図）

位置 調査区南部のＥ５ｊ７区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２３号住居跡と平面的に重複しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径１�０１ｍ，短径０�７９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５９°－Ｅである。深さは３０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第８４図 第２０４号土坑・出土遺物実測図

第２０３号土坑出土遺物観察表（第８３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６１ 縄文土器 深鉢 － （５�６） ４�７ 石英・長石・雲母 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は横位回
転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土上層 １０％

第２０４号土坑出土遺物観察表（第８４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８７ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 石英・長石 橙 普通 沈線で長楕円形のモチーフを描き，縦位回転
の２段ＲＬ単節縄文を充填 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５７ 磨石 ７�４ ５�１ ４�０ １９４�６ 砂岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土

―８７―



遺物出土状況 縄文土器片３２点（深鉢），土製品４点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第２２２号土坑（第８６図）

位置 調査区東部のＥ６ｉ８区で，標高２４�４ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第５号建物，第３４７号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側が第３４７号土坑に掘り込まれているため，長径１�８７ｍ，確認できた短径は１�３１ｍで，本来は

短径１�６０ｍほどで，長径方向がＮ－５８°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは１６�で，壁は緩やかに立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦で，南東側にＰ１が存在し，深さは２５�である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子微量

第８５図 第２０５号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第８６図 第２２２号土坑・出土遺物実測図

第２０５号土坑出土遺物観察表（第８５図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０３６土器片錘 ４�０ ３�９ １�０ ２３�６ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�４� 覆土 PL５６

DP１０３７土器片錘 ４�５ ３�９ １�１ ２７�１ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 覆土 PL５６

DP１０３８土器片錘 ５�０ ２�９ ０�９ １８�０ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間４�７� 覆土 PL５６

DP１０３９土器片錘 ４�０ ３�６ ０�９ １３�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�７� 覆土 PL５６

―８８―



遺物出土状況 縄文土器片３４点（深鉢），土製品１点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と考えられる。

第２２７号土坑（第８７図）

位置 調査区南部のＥ５ｈ０区で，標高２４�５ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２２８・２２９号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�００ｍ，短径０�９５ｍの円形で，深さは２７�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 石器１点（凹石）が，覆土下層から出土している。

所見 時期は，出土石器から中期と推測できる。

第２３０号土坑（第８８図）

位置 調査区南部のＥ５ｉ７区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５号溝に掘り込まれている。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第８７図 第２２７号土坑・出土遺物実測図

第２２２号土坑出土遺物観察表（第８６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８８ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 石英・長石 黒 普通 隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出
区画内に縦位・斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４１土器片錘 ３�３ ３�０ １�０ １１�２ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 覆土 PL５６

第２２７号土坑出土遺物観察表（第８７図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５８ 凹石 （１０�０）（８�２）（３�５）（３８６�７） 雲母片岩 片面に複数の断面形がＶ字状の凹みと擦痕 覆土下層

―８９―



規模と形状 北西側が第５号溝に掘り込まれているため，長径１�８２ｍ，確認できた短径は０�９７ｍで，本来は短

径１�５０ｍほどで，長径方向がＮ－５７°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは４４�で，壁は緩やかに立ち上がって

いる。底面はほぼ平坦である。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１８２点（深鉢），土製品１点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第２３３号土坑（第８９図）

位置 調査区南部のＥ５ｈ９区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
６ 褐 色 ロームブロック少量
７ 極 暗 褐 色 ロームブロック微量

第８８図 第２３０号土坑・出土遺物実測図

第８９図 第２３３号土坑・出土遺物実測図

第２３０号土坑出土遺物観察表（第８８図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４２土器片錘 ６�８ ３�０ １�０ ３１�７ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�３� 覆土 PL５６

―９０―



規模と形状 長径０�６４ｍ，短径０�６０ｍの円形で，深さは２５�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１１点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期と考えられる。

第２３４号土坑（第９０図）

位置 調査区南部のＥ５ｈ９区で，標高２４�４ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�９２ｍ，短径０�８２ｍの隅丸長方形で，長径方向はＮ－２１°－Ｗである。深さは４０�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ６層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２９点（深鉢），石器１点（磨石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第９０図 第２３４号土坑・出土遺物実測図

第２３３号土坑出土遺物観察表（第８９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９８９ 縄文土器 深鉢 － （１４�１） － 石英・長石 暗褐 普通
口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描
出 胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁部が
横位回転，胴部が縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層

―９１―



第２３７号土坑（第９１図）

位置 調査区南部のＥ６ｉ１区で，標高２４�２ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第２３８号土坑を掘り込んでいる。南側は調査区域外に延びている。

規模と形状 南側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は０�６４ｍで，本来は長径１�３０ｍほど，短径

１�０９ｍで，長径方向がＮ－２３°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２１�である。壁は外傾して立ち上がってい

る。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から後期後葉の加曽利Ｂ式期である。

第２５６号土坑（第９２図）

位置 調査区東部のＤ６ｊ２区で，標高２５�１ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２７８号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径２�１２ｍ，短径１�８５ｍの楕円形で，長径方向はＮ－７°－Ｗである。深さは４２�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，西壁下にＰ１が存在し，深さは３５�である。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

第９１図 第２３７号土坑・出土遺物実測図

第２３４号土坑出土遺物観察表（第９０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９９０ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 石英・長石 褐 普通 口唇部は無文 以下に沈線を巡らす 地文は
縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２５９ 磨石 （１０�２）（８�２）（３�８）（４７２�０） 安山岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土上層

第２３７号土坑出土遺物観察表（第９１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９９１ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 地文は横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土下層

―９２―



遺物出土状況 縄文土器片５１点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２５８号土坑（第９３図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ３区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６４・２６６号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�０２ｍ，短径０�９８ｍの円形で，深さは７５�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片８０点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第９２図 第２５６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第２５６号土坑出土遺物観察表（第９２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９９２ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 上部と両脇に沈線を沿わせた隆帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４３土器片錘 ３�２ ２�５ １�２ １２�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�９� 覆土 PL５６

DP１０４４土器片錘 ３�４ ２�６ ０�９ ９�３ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�２� 覆土 PL５６

―９３―



第２６６号土坑（第９４図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ３区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２５８号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第２５８号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は０�４７ｍで，本来は長径０�７０ｍほ

ど，短径０�６１ｍで，長径方向がＮ－２２°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは１６�で，壁は緩やかに立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦である。

覆土 単一層。均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第２７１号土坑（第９５図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ７区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３４３・３４４号土坑を掘り込み，第２４号住居に掘り込まれている。

規模と形状 西側が第２４号住居に掘り込まれているため，長径３�０９ｍ，確認できた短径は１�１０ｍで，本来は短

第９３図 第２５８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第９４図 第２６６号土坑・出土遺物実測図

第２５８号土坑出土遺物観察表（第９３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP９９３ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 石英・長石・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を
形成 区画内に縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土上層

第２６６号土坑出土遺物観察表（第９４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６４ 縄文土器 深鉢 － （５�８）［８�４］石英・長石・雲母 橙 普通 地文は縦位・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を
施文 覆土 １０％

―９４―



径２�５０ｍほどで，長径方向がＮ－４０°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは４２�で，壁は緩やかに立ち上がって

いる。底面は緩やかな凹凸を有し，東壁下，南壁下にピットが存在し，Ｐ１の深さは４８�，Ｐ２の深さは４２�

である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１３７点（深鉢），石器１点（磨石）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出

土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第９５図 第２７１号土坑・出土遺物実測図

第２７１号土坑出土遺物観察表（第９５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６６ 縄文土器 深鉢 － （９�３） ６�８ 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は撚糸文を施文 覆土中層 １０％

TP９９４ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 石英・長石・雲母にぶい橙 普通
口唇部直下に連続コの字状文を巡らす ３本
単位の沈線を伴う磨り消し帯で弧状のモチー
フを描出 地文は撚糸文を施文

覆土下層

TP９９５ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口唇部は無文 以下に３本の沈線を巡らし，
縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土

―９５―



第２８０号土坑（第９６図）

位置 調査区東部のＤ６ｊ１区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１２３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側が第１２３号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は２�２４ｍで，本来は長径２�３０ｍ

ほど，短径２�０２ｍで，長径方向がＮ－５０°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは３２�で，壁は外傾して立ち上が

っている。底面は緩やかな凹凸を有している。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１４３点（深鉢），石器２点（打製石斧，敲石）が，覆土上層から中層にかけて散在し

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第９６図 第２８０号土坑・出土遺物実測図

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６０ 磨石 （８�６）（７�８）（４�２）（３７４�７） 安山岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土

―９６―



た状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３０５号土坑（第９７図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ７区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�５１ｍ，短径１�２９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－１０°－Ｗである。深さは３０�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２７９点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土上層から中層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期と推測できる。

第３０６号土坑（第９８図）

位置 調査区東部のＥ６ｃ７区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３０７・３５９・４５５号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�７２ｍ，短径０�９８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４４°－Ｗである。深さは２７�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと

考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１０点（深鉢）が，覆土上層から散在した状態で出土している。その他，混入した土

師器片２点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第３１５号土坑（第９９図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ８区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２８０号土坑出土遺物観察表（第９６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５６７ 縄文土器 深鉢 － （６�３） ８�５ 長石・雲母 にぶい橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は撚糸文を施文 覆土中層 １０％

TP９９６ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・長石・雲母 灰黄褐 普通 上部は無文 くびれ部に円形刺突文を２段に
巡らす 覆土中層

TP９９７ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口唇部は無文 以下に３本の凹線と円形刺突
文を交互に巡らす 覆土中層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６１ 磨石 （６�９）（５�９）（４�８）（３０４�１） 安山岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土

Ｑ２６２ 打製石斧 ６�６ ５�２ １�７ ７３�７ 凝灰岩 片面側から階段状の剥離を連続させて刃部を形成 両面に大
きく礫面を残す 覆土

―９７―



第９７図 第３０５号土坑・出土遺物実測図

第３０５号土坑出土遺物観察表（第９７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７０ 縄文土器 深鉢［２２�３］（１７�０） － 石英・長石・雲母 にぶい褐 普通 口縁部は無文 以下に隆帯を巡らし，縦位回
転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土上層 ３０％

５７１ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 石英・長石・雲母 灰黄褐 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆
帯によって楕円形区画を形成 縦位回転の
前々段多条ＬＲを施文 微隆帯間は磨り消す

覆土中層 １０％

TP９９８ 縄文土器 深鉢 － （１７�５） － 石英・長石・雲母 明褐 普通 微隆帯によって三角形・楕円形区画を形成 縦位回
転の前々段多条ＲＬを施文 微隆帯間は磨り消す 覆土中層

TP９９９ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 石英・長石・雲母 黒褐 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆
帯によって三角形区画を形成 縦位回転の
前々段多条ＲＬを施文 微隆帯間は磨り消す

覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４５土器片錘 ６�９ ５�８ １�５ ６５�５ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間６�２� 覆土上層 PL５６

DP１０４６土器片錘 ６�１ ５�２ １�１ ２６�６ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間５�０� 覆土上層 PL５６

―９８―



重複関係 第４号建物に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�４４ｍ，短径２�２５ｍの不整円形で，深さは３０�である。壁は緩やかに立ち上がっている。底

面はほぼ平坦で，中央部，北東壁下，南西壁下にピットが存在し，Ｐ１～Ｐ５の深さは８～５７�である。

覆土 ６層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックや焼土ブロックなどを比較的多く含んでいるため，

埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２３２点（深鉢），石器８点（石鏃１，磨石３，剥片４）が，覆土中層から下層にかけ

て散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３３１号土坑（第１００図）

位置 調査区東部のＥ６ｇ５区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４８３号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�８９ｍ，短径１�７８ｍの円形で，深さは６０�である。壁は外傾して立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦で，中央部の南寄りにＰ１が存在し，深さは３６�である。

覆土 ６層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７１点（深鉢），礫１点が，覆土中から散在した状態で出土している。５７５は覆土中層

から逆位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の曽利�～�式期と推測できる。

第９８図 第３０６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３０６号土坑出土遺物観察表（第９８図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７２ 縄文土器 浅鉢 － （９�２） ８�３ 石英・長石・雲母 黒褐 普通 無文 覆土中層 ２０％

―９９―



第９９図 第３１５号土坑・出土遺物実測図

第３１５号土坑出土遺物観察表（第９９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７３ 縄文土器 深鉢 ２０�１（２２�８） － 石英・長石・雲母 明赤褐 普通 口唇部と胴部中央に３本単位の沈線を巡らす
太い棒状工具によって荒い条線文を縦位に施文 覆土下層 ４０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６３ 石鏃 ２�５ １�４ ０�５ １�１ 黒曜石 両面調整 覆土下層

Ｑ２６４ 石匙 １�７ ２�５ ０�５ １�４ チャート 主要剥離面側からの調整を主とし，抉り加工で撮み状の突起
を作出 覆土下層

Ｑ２６５ 磨石 ７�８ ７�３ ５�１ ４９３�９ 安山岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土下層 PL５４

―１００―



第３４５号土坑（第１０１・１０２図）

位置 調査区東部のＥ６ｂ６区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第２６・２８号住居に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第２８号住居に掘り込まれているため，長径２�０６ｍ，確認できた短径は１�７３ｍで，本来は短

径１�７５ｍほどで，長径方向がＮ－６８°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは７０�で，壁は直立している。底面は

ほぼ平坦で，東壁下，西壁下にピットが存在し，Ｐ１～Ｐ４の深さは１９～５１�である。

覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３２７点（深鉢），土製品１点（土器片錘）が，覆土上層を中心に散在した状態で出土

している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第１００図 第３３１号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ローム粒子少量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３３１号土坑出土遺物観察表（第１００図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７５ 縄文土器 浅鉢［３０�０］（１９�４） － 石英・長石 にぶい橙 普通
口唇部が内傾し，突帯状に巡る 口縁部と胴部は連続
して押捺された隆帯を縦位に，くびれ部は横位に貼付
地文は半截竹管による平行沈線で，口縁部が重弧状，
胴部が条線文を縦位に描く いわゆる篭目文土器

覆土中層 ３０％

―１０１―



第１０１図 第３４５号土坑・出土遺物実測図

―１０２―



第３４６号土坑（第１０３図）

位置 調査区東部のＥ６ｊ９区で，標高２４�０ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�７９ｍ，短径１�３０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２６°－Ｅである。深さは３１�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

第１０２図 第３４５号土坑出土遺物実測図

第３４５号土坑出土遺物観察表（第１０１・１０２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５７６ 縄文土器 深鉢 １４�７ ２０�７ ７�４ 石英・長石・雲母 明黄褐 普通 口唇部は無文 以下に５・６本単位の条線文
を縦位に施文 覆土下層 ８０％ PL４３

５７７ 縄文土器 深鉢［４１�４］（３０�２） － 石英・長石・雲母 黄橙 普通
口縁部は隆帯と沈線によって渦巻状・枠状のモチーフを描出
胴部は２・３本単位の平行・蛇行沈線を垂下 地文は口縁部
が羽状構成，胴部が縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文

覆土上層 ３０％

５７８ 縄文土器 深鉢［２２�７］（１５�９） － 石英・長石・雲母 にぶい赤褐 普通 口唇上部に沈線を加える 地文は口唇部付近が横位
回転，胴部が斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土上層 ２０％

５７９ 縄文土器 鉢 ［３４�４］（１２�９） － 石英・長石・雲母 橙 普通
口縁部は無文 胴部は隆帯と沈線によって円形・楕円形区
画を形成，区画内に横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文
以下に７本単位の条線文と２段ＬＲ単節縄文を縦位に施文

覆土下層 ２０％

５８０ 縄文土器 深鉢 － （９�８） １０�０ 石英・長石・雲母 橙 普通 地文は縦位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 覆土 ２０％

TP１００２縄文土器 深鉢 － （１６�０） － 石英・長石・雲母 褐 普通
口唇部は無文 以下に３本の沈線と円形刺突文を交互
に巡らす 胴部は２本単位の沈線によって重弧状のモ
チーフを描出 地文は縦位回転の反撚りＲＲを施文

覆土上層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４７土器片錘 ２�９ ２�５ １�１ ８�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�４� 覆土 PL５６
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覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７１点（深鉢），剥片１点が，覆土下層を中心に散在した状態で出土している。その

他，混入した土師器片４点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３５０号土坑（第１０４図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ４区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４１号住居跡と重複しているが，先後関係は不明である。

規模と形状 長径３�１０ｍ，短径２�５０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－５７°－Ｅである。深さは２３�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，中央部の西寄り，南東側にピットが存在し，Ｐ１～Ｐ３の深さは

４５～６６�である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３６０点（深鉢）が，覆土中から出土している。５８１は覆土下層を中心に散在して出土

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１０３図 第３４６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量

第３４６号土坑出土遺物観察表（第１０３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５１４ 縄文土器 深鉢 － （２９�０）１０�２ 石英・長石・雲母 黄褐 普通 頸部無文 以下に隆帯を巡らし，縦位回転の
２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土下層 ９０％
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している。その他，混入した土師器片１点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

第３８６号土坑（第１０５図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第３８７号土坑を掘り込み，第２８５・３８５号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北西側と南東側が第２８５・３８５号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�０８ｍで，本来

は長径１�６０ｍほど，短径１�５０ｍの円形と推測できる。深さは３３�で，壁は緩やかに立ち上がっている。底面は

ほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第１０４図 第３５０号土坑・出土遺物実測図

第３５０号土坑出土遺物観察表（第１０４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８１ 縄文土器 深鉢［２１�３］２３�５ ９�２ 石英・長石・赤色粒子 にぶい橙 普通 地文は縦位・横位・斜位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文 覆土下層 ４０％

５８２ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） ９�９ 石英・長石・雲母 橙 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土下層 ２０％
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遺物出土状況 縄文土器片２４点（深鉢）が，覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第３９５号土坑（第１０６図）

位置 調査区南部のＥ５ｉ５区で，標高２４�８ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 開口部は長径１�０５ｍ，短径１�００ｍの円形である。深さは５８�で，壁は内傾して立ち上がっている。

底面は長径１�３０ｍ，短径１�１０ｍの楕円形で，緩やかな凹凸を有している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１０５図 第３８６号土坑・出土遺物実測図

第１０６図 第３９５号土坑・出土遺物実測図

第３８６号土坑出土遺物観察表（第１０５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８３ 縄文土器 深鉢 － （７�６） ８�９ 石英・長石・雲母 橙 普通 ２・３本単位の沈線を垂下 地文は撚糸文を
施文 覆土下層 １０％
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覆土 ９層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３４３点（深鉢），石器１点（剥片），土製品５点（土器片錘４，土器片円盤１）が，

覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。形状から，フラスコ状土坑である。

第３９７号土坑（第１０７図）

位置 調査区東部のＥ６ｉ９区で，標高２４�４ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３７号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状 長径０�８３ｍ，短径０�５８ｍの楕円形で，長径方向はＮ－６３°－Ｅである。深さは４７�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１５点（深鉢），土製品４点（土器片錘）が，覆土上層から中層にかけて散在して出

土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

６ 暗 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
８ 褐 色 ロームブロック中量
９ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量 ２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１０７図 第３９７号土坑・出土遺物実測図

第３９５号土坑出土遺物観察表（第１０６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１００３縄文土器 深鉢 － （１５�４） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口唇部は無文 地文は縦位回転の２段ＬＲ単
節縄文を施文 覆土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４８土器片円盤 ２�８ ２�６ ０�７ ４�９ 縄文土器 周縁研磨調整 ２方向からの穿孔 孔径０�８� 覆土 PL５６

第３９７号土坑出土遺物観察表（第１０７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１００４縄文土器 深鉢 － （９�１） － 石英・長石 橙 普通
口縁部は無文 胴部は隆帯と沈線によって渦
巻状・枠状のモチーフを描出，区画内に縦位
回転の２段ＬＲ単節縄文を施文

覆土中層
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第４１６号土坑（第１０８図）

位置 調査区東部のＥ６ｃ８区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４１７・４５４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北側と西側が第４１７・４５４号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は０�８３ｍ，確認できた

短径は０�６０ｍで，本来は長径０�９５ｍ，短径０�６５ｍほどで，長径方向がＮ－３２°－Ｅの楕円形と推測できる。深

さは４５�で，壁は外傾して立ち上がり，南側にテラス状の段を有している。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片９点（深鉢），石器１点（磨石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第４１８号土坑（第１０９図）

位置 調査区南部のＥ６ｂ８区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第４５３号土坑を掘り込んでいる。北側は調査区域外に延びている。

規模と形状 北側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は０�９２ｍで，本来は長径１�３０ｍほど，短径

１�０９ｍの円形と推測できる。深さは３０�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況から，埋め戻されたと考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２９点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１０８図 第４１６号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４１６号土坑出土遺物観察表（第１０８図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６６ 磨石 １０�２ ６�５ ４�８ ４６５�０ 安山岩 全面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 覆土
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第４３７号土坑（第１１０図）

位置 調査区東部のＥ６ｇ８区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径１�２６ｍ，短径１�１９ｍの円形で，深さは３１�である。壁は南側の一部が内傾しているほかは，

外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，南壁下にＰ１が存在し，深さは２０�である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１８点（深鉢），石器１点（２次加工を有する剥片）が，覆土中から出土している。

その他，混入した土師器片１点，陶器片１点も出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第１０９図 第４１８号土坑・出土遺物実測図

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１１０図 第４３７号土坑・出土遺物実測図

第４１８号土坑出土遺物観察表（第１０９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１００５縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 石英・長石・雲母 橙 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆
帯で区画を形成 縦位回転の２段ＲＬ単節縄
文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土下層

第４３７号土坑出土遺物観察表（第１１０図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６７ ２次加工を有する剥片 ３�３ ２�２ ０�８ ４�８ 安山岩 背面は尖頭状の先端部に急角度の調整を施し，大きく礫面を
残す 主要剥離面は平坦な剥離を面的に連続させる 覆土
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第４４２号土坑（第１１１図）

位置 調査区東部のＥ６ｆ８区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４４１・４４３号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 北東側が第４４３号土坑に掘り込まれているため，長径２�３６ｍ，確認できた短径は１�２９ｍで，本来

は短径１�９０ｍほどで，長径方向がＮ－２８°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは４１�で，壁は外傾して立ち上が

っている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片６１点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４４３号土坑（第１１２図）

位置 調査区東部のＥ６ｆ８区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４４２号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�７２ｍ，短径１�４６ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２７°－Ｗである。深さは３５�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子中量

３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第１１１図 第４４２号土坑・出土遺物実測図

第４４２号土坑出土遺物観察表（第１１１図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１００６縄文土器 深鉢 － （７�６） － 石英・長石・雲母 褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと三角形区画を形
成，区画内に縦位・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 覆土 TP１００７と

同一個体

TP１００７縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 石英・長石・雲母 赤褐 普通 ３本単位の沈線を垂下 地文は縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 覆土中層 TP１００６と

同一個体
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覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１１４点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４５８号土坑（第１１３図）

位置 調査区東部のＥ６ｅ４区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４１号住居跡と重複しているが，先後関係は不明である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

第１１２図 第４４３号土坑・出土遺物実測図

第１１３図 第４５８号土坑・出土遺物実測図

第４４３号土坑出土遺物観察表（第１１２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８５ 縄文土器 深鉢 － （１２�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 ２本単位の平行沈線を巡らす ２・３本単位の
平行・蛇行沈線を垂下 地文は撚糸文を施文 覆土下層 ２０％
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規模と形状 長径１�３５ｍ，短径１�０９ｍの楕円形で，長径方向はＮ－３２°－Ｅである。深さは２５�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２１１点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。５８６は

覆土下層から正位の状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４６０号土坑（第１１４図）

位置 調査区東部のＥ６ｆ９区で，標高２４�７ｍの台地縁辺部に位置している。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック少量

３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１１４図 第４６０号土坑・出土遺物実測図

第４５８号土坑出土遺物観察表（第１１３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８６ 縄文土器 深鉢 － （２１�７）［６�９］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 地文は縦位・横位・斜位回転の１段Ｌ無節縄
文を施文 覆土下層 ４０％
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重複関係 第３６号住居に掘り込まれている。

規模と形状 開口部は，北西側が第３６号住居に掘り込まれているため，長径１�８７ｍ，確認できた短径は１�７２ｍ

で，本来は短径１�７０ｍほどの円形と推測できる。深さは１０５�で，壁は内傾して立ち上がっている。底面は，

長径２�００ｍ，短径１�８６ｍの不整円形で，ほぼ平坦である。

覆土 ７層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと

考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３６点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。形状から，フラスコ状土坑である。

第４６３号土坑（第１１５図）

位置 調査区南部のＥ５ｈ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

確認状況 遺存状況は良好である。

規模と形状 長径０�８６ｍ，短径０�８１ｍの円形で，深さは４３�である。壁は直立している。底面はほぼ平坦である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
７ 褐 色 ロームブロック多量

第１１５図 第４６３号土坑・出土遺物実測図

第４６０号土坑出土遺物観察表（第１１４図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８７ 縄文土器 有孔鍔
付土器［２７�３］（７�５） － 石英・長石・雲母 橙 普通 口縁部は無文 以下に突帯状の鍔を巡らす

丁寧なナデ調整 孔径０�５� 覆土 １０％

TP１００８縄文土器 深鉢 － （９�９） － 石英・長石・雲母 褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと三角形区画
を形成，区画内に２本単位の条線文を縦位に施文 覆土
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覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片５点（深鉢）が，覆土中から出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４６４号土坑（第１１６図）

位置 調査区南部のＥ５ｇ６区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５００号土坑を掘り込み，第１号墳に掘り込まれている。

規模と形状 北側が第１号墳に掘り込まれているため，確認できた長径は１�０９ｍ，確認できた短径は１�１３ｍで，

本来は長径１�６０ｍ，短径１�２０ｍほどで，長径方向がＮ－１５°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは４１�で，壁は

外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２６点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１１６図 第４６４号土坑・出土遺物実測図

第４６３号土坑出土遺物観察表（第１１５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１００９縄文土器 浅鉢 － （１２�９） － 石英・長石 橙 普通 外面無文 口縁部内面に沈線で楕円形のモ
チーフを描出 丁寧なナデ調整 覆土中層
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第４８３号土坑（第１１７図）

位置 調査区東部のＥ６ｆ５区で，標高２５�０ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第３３１号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 西側が第３３１号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�０３ｍで，本来は長径１�４０ｍほ

ど，短径０�９６ｍで，長径方向がＮ－８０°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは３４�で，壁は緩やかに立ち上がっ

ている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ２層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７点（深鉢）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第４９０号土坑（第１１８図）

位置 調査区東部のＥ６ｇ７区で，標高２４�８ｍの台地縁辺部に位置している。

重複関係 第４９１号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�７７ｍ，短径１�４２ｍの不整楕円形で，長径方向はＮ－８°－Ｗである。深さは３３�で，壁は

緩やかに立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，不自然な堆積状況とロームブロックなどを比較的多く含んでいるため，埋め戻されたと

考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量 ２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第１１７図 第４８３号土坑・出土遺物実測図

第４６４号土坑出土遺物観察表（第１１６図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１０１０縄文土器 深鉢 － （１４�６） － 石英・長石 明黄褐 普通
口唇部は無文で微隆帯を巡らす 胴部は微隆
帯の区画を形成 横位回転の２段ＬＲ単節縄
文を施文 微隆帯間は磨り消す

覆土中層

第４８３号土坑出土遺物観察表（第１１７図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１０１１縄文土器 深鉢 － （１１�５） － 石英・長石 褐 普通 蛇行する隆帯を垂下 地文は半截竹管による
平行沈線で，条線文を縦位に描く 覆土
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遺物出土状況 縄文土器片９点（深鉢），石器１点（磨石）が，覆土中から散在した状態で出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第５０５号土坑（第１１９図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ３区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５０６号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第５０６号土坑に掘り込まれているため，確認できた長径は１�３２ｍで，本来は長径１�６０ｍほ

ど，短径１�２０ｍで，長径方向がＮ－１２°－Ｗの楕円形と推測できる。深さは５３�で，壁は外傾して立ち上がっ

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第１１８図 第４９０号土坑・出土遺物実測図

第１１９図 第５０５号土坑・出土遺物実測図

第４９０号土坑出土遺物観察表（第１１８図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６８ 磨石 １２�７ ９�０ ５�３ ９１２�２ 石英斑岩 両面研磨 側縁に敲打による痘痕状の凹み 覆土
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ている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ３層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片７２点（深鉢），土製品２点（土器片錘）が，覆土中層から下層にかけて散在した状

態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第５０６号土坑（第１２０図）

位置 調査区中央部のＥ５ｄ３区で，標高２４�９ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５０２・５０３・５０５号土坑を掘り込み，第５０４号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径１�４７ｍ，短径１�１０ｍの楕円形で，長径方向はＮ－２９°－Ｗである。深さは５０�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面はほぼ平坦である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片２９点（深鉢）が，覆土上層から中層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（古）式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１２０図 第５０６号土坑・出土遺物実測図

第５０５号土坑出土遺物観察表（第１１９図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１０１２縄文土器 深鉢 － （９�２） － 石英・長石 黒褐 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を
形成，区画内に斜位回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP１０４９土器片錘 ２�７ ２�５ １�０ ７�８ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間２�５� 覆土 PL５６

―１１７―



第５０８号土坑（第１２１図）

位置 調査区東部のＥ６ｃ５区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５１９号土坑に掘り込まれている。

規模と形状 長径２�２１ｍ，短径１�９２ｍの楕円形で，長径方向はＮ－４５°－Ｗである。深さは２３�で，壁は緩や

かに立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，中央部の東寄りにＰ１が存在し，深さは２５�である。

覆土 ４層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片１７８点（深鉢），石器１点（打製石斧）が，覆土中層から出土している。

所見 出土土器は細片のため図示できない。時期は，土器片の様相から中期後葉の加曽利Ｅ�式期と推測でき

る。

第５１０号土坑（第１２２図）

位置 調査区東部のＥ６ｄ９区で，標高２５�０ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第５１１・５１６号土坑に掘り込まれている。北側は調査区域外に延びている。

規模と形状 北側が調査区域外に延びているため，確認できた長径は１�３０ｍ，確認できた短径は１�０８ｍで，本

来は長径２�６０ｍ，短径２�１０ｍほどで，長径方向がＮ－４７°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは２４�で，壁は外

傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，南壁下にＰ１が存在し，深さは３９�である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１２１図 第５０８号土坑・出土遺物実測図

第５０６号土坑出土遺物観察表（第１２０図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８８ 縄文土器 深鉢 － （１７�８） ６�４ 長石・雲母・雲母 明黄褐 普通 微隆帯によって楕円形区画を形成 縦位回転の
２段ＲＬ単節縄文を施文 微隆帯間は磨り消す 覆土中層 ２０％

第５０８号土坑出土遺物観察表（第１２１図）

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２６９ 打製石斧 ８�７ ７�４ １�８ １２４�８ 安山岩 素材は扁平な礫 正面は周辺調整 裏面は階段状の剥離を連
続させる 両面に礫面を残す 撥形を呈する 覆土中層

―１１８―



覆土 ７層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第５～７層はＰ１の覆土である。

第１２２図 第５１０号土坑・出土遺物実測図

―１１９―



遺物出土状況 縄文土器片５６点（深鉢），石器４点（敲石１，磨石１，石皿２），土製品１点（土器片錘）が，

覆土中層から下層にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。

第５３０号土坑（第１２３図）

位置 調査区北部のＤ５ｄ２区で，標高２５�２ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１号溝に掘り込まれている。

規模と形状 南側が第１号溝に掘り込まれているため，確認できた長径は１�９３ｍで，本来の長径は２�８０ｍほど，

短径２�６６ｍの円形と推測できる。深さは３２�で，壁は外傾して立ち上がっている。底面はほぼ平坦で，東側に

Ｐ１が存在し，深さは５５�である。

覆土 ５層に分かれ，周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

遺物出土状況 縄文土器片３４５点（深鉢），石器２点（剥片），土製品２点（土器片錘）が，覆土中層から下層

にかけて散在した状態で出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

５ 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ローム粒子中量
７ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５１０号土坑出土遺物観察表（第１２２図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

５８９ 縄文土器 深鉢 － （５�８） １０�２ 石英・長石・雲母・細礫 橙 普通 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 底面 １０％

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２７０ 石皿 （１３�０）（９�０）（５�７）（６８５�４） 安山岩 片面に皿状の擦り面 裏面に複数の断面形がＶ字状の凹み 覆土下層

Ｑ２７１ 磨石 （９�３）（７�０）（４�９）（３９２�５） 花崗岩 両面研磨 両面の中央部に皿状の凹み 側縁に敲打による痘痕状の凹み 覆土下層

第５３０号土坑出土遺物観察表（第１２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４１０ 縄文土器 深鉢［３１�０］（１１�８） － 石英・長石 橙 普通 無文 底面 ３０％

４１１ 縄文土器 深鉢 － （１５�５）［１０�５］ 長石・雲母 橙 普通 ３本単位の沈線を垂下 地文は縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 底面 ２０％

TP８７０ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通
２本の沈線上に円形刺突文を連続させる 以下
に沈線によって円形・楕円形のモチーフを描出
地文は縦位回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文

覆土下層 PL５２

TP８７１ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 石英・長石 橙 普通
口唇部直下の沈線間にコの字状文を巡らす 以
下に１条の沈線と３本単位の沈線を伴う波状の
磨り消し帯を巡らす 地文は撚糸文を施文

覆土下層

TP８７２ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 石英・長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を形
成 地文は縦位・斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

DP９７６ 土器片錘 ４�２ ３�０ １�１ １４�２ 縄文土器 主に周縁研磨調整 １方向の切り込み 切り込み間３�９� 覆土下層 PL５６

―１２０―



第１２３図 第５３０号土坑・出土遺物実測図

―１２１―



第５３２号土坑（第１２４・１２５図）

位置 調査区東部のＥ６ｂ４区で，標高２５�４ｍの台地平坦部に位置している。

重複関係 第１１号住居に掘り込まれている。

規模と形状 北側が第１１号住居に掘り込まれているため，長径３�１０ｍ，確認できた短径は１�７５ｍで，本来は短

径２�７０ｍほどで，長径方向がＮ－２°－Ｅの楕円形と推測できる。深さは３２�で，壁は外傾して立ち上がって

いる。底面はほぼ平坦で，西壁下，南側，南東壁下，南西壁下にピットが存在し，Ｐ１～Ｐ４の深さは１８～６３

�である。

第１２４図 第５３２号土坑・出土遺物実測図

―１２２―



覆土 ５層からなる。周囲からの土の流入を示す堆積状況と均質な含有物の様相から自然堆積と考えられる。

第３～５層はＰ４の覆土である。

遺物出土状況 縄文土器片４１８点（深鉢），石器１点（敲石），土製品１点（土器片錘），礫１点が，覆土中層から

下層にかけて散在した状態で出土している。その他，混入した弥生土器片１点，土師器片３０点も出土している。

所見 時期は，出土土器から中期後葉の加曽利Ｅ�（新）式期である。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１２５図 第５３２号出土遺物実測図

第５３２号土坑出土遺物観察表（第１２４・１２５図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４２７ 縄文土器 深鉢［５８�９］（３９�３） － 長石・雲母 橙 普通
口縁部は隆帯と沈線によって円形・楕円形区画を形成
胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁部が横
位，胴部が縦位・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

Ｐ１覆土 ２０％

４２８ 縄文土器 深鉢［４０�８］（１１�８） － 石英・長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 隆帯と沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を
形成，区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 Ｐ１覆土 １０％

TP８８３ 縄文土器 深鉢 － （１５�０） － 石英・長石・雲母 浅黄橙 普通
口縁部は隆帯と沈線によって円形・楕円形区画を形成
胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁部が横
位，胴部が縦位・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土中層

TP８８４ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 石英・長石・雲母 橙 普通 連続して押捺された隆帯を垂下 地文は棒状
工具による平行沈線で条線文を縦位に描く Ｐ４覆土

TP８８５ 縄文土器 深鉢 － （１３�１） － 石英・長石 橙 普通
口縁部は沈線によって渦巻状のモチーフと楕円形区画を
形成 胴部は沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は口縁
部が横位，胴部が縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文

覆土下層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質 特徴 出土位置 備考

Ｑ２２４ 磨石 ９�７ ７�９ ３�６ ３８４�５ 安山岩 全面研磨 覆土下層 PL５５

―１２３―



第１２６図 土坑実測図�

―１２４―



第１２７図 土坑実測図�

―１２５―



第１２８図 土坑実測図�

―１２６―



第１２９図 土坑実測図�

―１２７―



第１３０図 土坑実測図�

―１２８―



第１３１図 土坑実測図�

―１２９―



第１３２図 土坑実測図�

―１３０―



第１３３図 土坑実測図�

―１３１―



第１３４図 土坑実測図�

―１３２―



第１３５図 土坑実測図�

―１３３―



第１３６図 土坑実測図�

―１３４―



第１３７図 土坑実測図�

―１３５―



第１３８図 土坑実測図�

―１３６―



第１３９図 土坑実測図�

―１３７―



第１４０図 土坑実測図�

―１３８―



第１４１図 土坑実測図�

―１３９―



第１４２図 土坑実測図�

―１４０―



第１４３図 土坑実測図�

―１４１―



第１４４図 土坑実測図�

―１４２―



第１４５図 土坑実測図�

第４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第２１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第４８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第５５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第６０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第６２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物・焼土ブロック微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第６４土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量

第６６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック多量
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第７２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第８１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子少量

第８２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第８３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

第８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第８５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第８６土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第８９号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第９０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ にぶい黄褐色 ロームブロック多量

第９１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ にぶい黄褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第９２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量

第９３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック多量，ロームブロック・炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
６ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
８ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第９５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ 明 褐 色 ローム粒子中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
６ にぶい褐色 ロームブロック少量

第９８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１１０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土粒子少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
６ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化材中量，焼土粒子微量
７ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１１１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第１１３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第１１４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第１１５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１１６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第１１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１１８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第１２１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック・炭化物少量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土ブロック微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック多量，炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック多量

第１２２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
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第１２６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第１２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１３１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第１３２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量

第１３４号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ にぶい黄褐色 ローム粒子多量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい黄褐色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１３７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１４０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１４２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１４３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１４４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第１４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１４８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，細礫微量

第１４９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ にぶい褐色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１５０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１５１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１５２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第１５４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量

第１５６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第１５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１６０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量
２ 褐 色 焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

第１６２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
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第１６３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ にぶい黄褐色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 明 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
４ 黄 褐 色 ロームブロック多量
５ 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量

第１６４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第１６６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック多量，炭化粒子微量
６ にぶい褐色 ロームブロック中量

第１６７号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
５ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第１６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第１７２号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第１７３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第１７５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ にぶい褐色 ロームブロック少量

第１７７号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量
２ にぶい褐色 ロームブロック少量

第１８０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１８２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１９１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第１９５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量

第１９６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第１９７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量
２ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第１９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化物微量

第１９９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第２０１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化粒子

微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

第２１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量

第２１４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

第２１５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子多量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第２１８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第２１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 ローム粒子多量

第２２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック多量，ロームブロック微量

第２２８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２２９号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子微量
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第２３２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第２３５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 灰 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子少量
６ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第２３６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子少量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２３８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 色 ロームブロック中量
４ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ にぶい褐色 ローム粒子中量

第２３９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第２４０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２４２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第２４３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第２４６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量

第２４７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
５ 黒 褐 色 焼土ブロック・ロームブロック・炭化材中量

第２４９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第２５１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第２５２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量
４ 褐 色 ロームブロック多量

第２５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量

第２５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第２５５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第２５９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土ブロック少量

第２６０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第２６１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第２６２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量

第２６３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２６４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック微量
４ 明 褐 色 ロームブロック少量

第２６５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２６７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第２６９号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２７３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ロームブロック中量
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第２７４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子多量

第２７５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・粘土ブロッ

ク・炭化物少量

第２７６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第２７７号土坑土層解説
１ にぶい黄褐色 ローム粒子多量，焼土粒子微量

第２７８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第２８１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第２８４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ローム粒子中量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第２８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化材微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子微量
６ 黒 褐 色 ロームブロック少量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第２８６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第２８７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第２８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

第２８９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２９０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第２９１号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量

第２９２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第２９３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 極 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量

第２９５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第２９７号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第２９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３０１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第３０２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３０３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック多量，焼土ブロック中量，炭化粒子

少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック中量

第３０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３０８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３１１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３１４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
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第３１６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３１８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３２１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
７ 褐 色 ローム粒子中量

第３２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ローム粒子中量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量

第３２４号土坑土層解説
１ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
２ にぶい褐色 ローム粒子多量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３２５号土坑土層解説
１ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 赤 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第３２８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量

第３２９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３３４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 ロームブロック中量
７ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量

第３３６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３３７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３３８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第３３９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３４１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第３４２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第３４３号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ローム粒子中量

第３４４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３４７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第３４８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第３５２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３５３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
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第３５４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３５６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３５７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

第３５８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第３５９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３６０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 灰 褐 色 ローム粒子中量
５ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第３６２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第３６３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量

第３６４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第３６５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第３６６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量

第３６７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３６８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第３６９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第３７０号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３７１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第３７２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第３７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３７４号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３７６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量

第３７７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３７８号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量

第３８０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
４ 黒 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物微量

第３８１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第３８２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 褐 色 ローム粒子多量

第３８３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 極 暗 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量

第３８７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第３８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 明 褐 色 ローム粒子多量

第３８９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
３ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
４ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子微量

第３９０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３９１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量
３ にぶい褐色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第３９２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第３９３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第３９４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第３９８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４０３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子少量

第４０４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４０５号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４０６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量

第４０７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第４０８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４０９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第４１１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第４１２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４１３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４１４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４１５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量

第４１７号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化物少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第４１９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 灰 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック少量
６ 褐 色 焼土ブロック中量，ローム粒子少量

第４２０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量

第４２１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子多量
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第４２２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，粘土ブロック微量

第４２３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量
４ 褐 色 ロームブロック少量

第４２４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック中量
４ にぶい褐色 ローム粒子中量

第４２５号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック少量
２ 灰 褐 色 ローム粒子中量
３ 褐 色 ローム粒子中量
４ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 灰 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量
７ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４２７号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量
５ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４２８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量

第４３１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第４３２号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック中量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４３３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 明 褐 色 ローム粒子中量

第４３４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック中量，炭化物少量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４３５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第４３６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ローム粒子中量

第４３９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
６ にぶい褐色 ロームブロック中量
７ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第４４０号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量

第４４１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４４５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４４７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 明 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量

第４４８号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量

第４５０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４５１号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４５２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 明 褐 色 ローム粒子中量
４ にぶい褐色 ロームブロック中量

第４５３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
５ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
６ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４５４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
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第４５５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第４５６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ローム粒子中量
３ 暗 褐 色 ローム粒子微量

第４５９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

第４６１号土坑土層解説
１ 明 褐 色 ロームブロック少量

第４６２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量
６ 明 褐 色 ローム粒子多量

第４６５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量

第４６６号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 褐 色 ローム粒子多量，炭化粒子微量

第４６７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子少量，焼土粒子微量

第４６８号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第４６９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４７０号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・炭化粒子少量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
５ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４７１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量

第４７２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第４７３号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４７４土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４７５号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第４７６号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第４８０号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量

第４８１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第４８２号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量
３ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４８４号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第４８５号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量

第４８８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量

第４８９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック・焼土粒子少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化物微量
４ 灰 黄 褐 色 炭化物少量，ローム粒子微量

第４９１号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第４９２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量

第４９４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック少量
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第４９５号土坑土層解説
１ 暗 赤 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第４９６号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４９８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第４９９号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量
２ 黒 褐 色 焼土ブロック少量，ロームブロック・炭化粒子微量
３ 黒 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５００号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化粒子

微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック多量
４ 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子微量

第５０１号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 明 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第５０２号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
４ 暗 褐 色 ロームブロック中量
５ 褐 色 ロームブロック多量

第５０３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック中量

第５０４号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック少量，炭化物微量
２ 暗 褐 色 焼土ブロック中量，ロームブロック・炭化物少量
３ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
４ 黒 褐 色 ロームブロック中量

第５０７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５１２号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 炭化物中量，ローム粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック・炭化物少量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第５１３号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第５１４号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物少量

第５１５号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
４ 暗 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第５１６号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック中量，焼土ブロック・炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子微量
５ 暗 褐 色 ロームブロック中量

第５１７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化物微量
３ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
４ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量
５ 褐 色 ロームブロック中量

第５１８号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 暗 褐 色 ロームブロック少量，焼土ブロック・炭化粒子微量
３ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子微量

第５１９号土坑土層解説
１ 極 暗 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量，炭化粒子微量

第５２２号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
２ 褐 色 ロームブロック少量

第５２３号土坑土層解説
１ 褐 色 ロームブロック中量，炭化粒子少量
２ 暗 褐 色 ロームブロック・焼土ブロック少量，炭化粒子微量
３ 褐 色 ローム粒子中量，炭化粒子微量

第５２７号土坑土層解説
１ 暗 褐 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
３ 褐 色 ロームブロック中量

第５２９号土坑土層解説
１ 黒 褐 色 ローム粒子少量，炭化粒子微量
２ 黒 褐 色 ローム粒子・炭化粒子微量

第５３１号土坑土層解説
１ 黒 色 ロームブロック中量
２ 黒 褐 色 ロームブロック中量
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表５ 縄文時代土坑一覧表

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

２ Ｄ４ｆ８ ［円形］ － （１�５８）×１�６２ ５７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘・剥片 中期後葉 － 本跡→SI１・４

３ Ｄ５ｄ１ 円形 － １�２１×１�１２ １３ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

４ Ｄ５ｄ１ 円形 － １�０３×１�００ １９ 外傾
直立 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

５ Ｄ５ｄ１ 楕円形 Ｎ－４５°－Ｅ ０�９５×０�８２ １８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

６ Ｄ５ｃ２ 楕円形 Ｎ－３８°－Ｗ ０�９６×０�７６ ２０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 前期後葉 － －

７ Ｄ５ｃ１ ［円形］ － （０�８９）×（１�０２） ３８ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

８ Ｄ５ｃ２ 楕円形 Ｎ－２４°－Ｅ １�８９×１�５７ ３０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － SK９－関係不明

９ Ｄ５ｃ２ 不整楕円形 Ｎ－５°－Ｅ ０�７８×０�５０ ５８ 外傾 平坦 １ 自然 － － Ｄ SK８－関係不明

１０ Ｄ５ｄ２［楕円形］Ｎ－７０°－Ｗ（１�５０）×１�３４ ２４ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器・石皿 中期後葉 － 本跡→SK１１

１１ Ｄ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－４５°－Ｅ ０�７７×０�６０ ６０ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK１０→本跡

１２ Ｄ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－１７°－Ｗ ０�６０×０�５５ １１ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

１３ Ｄ５ｃ１ 不整円形 － ０�６５×０�６０ ３７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

１４ Ｄ５ｅ４ 楕円形 Ｎ－２１°－Ｅ ２�１０×１�６０ ２０ 緩斜 平坦 ２ 自然 縄文土器 中期後葉 － －

１５ Ｄ５ｅ４ 円形 － ０�８５×０�８０ １０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

１６ Ｄ４ｅ８ 円形 － ２�１８×２�１１ ２８ 緩斜 凹凸 １ 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － 本跡→SK１７

１７ Ｄ４ｅ８ 円形 － ２�０７×２�００ ３５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK１６→本跡→SK２２

１８ Ｄ４ｈ８ 円形 － ２�１９×２�１８ ３０ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 中期後葉 － SK３１→本跡→SK２０・２１

１９ Ｄ４ｉ８ 楕円形 Ｎ－４４°－Ｗ １�０７×０�９３ ２８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK３１－関係不明

２０ Ｄ４ｈ８ 円形 － １�１２×１�０４ ７５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK１８→本跡

２１ Ｄ４ｈ８ 円形 － ０�５３×０�５１ ７９ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｅ SK１８→本跡

２２ Ｄ４ｅ８ 円形 － １�１０×０�９３ ８３ 外傾 平坦 － 自然 － 中期後葉 － SK１７→本跡

２３ Ｄ４ｈ８ 円形 － １�２３×１�１８ ４０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

２４ Ｄ５ｅ２［楕円形］Ｎ－３３°－Ｅ（１�０４）×（１�０２） ２７ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器 中期後葉 － SK３０→本跡→SD１

２５ Ｄ４ｇ８ 楕円形 Ｎ－６４°－Ｅ １�０５×０�９４ １９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉～
後期前葉 － SK２６，第２号炉穴→本跡

２６ Ｄ４ｇ８ 楕円形 Ｎ－６°－Ｅ ０�８２×（０�６４） １３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉～
後期前葉 － 本跡→SK２５

２７ Ｄ５ｄ２ 円形 － ０�９２×０�８８ １５ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２８ Ｄ５ｅ３ 楕円形 Ｎ－５０°－Ｗ １�３０×１�１０ ２２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・土器片
錘・土器片円盤・礫 中期後葉 － SK２９→本跡

２９ Ｄ５ｅ３［楕円形］Ｎ－３８°－Ｅ ０�８５×（０�４７） １０ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK２８

３０ Ｄ５ｅ２［楕円形］Ｎ－７０°－Ｅ（０�４４）×（０�９３） ２３ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器・土器
片円盤 中期後葉 － 本跡→SK２４

３１ Ｄ４ｈ９ 円形 － １�３５×１�３０ ２５ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１８・１９

３２ Ｄ４ｈ９ ［円形］ － （１�２０）×（１�０８） ２９ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK３４，SI２

３３ Ｄ５ｈ１ 円形 － １�１５×１�１０ １０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

３７ Ｄ４ｊ９ 楕円形 Ｎ－７６°－Ｗ ２�４６×１�５６ ３１ 外傾 平坦 ５ 人為 縄文土器 中期後葉 － SK３８→本跡

３８ Ｄ４ｊ９（楕円形）Ｎ－２２°－Ｅ １�６０×１�２４ ４３ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３７

４０ Ｄ４ｊ７ 円形 － ０�４７×０�４５ ２５ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ －

４１ Ｄ４ｊ７ 楕円形 Ｎ－４°－Ｗ ０�５２×０�４２ ２１ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 前期中葉 － －

４２ Ｄ４ｊ７ 円形 － ０�３８×０�３５ １２ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｄ －

４３ Ｄ４ｈ７ 円形 － ０�４６×０�４２ ３２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

４４ Ｄ４ｊ９ 円形 － １�０６×１�０４ ５１ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器・石棒・
剥片 中期後葉 － －

４５ Ｄ４ｄ８ 楕円形 Ｎ－５１°－Ｅ ２�６０×１�８８ ２５ 外傾 平坦 ２ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － －

４６ Ｄ４ｅ０［不整楕円形］Ｎ－６３°－Ｗ ２�０８×１�７１ ６５ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

４７ Ｄ４ｆ０ 不整楕円形 Ｎ－２３°－Ｗ ２�０２×１�６３ ３２ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 中期後葉 － SK４８→本跡

４８ Ｄ４ｆ０ 不定形 Ｎ－３４°－Ｗ １�４９×（０�９８） ２４ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４７→本跡

４９ Ｄ４ｅ９ 円形 － １�３９×１�３５ ３４ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・土器片
錘・土器片円盤 中期後葉 － SK５０→本跡

５０ Ｄ４ｅ９ ［円形］ － ２�０７×（１�９０） ２８ 外傾 平坦 ４ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － 本跡→SK４９・５３
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番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

５１ Ｄ４ｅ９ 楕円形 Ｎ－１３°－Ｅ ０�８４×０�６４ ３３ 緩斜 皿状 １ 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK５２

５２ Ｄ４ｅ９ 楕円形 Ｎ－６７°－Ｗ ０�９３×０�８６ ３７ 緩斜 皿状 １ 自然 縄文土器 － Ｄ SK５２→本跡

５３ Ｄ４ｅ９ 円形 － ０�４４×０�４４ １３ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｄ SK５０→本跡

５４ Ｄ４ｇ８ 楕円形 Ｎ－５７°－Ｗ １�２６×１�００ ３５ 緩斜 平坦 － 人為 縄文土器 － Ｃ SK５２，SI４→本跡

５５ Ｄ４ｇ８［楕円形］Ｎ－６２°－Ｅ １�１６×（０�６９） ３０ 緩斜 皿状 － 人為 縄文土器 － Ｃ SI４→本跡→SK５４・５６

５６ Ｄ４ｇ８ 楕円形 Ｎ－７９°－Ｗ １�３６×１�００ １５ 緩斜 平坦 １ 人為 縄文土器 － Ｃ SK５５，SI４→本跡

５７ Ｄ４ｇ９ 円形 － １�２５×１�２０ １５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK５８

５９ Ｄ４ｈ６ 円形 － １�８５×１�７６ ３０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・石鏃・土器片
錘・焼成粘土塊・獣骨 中期後葉 － －

６０ Ｄ４ｇ９ ［円形］ － ［１�４０］×１�３０ １８ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ SK６１→本跡→SI２

６１ Ｄ４ｇ０［楕円形］Ｎ－４０°－Ｗ（１�０７）×（１�００） １７ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１・６０，SI２

６２ Ｄ４ｇ０ 不整楕円形 Ｎ－５０°－Ｗ ０�９９×０�５１ ２２ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

６３ Ｄ４ｆ９ 円形 － １�７０×１�５５ ２８ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・敲石 中期後葉 － 本跡→SI４ SK６０－関係不明

６４ Ｄ５ｅ１ 楕円形 Ｎ－４２°－Ｗ ０�８４×０�６４ １５ 緩斜 皿状 － 人為 － － Ｄ 本跡→SK６５

６６ Ｄ５ｆ１ 円形 － ２�１６×１�９７ ２５ 緩斜 平坦 ２ 人為 縄文土器 － Ｂ －

６７ Ｄ５ｅ１［楕円形］Ｎ－２５°－Ｅ（１�３８）×１�２０ ７２ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘・礫 中期後葉 － 本跡→SD１

６８ Ｄ５ｆ２ 楕円形 Ｎ－７２°－Ｗ １�２５×１�０７ ３４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

６９ Ｄ５ｇ２ 円形 － ２�２０×２�００ １８ 緩斜 平坦 ３ 自然 縄文土器 中期後葉 － －

７０ Ｄ５ｆ２ 楕円形 Ｎ－１０°－Ｗ ２�０１×１�６３ １５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片円盤 中期後葉 － －

７２ Ｄ５ｇ３ 楕円形 Ｎ－２１°－Ｅ ２�０４×１�８４ ２８ 緩斜 平坦 ３ 自然 縄文土器 － Ｂ SK７９→本跡→SK７６

７３ Ｄ５ｇ１ 不整円形 － １�８５×１�７３ ２３ 外傾 平坦 ２ 自然 縄文土器・磨石 中期後葉 － －

７４ Ｄ５ｇ２ ［円形］ － １�９５×（１�７３） ３４ 外傾 平坦 ３ 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SI６

７５ Ｄ５ｇ２ 円形 － ２�２２×２�１４ ２４ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － －

７６ Ｄ５ｇ３ 楕円形 Ｎ－５８°－Ｗ １�０８×０�９１ ７８ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器・石棒
・剥片 中期後葉 － SK７２→本跡

７７ Ｄ５ｆ３ 楕円形 Ｎ－６５°－Ｗ １�０９×０�９６ １６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

７９ Ｄ５ｇ３［楕円形］ Ｎ－２°－Ｅ １�９５×（１�０６） ２８ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・凹石 － － 本跡→SK７２・８０

８０ Ｄ５ｇ３ 楕円形 Ｎ－３°－Ｗ １�２６×０�９５ ３８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK７９→本跡

８１ Ｄ４ｉ０ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｗ １�０４×０�９０ ４７ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２

８２ Ｄ４ｈ０ 楕円形 Ｎ－６５°－Ｗ １�３０×０�９２ ８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２

８３ Ｄ４ｈ９ 不整楕円形 Ｎ－５０°－Ｅ １�７６×１�１３ １８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SI２

８４ Ｄ５ｆ３ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｗ ０�５６×０�５０ ４３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

８５ Ｄ４ｉ０ 楕円形 Ｎ－４５°－Ｗ ０�４１×０�２７ ６４ 直立 平坦 － 自然 － － Ｄ －

８６ Ｄ４ｆ０ 円形 － ０�４４×０�４１ ７０ 外傾
直立 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

８７ Ｄ５ｈ３［楕円形］Ｎ－７７°－Ｅ ３�４２×（２�８２） ２３ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・石皿・
剥片・土器片錘 中期後葉 － 本跡→SI６，第１号墳

８８ Ｄ５ｆ５ 不整楕円形 Ｎ－４２°－Ｗ ２�７８×１�９２ ２０ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － －

８９ Ｄ５ｅ５ 楕円形 Ｎ－４４°－Ｅ １�６１×０�８４ ４１ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

９０ Ｄ５ｆ６［楕円形］Ｎ－６０°－Ｅ ２�１０×（０�９５） ９５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

９１ Ｄ５ｆ６［楕円形］Ｎ－２６°－Ｅ［１�３５］×１�０２ ３０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK９８

９２ Ｄ５ｅ５［隅丸長方形］ Ｎ－２７°－Ｅ（１�４０）×１�０４ ４３ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

９３ Ｅ５ｂ０ 楕円形 Ｎ－４６°－Ｅ ２�１６×１�４９ ２３ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ －

９５ Ｅ６ｃ１ 不整楕円形 Ｎ－５９°－Ｅ １�５０×１�１７ ５８ 外傾
緩斜 凹凸 － 自然 － － Ｂ －

９８ Ｄ５ｆ６ 円形 － ０�９０×０�８３ ８７ 直立 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK８１→本跡→SK９９

９９ Ｄ５ｆ６［楕円形］Ｎ－６０°－Ｗ １�２９×（０�８４） ４０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － SK９８→本跡→SD１

１００ Ｄ５ｆ６［楕円形］Ｎ－８３°－Ｗ（１�９０）×（１�３０） ４４ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器・土器
片錘 － － SK１０１→本跡

１０１ Ｄ５ｆ６［楕円形］Ｎ－７４°－Ｗ（２�２１）×（１�９９） ２３ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK１００

１０６ Ｅ６ｄ１［楕円形］Ｎ－３０°－Ｅ ３�００×（２�３４） ５６ 緩斜 平坦 ４ 人為 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK１０４

１０７ Ｅ６ｃ２［楕円形］Ｎ－５１°－Ｅ １�１４×（０�３２） － 緩斜 平坦 － － 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１１１

―１５６―



番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

１０８ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｅ １�４０×０�９１ ３８ 内傾
直立 平坦 １ 人為 縄文土器・石皿・剥

片・土器片錘・礫 中期後葉 － SK１１１・１５７→本跡→SK１１７

１１０ Ｅ６ｄ２ 楕円形 Ｎ－２５°－Ｅ １�１５×０�７０ ５４ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ａ －

１１１ Ｅ６ｄ３［楕円形］Ｎ－５６°－Ｅ ２�１５×（１�４９） ４２ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK１０７→本跡→SK１０８・
１１２・１１７

１１２ Ｅ６ｄ３［楕円形］Ｎ－７８°－Ｗ（１�８５）×（１�５６） ６４ 外傾 平坦 １ 人為 縄文土器・磨石・
剥片

中期後葉～
後期前葉 － SK１１１→本跡→SK１１３・

１１７・１１８

１１３ Ｅ６ｃ３［楕円形］ Ｎ－７°－Ｗ （１�８２）×１�３４ ３８ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK１１２・１１７→本跡→SK
１１５１・１１８

１１４ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－５７°－Ｗ １�８３×１�２０ ４６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK１１３・１１５・２５７・２６４・２７４
→本跡

１１５ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－５１°－Ｗ ２�００×１�５０ ５６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK１１３・１１７・１１９→本跡→
SK１１４

１１６ Ｄ５ｇ３ 円形 － ０�７３×０�６９ ５８ 直立 平坦 － 自然 － － Ａ 本跡→SI６

１１７ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－１０°－Ｗ １�５４×０�９４ ２７ 内傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ａ SK１１９→本跡→SK１１３・１１５

１１８ Ｅ６ｄ３［楕円形］Ｎ－２６°－Ｗ（１�０５）×０�９５ ２９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１１２・１１３→本跡→SK１１７

１１９ Ｅ６ｃ３ － － － － － － － － 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１１５・１１７・１５７

１２０ Ｄ６ｊ２ 楕円形 Ｎ－４０°－Ｅ １�４０×１�１３ ３３ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － SK２７８・２８８・２９０・２９２→本跡

１２１ Ｄ６ｉ１ 楕円形 Ｎ－２６°－Ｗ １�２４×０�８５ ６８ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK１２２・１２４→本跡

１２２ Ｄ６ｉ１ 円形 － １�４３×１�４０ ３３ 直立 凹凸 － 自然 － － Ａ SK１２４・１２５→本跡→SK１２１

１２３ Ｄ６ｊ１ 楕円形 Ｎ－３°－Ｅ ２�５４×２�１７ ５０ 緩斜 平坦 － 人為 縄文土器・剥片・
土器片錘 中期後葉 － SK１２４・２８０→本跡

１２４ Ｄ６ｉ１［楕円形］Ｎ－２０°－Ｅ（２�７０）×（２�３５） ６４ 緩斜 皿状 ２ 人為 縄文土器・磨石・
土器片錘 中期後葉 － 本跡→SK１２１・１２３・１２５・１２８

１２５ Ｄ６ｉ１ 円形 － ２�１０×２�０２ ７４ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 中期後葉 － SK１２４→本跡→SK１２２・
１２９・１５１

１２６ Ｄ６ｉ２ 円形 － １�０５×０�９７ ５１ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK１２７→本跡

１２７ Ｄ６ｉ２［楕円形］Ｎ－７３°－Ｅ［１�３５］×１�１０ ２７ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１２６

１２９ Ｄ６ｉ２ 不定形 Ｎ－７０°－Ｗ １�２６×（０�７４） ５５ 外傾 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK１２５→本跡

１３１ Ｅ４ｅ０［楕円形］ Ｎ－０° ［２�０７］×（０�６３） ２９ 外傾 傾斜 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SI１５，第１号周溝跡

１３２ Ｅ４ｅ０［楕円形］Ｎ－２６°－Ｗ（１�１７）×（０�８８） １５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１５５，SI１５

１３４ Ｅ４ｄ０ 不定形 Ｎ－１８°－Ｅ １�７６×１�７０ ４５ 外傾 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｂ －

１３５ Ｅ４ｄ９ 楕円形 Ｎ－０° １�１７×１�０２ ４１ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

１３６ Ｅ４ｄ９［楕円形］Ｎ－２４°－Ｅ［１�０８］×０�９６ ３７ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１４８→本跡→SK１４７

１３７ Ｅ４ｃ９ 楕円形 Ｎ－８°－Ｅ ０�９１×０�８２ ４５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→第１号周溝跡

１４０ Ｅ５ｄ１ 楕円形 Ｎ－２３°－Ｗ ０�８０×０�５１ ５０ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

１４１ Ｅ４ｃ０ 楕円形 Ｎ－７３°－Ｅ ０�５２×０�４５ ４２ 直立 平坦 － 人為 縄文土器・楔形
石器 中期後葉 － －

１４２ Ｅ４ｂ０ 円形 － ０�４３×０�４２ ６９ 直立 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

１４３ Ｅ４ｂ０ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｅ ０�５８×０�５２ ４３ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

１４４ Ｅ４ｂ０ 楕円形 Ｎ－８９°－Ｗ ０�４３×０�３６ ５１ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｅ －

１４５ Ｅ４ｃ０ 不定形 Ｎ－６７°－Ｗ ２�５２×（１�１３） ４４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→第１号周溝跡

１４６ Ｅ４ｂ０ 円形 － ０�４４×０�４３ ５０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

１４７ Ｅ４ｄ９ 楕円形 Ｎ－４２°－Ｅ ０�９８×０�８８ ４５ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ SK１３６→本跡

１４８ Ｅ４ｄ９ 円形 － ０�８６×０�８６ ５３ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK１３６

１４９ Ｅ５ｃ１ 不定形 Ｎ－１４°－Ｗ ２�０６×（１�３０） ５０ 外傾 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→第１号墳

１５０ Ｄ５ｉ０ 楕円形 Ｎ－３９°－Ｗ １�０７×０�６６ ９４ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK１３０→本跡→SI１３

１５１ Ｄ６ｉ１ ［円形］ － ０�６８×（０�６４） １８ 直立 平坦 － 自然 － － Ｄ SK１２５→本跡→SK１２８

１５２ Ｅ４ｃ９ 不定形 Ｎ－８°－Ｅ （１�０２）×０�９６ ２４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→第１号周溝跡

１５３ Ｅ５ｅ１ ［円形］ － １�００×（０�９１） １５ 緩斜 平坦 １ 自然 － － Ｃ 本跡→SK１５５，SI１５

１５４ Ｅ５ｂ３ 楕円形 Ｎ－６８°－Ｅ １�２７×１�１８ ６７ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ －

１５５ Ｅ５ｅ１ 円形 － １�０４×（０�９９） ２５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１３２・１５３→本跡→SI１５

１５６ Ｅ４ｃ９ 円形 － ０�９７×０�９１ ３６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

１５７ Ｅ６ｃ３ 不定形 Ｎ－５０°－Ｅ（１�６９）×（０�７７） － － － － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK１０８・１１７・１１９

１５９ Ｅ５ｅ３ 不定形 － １�４４×（０�８２） ４３ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→第１号墳

１６０ Ｅ５ｅ３ 楕円形 Ｎ－４０°－Ｗ １�２７×１�１５ ５０ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１７２・１７３→本跡

―１５７―



番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

１６１ Ｅ５ｃ２ 楕円形 Ｎ－５２°－Ｗ １�４５×１�３０ ５５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

１６２ Ｅ５ｃ２ 不定形 Ｎ－７６°－Ｗ １�２２×１�１８ ５０ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

１６３ Ｅ５ｂ２ 円形 － １�４８×１�４５ ５６ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ －

１６４ Ｅ５ｂ２［楕円形］Ｎ－７６°－Ｅ（１�００）×０�８０ ２６ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI１６

１６５ Ｅ４ｆ９［楕円形］Ｎ－４２°－Ｅ（１�４０）×１�２６ ３０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・石皿・
土器片錘 中期後葉 － 本跡→SF２

１６６ Ｅ５ｃ３ 楕円形 Ｎ－５２°－Ｗ ２�０２×１�７１ ７０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

１６７ Ｅ５ａ２ 楕円形 Ｎ－３５°－Ｅ １�１２×０�９４ ４６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１６８→本跡→SI１６

１６８ Ｅ５ｂ２ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ ０�５２×０�４８ ５８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK１６７，SI１６

１７２ Ｅ５ｅ３ 円形 － １�３４×１�２２ ６０ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK１７３・５０３→本跡→SK１６０

１７３ Ｅ５ｅ３［楕円形］Ｎ－５４°－Ｗ［１�５６］×［０�９９］ ４８ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK１６０・１７２

１７５ Ｅ５ｅ２ 不定形 Ｎ－４２°－Ｗ ０�９３×０�７６ ４５ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｄ －

１７６ Ｅ５ｄ３ 楕円形 Ｎ－４°－Ｗ ０�７２×０�６３ ２８ － － － － － － Ｄ －

１７７ Ｅ５ｄ３［楕円形］Ｎ－５３°－Ｗ（１�５１）×１�２５ ３５ － 平坦 － 自然 － － Ｂ 本跡→SK１７９・１８０

１７９ Ｅ５ｃ３ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｅ ２�０１×１�４４ ４０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK１７７→本跡

１８０ Ｅ５ｄ３ 楕円形 Ｎ－５０°－Ｗ １�８８×１�１９ ３７ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ SK１８９→本跡

１８１ Ｅ５ｄ２ 円形 － ０�２７×０�２５ ２０ － － － － － － Ｄ －

１８２ Ｅ５ｄ２［楕円形］Ｎ－３５°－Ｅ（１�２４）×１�０６ ３７ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１９１

１８３ Ｅ５ｄ２ 不定形 Ｎ－１６°－Ｗ ０�４２×（０�２２） ４５ － － － 自然 縄文土器 － Ｅ －

１８４ Ｅ５ｃ３［楕円形］Ｎ－５７°－Ｅ（１�８５）×１�６１ ３７ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK１８５

１８５ Ｅ５ｄ２［不整長方形］ Ｎ－７０°－Ｅ（２�６４）×２�４４ ５５ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － SK１８３・１８４→本跡→
SK１８６・１９５・１９６・５２２

１９０ Ｅ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－７７°－Ｗ ０�４２×０�３８ ６１ － － － － 縄文土器 － Ｅ －

１９１ Ｅ５ｄ２ 不整楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ １�００×０�９１ ４６ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK１８２→本跡→SK１９０

１９３ Ｅ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－２１°－Ｗ ０�９３×０�６４ ３６ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｄ SK１９４－関係不明

１９４ Ｅ５ｄ２ 楕円形 Ｎ－１７°－Ｗ ０�８４×０�５７ ５０ － － － － 縄文土器 － Ｄ SK１９３－関係不明

１９５ Ｅ５ｄ２［不整楕円形］ Ｎ－５９°－Ｅ ０�９３×（０�５１） ４４ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK１８５→本跡→SK１８６

１９６ Ｅ５ｄ２［隅丸長方形］ Ｎ－６０°－Ｗ（１�０２）×１�１８ ４２ － 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK１８５→本跡→第１号墳

１９７ Ｆ５ｂ４［楕円形］ Ｎ－１°－Ｅ ［１�４９］×１�４２ １６ 直立 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ SK２４４→本跡

１９８ Ｆ５ａ５ 楕円形 Ｎ－３６°－Ｅ ０�６９×０�６２ ２２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK１９９→本跡

１９９ Ｆ５ａ４ 楕円形 Ｎ－４４°－Ｅ １�３０×０�９４ １５ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１９８

２００ Ｆ５ａ５［不整楕円形］ Ｎ－５１°－Ｅ（１�８８）×１�５０ ４２ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK２０１・５３１

２０１ Ｆ５ａ５ 不定形 Ｎ－４９°－Ｅ［２�５２］×１�６６ ４０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK２００・２４６→本跡→
SK２０２・２４９

２０３ Ｆ５ａ６［楕円形］Ｎ－７４°－Ｅ ０�８０×（０�４５） ５８ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK２０４

２０４ Ｆ５ａ６ 楕円形 Ｎ－５６°－Ｅ １�５４×１�０８ ６５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・凹石 中期後葉 － SK２０３・２４６→本跡

２０５ Ｅ５ｊ７ 楕円形 Ｎ－５９°－Ｅ １�０１×０�７９ ３０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － SI２３－関係不明

２０７ Ｅ５ｊ７ 不定形 Ｎ－５９°－Ｅ １�３７×（０�２７） ４５ － － １ － 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２３

２０９ Ｅ５ｊ７ 円形 － ０�９３×０�９３ ３６ 緩斜 傾斜 － 自然 － － Ｄ 本跡→SI２３

２１２ Ｅ５ｊ７ 不定形 Ｎ－３９°－Ｅ［１�３５］×１�１８ １６ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK２１０→本跡

２１４ Ｅ５ｊ７ 楕円形 Ｎ－５０°－Ｅ １�１８×０�９８ ２１ 緩斜 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２３

２１５ Ｅ５ｊ７ 楕円形 Ｎ－８４°－Ｗ １�１８×０�６２ ４８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２３

２１７ Ｅ５ｉ９ 不定形 Ｎ－６１°－Ｅ １�６９×（１�１２） ３０ 外傾 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

２１８ Ｅ５ｉ９ 不定形 Ｎ－５２°－Ｅ １�３２×（１�１０） １８ 外傾 平坦 ３ 自然 縄文土器 － Ｃ －

２１９ Ｅ５ｉ９ 円形 － ０�７６×０�７１ ４０ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

２２０ Ｅ５ｇ２［隅丸長方形］ Ｎ－６４°－Ｅ（２�４５）×１�７１ ２６ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｂ 本跡→第１号墳

２２２ Ｅ６ｉ８［楕円形］Ｎ－５８°－Ｅ １�８７×（１�３１） １６ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － 本跡→SK３４７，ST５

２２７ Ｅ５ｈ０ 円形 － １�００×０�９５ ２７ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器・凹石 中期 － SK２２８・２２９→本跡

２２８ Ｅ５ｈ０［楕円形］Ｎ－４９°－Ｅ［１�８３］×［０�９８］ ２４ 外傾 平坦 １ 自然 － － Ｂ 本跡→SK２２７・２２９

―１５８―



番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

２２９ Ｅ５ｈ０ 楕円形 Ｎ－３３°－Ｗ ２�１８×１�４４ ２６ 外傾 皿状 － 人為 － － Ｂ SK２２８→本跡→SK２２７

２３０ Ｅ５ｉ７［楕円形］Ｎ－５７°－Ｅ １�８２×（０�９７） ４４ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － 本跡→SD５

２３２ Ｅ５ｉ６［楕円形］Ｎ－５７°－Ｗ［１�９０］×［１�３１］ ４５ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｂ 本跡→SK４３９，SD５

２３３ Ｅ５ｈ９ 円形 － ０�６４×０�６０ ２５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

２３４ Ｅ５ｈ９ 隅丸方形 Ｎ－２１°－Ｗ ０�９２×０�８２ ４０ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器・磨石 中期後葉 － －

２３５ Ｆ５ａ４ 不定形 Ｎ－４５°－Ｅ（１�９９）×１�９３ ３２ 外傾 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ －

２３６ Ｆ５ｂ４ 不定形 Ｎ－０° ０�５６×（０�３０） ５０ － 傾斜 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２３７ Ｅ６ｉ１［楕円形］Ｎ－２３°－Ｅ（０�６４）×１�０９ ２１ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器 後期後葉 － SK２３８→本跡

２３８ Ｅ６ｉ１ 不定形 Ｎ－６０°－Ｗ １�５１×（１�０８） ３０ 緩斜 凹凸 １ 人為 － － Ｂ 本跡→SK２３７

２３９ Ｅ５ｉ８［楕円形］Ｎ－６２°－Ｗ［１�７６］×１�１９ ２５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SD４

２４０ Ｅ５ｇ３ 円形 － ０�８０×０�７５ ２５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２４２ Ｅ５ｈ３ 円形 － ０�７５×０�７４ ５１ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２４３ Ｅ５ｈ３ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ １�３９×１�０４ ３０ 外傾 傾斜 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

２４４ Ｆ５ｂ５［楕円形］Ｎ－４８°－Ｗ ０�７２×（０�５６） ３６ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK１９７・２４５

２４５ Ｆ５ａ５ 円形 － ０�５２×０�４８ ４８ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｅ SK２４４→本跡

２４６ Ｆ５ａ６ 不定形 Ｎ－５０°－Ｅ ２�３８×［１�８０］ ４２ － － － － 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK２０１・２０３

２４７ Ｅ５ｉ８ ［円形］ － ［０�９０］×［０�８８］ ３６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SD５

２４８ Ｆ５ａ４ 楕円形 Ｎ－７９°－Ｅ ０�３８×０�３３ － － － １ － 縄文土器 － Ｄ －

２４９ Ｆ５ａ５ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ １�２０×０�９３ ２８ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ SK２０１・２４６→本跡

２５１ Ｄ６ｊ４［楕円形］Ｎ－３５°－Ｗ［１�６８］×［０�７５］ ３８ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｂ SK２５２→本跡→SI１１

２５２ Ｄ６ｊ４［楕円形］Ｎ－３４°－Ｅ［１�５０］×［１�１３］ ３２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK２５３→本跡→SK２５１，SI１１

２５３ Ｄ６ｊ４ ［円形］ － ［０�７０］×［０�６０］ ３８ 外傾 凹凸 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK２５２，SI１１

２５４ Ｄ６ｊ３ 楕円形 Ｎ－３７°－Ｗ １�２４×１�２２ ４５ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ －

２５５ Ｄ６ｊ３［楕円形］Ｎ－５８°－Ｗ １�９０×（１�７７） ５６ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ －

２５６ Ｄ６ｊ２ 楕円形 Ｎ－７°－Ｗ ２�１２×１�８５ ４２ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － SK２７８→本跡

２５７ Ｅ６ｃ３［楕円形］Ｎ－７９°－Ｗ（０�５５）×（０�４５） ４１ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK２７４→本跡

２５８ Ｅ６ｅ３ 円形 － １�０２×０�９８ ７５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK２６４・２６６→本跡

２５９ Ｅ６ｃ４ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｅ １�０５×０�９０ ２３ 外傾
緩斜 傾斜 １ 自然 － － Ｃ －

２６０ Ｅ６ｃ４ 円形 － ０�４９×０�４６ ２１ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

２６１ Ｅ６ｂ４ 楕円形 Ｎ－５３°－Ｅ ０�５０×０�４０ ４２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

２６２ Ｅ６ｂ４ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｅ ０�４５×０�３８ ４１ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

２６３ Ｅ５ｃ７［楕円形］Ｎ－２５°－Ｅ ０�９９×（０�３５） １５ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SI２５，SF３

２６４ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－５６°－Ｗ １�５７×１�４５ ４５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK１１４・１１５→本跡→SK２５８

２６５ Ｅ６ｃ３ 不定形 Ｎ－７４°－Ｗ １�７１×（０�９８） ２６ 外傾 傾斜 ２ 自然 － － Ｂ 本跡→SK２６６・２６７

２６６ Ｅ６ｅ３［楕円形］Ｎ－２２°－Ｗ（０�４７）×（０�６１） １６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK２５８

２６７ Ｅ６ｃ３ 楕円形 Ｎ－４５°－Ｅ ０�７７×０�６４ ４０ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK２６５→本跡

２６９ Ｅ６ｄ４ 楕円形 Ｎ－４９°－Ｗ １�２３×０�７３ ５３ － － － － 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI２４

２７１ Ｅ６ｄ７［楕円形］Ｎ－４０°－Ｗ ３�０９×（１�１０） ４２ 緩斜 凹凸 ２ 自然 縄文土器 中期後葉 － SK３４３・３４４→本跡→SI２４

２７３ Ｅ６ｃ４ 不定形 Ｎ－５８°－Ｗ（０�７６）×０�５７ ４６ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK２７２

２７４ Ｅ６ｃ４ 楕円形 Ｎ－１１°－Ｅ ０�５８×（０�３６） １４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK２５７

２７５ Ｅ５ｃ６ 不定形 Ｎ－４０°－Ｅ １�２３×（０�５８） ３４ 外傾 凹凸 － 自然 － － Ｃ 本跡→SI２７，第２号周溝跡

２７６ Ｄ６ｉ３ 不定形 Ｎ－６０°－Ｗ ０�５５×（０�３２） ６０ 外傾 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｅ SK２７７→本跡

２７７ Ｄ６ｉ３ 不定形 Ｎ－５９°－Ｗ １�１６×（０�９０） ２５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK２７６・２８９

２７８ Ｄ６ｊ３［楕円形］Ｎ－３２°－Ｅ［１�８２］×［１�４２］ ３０ － 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK１２０・２５６・２７７

２８０ Ｄ６ｊ１［楕円形］Ｎ－５０°－Ｗ（２�２４）×２�０２ ３２ 外傾 凹凸 － 自然 縄文土器・打製
石斧・敲石 中期後葉 － 本跡→SK１２３

２８１ Ｄ６ｊ１ 円形 － ０�８４×０�７７ ２８ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

―１５９―



番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

２８４ Ｅ６ｅ７ 楕円形 Ｎ－２５°－Ｗ ０�８０×０�７２ ２７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２８５ Ｅ６ｅ７ 楕円形 Ｎ－４３°－Ｗ ２�４７×２�１３ ５５ 外傾
緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK２９３

２８６ Ｅ５ｄ６ 不定形 Ｎ－８８°－Ｗ（１�６９）×１�１５ ２２ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→第２号周溝跡

２８７ Ｅ６ｃ８ 楕円形 Ｎ－０° ０�５７×０�５４ １９ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

２８８ Ｄ６ｉ２［楕円形］Ｎ－５６°－Ｗ（０�６５）×（０�５７） ８２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK２９７
SK１２０－関係不明

２８９ Ｄ６ｉ３ 不定形 Ｎ－５５°－Ｗ（０�２４）×（０�１３） １５ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK２７７→本跡→SK２９７

２９０ Ｄ６ｊ２ 楕円形 Ｎ－５９°－Ｅ ０�５５×０�４７ ３２ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK１２０－関係不明

２９１ Ｄ６ｉ２［楕円形］Ｎ－６０°－Ｗ ０�９４×（０�５６） ２５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK３４０→本跡→SK２９８

２９２ Ｄ６ｉ２ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｅ ０�５０×０�４３ ４０ 内傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ａ SK１２０・３４０－関係不明

２９３ Ｅ６ｅ７ 円形 － ０�７０×０�６５ ５５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK２８５→本跡

２９５ Ｅ５ｅ６ 不定形 Ｎ－７３°－Ｗ ２�４３×（０�９１） ２５ － 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK２９４・２９６

２９７ Ｄ６ｉ２ 不定形 Ｎ－６０°－Ｗ ０�７２×（０�４３） ４０ 外傾 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK２８８・２８９・２９８→本跡

２９８ Ｄ６ｉ２ 不定形 Ｎ－６０°－Ｗ（０�２１）×（０�２１） ２８ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK２９７

３０１ Ｅ６ｃ７ 不定形 Ｎ－７５°－Ｅ ０�９１×０�６８ ２２ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３０２ Ｅ６ｂ７ 楕円形 Ｎ－７１°－Ｅ ０�７８×０�４８ ５９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK３０３→本跡

３０３ Ｅ６ｂ７［楕円形］Ｎ－６９°－Ｅ １�２６×［１�１０］ １４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３０２

３０４ Ｅ６ｂ６［楕円形］Ｎ－８１°－Ｅ［１�７２］×［１�６０］ ５３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

３０５ Ｅ６ｅ７ 楕円形 Ｎ－１０°－Ｗ １�５１×１�２９ ３０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － －

３０６ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－４４°－Ｗ １�７２×０�９８ ２７ 緩斜 皿状 － 人為 縄文土器・石鏃・
磨石・剥片 中期後葉 － SK３０７・３５９・４５５→本跡

３０７ Ｅ６ｃ７［楕円形］Ｎ－３８°－Ｅ［２�１８］×２�１１ ４０ 緩斜 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ SK４５５→本跡→SK３０６・３５９

３０８ Ｅ６ｃ８ 円形 － ０�９７×０�９５ ２９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３１１ Ｅ６ｃ７［楕円形］Ｎ－７９°－Ｗ １�２５×（１�０２） ６０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３１０

３１２ Ｅ６ｅ０ 円形 － １�１２×１�０８ ３５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３１４ Ｅ６ｃ０ － － ０�５８×（０�４０） ６５ 直立 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｅ SK３１６→本跡

３１５ Ｅ６ｄ８ 不整円形 － ２�４４×２�２５ ３０ 緩斜 平坦 ５ 人為 縄文土器 中期後葉 － 本跡→ST４

３１６ Ｅ７ｈ１ 不定形 Ｎ－４３°－Ｗ（１�３５）×（０�６４） ２３ 外傾 凹凸 １ 自然 － － Ｃ 本跡→SK３１４，SI３９

３１８ Ｅ６ｃ１ 楕円形 Ｎ－４８°－Ｅ ０�８７×０�４０ ８ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SI２７

３２０ Ｅ６ｂ２［楕円形］Ｎ－６６°－Ｗ １�７８×［１�５８］ ４３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK４８５→本跡→SK２９９

３２１ Ｅ６ｇ５ ［円形］ － ［２�１６］×２�０５ １５ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK２９９・３２２

３２３ Ｅ６ｇ５ 楕円形 Ｎ－３１°－Ｗ １�３６×１�０４ ７３ 緩斜 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK３２４→本跡

３２４ Ｅ６ｇ４［楕円形］Ｎ－６２°－Ｗ［１�１１］×０�９８ ２０ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ 本跡→SK３２３

３２５ Ｅ６ｇ４ 不整楕円形 Ｎ－８５°－Ｅ １�５７×１�１４ ４２ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ SK３４１→本跡

３２７ Ｅ６ｄ９ 楕円形 Ｎ－２７°－Ｗ ０�８０×０�５８ ２３ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３２８ Ｅ６ｄ９ 円形 － ０�９２×０�９１ ２０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３２９ Ｅ６ｄ９ 楕円形 Ｎ－６４°－Ｅ １�１６×０�９３ １５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３３１ Ｅ６ｇ５ 円形 － １�８９×１�７８ ６０ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・礫 中期後葉 － SK４８３→本跡

３３４ Ｅ６ｈ０ 円形 － ２�２０×２�１０ ２０ 緩斜 凹凸 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３３９・３４８

３３５ Ｅ７ｅ１ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｗ １�４３×１�０８ ２５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３３６ Ｅ６ｆ０ 円形 － ０�８３×０�８１ ６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SI３５→本跡

３３７ Ｅ６ｅ９ 楕円形 Ｎ－７４°－Ｗ １�２６×１�１１ １８ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ SI３５→本跡

３３８ Ｅ６ｇ８ 円形 － ０�９５×０�９１ １０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３３９ Ｅ６ｈ０ 楕円形 Ｎ－０° ０�７０×０�５０ ３５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK３３４→本跡

３４０ Ｄ６ｉ２［楕円形］Ｎ－３４°－Ｗ［１�００］×［０�７３］ １０ － 平坦 １ 自然 － － Ｄ 本跡→SK２９１・２９２

３４１ Ｅ６ｇ４ 不定形 Ｎ－８０°－Ｗ １�４６×１�３８ ４４ 直立 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３２５

３４２ Ｅ６ｅ６ 不定形 Ｎ－３９°－Ｅ １�１０×０�８４ ３０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３４３ Ｅ６ｄ７［楕円形］ Ｎ－５°－Ｗ １�６７×（０�９８） ３０ 緩斜 平坦 ３ 自然 縄文土器 － Ｂ SK３４４→本跡→SK２７１

―１６０―



番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

３４４ Ｅ６ｄ７ － － － ２５ 緩斜 傾斜 １ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK２７１・３４３

３４５ Ｅ６ｂ６［楕円形］Ｎ－６８°－Ｗ ２�０６×（１�７３） ７０ 直立 平坦 ４ 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － 本跡→SI２６・２８

３４６ Ｅ６ｊ９ 楕円形 Ｎ－２６°－Ｅ １�７９×１�３０ ３１ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － SI３７→本跡

３４７ Ｅ６ｈ８ 楕円形 Ｎ－５８°－Ｅ １�４３×１�００ １８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK２２２→本跡→ST５

３４８ Ｅ６ｈ０ 円形 － ０�６０×０�６０ １６ 緩斜 皿状 １ 自然 － － Ｄ SK３３４→本跡

３５０ Ｅ６ｅ４ 楕円形 Ｎ－５７°－Ｅ ３�１０×２�５０ ２３ 緩斜 平坦 ３ 自然 縄文土器 中期後葉 － SI４１－関係不明

３５２ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－５７°－Ｅ １�０１×０�８０ ３２ 外傾
緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK４５５－関係不明

３５３ Ｅ６ｃ７ 円形 － ０�７９×０�７５ ３５ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK３５４→本跡

３５４ Ｅ６ｃ７ ［円形］ － （０�６４）×０�６２ ３４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK３５３

３５６ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－８７°－Ｅ １�３２×０�７７ １５ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｃ SK３５７→本跡

３５７ Ｅ６ｃ７ 円形 － １�０４×０�９７ ８０ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３５６

３５８ Ｅ６ｄ９［楕円形］Ｎ－６０°－Ｅ ２�３０×（０�８０） ２３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３６１

３５９ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－４７°－Ｗ ０�７５×０�６５ ８３ 外傾
内傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK３０７→本跡→SK３０６

３６０ Ｅ６ｄ８ 円形 － １�０５×１�０１ ２７ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK５２７－関係不明

３６１ Ｅ６ｄ９ 隅丸長方形 Ｎ－６９°－Ｅ ０�９２×０�５５ ５５ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK３５８→本跡

３６２ Ｅ６ｃ７［楕円形］Ｎ－８４°－Ｗ（１�７０）×０�７２ ５８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK３６３

３６３ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－１５°－Ｗ １�００×０�８３ ３０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK３６２→本跡

３６４ Ｅ５ｆ９ 円形 － ０�６６×０�６２ １５ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３６５ Ｅ７ｆ２ 楕円形 Ｎ－４２°－Ｅ １�０９×０�８５ ６６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK３６６→本跡

３６６ Ｅ７ｆ２ ［円形］ － ［２�３２］×［２�２８］ ３０ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３６５

３６７ Ｅ６ｅ６ 楕円形 Ｎ－４１°－Ｅ １�３０×１�１０ ５０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３６８ Ｅ６ｅ７ 円形 － ０�３７×０�３７ ２１ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ －

３６９ Ｅ６ｅ６ 楕円形 Ｎ－１１°－Ｅ ０�５７×０�４４ ３３ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

３７０ Ｅ６ｅ６ 楕円形 Ｎ－７１°－Ｅ ０�３０×０�２７ ２０ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ －

３７１ Ｅ６ｅ６ 円形 － ０�３８×０�３８ ３４ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｄ SK３７２→本跡

３７２ Ｅ６ｅ６ 楕円形 Ｎ－３９°－Ｗ １�２１×１�２１ ５８ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK３７３→本跡→SK３７１

３７３ Ｅ６ｅ６ 不定形 Ｎ－４１°－Ｅ １�１８×［０�６８］ ３３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３７２，SI２４

３７４ Ｅ６ｅ８ 円形 － １�１０×１�１０ ２３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SI３６

３７６ Ｅ６ｇ０ 楕円形 Ｎ－４１°－Ｗ ０�５４×０�４８ １５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３７７ Ｅ７ｇ２［不整楕円形］ Ｎ－８６°－Ｅ（１�３１）×１�２９ ４０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

３７８ Ｅ７ｆ３ 円形 － ０�５６×０�５６ ４０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３８０ Ｅ６ｉ９ 円形 － １�３５×１�２７ ５５ 外傾
緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK３８９，SI３７→本跡

３８１ Ｅ６ｆ５ 楕円形 Ｎ－７４°－Ｅ １�２０×１�００ ２５ 外傾 傾斜 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK２０１・２４６→本跡

３８２ Ｅ６ｅ６ 円形 － ０�８６×０�８５ ３８ 直立 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

３８３ Ｅ６ｆ７ 楕円形 Ｎ－９０°－Ｅ １�３４×１�１２ ４４ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ －

３８６ Ｅ６ｅ６ ［円形］ － （１�０８）×１�５０ ３３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK３８７→本跡→SK２８５・３８５

３８７ Ｅ６ｅ６ 楕円形 Ｎ－４°－Ｅ １�０１×０�７２ ５３ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３８６

３８８ Ｅ６ｄ６ － － １�５６×（０�９２） １４ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３８４・４００

３８９ Ｅ６ｉ９ 楕円形 Ｎ－６７°－Ｅ ２�６８×１�６３ ２４ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SI３７→本跡→SK３８０・３９０

３９０ Ｅ６ｉ８ 楕円形 Ｎ－５５°－Ｅ １�１０×０�５４ ３６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK３８９→本跡

３９１ Ｅ５ｈ４ 不定形 Ｎ－７３°－Ｗ １�５６×１�２７ ３８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK３９２

３９２ Ｅ５ｇ４ 不定形 Ｎ－７０°－Ｗ １�９２×１�４２ ２１ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK３９１→本跡

３９３ Ｅ５ｈ４ 楕円形 Ｎ－２４°－Ｅ １�７８×１�２９ ３４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

３９４ Ｅ５ｈ４ 楕円形 Ｎ－３４°－Ｅ １�２０×０�７６ ２５ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ －

３９５ Ｅ５ｉ５ 円形 － １�０５×１�００ ５８ 内傾 凹凸 － 自然 縄文土器・剥片・土
器片錘・土器片円盤 － － －

３９７ Ｅ６ｉ９ 楕円形 Ｎ－６３°－Ｅ ０�８３×０�５８ ４７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － SI３７→本跡
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番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

３９８ Ｅ６ｈ９ 楕円形 Ｎ－１４°－Ｅ １�１８×０�８１ ５７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SI３７→本跡

４００ Ｅ６ｆ６［楕円形］Ｎ－６４°－Ｗ １�０８×（０�５６） － 緩斜 平坦 － － － － Ｃ SK３８８→本跡→SK３８４

４０３ Ｅ６ｈ９ 楕円形 Ｎ－５４°－Ｅ ０�８８×０�７５ ８８ 直立 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ SI３８→本跡

４０４ Ｅ６ｉ８ 楕円形 Ｎ－０° ０�８４×０�３８ ２７ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

４０５ Ｅ６ｉ８ 楕円形 Ｎ－１１°－Ｗ ０�３５×０�２６ ２７ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｅ －

４０６ Ｅ６ｈ８ 楕円形 Ｎ－１７°－Ｗ ０�８８×０�６４ ７０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

４０７ Ｅ５ｉ５ 円形 － ０�８７×０�８７ ４１ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｄ －

４０８ Ｅ５ｇ５ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｅ １�６１×１�００ ３３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK４３０→本跡

４０９ Ｅ５ｈ５ 楕円形 Ｎ－４°－Ｅ １�０７×１�０５ ４０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４１０－関係不明

４１０ Ｅ５ｈ５［楕円形］Ｎ－６０°－Ｗ ０�７８×（０�５５） ２３ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK４０９－関係不明

４１１ Ｅ６ｃ８ 不定形 Ｎ－１３°－Ｗ １�２４×１�１３ ２８ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ SK４１２→本跡

４１２ Ｅ６ｃ８ 不定形 Ｎ－３２°－Ｗ １�２６×０�７０ ４２ 緩斜 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK４１１

４１３ Ｅ６ｃ８ 円形 － ０�６８×０�６１ ５５ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

４１４ Ｅ６ｃ８ 楕円形 Ｎ－４６°－Ｗ ０�８３×０�６８ １９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

４１５ Ｅ６ｃ８ 楕円形 Ｎ－２２°－Ｗ ０�４８×０�３９ ２２ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

４１６ Ｅ６ｃ８［楕円形］Ｎ－３２°－Ｅ（０�８３）×（０�６０） ４５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・磨石 中期後葉 － 本跡→SK４１７・４５４

４１７ Ｅ６ｃ８［楕円形］Ｎ－１４°－Ｅ（１�０７）×０�９８ ６０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４１６→本跡→SK４５３・４５４

４１８ Ｅ６ｂ８ 円形 － （０�９２）×１�０９ ３０ 外傾 平坦 － 人為 縄文土器 中期後葉 － SK４５３→本跡

４１９ Ｅ５ｈ５ 楕円形 Ｎ－５７°－Ｅ １�６７×１�３３ ３５ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ SK４３０→本跡→SK４０９

４２０ Ｅ５ｈ５ 楕円形 Ｎ－２３°－Ｅ １�８４×１�６５ ３５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK４３２・４３３→本跡

４２１ Ｅ６ｊ４ 楕円形 Ｎ－４６°－Ｅ ０�８５×０�７２ ４３ 直立 傾斜 － 自然 － － Ｄ －

４２２ Ｅ６ｊ４［楕円形］Ｎ－３５°－Ｅ［１�２０］×０�６８ ５０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４２３

４２３ Ｅ６ｊ４ 円形 － １�１５×１�１０ ２０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４９６・５１４→本跡

４２４ Ｅ６ｉ３ 円形 － ０�８９×０�８５ ２７ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

４２５ Ｅ６ｉ３ 円形 － ０�３８×０�３７ ４８ 直立 傾斜 － 自然 － － Ｅ －

４２６ Ｅ６ｉ２ 楕円形 Ｎ－１３°－Ｅ ０�７８×０�７０ ３０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４２７

４２７ Ｅ６ｉ３ 楕円形 Ｎ－４２°－Ｗ ０�９０×０�７５ ２８ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK４２６→本跡

４２８ Ｅ６ｉ８ 円形 － １�２１×１�１３ ２５ 外傾
緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ －

４３０ Ｅ５ｇ５ 楕円形 Ｎ－７９°－Ｅ １�８４×１�２４ ３９ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK４６７→本跡→SK４０８・
４０９・４１９

４３１ Ｅ６ｈ２ 楕円形 Ｎ－５２°－Ｗ １�３８×１�１６ １７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

４３２ Ｅ５ｈ５ 楕円形 Ｎ－４３°－Ｗ １�１５×０�９８ ２３ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ 本跡→SK４２０

４３３ Ｅ５ｈ５［楕円形］Ｎ－７４°－Ｗ（０�８０）×０�６９ ２３ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK４２０

４３４ Ｅ６ｆ７ 不定形 Ｎ－３４°－Ｗ １�０９×１�０３ ２４ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｃ －

４３５ Ｅ６ｆ７ 楕円形 Ｎ－３７°－Ｗ １�１８×１�０３ １７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

４３６ Ｅ６ｆ８ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｅ １�１５×０�９３ ２２ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

４３７ Ｅ６ｇ８ 円形 － １�２６×１�１９ ３１ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・剥片 中期後葉 － －

４３９ Ｅ５ｉ６［楕円形］Ｎ－３７°－Ｗ［１�４６］×［１�２５］ ４５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK２３２→本跡→SD５

４４０ Ｅ６ｈ８ 円形 － ０�７７×０�７１ ２４ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SI３８

４４１ Ｅ６ｇ８ 楕円形 Ｎ－４９°－Ｗ １�３６×１�２１ ５３ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４４２→本跡

４４２ Ｅ６ｆ８［楕円形］Ｎ－２８°－Ｗ ２�３６×（１�２９） ４１ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK４４１・４４３

４４３ Ｅ６ｆ８ 楕円形 Ｎ－２７°－Ｗ １�７２×１�４６ ３５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK４４２→本跡

４４５ Ｅ６ｇ８ 楕円形 Ｎ－１９°－Ｗ ０�６６×０�４０ ２０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SI３８→本跡

４４７ Ｅ７ｆ１ 不定形 Ｎ－４７°－Ｅ ０�８４×（０�５１） － － － － － － － Ｄ －

４４８ Ｅ６ｆ８ 不定形 Ｎ－５３°－Ｗ １�７４×（１�１６） ２６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SI３６

４５０ Ｅ６ｅ０ 円形 － ０�５７×０�５５ ２５４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｅ －

４５１ Ｅ６ｄ０ 円形 － ０�５６×０�５６ ２２ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ －
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番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

４５２ Ｅ５ｈ８［楕円形］Ｎ－６５°－Ｅ［０�９４］×［０�７０］ ４５ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SD４

４５３ Ｅ６ｃ８ 不定形 Ｎ－４７°－Ｅ（１�００）×（０�９７） ６５ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｃ SK４１７・４５４→本跡→SK４１８

４５４ Ｅ６ｃ８ 不定形 Ｎ－２５°－Ｅ（１�０７）×（０�８０） ３６ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｃ SK４１６・４１７→本跡→SK４５３

４５５ Ｅ６ｃ７ 楕円形 Ｎ－２７°－Ｅ １�５２×１�２８ ３６ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３０６・３０７

４５６ Ｅ６ｈ９ 円形 － ０�３６×０�３６ ２３ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

４５８ Ｅ６ｅ４ 楕円形 Ｎ－３２°－Ｅ １�３５×１�０９ ２５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SI４１－関係不明

４５９ Ｅ６ｅ５ 不定形 － １�８０×（１�０３） ４５ 緩斜 凹凸 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ SI４１→本跡→SI２４

４６０ Ｅ６ｆ９ ［円形］ － １�８７×（１�７２）１０５ 内傾 平坦 － 人為 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SI３６

４６１ Ｅ６ｇ９ 不定形 Ｎ－４５°－Ｅ １�５１×（１�２７） ２０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK４６９・４７０

４６２ Ｅ５ｈ６ 円形 － １�３１×１�３１ ４５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

４６３ Ｅ５ｈ６ 円形 － ０�８６×０�８１ ４３ 直立 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － －

４６４ Ｅ５ｇ６［楕円形］Ｎ－６５°－Ｗ［１�０９］×［１�１３］ ４１ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK５００→本跡→第１号墳

４６５ Ｅ６ｅ５ 不定形 Ｎ－４５°－Ｗ １�１５×（０�７４） ２４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK５２９，SI２４

４６６ Ｅ５ｇ６ 円形 － ０�４６×０�４１ ３７ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ －

４６７ Ｅ５ｇ５ 楕円形 Ｎ－２０°－Ｅ ２�３８×１�９６ ２６ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ －

４６８ Ｅ５ｈ６ 円形 － ０�４６×０�４６ ４３ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ SK４９９・５１３→本跡→
SK４３０，第１号墳

４６９ Ｅ６ｇ９ 不整楕円形 Ｎ－２５°－Ｗ １�９６×１�８３ ２２ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器 － Ｂ SK４６１→本跡→SK４７０

４７０ Ｅ６ｇ９ 楕円形 Ｎ－９°－Ｗ ２�７５×２�０６ ３０ 緩斜 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ SK４６１・４６９→本跡

４７１ Ｅ６ｇ９ 円形 － ０�３５８×０�５６ １６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK４７２→本跡

４７２ Ｅ６ｇ８ 楕円形 Ｎ－５１°－Ｅ ０�８６×０�６１ ２５ 外傾 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４７１

４７３ Ｅ５ｇ７ 不定形 Ｎ－８７°－Ｗ １�８７×１�４８ ３５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

４７４ Ｅ５ｆ９［楕円形］Ｎ－４５°－Ｗ（０�８１）×０�８１ ２４ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK４７５→本跡→SD５

４７５ Ｅ５ｆ９［楕円形］Ｎ－４９°－Ｗ（０�５６）×（０�４４） ２０ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK４７５，SD５

４７６ Ｅ５ｇ９ ［円形］ － （０�４８）×０�４６ １８ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SD５

４８０ Ｅ５ｇ８［楕円形］Ｎ－４９°－Ｅ（０�８７）×０�７０ ２６ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SD３

４８１ Ｅ５ｇ８ 円形 － ０�５２×０�４９ ３５ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ －

４８２ Ｅ５ｇ７ 楕円形 Ｎ－６０°－Ｅ ０�８６×０�７７ ６０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK５００→本跡

４８３ Ｅ６ｆ５［楕円形］Ｎ－８０°－Ｗ［１�０３］×０�９６ ３４ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － 本跡→SK３３１

４８４ Ｅ６ｈ９［楕円形］Ｎ－８５°－Ｅ ２�３８×（０�６８） ２０ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３３３，SI３７

４８５ Ｅ６ｇ６［楕円形］Ｎ－３５°－Ｗ［１�６１］×１�３１ ８０ 緩斜 皿状 １ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK３２０

４８６ Ｅ５ｆ５ 楕円形 Ｎ－４１°－Ｅ １�０５×０�９１ ５０ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ －

４８８ Ｅ５ｇ８［楕円形］Ｎ－４５°－Ｗ［１�１１］×（０�９３） ２０ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SD３

４８９ Ｅ５ｆ３ 円形 － １�２０×１�１３ １３ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ －

４９０ Ｅ６ｇ７ 不整楕円形 Ｎ－８°－Ｗ １�７７×１�４２ ３３ 緩斜 平坦 － 人為 縄文土器・磨石 中期後葉 － SK４９１→本跡

４９１ Ｅ６ｇ７ 不定形 Ｎ－８°－Ｗ ２�０７×（１�６０） ３０ － 傾斜 － 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK４９１

４９２ Ｅ６ｃ４ 不定形 Ｎ－２０°－Ｅ［０�６８］×０�６２ ２１ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４９３

４９３ Ｅ６ｃ４［楕円形］Ｎ－２９°－Ｅ １�０４×（０�８４） ４２ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４９２→本跡

４９４ Ｅ６ｈ８ 楕円形 Ｎ－７９°－Ｅ １�９１×１�５３ ５６ － 傾斜 － 自然 縄文土器 － Ｂ －

４９５ Ｅ７ｈ１ 円形 － １�０９×１�０８ １４ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４９６→本跡

４９６ Ｅ７ｈ１［楕円形］Ｎ－４６°－Ｅ［０�８７］×０�７６ １５ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４９５・４９７

４９８ Ｅ６ｈ７ 不定形 Ｎ－１０°－Ｅ（１�２１）×（０�３２） ２２ 外傾 皿状 － 自然 － － Ｃ 本跡→ST５

４９９ Ｅ５ｇ６［楕円形］Ｎ－１５°－Ｅ ０�７３×［０�６５］ ５５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK４６７・５１３

５００ Ｅ５ｇ６［楕円形］Ｎ－２３°－Ｗ ［２�３］×１�７４ ５０ 外傾 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｂ 本跡→SK４６４・４８２，第１号墳

５０１ Ｅ６ｆ４ 円形 － ０�８３×０�６７ ２５ 緩斜 凹凸 １ 自然 縄文土器 － Ｄ SI４１→本跡

５０２ Ｅ５ｅ３ 楕円形 Ｎ－５２°－Ｅ １�７５×１�４５ ５５ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK５０３→本跡→SK５０４・５０６

５０３ Ｅ５ｅ３ 不定形 Ｎ－１３°－Ｅ（１�００）×（０�６０） ４５ － 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→SK１７２・５０２・５０６
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� 斜面貝層

ア 調査区及び地区の設定（第１４６図）

標高１７�５～２３�９ｍの北西斜面部に位置する斜面貝層は，現地での保存が困難なことから全面的な発掘となっ

た。表土は極めて薄く，調査前の地表には，すでに多量の貝殻が散布していたことから，人力による表土除去

を行った。調査前と表土除去後の地形測量によって，斜面の凹凸や傾斜角，傾斜変換点などを把握し，また，

貝層の中心部を予想して調査区と貝層断面の基本となる中央ベルトの設定を行った。地区の設定にあたっては，

遺跡全体を網羅した広域グリッドとは異なる，斜面貝層を効果的に調査するために必要な斜面傾斜方向に合わ

せた任意グリッドを設定した。斜面部全体を網羅するように１０ｍ四方の大調査区（以下，基本グリッド）に分

割し，この基本グリッドを各々５等分して，２ｍ四方の中調査区（以下，単位グリッド）を設定した。この単

位グリッドを各 １々６等分して，５０�四方の小調査区（以下，カット）を設定した。調査区の名称は，台地部の

調査区と区別するために，貝層のローマ字表記での頭文字である「Ｋ」を付して，基本グリッドはアルファベ

ットと算用数字を用い，斜面部高所から低所へＡ，Ｂ，Ｃ，その直交方向の左から右へ１，２，３，４とし，

「KA１区」，「KB２区」のように呼称した。単位グリッドは，斜面部高所から低所へａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ，そ

の直交方向の左から右へ１，２，３，４，５とし，名称は基本グリッドの名称を冠して「KA１ａ１区」，「KB２ｂ２区」

のように呼称した。単位グリッド内の５０�四方のカットについては，斜面部高所左上から低所右下へ，�～�

までの番号を付け，「KA１（基本グリッド名）ａ１（単位グリッド名）�（カット名）区」，「KB２ｂ２�区」

のように呼称した。

番号 位置 平面形
長径方向
長軸方向

規模
壁面 底面 ピット 覆土 主な出土遺物 時期 分類

備考
重複関係
（古�新）長径×短径（ｍ）

長軸×短軸（ｍ）
深さ
（�）

５０４ Ｅ５ｄ３ 不定形 Ｎ－１５°－Ｗ １�７０×（０�８５） ４５ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｂ SK５０２・５０６→本跡→
第１号墳

５０５ Ｅ５ｄ３［楕円形］Ｎ－１２°－Ｗ（１�３２）×１�２０ ５３ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器・土器
片錘 中期後葉 － 本跡→SK５０６

５０６ Ｅ５ｄ３ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｗ １�４７×１�１０ ５０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 中期後葉 － SK５０２・５０３・５０５→本跡→
SK５０４

５０７ Ｅ５ｆ８［楕円形］Ｎ－５３°－Ｗ ０�８８×（０�７８） ３２ 緩斜 凹凸 － 自然 縄文土器 － Ｃ 本跡→第１号墳，SD３

５０８ Ｅ６ｃ５ 楕円形 Ｎ－４５°－Ｗ ２�２１×１�９２ ２３ 緩斜 平坦 １ 自然 縄文土器・打製
石斧 中期後葉 － 本跡→SK５１９

５０９ Ｅ６ｃ５ 不定形 Ｎ－４８°－Ｗ（０�８１）×（０�５４） ２３ － － － 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→SK５１９，SI２４

５１０ Ｅ６ｄ９［楕円形］Ｎ－４７°－Ｅ（１�３０）×（１�０８） ２４ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・敲石・磨
石・石皿・土器片錘 中期後葉 － 本跡→SK５１１・５１６

５１２ Ｅ６ｄ４ 不定形 Ｎ－４３°－Ｅ １�３３×（０�７０） ２２ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SI４１→本跡→SI２４

５１３ Ｅ５ｇ５［楕円形］Ｎ－８４°－Ｗ（１�４８）×１�１６ ５６ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK４９９→本跡→SK４６７，
第１号墳

５１４ Ｅ７ｈ１ 楕円形 Ｎ－２７°－Ｅ ０�８５×０�５９ １７ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｄ 本跡→SK４９７

５１５ Ｅ６ｃ９ 不定形 Ｎ－２０°－Ｅ ０�５８×０�４０ ４１ 外傾 皿状 １ 自然 縄文土器 － Ｄ 本跡→ST４

５１６ Ｅ６ｃ９ 不定形 Ｎ－６０°－Ｅ（０�９３）×（０�７３） ５０ 外傾 平坦 ２ 自然 縄文土器 － Ｄ SK５１０→本跡→SK５１１，
SI３１

５１７ Ｅ６ｃ５［楕円形］Ｎ－７９°－Ｗ １�００×（０�９７） ３４ 緩斜 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK５１９→本跡→SI２４・２８

５１８ Ｅ６ｃ５ 楕円形 Ｎ－４３°－Ｅ ０�９１×０�８５ ３０ 外傾 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｄ SK５１９→本跡

５１９ Ｅ６ｃ５［楕円形］Ｎ－３０°－Ｗ ２�３０×（１�７７） ３２ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｂ SK５０８・５０９・５１８→本跡
→SK５１７，SI２４・２８

５２２ Ｅ５ｃ２ 不定形 Ｎ－６６°－Ｅ（１�２２）×１�２２ ２１ 緩斜 平坦 － 自然 縄文土器 － Ｃ SK１８５→本跡→第１号墳

５２３ Ｅ６ｄ３ 楕円形 Ｎ－２９°－Ｅ ２�３７×１�８１ ３０ 緩斜 平坦 － 自然 － － Ｂ SK１０９→本跡→SK４４９

５２７ Ｅ６ｄ８ 不定形 Ｎ－６４°－Ｗ １�３４×０�５６ １５ 外傾 平坦 － 自然 － － Ｃ SK３６０－関係不明

５２９ Ｅ６ｅ５ 円形 － ０�４８×０�４５ ２４ 緩斜 皿状 － 自然 － － Ｄ SK４６５，SI４１→本跡

５３０ Ｄ５ｄ２ ［円形］ － （１�９３）×２�６６ ３２ 外傾 平坦 １ 自然 縄文土器・剥片・
土器片錘 中期後葉 － 本跡→SD１

５３１ Ｆ５ａ５ 円形 － ０�４５×０�４２ ４８ 直立 皿状 － 自然 縄文土器 － Ｅ SK２００→本跡

５３２ Ｅ６ｂ４［楕円形］ Ｎ－２°－Ｅ ３�１０×（１�７５） ３２ 外傾 平坦 ４ 自然 縄文土器・敲石・
土器片錘・礫 中期後葉 － 本跡→SI１１
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イ 調査方法（第１４７～１４９図）

貝層の調査では，すべての貝をサンプルとして取り上げた。貝層の除去にあたっては，基本的に単位グリッ

ドを市松模様に掘り込んでいくグリッド調査を採用し，順次，貝層断面の写真による記録と図化を行いながら，

最終的に斜面貝層全体を通した縦１０か所，横１２か所の断面図を作成した。単位グリッドは，基本的に�～�ま

でのカットを市松模様に，人工層位の５�単位（第１，第２…ステージ）毎に掘り込み，貝層の面的な広がり

や層の変化を断面で確認した。ステージが変わる毎に貝層上面の精査と四隅の標高を計測し，併せて出土した

遺物などの記録を行った。貝層断面を作成したカットの部分については，作業の効率化と迅速化を図るため，５

�単位の人工層位ではなく，自然層位毎に貝層を除去した。また，除去した貝層については，それぞれの単位

グリッド，カット，ステージ毎に，必要なデータを記入した荷札を付けて，すべてを取り上げた。自然層位毎

に取り上げた貝層の土壌サンプルについては，基本的にすべてについて水洗選別を行った。方法としては，�

取り上げた土壌サンプルの体積を計測する。�水を張った水槽に土壌を投入して撹拌し，極めて目の細かい茶

漉しを使って，水面の浮遊物を採取する。�水洗選別の第１段階，５�メッシュのフルイにかける。�水洗選

別の第２段階，３�メッシュのフルイにかける。	水洗選別の第３段階，１�メッシュのフルイにかける。以

上の工程を経て，十分に乾燥させた上で，�人工遺物，�浮遊物，�５�メッシュを通過しなかった貝殻や骨

など，�３�メッシュを通過しなかった貝殻や骨など，	１�メッシュを通過しなかった貝殻や骨などの５種

類に分けて，それぞれビニール袋に収納した。なお，水洗選別を実施しなかった貝層の土壌サンプルは，土嚢

袋に収納した状態で，すべて美浦村教育委員会に引き渡した。

ウ 貝層の広がりと堆積状況（第１５０・１５１図）

斜面貝層は，遺跡全体を網羅した調査区及び広域グリッドでは，調査区北西部のＤ４区西側に位置している。

地形は北西方向に傾斜している標高１７�５～２３�９ｍの斜面部である。人力による表土除去で露出した貝層の範囲

は長軸約２４ｍ，短軸約２０ｍの不整楕円形で，斜面部中央の傾斜角は１２～１５度であった。調査にあたっては，斜

面傾斜方向に合わせて２８ｍ×２２ｍの調査区及び任意グリッドを設定した。広域グリッドの南北軸に対する任意

グリッドの斜面傾斜方向は，Ｎ－５５°－Ｗである。調査の結果，貝層は小規模な谷の窪地を埋め尽くす様に厚

く堆積しており，斜面部高所から低所へと多量の貝殻などを投棄していることが判明した。

すべての貝層を除去して露出した谷の窪地は，長軸２８�９ｍ，短軸２１�２ｍの楕円形で，北西方向に開口してい

る。標高は１７�０～２４�２ｍである。斜面部中央の傾斜角は１０～１７度で，高低差は約７�２ｍである。斜面の状況は，

標高２４�２ｍの台地平坦部から一旦約１２～１４度の傾斜で，急峻に落ち込み，標高２０�８ｍのあたりから約１０～１２度

の緩い傾斜に変わっている。さらに，標高１８�４ｍのあたりから約１４～１７度の急な傾斜に移行している。谷筋は

中央部のやや南側を通って，緩やかなＳ字カーブを描いて北西方向に延びている。この谷の窪地の形成過程を

解明するため，斜面部中央に５か所の試掘坑を設定して，基本土層の観察を行った。その結果，貝層の基底部

となる層は，縄文時代早期後葉の鵜ヶ島台式土器や野島式土器，前期初頭の花積下層式土器を包含している黒

色土で，その下位に再堆積ローム層，ローム層，砂質粘土層の順で堆積していることが判明した。

以下，この谷の窪地に遺物包含層と斜面貝層が形成された過程を段階に分けて復元する。第１段階は，早期

後葉の鵜ヶ島台式や野島式期から前期初頭の花積下層式期である。斜面部手前の台地縁辺部には，早期に位置

づけられる炉穴２基が構築されていることからも，谷の周囲を中心として，小規模な土地利用がなされ，不要

となった土器片などを斜面部高所付近に投棄した状況がうかがえる。この段階では，谷の窪地が埋没しいく速

度は極めて緩やかであったと推測される。次の前期前葉になると，一旦，当遺跡から人々の痕跡は途絶えてし

まう。貝殻などの投棄行為の第１の空白期間であり，当該期の関山式土器は，台地部を含めてもまったく出土
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第１４６図 斜面貝層の調査区設定図
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していない。そして，第２段階は，前期中葉の黒浜式や植房式期である。斜面部高所から斜面部中腹にかけて，

土器片や貝殻などを多量に投棄した状況が確認できた。この段階に至って，谷の窪地は急速に埋没していった

ことになる。第３段階は，中期中葉の最終段階から中期後葉である。貝殻などの投棄行為の第２の空白期間で

ある前期後葉から中期中葉を経て，前期中葉に形成された貝層を覆う状況で，焼土ブロック，焼土粒子，炭化

材，炭化物，灰などを多量に含んだ暗褐色土が，５～２０�の層厚で斜面部高所から斜面部中腹にかけて堆積し

ている。出土した土器は，いわゆる中峠式土器や加曽利Ｅ�（古）式土器で，完形または略完形の状態で出土

している。この層の存在によって，前期中葉に形成された貝層と後述する中期後葉に形成された貝層を区別す

ることができた。当貝層の重要な鍵層である。この段階で，斜面高所はほぼ埋没した状況となった。第４段階

は，中期後葉の加曽利Ｅ�式期である。貝層は谷の窪地全体を覆う状況で堆積しており，特に斜面部中腹を中

心に，多量のハマグリの貝殻などの投棄によって，純貝層からなるマウンド状もしくは土手状の高まりが形成

された状況が確認できた。貝層の堆積方向などを検討した結果，この段階の貝殻などの投棄は，低所から高所

に順次手前へと投棄した状況が判明した。貝層断面の複数か所で，ほぼ水平に堆積した貝層や，斜面傾斜とは

第１４８図 斜面貝層の中央ベルト及び横断ベルトの設定状況図
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逆方向に堆積した貝層などが見受けられた。そこから，より低所に土砂などと共に貝層が押し流されたり，崩

落を繰り返して，斜面部中腹の貝殻などを投棄した範囲よりも，一回り大きな２次堆積層が形成されている。

層相は破砕貝を多量に含む混貝土層で，斜面部低所まで広がっている。この段階で谷の窪地の大半は埋没した

ことになるが，その速度は膨大な貝殻の量とは反対に，あまり多くの時間を要していないことが，出土した土

器などから推測できる。第５段階は，中期後葉の加曽利Ｅ�・�式期である。斜面部高所から中腹にかけて，

厚く堆積した貝層が上方からの土砂などと共に下方に押し流されて，斜面部低所に２次的に堆積した状況が確

認できた。これらの貝層は，極めて混土率と貝殻の破砕率が高いという特徴があり，その堆積方向は斜面傾斜

方向にほぼ沿っている。この段階をもって，谷の窪地のほとんどが埋没したことになり，見かけ上は谷の窪地

といった景観ではなく，緩やかに下るフラットな斜面となったことが判明した。

簡単に貝層の広がりと堆積状況をまとめると，谷の窪地は，自然営力による台地部からの土砂などの流入と，

集落の造営に関連した土地利用や生活上の廃棄物などの投棄による埋没の相乗効果によって，早期後葉から中

期後葉にかけて断続的に埋まっていった。中でも第２段階の前期中葉の貝層は，斜面部高所を中心として，斜

第１４９図 斜面貝層の土層・貝層断面図の位置
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第１５０図 斜面貝層の確認状況図
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第１５１図 斜面貝層の完掘状況図
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面傾斜に沿った貝層が形成されており，層厚や広がりはほぼ均一で，貝層の対応性も比較的分かりやすい傾向

にあった。一方，第４段階の中期後葉（加曽利Ｅ�式期）の貝層は，斜面部高所から斜面部中腹を中心として，

マウンド状もしくは土手状に貝殻などを集中的に投棄しているため，その凹凸が織りなす不規則な貝層の堆積

と，土砂などの流れ込みや貝層の崩落，そして，２次的な堆積や掘り込みなどによって，極めて複雑な様相を

呈している。層厚や広がりは不均一で，貝層の対応性は極めてわかりにくい傾向にあった。第５段階の中期後

葉（加曽利Ｅ�・�式期）の貝層は，斜面部低所を中心として，前時期に堆積した上方の貝層が土砂などと共

に押し流されたことに起因している。その貝層からは，土器片や獣骨などの遺物が多く出土しており，また，

遊離した人骨なども，多量の破砕貝に混じって出土している。貝殻などの投棄は基本的に停止していたと推測

できる。また，斜面傾斜に沿った貝層の形成過程から，貝層の対応性は比較的分かりやすい傾向にあった。

エ 貝層の解説（第１５２～１５５図）

以下では，斜面貝層の中心部に設定した中央ベルトの土層・貝層断面図�を中心にして，貝層形成過程につ

いて特徴的な断面を表している土層・貝層断面図ｃ・ｅ・ｊを抽出し，発掘時点の所見をもとに各土層・貝層

の解説を記載する。解説にあたっては，層相の区分，主体となる土層，混土率，混貝率，貝の破砕率，貝種と

大きさと含有率，合わせ貝の有無，その他の含有物，特記事項などについて列記した。また，解説中の「主体」，

「中量」，「少量」，「微量」の数量的な目安については，基本的に「主体」が含有物の中で５０％以上の場合，「中

量」が含有物の中で３０％以上５０％未満の場合，「少量」が含有物の中で１０％以上３０％未満の場合，「微量」が含

有物の中で１％以上１０％未満の場合として区別して使用した。さらに，貝種と大きさと含有率，合わせ貝の有

無における貝種の列記にあたっては，文章の前に記載している貝種が数的な優位にある。土層・貝層断面図�・

ｃ・ｅ・ｊにおける層数は２４７層で，調査で作成したすべての土層・貝層断面図は，約１４５０層に及んでいる。

その他の土層・貝層断面図については，基本的に４ｍ間隔で抽出し，純貝層，混土貝層，混貝土層，土層の区

別を表した。

土層・貝層解説－断面図５・ｃ・ｅ・ｊ
１ 暗褐色土 旧耕作土，ロームブロック少量，焼土粒子・炭化粒子

微量，粘性弱い，締まり強い
２ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率１０％，破砕率９０％，ハマグリ主

体，サルボウ・シオフキ少量／ロームブロック・焼土
ブロック・炭化物微量

３ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率２０％，破砕率７０％，２～５�大
のハマグリ主体，アサリ微量，合わせ貝ほとんど無し
／ロームブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～４�大
のハマグリ主体，２�大のアサリ少量，マガキ・ハイ
ガイ・イボニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率５０％，３～４�大
のハマグリ主体，４～６�大のサルボウ中量，シオフ
キ・アサリ微量，サルボウの合わせ貝少量

６ 黒褐色土 ローム粒子・砂中量，白色物質微量，粘性・締まり弱
い

７ 黒褐色土 ローム粒子・砂多量，粘性弱い，締まり極めて弱い
８ 黒褐色土 ローム粒子中量，粘性・締まり強い
９ 黒褐色土 ローム粒子少量，粘性・締まり強い
１０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１５％，破砕率６０％，２～４�大

のハマグリ主体，３～４�大のサルボウ・ウミニナ微
量，合わせ貝ほとんど無し

１１ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～５�大の
ハマグリ主体，オキシジミ中量，サルボウ・シオフキ
少量，カガミガイ・ウミニナ微量，ハマグリの合わせ
貝微量

１２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率５０％，２～４�大
のハマグリ主体，サルボウ・オキシジミ少量，ウミニ
ナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率４０％，２～５�大
のハマグリ主体，３～５�大のサルボウ少量，ウミニ
ナ微量，合わせ貝無し

１４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率６０％，２～４�大
のハマグリ主体，中形のシオフキ中量，サルボウ少量，
小形マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

１５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率７０％，３～４�大
のハマグリ・シオフキ・サルボウの破砕貝主体，マガ
キ微量，合わせ貝無し

１６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率８０％，ハマグリ・
サルボウ・シオフキの破砕貝主体，カガミガイ・ウミ
ニナ・マガキ微量，焼けた貝微量，合わせ貝無し

１７ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～５�大の
ハマグリ主体，３～５�大のシオフキ中量，３～４�
大のオキシジミ少量，合わせ貝ほとんど無し

１８ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率５０％，２～５�大の
サルボウ主体，２～４�大のシオフキ・オキシジミ少
量，合わせ貝ほとんど無し

１９ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のサルボウ中量，２～４�
大のシオフキ少量，イボニシ微量，合わせ貝ほとんど
無し

―１７２―



凡例

土

混 貝 土 層

混 土 貝 層

純　貝　層

表土・撹乱

a

b

c

d

e

a

b

c

d

e

a

b

c

d

1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 1

KA

KB

KC

2 3

c

d

5

3

e

f

h

j

k

1

7

9

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

KB2a2 KB2b2 KB2c2 KB2d2 KB2e2 KC2a2 KC2b2 KC2c2

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

KA2c4 KA2d4 KA2e4 KB2a4 KB2b4 KB2c4 KB2d4 KB2e4 KC2a4 KC2b4 KC2c4

K

K

土層・貝層断面図◯１

土層・貝層断面図◯３

第１５２図 土層・貝層断面図�

―１７３・１７４―



25.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

25.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

KA3a1 KA3b1 KA3c1 KA3d1 KA3e1 KB3a1 KB3b1 KB3c1 KB3d1 KB3e1 KC3a1 KC3b1 KC3c1

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

KA3b3 KA3c3 KA3d3 KA3e3 KB3a3 KB3b3 KB3c3 KB3d3 KB3e3 KC3a3 KC3b3 KC3c3

2

2

8888 9595 8484 8181 2020

1717

1818
1919

2525

2424 3131
2121

2222 2323 3030

3333
3838 3535

3434
4040

4242

4343 4444 4545

4747
4646

4747 53
54 1010

4949

5252

5151

5555
5656

6161 5858

5757

5959
6060

7
9

1515

6969

6868

7070

6666

6767

7373

7272

7878

1414

1313
1212

1111
7474

6

8

6262

6464

4141
5050

3838

9494

8585

9191

3636

37373232

2828 2727
2929

2626

9696
8282

8383

8989

9898 9797

9999

1

3

4

116116 115115

115115 119119

119119
105105

104104

106106
107107

108108

119119

119119

118118

118118
100100

118118

103103

101101
4848 8686 6565

101101

8787

8080
7575

1616
7676

7777

7979
9393

92927171

9191

6363
9393

9090

102102

118118

112112 109109

110110

111111

113113
114114

1

表土表土

表土表土

2

2

88 95 84 81 20

17

18
19

25

24 31
21

22 23 30

33
38 35

34
40

42

43 44 45

47
46

47 53
54 10

49

52

51

55
56

61 58

57

59
60

7
9

15

69

68

70

66

67

73

72

78

14

13
12

11
74

6

8

62

64

41
50

38

94

85

91

36

3732

28 27
29

26

96
82

83

89

98 97

99

1

5

3

4

116 115

115 119

11117117

119
105

104

106
107

108

119

119

118

118
100

118

103

101
48 86 65

101

87

80
75

16
76

77

79
93

9271

91

63
93

90

102

118

112 109

110

111

113
114

1

表土

表土

土層・貝層断面図◯５

土層・貝層断面図◯７

K

第１５３図 土層・貝層断面図�

―１７５・１７６―



24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

KA3d5 KA3e5 KB3a5 KB3b5 KB3c5 KB3d5 KB3e5 KC3a5

118118

230230

225225 228228 223223 222222 227227

229229

231231

226226

111111

114114
232232 233233

241241

236236
234234

118118

243243 240240

238238 245245 246246 239239

119119

181181 247247

119119

235235

242242 181181

237237 244244

117117

224224

3

4118

230

225 228 223 222 227

229

231

226

111

114
232 233

241

236
234

118

243 240

238 245 246 239

119

181 247

119

235

242 181

237 244

117

224

3

4

表土

K

K

土層・貝層断面図◯９

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

KB2a2 KB2a3 KB2a4 KB2a5 KB3a1 KB3a2 KB3a3 KB3a4 KB3a5 KB4a1

土層・貝層断面図◯ｅ

24.0m

23.0m

22.0m

24.0m

23.0m

22.0m

KA2d3 KA2d4 KA2d5 KA3d1 KA3d2 KA3d3 KA3d4

土層・貝層断面図◯ｃ

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

24.0m

23.0m

22.0m

21.0m

KA2e3 KA2e4 KA2e5 KA3e1 KA3e2 KA3e3 KA3e4 KA3e5 KA4e1

土層・貝層断面図◯ｄ

147147

119119
118118

217217

218218

216216 215215

119119

118118

183183 188188

185185
184184 187187 186186 191191 190190

196196
189189 185185

189189

198198
197197185185

188188

9696

8989

9494 8181 8484

219219

100100 194194

107107
203203

195195

221221 220220 204204 201201 221221

202202

205205 209209

200200

117117

206206

208208 214214

207207
209209

191191

210210211211

212212

213213

193193
192192

182182

1
5

147

119
118

217

218

216 215

119

118

183 188

185
184 187 186 191 190

196
189 185

189

198
197185

188

96

89

94 81 84

219

100 194

107
203

195

221 220 204 201 221

202

205 209

200

117

206

208 214

207
209

191

210211

212

213

193
192

182

1
5

2

第１５４図 土層・貝層断面図�

―１７７・１７８―



23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

KB2b2 KB2b3 KB2b4 KB2b5 KB3b1 KB3b2 KB3b3 KB3b4 KB3b5

145145

118118

120120

132132

123123

136136 131131
134134 135135

125125
122122

130130 127127 137137
139139 124124

6969129129

126126

9393

128128
140140

138138

141141

121121
5757

7070

7474

9393

9292 8989
101101

174174
101101

173173

155155

153153

152152

7373

6767

6868 159159 158158 157157

156156

171171 154154

165165

166166
168168 169

167167

151151

151151

150150 180180

181181
109109

108108175175

179179176176

176176

K

179179170170

177177

162162

160160
161161

168168

164164

178178

172172

8787

9292

9

148148 148148

146146
143143

142142

14147

149149

144144

101101
118118

13133
表土表土

145

118

120

132

123

136 131
134 135

125
122

130 127 137
139 124

69129

126

93

128
140

138

141

121
57

70

74

93

92 89
101

174
101

173

155

153

152

73

67

68 159 158 157

156

171 154

165

166
168 169

167

151

151

150 180

181
109

108175

179176

176

K

179170

177

162

160
161

168

164

178

172

87

92

9

148 148

146
143

142

147

149

144

101
118

133
表土

土層・貝層断面図◯ｆ

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

23.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

KB2d2 KB2d3 KB2d4 KB2d5 KB3d1 KB3d2 KB3d3 KB3d4 KB3d5

土層・貝層断面図◯ｈ

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

22.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

KC2a1 KC2a2 KC2a3 KC2a4 KC2a5 KC3a1 KC3a2 KC3a3 KC3a4 KC3a5

土層・貝層断面図◯ｊ

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

21.0m

20.0m

19.0m

18.0m

17.0m

KC2c1 KC2c2 KC2c3 KC2c4 KC2c5 KC3c1 KC3c2 KC3c3 KC3c4

土層・貝層断面図◯ｌ

表土

表土

表土

K

黒
住
サ
ン
プ
ル

樋
泉
サ
ン
プ
ル

第１５５図 土層・貝層断面図�

―１７９・１８０―



２０ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率４％，２～４�大の
ハマグリ・３～５�大のシオフキ主体，４～６�大の
サルボウ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

２１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率２０％，ハマグリ・
サルボウ主体，シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ
貝ほとんど無し

２２ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
サルボウ主体，２～７�大のハマグリ中量，２～４�
大のシオフキ少量，マガキ・ウミニナ微量

２３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，ハマグリ主
体，サルボウ少量，マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝
ほとんど無し

２４ 純 貝 層 破砕率１０％，ハマグリ主体，サルボウ・シオフキ中量，
オキシジミ少量，マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

２５ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
ハマグリ・サルボウ中量，３～５�大のオキシジミ・
シオフキ少量，マガキ・ウミニナ微量

２６ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～４�大
のハマグリ主体，２～６�大のサルボウ・オキシジミ
少量，マガキ・ウミニナ・イボニシ微量，合わせ貝ほ
とんど無し

２７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５０％，破砕率３０％，２～５�大
のハマグリ主体，３～４�大のサルボウ中量，２～５
�大のシオフキ少量，ナミマガシワ微量，合わせ貝ほ
とんど無し

２８ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～９�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

２９ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフキ少量，
マガキ・アサリ・カガミガイ微量，合わせ貝ほとんど
無し

３０ 純 貝 層 破砕率１０％，２～７�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

３１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，２～６�大
のハマグリ・２～５�大のサルボウ・３～４�大のシ
オフキ主体，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

３２ 純 貝 層 破砕率１０％，２～７�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ・オキシジミ少量，ツメタガイ・マガキ・
ウミニナ・ナミマガシワ微量，合わせ貝ほとんど無し

３３ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～４�大のサルボウ中量，２～４�
大のシオフキ少量，ウミニナ微量

３４ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～７�大の
ハマグリ主体，２～４�大のサルボウ中量，２～４�
大のオキシジミ・シオフキ少量，ウミニナ微量，合わ
せ貝ほとんど無し／炭化物少量

３５ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～６�大のシオフキ・オキシジミ・
２～５�大のサルボウ少量，アカニシ・マガキ・ウミ
ニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

３６ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～６�大のサルボウ・３～４�大の
シオフキ少量，マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

３７ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～７�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ少量，ウミニナ・
マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

３８ 純 貝 層 破砕率２０％，２～６�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ中量，３～５�大のシオフキ少量，ウミニ
ナ微量，合わせ貝ほとんど無し

３９ 純 貝 層 破砕率３０％，２～６�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ中量，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，イボニシ・カガミガイ・マガキ・ウミニナ微量，
合わせ貝ほとんど無し／炭化物微量

４０ 純 貝 層 破砕率３０％，２～４�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ中量，２～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

４１ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ中量，２～５�
大のオキシジミ・シオフキ少量，ウミニナ・イボニシ・
マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

４２ 純 貝 層 破砕率３０％，２～６�大のハマグリ主体，２～６�大
のサルボウ中量，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，イボニシ・ウミニナ微量，貝殻の堆積が密

４３ 純 貝 層 破砕率２０％，２～６�大のハマグリ主体，３～６�大
のサルボウ中量，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，ツメタガイ・マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝
ほとんど無し

４４ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～６�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝ほと
んど無し

４５ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率１０％，３～５�大の
ハマグリ主体，シオフキ中量，サルボウ・小形マガキ・
オキシジミ・ウミニナ少量，ハマグリの合わせ貝微量

４６ 純 貝 層 破砕率３０％，３～５�大のシオフキ主体，２～５�大
のハマグリ・３～５�大のサルボウ・カガミガイ少
量，アカニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

４７ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率６０％，２～５�大の
シオフキ主体，２～５�大のハマグリ・３～５�大の
サルボウ少量，ウミニナ・マガキ微量，合わせ貝ほと
んど無し，踏み潰されたような貝殻主体

４８ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～５�大の
ハマグリ・サルボウ主体，３～４�大のオキシジミ少
量，マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

４９ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率６０％，２～５�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ中量，２～５�
大のシオフキ少量，合わせ貝ほとんど無し，踏み潰さ
れたような貝殻主体

５０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率４０％，３～５�大
のサルボウ主体，２～５�大のハマグリ中量，２～４
�大のオキシジミ少量，ナミマガシワ・マガキ微量，
合わせ貝ほとんど無し

５１ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率４０％，２～５�大の
ハマグリ・シオフキ主体，３～５�大のサルボウ少量
合わせ貝ほとんど無し，踏み潰されたような貝殻主体

５２ 純 貝 層 破砕率２０％，２～６�大のハマグリ・３～５�大のシ
オフキ主体，３～５�大のサルボウ少量，カガミガイ・
アカニシ・ナミマガシワ微量，合わせ貝ほとんど無し

５３ 混土貝層 混土率７％（黒褐色土），破砕率４０％，３～４�大の
ハマグリ主体，３～５�大のオキシジミ・シオフキ少
量，サルボウ・ウミニナ・ナミマガシワ微量，合わせ
貝無し

５４ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率８０％，３～５�大の
ハマグリ主体，３～４�大のオキシジミ・シオフキ中
量，４�大のオキシジミ・シオフキ少量，小形マガキ・
キサゴ・ウミニナ微量，合わせ貝無し

５５ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ中量，４～５�
大のオキシジミ・ウミニナ少量，ナミマガシワ・マガ
キ・サルボウ微量，ハマグリの合わせ貝微量

５６ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率５％，ほぼ純貝層，３
～４�大のハマグリ主体，４～５�大のハマグリ・オ
キシジミ・３～４�大のシオフキ中量，５～６�大の
カガミガイ少量，マガキ・ナミマガシワ微量，ハマグ
リ・シオフキの合わせ貝微量

５７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～５�大
のハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

５８ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率１０％，３～５�大の
ハマグリ主体，５～６�大のサルボウ・４～５�大の
シオフキ中量，５�大のアサリ少量，７～８�大のハ
マグリ・ウミニナ微量，ハマグリの合わせ貝少量

５９ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率１５％，２～５�大の
ハマグリ・サルボウ主体，２～４�大のシオフキ・オ
キシジミ少量，カガミガイ・ウミニナ微量，合わせ貝
ほとんど無し

６０ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～７�大の
ハマグリ主体，２～６�大のサルボウ中量，３～５�
大のシオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど
無し

６１ 混土貝層 混土率７％（黒褐色土），破砕率２０％，３～４�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ中量，３～５�
大のサルボウ少量，３�大のアサリ・６～７�大のハ
マグリ・ウミニナ微量，ハマグリ・シオフキの合わせ
貝少量

６２ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～４�大の
ハマグリ・シオフキ主体，３～４�大のサルボウ中
量，４～５�大のオキシジミ少量，小形マガキ・ナミ
マガシワ微量，ハマグリ・シオフキの合わせ貝少量

６３ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率９０％，ハマグリ・シ
オフキ・オキシジミの破砕貝主体，合わせ貝無し

６４ 純 貝 層 破砕率５％，２～６�大のハマグリ・３～４�大のシ
オフキ主体，３～６�大のオキシジミ・サルボウ中
量，４～６�大のカガミガイ少量，アカニシ微量，ハ
マグリ・シオフキ・オキシジミ・サルボウ・カガミガ
イの合わせ貝少量

６５ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率４０％，３～５�大の
ハマグリ主体，４～６�大のサルボウ中量，３～４�
大のシオフキ少量，３�大のアサリ・カガミガイ微量，
ハマグリ・サルボウの合わせ貝少量

６６ 混土貝層 混土率２５％（黒褐色土），破砕率５％，３～７�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ・オキシジミ・
サルボウ中量，３～６�大のマガキ少量，ウミニナ微
量，ハマグリ・サルボウ・シオフキ・オキシジミの合
わせ貝少量

６７ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～５�大の
ハマグリ主体，サルボウ・シオフキ・オキシジミ中量，
ウミニナ少量，アサリ・マガキ微量，ハマグリ・オキ
シジミ・サルボウの合わせ貝微量
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６８ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ中量，ウミニ
ナ少量，イボニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

６９ 純 貝 層 破砕率１０％，２～７�大のハマグリ主体，３～５�
大のサルボウ少量，アカガイ・ウミニナ微量，合わ
せ貝ほとんど無し

７０ 純 貝 層 破砕率５％，３～７�大のハマグリ主体，３～４�
大のサルボウ中量，２～４�大のシオフキ少量，ア
サリ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し，ハマ
グリは５～７�大が主体

７１ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率５％，２～５�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・オキシジミ
中量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

７２ 混土貝層 混土率３％（黒褐色土），破砕率１０％，３～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のオキシジミ・サルボウ
少量，アカニシ・ウミニナ・ナミマガシワ・カガミ
ガイ微量，ハマグリ・オキシジミの合わせ貝少量

７３ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率４０％，３～６�大の
ハマグリ主体，ウミニナ・オキシジミ中量，シオフ
キ・サルボウ少量，イボニシ・ナミマガシワ微量，
ハマグリ・オキシジミの合わせ貝微量

７４ 純 貝 層 破砕率１０％，３～７�大のハマグリ主体，３～５�
大のサルボウ・シオフキ・２～４�大のオキシジミ
少量，イボニシ・ウミニナ・カガミガイ微量，合わ
せ貝ほとんど無し，ハマグリは５～７�大が主体，
サルボウ・シオフキも比較的大きい

７５ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率８０％，２～４�大の
ハマグリ・３�大のオキシジミの破砕貝主体，ウミ
ニナ中量，サルボウ・シオフキ少量，マガキ・イボ
ニシ微量，合わせ貝無し

７６ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率８０％，２～４�大の
ハマグリの破砕貝主体，３～５�大のサルボウ・オ
キシジミ少量，ウミニナ・ツメタガイ微量，オキシ
ジミの合わせ貝微量

７７ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率７０％，２～４�大の
ハマグリの破砕貝主体，３～５�大のサルボウ・シ
オフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

７８ 純 貝 層 破砕率５％，３～７�大のハマグリ主体，２～５�
大のオキシジミ中量，２～５�大のシオフキ・３～
４�大のサルボウ少量，マガキ・ウミニナ微量，合
わせ貝ほとんど無し

７９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１５％，破砕率６０％，２～５�
大のハマグリ・サルボウ・破砕貝主体，合わせ貝無
し／ローム粒子少量

８０ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～４�大の
オキシジミ・シオフキ主体，３～４�大のハマグリ・
サルボウ少量，アサリ・ウミニナ・カガミガイ微量，
ハマグリ・オキシジミの合わせ貝微量

８１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，３～４�
大のハマグリ主体，４～６�大のサルボウ中量，シ
オフキ・アサリ微量，サルボウの合わせ貝少量／１０２
層と基本的に同じ

８２ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～５�大の
ハマグリ・サルボウ・シオフキ主体，小形マガキ・
オキシジミ中量，ウミニナ・アサリ微量，サルボウ・
オキシジミ・シオフキ・ハマグリの合わせ貝少量

８３ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率７０％，ハマグリ・サ
ルボウ・シオフキの焼けた破砕貝主体，合わせ貝無
し

８４ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率５％，破砕率９０％，ハマグリ・
アサリ・オキシジミの破砕貝主体，アカニシ微量，
合わせ貝無し／ロームブロック多量，焼土ブロック・
炭化物中量，炭化材微量

８５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率６０％，サルボウ
主体，ハマグリ中量，アサリ・オキシジミ少量，マ
ガキ・カガミガイ微量，合わせ貝ほとんど無し

８６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率４０％，３～４�
大のオキシジミ主体，２～５�のハマグリ・サルボ
ウ・シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとん
ど無し

８７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率８０％，４～６�
大のハマグリ主体，サルボウ中量，シオフキ少量，
ツメタガイ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

８８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率７％，破砕率１００％，ハマグリ・
シオフキの破砕貝主体，合わせ貝無し／焼土ブロッ
ク中量，炭化物少量

８９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率７０％，３～６�
大の焼けたハマグリの破砕貝主体，シオフキ・アカ
ニシ微量，合わせ貝無し／焼土ブロック中量，炭化
物少量

９０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率６０％，ハマグリ・
サルボウの破砕貝主体，合わせ貝無し／ローム粒子・
焼土粒子少量

９１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率９０％，ハマグリ・
アサリの破砕貝主体，合わせ貝無し

９２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率１００％，ハマグリ・
サルボウの破砕貝主体，合わせ貝無し／焼土粒子・
炭化粒子微量

９３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１５％，破砕率９０％，ハマグリ・
サルボウの破砕貝主体，合わせ貝無し

９４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率８０％，２～３�
大のアサリの破砕貝主体，２～４�大のハマグリ少
量，サルボウ・アカニシ微量，合わせ貝無し

９５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率９０％，２～４�
大のハマグリの破砕貝主体，１～２�大のアサリ中
量，合わせ貝無し

９６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率６０％，２～５�
大のハマグリ主体，１～２�大のアサリ中量，サル
ボウ・シオフキ少量，合わせ貝ほとんど無し／焼土
ブロック微量

９７ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率３０％，破砕率３０％，２～４�
大のハマグリ主体，２～３�大のアサリ中量，カガ
ミガイ・ハイガイ・ツノガイ少量，合わせ貝ほとん
ど無し／焼土ブロック微量

９８ 混貝土層 暗褐色土主体，混貝率３０％，破砕率８０％，３～４�
大のハマグリ・２～３�大のアサリの破砕貝主体，
アカニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

９９ 混土貝層 混土率３０％（暗褐色土），破砕率１０％，３～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のアサリ中量，２～３�
大のシオフキ・オキシジミ少量，マガキ・アカニシ
微量，ハマグリ・アサリの合わせ貝微量

１００ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率１０％，ハイガイ
主体，合わせ貝ほとんど無し／焼土粒子微量

１０１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，貝種不明の破砕貝主体，
合わせ貝無し／ロームブロック・炭化物・白色物質
微量

１０２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率９０％，ハマグリ
の破砕貝主体，合わせ貝無し

１０３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３％，破砕率９０％，貝種不明
の破砕貝主体，破砕貝の貝種・大きさ不明／ローム
粒子少量／６層に類似

１０４ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のアサリ中量，サルボウ・
ハイガイ・アカニシ・シオフキ微量，ハマグリ・ア
サリの合わせ貝微量

１０５ 混土貝層 混土率２５％（黒褐色土），破砕率５％，３～４�大の
ハマグリ主体，２～４�大のアサリ中量，ハイガイ・
シオフキ少量，マガキ微量，ハマグリ・アサリ・シ
オフキの合わせ貝微量

１０６ 混土貝層 混土率５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～３�大の
ハマグリ・マテガイ主体，４～５�大のハマグリ・
ハイガイ・シオフキ・ムラサキガイ・オキシジミ・
カガミガイ・ウミニナ・アカニシ微量，ハイガイの
合わせ貝微量／灰多量

１０７ 混土貝層 混土率１５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～４�大の
ハマグリ主体，４～６�大のハマグリ中量，６～８
�大のハマグリ少量，ハマグリの合わせ貝微量

１０８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率２０％，２～５�
大のハマグリ主体，カガミガイ・マテガイ微量，合
わせ貝ほとんど無し／炭化物微量

１０９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率１０％，２～５�
大のハマグリ主体，２～３�大のハイガイ少量，ウ
ミニナ・マガキ微量，ハイガイの合わせ貝微量／灰
中量

１１０ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～５�大の
ハマグリ主体，３�大のハイガイ少量，２～３�大
のアサリ微量，合わせ貝ほとんど無し

１１１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５０％，破砕率１０％，３～６�
大のハマグリ主体，ハイガイ少量，アサリ・イボニ
シ・カガミガイ・マテガイ微量，合わせ貝ほとんど
無し

１１２ 混貝土層 黒褐色土，混貝率２５％，破砕率５０％，３�大のハマ
グリ主体，ハイガイ微量，合わせ貝ほとんど無し

１１３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率１０％，２～５�
大のハマグリ主体，ハイガイ・マガキ少量，アカニ
シ微量，合わせ貝ほとんど無し

１１４ 混土貝層 混土率４５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～３�大の
ハマグリ主体，４～６�大のハマグリ・２～３�大
のハイガイ中量，２～３�大のオキシジミ少量，マ
テガイ微量，ハイガイの合わせ貝微量

１１５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率１０％，２～３�
大のハマグリ主体，合わせ貝無し／ローム粒子・焼
土粒子・炭化粒子微量

１１６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３％，破砕率１０％，ハマグリ
主体，合わせ貝無し／ローム粒子・焼土粒子・炭化
粒子微量

１１７ 黒褐色土 ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，白色物質微
量，粘性・締まり弱い

１１８ 黒 色 土 ローム粒子・焼土粒子微量，粘性・締まり普通
１１９ 黒褐色土 ローム粒子中量，ロームブロック少量，粘性・締ま

り普通
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１２０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～５�
大のハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシ
ジミ少量，ハマグリの合わせ貝微量，土坑状

１２１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率７０％，２～５�
大のハマグリの破砕貝主体，３～４�大のサルボウ・
オキシジミ・シオフキ少量，イボニシ・カガミガイ
微量，合わせ貝ほとんど無し

１２２ 純 貝 層 破砕率２０％，２～５�大のハマグリ主体，２～５�
大のサルボウ・オキシジミ・シオフキ少量，ウミニ
ナ微量，合わせ貝ほとんど無し，ハマグリは小形の
もの，サルボウは大形のものが主体

１２３ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率９０％，２～３�大の
ハマグリ・サルボウの破砕貝主体，オキシジミ・ア
カニシ・イボニシ微量，合わせ貝無し

１２４ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のシオフキ中量，２～４
�大のサルボウ少量，ウミニナ・カガミガイ微量，
合わせ貝ほとんど無し

１２５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～７�
大のハマグリ主体，２～５�大のシオフキ少量，合
わせ貝ほとんど無し

１２６ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～３�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１２７ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１２８ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１２９ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，ウミニナ微量，ハマグリの合わせ貝
微量／炭化物少量

１３０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，２～６�
大のハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフ
キ少量，合わせ貝ほとんど無し

１３１ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率２０％，３～７�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，オキシジミ・ウミニナ・マガキ微量，合わせ貝
ほとんど無し

１３２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率１０％，３～５�
大のハマグリ主体，３～４�大のサルボウ少量，ウ
ミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１３３ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～４�大の
ハマグリ・サルボウ・シオフキ主体，カガミガイ少
量，合わせ貝ほとんど無し

１３４ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～５�大の
オキシジミ・シオフキ主体，２～５�大のハマグリ
少量，サルボウ微量，合わせ貝ほとんど無し

１３５ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～５�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ少量，オキシ
ジミ・シオフキ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど
無し

１３６ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率７０％，２～６�大の
ハマグリの破砕貝主体，２～５�大のサルボウ少量，
ウミニナ微量，合わせ貝無し

１３７ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，合わせ貝ほとんど無し

１３８ 純 貝 層 破砕率２０％，２～６�大のハマグリ主体，３～５�
大のサルボウ・３～４�大のシオフキ少量，ウミニ
ナ微量，合わせ貝ほとんど無し／炭化物少量

１３９ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～７�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，合わせ貝ほとんど無し

１４０ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無
し／炭化物少量

１４１ 純 貝 層 破砕率２０％，２～５�大のハマグリ主体，２～５�
大のサルボウ・オキシジミ・シオフキ少量，イボニ
シ・マガキ・ウミニナ微量，ハマグリの合わせ貝微量

１４２ 純 貝 層 破砕率２０％，２～５�大のサルボウ主体，２～５�
大のハマグリ・２～４�大のシオフキ少量，２～４
�大のオキシジミ微量，合わせ貝ほとんど無し

１４３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率４０％，３～５�
大のサルボウ・２～４�大のシオフキ主体，２～５
�大のハマグリ少量，アカニシ微量，合わせ貝ほと
んど無し

１４４ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
サルボウ主体，２～７�大のハマグリ少量，オキシ
ジミ・アカニシ微量，合わせ貝ほとんど無し／炭化
物少量

１４５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率６０％，２～４�
大のハマグリ・サルボウの破砕貝主体，合わせ貝無し

１４６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率３０％，２～５�
大のハマグリ・サルボウ主体，合わせ貝ほとんど無し

１４７ 黒褐色土 ロームブロック・焼土ブロック・炭化物中量，前期
貝層と中期貝層の間層，粘性・締まり弱い

１４８ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率７０％，ハマグリの破
砕貝主体，合わせ貝無し

１４９ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率５０％，ハマグリの破
砕貝主体，合わせ貝無し

１５０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率１０％，２～６�
大のハマグリ主体，合わせ貝ほとんど無し

１５１ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ中量，３～５
�大のオキシジミ少量，ウミニナ・マガキ微量，合
わせ貝ほとんど無し／炭化物微量

１５２ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～７�大の
ハマグリ主体，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１５３ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ少量，マガキ
微量，合わせ貝ほとんど無し

１５４ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・シオフキ少
量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１５５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率６０％，２～６�
大のハマグリの破砕貝主体，３～５�大のサルボウ
少量，合わせ貝無し

１５６ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ中量，３～５
�大のシオフキ少量，イボニシ・ウミニナ・アカガ
イ微量，合わせ貝ほとんど無し

１５７ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝ほ
とんど無し

１５８ 純 貝 層 破砕率２０％，２～７�大のハマグリ主体，２～６�
大のサルボウ・２～５�大のシオフキ少量，マガキ
微量，合わせ貝ほとんど無し

１５９ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ・シオフキ少
量，合わせ貝ほとんど無し

１６０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率２０％，２～４�
大のハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・３～４
�大のオキシジミ少量，合わせ貝ほとんど無し

１６１ 純 貝 層 破砕率２０％，２～６�大のハマグリ・３～５�大の
サルボウ・シオフキ主体，３～５�大のオキシジミ
少量，ウミニナ・マガキ・イボニシ・カガミガイ微
量，合わせ貝ほとんど無し

１６２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４５％，破砕率１０％，２～６�
大のハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・シオフ
キ・３～４�大のオキシジミ少量，ウミニナ・マガ
キ微量，合わせ貝ほとんど無し

１６３ 純 貝 層 破砕率２０％，２～７�大のハマグリ・２～６�大の
サルボウ主体，３～５�大のシオフキ少量，ウミニ
ナ・マガキ・カガミガイ微量，合わせ貝ほとんど無
し／炭化物少量

１６４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，２～６�
大のハマグリ主体，３～５�大のサルボウ中量，３
～５�大のオキシジミ・ウミニナ少量，合わせ貝ほ
とんど無し

１６５ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率２０％，３～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
中量，３～４�大のサルボウ少量，ウミニナ微量，
オキシジミの合わせ貝微量

１６６ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，３～７�大の
ハマグリ主体，３～５�大のオキシジミ・マガキ中
量，サルボウ・ウミニナ少量，ハマグリの合わせ貝
微量

１６７ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～７�大の
ハマグリ主体，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し

１６８ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～５�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ中量，ウミニナ少量，アサリ・マガキ微量，
ハマグリ・サルボウ・オキシジミの合わせ貝微量

１６９ 純 貝 層 破砕率５％，２～７�大のハマグリ主体，２～６�
大のサルボウ少量，３～５�大のオキシジミ・ウミ
ニナ・イボニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

１７０ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率４０％，３～６�大の
ハマグリ主体，オキシジミ・ウミニナ中量，シオフ
キ・サルボウ少量，イボニシ・マガキ・ナミマガシ
ワ微量，ハマグリ・オキシジミの合わせ貝微量

―１８３―



１７１ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ・シオフキ少
量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１７２ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，２～５�大のサルボウ・オキシジミ
少量，イボニシ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど
無し

１７３ 純 貝 層 破砕率１０％，２～７�大のハマグリ主体，２～５�
大のサルボウ・オキシジミ・シオフキ少量，ウミニ
ナ・イボニシ・アカニシ微量，合わせ貝ほとんど無し

１７４ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，イボニシ・ウミニナ微量，合わせ貝
ほとんど無し

１７５ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～７�大の
ハマグリ主体，３～５�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無
し，ハマグリは大形のものが主体

１７６ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～３�大の
ハマグリ主体，３～５�大のオキシジミ・シオフキ
少量，サルボウ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど
無し

１７７ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率３０％，３～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ中量，オキシ
ジミ・サルボウ少量，カガミガイ・イボニシ微量，
オキシジミの合わせ貝微量

１７８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率７０％，２～４�
大のハマグリの破砕貝主体，２～４�大のサルボウ
少量，合わせ貝無し／ローム粒子・炭化物少量

１７９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率６０％，２～５�
大のハマグリの破砕貝主体，ウミニナ微量，合わせ
貝無し

１８０ 混土貝層 混土率５０％（黒褐色土），破砕率４０％，２～３�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ・ウミニナ微
量，合わせ貝ほとんど無し

１８１ 黒褐色土 ロームブロック少量，粘性・締まり強い
１８２ 混土貝層 混土率４５％（黒褐色土），破砕率７０％，４～６�大の

サルボウ主体，オキシジミ・シオフキ・マガキ・ウ
ミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し

１８３ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～５�大の
サルボウ主体，２～４�大のハマグリ・３～４�大の
シオフキ少量，合わせ貝ほとんど無し／炭化物少量

１８４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率３０％，３～５�
大のサルボウ主体，２～４�大のシオフキ・ハマグ
リ少量，マガキ微量，合わせ貝ほとんど無し／ロー
ムブロック・焼土ブロック少量

１８５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率９０％，ハマグリ・
アサリの破砕貝主体，カガミガイ微量，合わせ貝無し

１８６ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率４０％，２～６�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ・サルボウ少
量，マガキ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無し
／焼土ブロック・炭化物・灰少量

１８７ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～５�大の
ハマグリ主体，３～４�大のサルボウ・オキシジミ・
シオフキ少量，ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど無
し／ロームブロック・炭化物少量

１８８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率９０％，ハマグリ・
サルボウの破砕貝主体，合わせ貝無し／ロームブロ
ック・焼土ブロック・炭化物少量

１８９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５０％，破砕率９０％，ハマグリ・
シオフキの破砕貝主体，合わせ貝無し／焼土ブロッ
ク・炭化物・灰中量

１９０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率９０％，ハマグリ・
アサリの破砕貝主体，マガキ・アカニシ微量，合わ
せ貝無し

１９１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率９０％，３～４�
大のハマグリの破砕貝主体，焼けたハマグリ・アカ
ニシ微量，合わせ貝無し／ロームブロック・焼土ブ
ロック・炭化物中量

１９２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率５０％，２～４�
大のハマグリ主体，３～４�大のサルボウ中量，マ
ガキ・シオフキ微量，サルボウ・シオフキの合わせ
貝少量／焼土ブロック・炭化物少量

１９３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率２０％，４～６�
大のハマグリ主体，サルボウ・オキシジミ・シオフ
キ・マガキ・アカニシ微量，サルボウの合わせ貝微量

１９４ 混土貝層 混土率１５％（黒褐色土），破砕率１０％，２～４�大の
アサリ主体，ハマグリ微量，合わせ貝ほとんど無し

１９５ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，２～４�大の
アサリ主体，３～５�大のハマグリ中量，ハイガイ
少量，ウミニナ微量，アサリの合わせ貝少量

１９６ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率４０％，２～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のハイガイ中量，５～８
�大のチョウセンハマグリ・ウミニナ微量，合わせ
貝ほとんど無し

１９７ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のハイガイ中量，合わせ
貝ほとんど無し

１９８ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率６０％，２～４�大の
ハマグリの破砕貝主体，２～３�大のマガキ・ハイ
ガイ・カガミガイ微量，合わせ貝無し

１９９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率８０％，ハマグリ・
アサリの破砕貝主体，マガキ・カガミガイ微量，合
わせ貝無し

２００ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率２０％，２～４�大の
アサリ主体，２～５�大のハマグリ中量，３～４�
大のサルボウ少量，オキシジミ・ウミニナ微量，合
わせ貝ほとんど無し／炭化物少量

２０１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１５％，破砕率９０％，ハマグリ
の破砕貝主体，アサリ微量，合わせ貝無し

２０２ 混土貝層 混土率１５％（黒褐色土），破砕率２０％，４～５�大の
ハマグリ主体，アサリ・カガミガイ少量，ハイガイ・
７～８�大のチョウセンハマグリ微量，ハマグリ・
アサリの合わせ貝微量

２０３ 混土貝層 混土率１０％（黒褐色土），破砕率５％，３～５�大の
アサリ主体，３～５�大のハマグリ中量，ハイガイ・
オキシジミ微量，アサリ・ハマグリ・オキシジミの
合わせ貝微量

２０４ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，３～６�大の
ハマグリ主体，ハイガイ・アカニシ微量，ハマグリ
の合わせ貝微量

２０５ 純 貝 層 破砕率２０％，２～５�大のハマグリ主体，２～３�
大のハイガイ・アサリ少量，シオフキ・アカニシ微
量，合わせ貝ほとんど無し／炭化物少量

２０６ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率２０％，３～６�大の
ハマグリ主体，ハイガイ中量，ウミニナ・アサリ・
マガキ・カガミガイ微量，合わせ貝ほとんど無し

２０７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５０％，破砕率６０％，２～５�
大のハマグリの破砕貝主体，ウミニナ・カガミガイ・
アサリ・マガキ微量，合わせ貝無し

２０８ 混土貝層 混土率１５％（黒褐色土），破砕率２０％，３～６�大の
ハマグリ主体，イボキサゴ・ハイガイ・カガミガイ・
ウミニナ・マテガイ・マガキ・シオフキ・アサリ微
量，ハマグリの合わせ貝微量

２０９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率６０％，３～５�
大のハマグリ主体，ハイガイ中量，カガミガイ・サ
ルボウ・オキシジミ・アサリ・マガキ微量，ハマグ
リ・ハイガイの合わせ貝微量／魚骨少量

２１０ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率３０％，２～５�大の
ハマグリ主体，２～４�大のサルボウ少量，合わせ
貝ほとんど無し

２１１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率３０％，２～４�
大のハマグリ主体，２～４�大のサルボウ少量，合
わせ貝ほとんど無し

２１２ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率６０％，２～４�大の
ハマグリ主体，２～４�大のアサリ中量，アカニシ
微量，合わせ貝ほとんど無し／焼土ブロック・炭化
物・灰少量

２１３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率８０％，２～４�
大のハマグリの破砕貝主体，２～４�大のサルボウ
少量，合わせ貝無し

２１４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率３０％，２～４�
大のハマグリ主体，２～４�大のハイガイ・カガミ
ガイ少量，合わせ貝無し／ローム粒子少量

２１５ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率５％，４～５�大の
ハマグリ主体，焼けたハマグリ少量，合わせ貝ほと
んど無し／焼土ブロック・炭化物・灰少量

２１６ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率２０％，３～５�大の
ハマグリ主体，３～４�大のシオフキ中量，３～４
�大のサルボウ少量，マガキ微量，合わせ貝ほとん
ど無し／焼土ブロック・炭化物少量

２１７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率５０％，４～５�
大のハマグリ主体，サルボウ微量，合わせ貝ほとん
ど無し／ロームブロック・炭化物少量，焼土粒子微量

２１８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，２～５�
大のハマグリ主体，オキシジミ微量，合わせ貝ほと
んど無し／焼土ブロック・炭化物少量

２１９ 混土貝層 混土率４０％（黒褐色土），破砕率５％，４～５�大の
ハマグリ主体，７～８�大のチョウセンハマグリ・
ハイガイ・マガキ・アカニシ・シオフキ微量，合わ
せ貝ほとんど無し／焼土ブロック・炭化物・灰少量

２２０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率９０％，ハマグリ・
アサリの破砕貝主体，マガキ・アカニシ微量，合わ
せ貝無し

２２１ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率１０％，３～５�大の
ハマグリ・２～４�大のアサリ主体，ハイガイ微量，
合わせ貝ほとんど無し
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オ 遺物の出土状況（第１５６～１７２図）

斜面貝層からは，多量の人工遺物と自然遺物などが出土している。縄文土器片の総数は１６７�４７９点で，総重

量は約３６４２�である。主要な人工遺物の出土点数は石器・石製品８７７点，土器片錘・土器片円盤１５８０点，土製

品２６点，骨角歯牙製品１７８点，貝製品が１７点である。また，自然遺物の人骨・動物遺存体・魚類遺存体などは

１５９�２�に達している。第１５６～１７２図は，主な人工遺物と自然遺物の出土状況について，種別毎の平面及び垂

直分布図である。垂直分布については，単位グリッド内における遺物の出土位置から，より近い断面図に投影

する必要から，１ｍ間隔に単位グリッドを分割して，出土地点の遺物投影による誤差を極力なくすように試み

た。ただし，縦断面に比べて横断面では，傾斜による遺物投影の誤差が大きくなり，各層との対応関係や整合

性にはばらつきが見られる。あくまでも出土層位の目安であり，単純に対比することはできない。

以下では，主な土器，石器・石製品，土器片錘・土器片円盤，土製品，骨角歯牙製品，貝製品について，そ

の出土状況の概略を述べ，遺物の詳細を実測図及び観察表に掲載する。なお，動物遺存体の鑑定については金

子浩昌氏から助言を，コラムサンプルによる貝類及び魚類については，樋泉岳二氏，黒住耐二氏の協力を得た。

それらの詳細は下巻「付章」を参照されたい。

土器の大半は大形破片で，純貝層，混土貝層，混貝土層の順に出土量が多くなり，貝層形成直前ないし直後

に投棄している傾向が看取できる。出土土器の多くは中期後葉の加曽利Ｅ�式期に属するもので，略完形や大

形破片を中心にまとまって出土している。特に，KA３ｅ３・４，KB３ａ４，KB３ｂ４，KB３ｃ４，KB３ｄ３・４，

KB３ｅ３，KC３ａ１・２，KC３ａ３，KC３ｂ１・２，KB２ｄ２，KB２ｅ３，KC３ａ２区付近には，当該期に属する

多量の土器片が，幅約２～３ｍの弧状に廃棄ブロックを形成して分布している。また，その内側には幅約０�５

２２２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，２～５�
大のハマグリ主体，３～４�大のハイガイ少量，３
～４�大のアサリ・シオフキ微量，ハマグリの合わ
せ貝微量／焼土ブロック・灰少量

２２３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率２０％，２～４�
大のハマグリ主体，ハイガイ・マガキ微量，合わせ貝
ほとんど無し／ロームブロック・焼土ブロック少量

２２４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率７％，破砕率２０％，３～４�
大のハマグリ主体，マガキ・焼けたアサリ微量，合
わせ貝ほとんど無し／灰微量

２２５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率７０％，３～４�
大のハマグリの破砕貝主体，合わせ貝無し／ローム
ブロック・炭化物少量

２２６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率１０％，３～５�
大のハマグリ主体，アサリ微量，合わせ貝ほとんど
無し

２２７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率３０％，３～４�
大のハマグリ主体，合わせ貝無し

２２８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率１０％，２～６�
大のハマグリ主体，サルボウ・マガキ微量，合わせ
貝ほとんど無し／ローム粒子微量

２２９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率３０％，２～４�
大のハマグリ主体，ハイガイ・マテガイ・マガキ微
量，合わせ貝ほとんど無し／焼土ブロック・炭化物
少量

２３０ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率４０％，２～４�
大のハマグリ主体，合わせ貝ほとんど無し／ローム
ブロック・焼土ブロック・灰少量

２３１ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１５％，破砕率１０％，３～５�
大のハマグリ主体，合わせ貝ほとんど無し／焼土ブ
ロック・炭化物少量

２３２ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率９０％，ハマグリ
の破砕貝主体，アサリ中量，合わせ貝無し

２３３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率７０％，３～４�
大のハマグリの破砕貝主体，アサリ中量，シオフキ
少量，カガミガイ・ウミニナ微量，合わせ貝無し

２３４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率８０％，２～５�
大のハマグリの破砕貝主体，オキシジミ・ハイガイ・
アサリ微量，合わせ貝無し

２３５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率２０％，破砕率４０％，３～５�
大のハマグリ主体，ハイガイ中量，マテガイ少量，
マガキ・ウミニナ・カガミガイ微量，ハイガイの合
わせ貝微量

２３６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率１０％，３～４�
大のハマグリ主体，アサリ・シオフキ・カガミガイ・
ハイガイ少量，合わせ貝ほとんど無し／炭化物少量

２３７ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率８０％，ハマグリ
の破砕貝主体，マテガイ少量，アサリ・シオフキ・
マガキ微量，合わせ貝無し

２３８ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率５０％，２～３�
大のハマグリ主体，２�大のアサリ中量，ハイガイ
少量，アカニシ・ウミニナ微量，合わせ貝ほとんど
無し

２３９ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率９０％，ハマグリ・
ハイガイの破砕貝主体，オキシジミ微量，合わせ貝
無し

２４０ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率４０％，２～４�大の
ハマグリ主体，２～３�大のアサリ中量，ハイガイ
少量，マガキ・カガミガイ・オキシジミ微量，合わ
せ貝ほとんど無し

２４１ 混土貝層 混土率２０％（黒褐色土），破砕率１０％，３～４�大の
ハマグリ主体，オキシジミ・ハイガイ少量，マガキ・
イボニシ・ウミニナ微量，ハマグリの合わせ貝微量

２４２ 混土貝層 混土率３０％（黒褐色土），破砕率２０％，３～４�大の
ハマグリ・マテガイ主体，ハイガイ少量，アサリ・
マガキ・アカニシ微量，合わせ貝ほとんど無し，ハ
マグリ・マテガイの層

２４３ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率４０％，破砕率２０％，３�大の
ハマグリ・１～３�大のハイガイ主体，マガキ・オ
キシジミ少量，アカニシ・ツノガイ微量，合わせ貝
ほとんど無し

２４４ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率３０％，破砕率８０％，３～６�
大のハマグリの破砕貝主体，ハイガイ中量，アカニ
シ・マガキ・７～８�大のハマグリ少量，マテガイ
微量，合わせ貝無し／魚骨少量

２４５ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率１０％，破砕率９０％，ハマグリ
の破砕貝主体，オキシジミ・ハイガイの破砕貝微量，
合わせ貝無し／焼土ブロック・ローム粒子・炭化粒
子少量

２４６ 混貝土層 黒褐色土主体，混貝率５％，破砕率９０％，ハマグリ・
ハイガイの破砕貝主体，合わせ貝無し／焼土ブロッ
ク・ローム粒子微量

２４７ 褐 色 土 ロームブロック中量，粘性強い，締まり普通
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～１ｍの土器片の分布が極端に少ない弧状の範囲を挟んで，径約１０ｍの範囲で前期中葉の植房式期と中期後葉

の加曽利Ｅ�～�式期に属する土器片が集中的に分布している。さらに，KB３ｄ４・５，KC３ａ３～５，KC２ｂ

１～５，KC３ｂ１～５，KC２ｃ３～５，KC３ｃ１～３区付近には，中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期，主体は加曽利Ｅ

�式期に属する土器片が，広範囲に比較的散漫な状態で分布している。確認できた土器片同士の接合関係はあ

まり多くはない。主体となる土器片に周囲に点在した土器片が接合する程度の事例が大半で，広域にわたる接

合関係はわずかである。

石器・石製品は，ほぼ貝層全面から出土しており，目立った集中傾向は看取できない。その多くが中期後葉

の加曽利Ｅ�～�式期に属するものが主体である。中でも軽石製浮子のＱ５，泥岩製垂飾りのＱ２０８，磨製石

斧のＱ５７・８２・８７・１２５・１６８・２０７は，いずれも前期中葉の植房式期相当層や貝層の基底部上面から出土して

おり，また，形態的な特徴からも前期に属すると考えられる。

土器片錘や土器片円盤の大半は，KB３ｅ２～５，KC３ａ２～５，KC２ｂ１～５，KC３ｂ２～５，KC２ｃ２～５，KC

３ｃ１～３区付近から出土している。特にKB３ｅ２～５，KC３ａ２～５，KC２ｂ１～５区付近に集中して分布してい

る。それらは，文様の特徴から中期後葉の加曽利Ｅ�～�式期に属するものが主体で，前述した土器片の時期

別の分布傾向と共通している。また，耳栓の大半は，前述した加曽利Ｅ�式期に属する多量の土器片が分布し

ている幅約２～３ｍの廃棄帯の内側から出土している。

類例の少ないスプーン形土製品のDP５３は，KB２ｅ２区の中期後葉の加曽利Ｅ�式期相当層から出土してい

る。また，土製垂飾りのDP９０３は，KC２ｃ５�区の第２０ステージから出土しており，時期は中期後葉の加曽利

Ｅ�式期に属すると考えられる。大珠形土製品のDP１６２は，KC２ｃ４�区の第１７ステージから出土しており，

時期は中期後葉の加曽利Ｅ�・�式期に属すると考えられる。

骨角歯牙製品は，ほぼ貝層全面に広く散在する状況で出土している。鹿角製弓弭形角器のＢ１をはじめ，鹿

角製逆棘付き刺突具やツキノワグマ・オオカミ・バンドウイルカ・アオザメなどの歯牙を加工した垂飾りなど

は，斜面高所から中腹にかけての前期中葉の植房式期相当層から出土している。鋸歯状の線刻が施されたイノ

シシの肩甲骨のＢ１５１は，KB２ｄ３区の第２３ステージ，中期後葉の加曽利Ｅ�・�式期相当層から出土してい

る。斜面中腹から低所に広く分布している鹿角製刺突具の多くや，KC２ａ５区の磨製刃器のＢ１７８などは，中

期後葉の加曽利Ｅ�・�式期相当層から出土している。確認できた唯一の鹿角製釣り針のＢ７０は，KB２ｂ２�

区の第５ステージ，中期後葉の加曽利Ｅ�式期相当層から出土している。

貝製品は，ほぼ貝層全面に散在する状況で，貝輪のＳ３，貝刃のＳ４・５は，KB３ｅ３・４区の中期後葉の

加曽利Ｅ�・�式期相当層から，貝輪のＳ２・１１・１２は，前期中葉の植房式期相当層から出土している。タカ

ラガイ科ホンダワラの加工品のＳ１６は，中期後葉の加曽利Ｅ�式期相当層から，化石と推測できる貝器のＳ６・

１０は，中期後葉の加曽利Ｅ�・�式期相当層から，貝製品素材のＳ１３は，前期中葉の植房式期相当層から出土

している。

写真� 斜面貝層の調査（遺物の出土状況／左－縄文土器 右－鹿角と磨石）
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第１５６図 斜面貝層遺物出土状況図（土器・土製品・石器・石製品・骨角歯牙製品・貝製品）
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第１５７図 斜面貝層遺物出土状況図（土器）
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第１５８図 斜面貝層遺物出土状況図（実測土器）
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第１７３図 斜面貝層出土遺物実測図（１）
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第１７４図 斜面貝層出土遺物実測図（２）
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第１７５図 斜面貝層出土遺物実測図（３）
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第１７６図 斜面貝層出土遺物実測図（４）
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第１７７図 斜面貝層出土遺物実測図（５）
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第１７８図 斜面貝層出土遺物実測図（６）
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第１７９図 斜面貝層出土遺物実測図（７）
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第１８０図 斜面貝層出土遺物実測図（８）
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第１８１図 斜面貝層出土遺物実測図（９）
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第１８２図 斜面貝層出土遺物実測図（１０）
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第１８３図 斜面貝層出土遺物実測図（１１）
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第１８４図 斜面貝層出土遺物実測図（１２）
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第１８５図 斜面貝層出土遺物実測図（１３）
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第１８６図 斜面貝層出土遺物実測図（１４）

―２３４―



第１８７図 斜面貝層出土遺物実測図（１５）

―２３５―



第１８８図 斜面貝層出土遺物実測図（１６）

―２３６―



第１８９図 斜面貝層出土遺物実測図（１７）

―２３７―



第１９０図 斜面貝層出土遺物実測図（１８）

―２３８―



第１９１図 斜面貝層出土遺物実測図（１９）

―２３９―



第１９２図 斜面貝層出土遺物実測図（２０）

―２４０―



第１９３図 斜面貝層出土遺物実測図（２１）

―２４１―



第１９４図 斜面貝層出土遺物実測図（２２）

―２４２―



第１９５図 斜面貝層出土遺物実測図（２３）

―２４３―



第１９６図 斜面貝層出土遺物実測図（２４）

―２４４―



第１９７図 斜面貝層出土遺物実測図（２５）

―２４５―



第１９８図 斜面貝層出土遺物実測図（２６）

―２４６―



第１９９図 斜面貝層出土遺物実測図（２７）

―２４７―



第２００図 斜面貝層出土遺物実測図（２８）

―２４８―



第２０１図 斜面貝層出土遺物実測図（２９）

―２４９―



第２０２図 斜面貝層出土遺物実測図（３０）

―２５０―



第２０３図 斜面貝層出土遺物実測図（３１）

―２５１―



第２０４図 斜面貝層出土遺物実測図（３２）

―２５２―



第２０５図 斜面貝層出土遺物実測図（３３）

―２５３―



第２０６図 斜面貝層出土遺物実測図（３４）

―２５４―



第２０７図 斜面貝層出土遺物実測図（３５）

―２５５―



第２０８図 斜面貝層出土遺物実測図（３６）

―２５６―



第２０９図 斜面貝層出土遺物実測図（３７）

―２５７―



第２１０図 斜面貝層出土遺物実測図（３８）

―２５８―



第２１１図 斜面貝層出土遺物実測図（３９）

―２５９―



第２１２図 斜面貝層出土遺物実測図（４０）

―２６０―



第２１３図 斜面貝層出土遺物実測図（４１）

―２６１―



第２１４図 斜面貝層出土遺物実測図（４２）

―２６２―



第２１５図 斜面貝層出土遺物実測図（４３）

―２６３―



第２１６図 斜面貝層出土遺物実測図（４４）

―２６４―



第２１７図 斜面貝層出土遺物実測図（４５）

―２６５―



第２１８図 斜面貝層出土遺物実測図（４６）

―２６６―



第２１９図 斜面貝層出土遺物実測図（４７）

―２６７―



第２２０図 斜面貝層出土遺物実測図（４８）

―２６８―



第２２１図 斜面貝層出土遺物実測図（４９）

―２６９―



第２２２図 斜面貝層出土遺物実測図（５０）

―２７０―



第２２３図 斜面貝層出土遺物実測図（５１）

―２７１―



第２２４図 斜面貝層出土遺物実測図（５２）

―２７２―



第２２５図 斜面貝層出土遺物実測図（５３）

―２７３―



第２２６図 斜面貝層出土遺物実測図（５４）

―２７４―



第２２７図 斜面貝層出土遺物実測図（５５）

―２７５―



第２２８図 斜面貝層出土遺物実測図（５６）

―２７６―



第２２９図 斜面貝層出土遺物実測図（５７）

―２７７―



第２３０図 斜面貝層出土遺物実測図（５８）

―２７８―



第２３１図 斜面貝層出土遺物実測図（５９）

―２７９―



第２３２図 斜面貝層出土遺物実測図（６０）

―２８０―



第２３３図 斜面貝層出土遺物実測図（６１）

―２８１―



第２３４図 斜面貝層出土遺物実測図（６２）

―２８２―



第２３５図 斜面貝層出土遺物実測図（６３）

―２８３―



第２３６図 斜面貝層出土遺物実測図（６４）

―２８４―



第２３７図 斜面貝層出土遺物実測図（６５）

―２８５―



第２３８図 斜面貝層出土遺物実測図（６６）

―２８６―



第２３９図 斜面貝層出土遺物実測図（６７）

―２８７―



第２４０図 斜面貝層出土遺物実測図（６８）

―２８８―



第２４１図 斜面貝層出土遺物実測図（６９）

―２８９―



第２４２図 斜面貝層出土遺物実測図（７０）

―２９０―



第２４３図 斜面貝層出土遺物実測図（７１）

―２９１―



第２４４図 斜面貝層出土遺物実測図（７２）

―２９２―



第２４５図 斜面貝層出土遺物実測図（７３）

―２９３―



第２４６図 斜面貝層出土遺物実測図（７４）

―２９４―



第２４７図 斜面貝層出土遺物実測図（７５）

―２９５―



第２４８図 斜面貝層出土遺物実測図（７６）

―２９６―



第２４９図 斜面貝層出土遺物実測図（７７）

―２９７―



第２５０図 斜面貝層出土遺物実測図（７８）

―２９８―



第２５１図 斜面貝層出土遺物実測図（７９）

―２９９―



第２５２図 斜面貝層出土遺物実測図（８０）

―３００―



第２５３図 斜面貝層出土遺物実測図（８１）

―３０１―



第２５４図 斜面貝層出土遺物実測図（８２）

―３０２―



第２５５図 斜面貝層出土遺物実測図（８３）

―３０３―



第２５６図 斜面貝層出土遺物実測図（８４）

―３０４―



第２５７図 斜面貝層出土遺物実測図（８５）

―３０５―



第２５８図 斜面貝層出土遺物実測図（８６）

―３０６―



第２５９図 斜面貝層出土遺物実測図（８７）

―３０７―



第２６０図 斜面貝層出土遺物実測図（８８）

―３０８―



第２６１図 斜面貝層出土遺物実測図（８９）

―３０９―



第２６２図 斜面貝層出土遺物実測図（９０）

―３１０―



第２６３図 斜面貝層出土遺物実測図（９１）

―３１１―



第２６４図 斜面貝層出土遺物実測図（９２）

―３１２―



第２６５図 斜面貝層出土遺物実測図（９３）

―３１３―



第２６６図 斜面貝層出土遺物実測図（９４）

―３１４―



第２６７図 斜面貝層出土遺物実測図（９５）

―３１５―



第２６８図 斜面貝層出土遺物実測図（９６）

―３１６―



第２６９図 斜面貝層出土遺物実測図（９７）

―３１７―



第２７０図 斜面貝層出土遺物実測図（９８）

―３１８―



第２７１図 斜面貝層出土遺物実測図（９９）

―３１９―



第２７２図 斜面貝層出土遺物実測図（１００）

―３２０―



第２７３図 斜面貝層出土遺物実測図（１０１）

―３２１―



第２７４図 斜面貝層出土遺物実測図（１０２）

―３２２―



第２７５図 斜面貝層出土遺物実測図（１０３）

―３２３―



第２７６図 斜面貝層出土遺物実測図（１０４）

―３２４―



第２７７図 斜面貝層出土遺物実測図（１０５）

―３２５―



第２７８図 斜面貝層出土遺物実測図（１０６）

―３２６―



第２７９図 斜面貝層出土遺物実測図（１０７）

―３２７―



第２８０図 斜面貝層出土遺物実測図（１０８）

―３２８―



第２８１図 斜面貝層出土遺物実測図（１０９）

―３２９―



第２８２図 斜面貝層出土遺物実測図（１１０）

―３３０―



第２８３図 斜面貝層出土遺物実測図（１１１）

―３３１―



第２８４図 斜面貝層出土遺物実測図（１１２）

―３３２―



第２８５図 斜面貝層出土遺物実測図（１１３）

―３３３―



第２８６図 斜面貝層出土遺物実測図（１１４）

―３３４―



第２８７図 斜面貝層出土遺物実測図（１１５）

―３３５―



第２８８図 斜面貝層出土遺物実測図（１１６）

―３３６―



第２８９図 斜面貝層出土遺物実測図（１１７）

―３３７―



第２９０図 斜面貝層出土遺物実測図（１１８）

―３３８―



第２９１図 斜面貝層出土遺物実測図（１１９）

―３３９―



第２９２図 斜面貝層出土遺物実測図（１２０）

―３４０―



第２９３図 斜面貝層出土遺物実測図（１２１）

―３４１―



第２９４図 斜面貝層出土遺物実測図（１２２）

―３４２―



第２９５図 斜面貝層出土遺物実測図（１２３）

―３４３―



第２９６図 斜面貝層出土遺物実測図（１２４）

―３４４―



第２９７図 斜面貝層出土遺物実測図（１２５）

―３４５―



第２９８図 斜面貝層出土遺物実測図（１２６）

―３４６―



第２９９図 斜面貝層出土遺物実測図（１２７）

―３４７―



第３００図 斜面貝層出土遺物実測図（１２８）

―３４８―



第３０１図 斜面貝層出土遺物実測図（１２９）

―３４９―



第３０２図 斜面貝層出土遺物実測図（１３０）

―３５０―



第３０３図 斜面貝層出土遺物実測図（１３１）

―３５１―



第３０４図 斜面貝層出土遺物実測図（１３２）

―３５２―



第３０５図 斜面貝層出土遺物実測図（１３３）

―３５３―



第３０６図 斜面貝層出土遺物実測図（１３４）

―３５４―



第３０７図 斜面貝層出土遺物実測図（１３５）

―３５５―



第３０８図 斜面貝層出土遺物実測図（１３６）

―３５６―



第３０９図 斜面貝層出土遺物実測図（１３７）

―３５７―



第３１０図 斜面貝層出土遺物実測図（１３８）

―３５８―



第３１１図 斜面貝層出土遺物実測図（１３９）

―３５９―



第３１２図 斜面貝層出土遺物実測図（１４０）

―３６０―



第３１３図 斜面貝層出土遺物実測図（１４１）

―３６１―



第３１４図 斜面貝層出土遺物実測図（１４２）

―３６２―



第３１５図 斜面貝層出土遺物実測図（１４３）

―３６３―



第３１６図 斜面貝層出土遺物実測図（１４４）

―３６４―



第３１７図 斜面貝層出土遺物実測図（１４５）

―３６５―



第３１８図 斜面貝層出土遺物実測図（１４６）

―３６６―



第３１９図 斜面貝層出土遺物実測図（１４７）

―３６７―



第３２０図 斜面貝層出土遺物実測図（１４８）

―３６８―



第３２１図 斜面貝層出土遺物実測図（１４９）

―３６９―



第３２２図 斜面貝層出土遺物実測図（１５０）

―３７０―



第３２３図 斜面貝層出土遺物実測図（１５１）

―３７１―



貝層出土遺物観察表（第１７３～３２３図）

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

１ 縄文土器 深鉢［１８�７］３１�０［８�９］長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通
隆帯と沈線で区画・横Ｓ字状のモチーフを形
成 頸部無文帯 以下に隆帯と縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文

KA３ｅ２� ７０％
PL４１

２ 縄文土器 浅鉢［１１�８］ ６�５ ６�０ 長石・石英・繊維 にぶい赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を曲線状に施文 KA３ｅ２�ｘ１５，
�ｘ１５

５０％
PL４４

３ 縄文土器 小形土器 － （２�４）［４�０］ 雲母・繊維 灰褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位施文 KA３ｅ２�ｘ１２ １０％

４ 縄文土器 深鉢［１９�９］（１２�５） － 長石・石英・繊維 にぶい赤褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす 地
文は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ４� １０％

５ 縄文土器 深鉢 － （７�５） ９�２ 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ４� １０％

６ 縄文土器 深鉢 － （８�７） ７�８ 長石・石英・繊維 にぶい橙 普通 多方向の沈線文を施文 KA２ｅ４� １０％

７ 縄文土器 深鉢 － （７�６） ９�８ 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 付加条縄文を施文 KA２ｅ４� １０％

８ 縄文土器 深鉢 － （４�１）［１０�８］ 長石・繊維 橙 普通 単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｃ１� １０％

９ 縄文土器 深鉢 １１�８（１１�３） － 長石・石英・繊維 灰褐 普通 口唇部刻み目 沈線文を格子状に施文 KA３ｃ２	ｘ１・２ ４０％
PL５１

１０ 縄文土器 深鉢 － （１０�９）１０�６ 長石・石英・繊維 明赤褐 普通 ２～４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KA３ｄ１
 ２０％

１１ 縄文土器 有孔鍔
付土器［１２�８］（５�６） － 長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 口縁部無文 孔を有する鍔を巡らす 沈線文

で弧状のモチーフを描出 KA３ｄ１� ５％

１２ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・雲母 灰褐 普通 隆帯で眼鏡状把手を描出 KA２ｅ５� ５％

１３ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを描出 円窓
を有する突起 KA２ｅ５
 ５％

１４ 縄文土器 深鉢［２８�７］（２６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文
撚糸文を羽状構成に施文 KA２ｅ５
 １５％

１５ 縄文土器 深鉢［３４�６］（８�７） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口縁部無文 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモ
チーフを形成 １段Ｌ無節縄文を施文 KA２ｅ５� ５％

１６ 縄文土器 深鉢 － （１８�９） ７�６ 長石・雲母 明赤褐 普通 沈線を伴う隆帯を垂下 地文は縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 KA２ｅ５� ６０％

PL５１

１７ 縄文土器 深鉢 － （１２�２）１１�５ 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 以下
に沈線文を斜め格子状に施文 KA３ｄ１� ２０％

１８ 縄文土器 深鉢 － （５�５） ９�４ 長石・石英・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を横位施文 KA２ｄ４� ５％

１９ 縄文土器 深鉢 － （４�２） ８�５ 長石・石英・繊維 赤褐 普通 撚糸文を施文 KA２ｂ４� ５％

２０ 縄文土器 尖底土器 － （４�０） － 長石・雲母・繊維 黄灰 普通 尖底 外面条痕文 KA２ｂ５� ５％

２１ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） ７�９ 長石・石英・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KA２ｃ３� １０％

２２ 縄文土器 尖底土器 － （８�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 外・内面条痕文 KA３ｄ４� １０％

２３ 縄文土器 深鉢［２３�０］（１８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KA３ｅ１	 ２０％
PL４４

２４ 縄文土器 深鉢 － （５�１）［８�３］ 長石 橙 普通 ２・３本単位の沈線文を垂下 地文は縦位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KA３ｅ１� ５％

２５ 縄文土器 尖底土器 － （３�１） － 長石・石英・繊維 にぶい橙 普通 外・内面条痕文 KA３ｅ１	 ５％

２６ 縄文土器 深鉢［３１�２］（３１�２） － 長石・雲母・繊維 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による刺突文を巡らす 以下
に撚糸文を羽状構成に施文 KA３ｅ４�・
 ４０％

PL４４

２７ 縄文土器 深鉢［３０�８］（２６�８） － 雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・微波状に横位・重
層施文 以下に刺突文を雑に施文 KA３ｅ４�・
・� ３０％

PL４４

２８ 縄文土器 深鉢 － （６�７） ９�０ 雲母・繊維 橙 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KA３ｅ４
 １０％

２９ 縄文土器 深鉢［１５�３］（１８�７） － 長石・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２・３本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施
文 KA２ｅ３� ３０％

３０ 縄文土器 深鉢 － （５�８）［１２�６］長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 KA２ｅ３� ５％

３１ 縄文土器 深鉢 － （１１�４）１０�２ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 縦位の撚糸文を施文 KA３ｄ２� ２０％

３２ 縄文土器 深鉢 － （４�８） ９�６ 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 １段のＲ無節縄文を施文 KA３ｄ３� １０％

３３ 縄文土器 深鉢［３１�０］（３２�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA２ｃ５ ３０％

３４ 縄文土器 深鉢 － （５�０）［１１�４］長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KA２ｃ５�・�
３２７層 ５％

３５ 縄文土器 深鉢 ２１�２ ２８�５ ８�８ 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文
突起と円窓を有する KA３ｅ１� ７０％

PL４１

３６ 縄文土器 深鉢［２１�３］（１５�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線を伴う隆帯を直状・波状に巡らす 地文
は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KA３ｅ１� ２０％

PL５１

３７ 縄文土器 深鉢 １９�５ ２９�５［９�３］長石・石英・雲母 黒褐 普通
口縁部無文 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻
状のモチーフを形成 沈線文を垂下 ２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文

KA３ｅ２
 ９０％
PL４１

３８ 縄文土器 有孔鍔
付土器［２２�８］（１�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 孔を有する鍔を巡らす KA３ｅ４�ｘ１ ５％

３９ 縄文土器 深鉢［３６�４］（３１�１） － 長石・雲母・繊維 にぶい褐 普通
２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位２段
に施文 以下に円形刺突文を巡らす ２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文

KB２ａ３�・
 ３０％
PL４４

４０ 縄文土器 深鉢［３２�４］（２２�９） － 雲母・赤色粒子・繊維 にぶい褐 普通 ２～４本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施
文 KB２ａ３� １０％

４１ 縄文土器 深鉢［１１�６］ ９�９［１０�０］長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ５本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KB２ａ３� ３０％
PL５１

４２ 縄文土器 深鉢 － （１２�９） － 長石・雲母・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KB２ａ３� １０％

４３ 縄文土器 深鉢［３６�２］（２３�１） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ａ３�・
 ３０％

―３７２―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

４４ 縄文土器 深鉢［３５�８］（２３�０） － 長石・赤色粒子 灰黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 ３本単位の沈線を垂下 ２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB２ａ３� ２０％
PL５２

４５ 縄文土器 深鉢［１４�０］（４�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 KB２ａ３�ｘ２ ５％

４６ 縄文土器 深鉢 － （８�２） ７�２ 長石・石英 橙 普通 付加条縄文を施文 KB２ａ３� ５％

４７ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を横位施文 KB２ａ２� ２０％

４８ 縄文土器 深鉢［３６�８］（８�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で区画・渦巻
状のモチーフを形成 KB２ａ４� １０％

４９ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・雲母 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 ３本単位の沈線を垂下 ２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB２ａ４� １０％

５０ 縄文土器 深鉢［１６�４］（１３�２） － 長石・雲母 にぶい褐 普通
棒状工具による円形刺突文を巡らす 磨り消
し帯を垂下 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB２ａ４� １０％

５１ 縄文土器 深鉢 － （９�７）［１２�０］長石・石英・赤色粒子 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文を垂下 地文は２段ＲＬ単
節縄文を施文 KB２ａ４	 ２０％

５２ 縄文土器 深鉢 － （９�１）［８�６］長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は撚糸文を施文 KB２ａ４
 １０％

５３ 縄文土器 深鉢 － （１１�２）［６�８］長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を垂下 地文は縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ａ４� １０％

５４ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （５�６） － 長石・雲母 明赤褐 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KB２ａ４�ｘ７ １０％

５５ 縄文土器 深鉢［２６�５］２９�２［６�８］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 ２本単位の沈線を縦・横位に巡らす 地文は
縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ３� ８０％

５６ 縄文土器 深鉢［２４�４］（１８�５） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 ２・３本単位の沈線を縦・横位に巡らす 地
文は撚糸文を施文 KB２ｂ３� ２０％

５７ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線を巡らす 区画内に棒状工具によ
る刺突文を施文 KB２ｂ３� ５％

５８ 縄文土器 小形深鉢［１０�９］（８�３） － 長石・石英 褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB２ｂ３�４６１層 １５％

５９ 縄文土器 深鉢 － （２４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ３� ４０％

６０ 縄文土器 深鉢［２７�１］（２３�６） － 長石・雲母
にぶい
赤褐

普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB２ｂ４
 ６５％

６１ 縄文土器 深鉢 ２４�７（１８�９） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 ２・３本単位の沈線文を縦・横位に巡らす
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ４�・	 ５０％

６２ 縄文土器 深鉢［１７�８］（１０�６） － 長石・雲母 褐灰 普通 ２本単位の沈線文を縦・横位に巡らす 地文
は撚糸文を施文 KB２ｂ４� １０％

６３ 縄文土器 深鉢 ２５�５（２４�２） － 長石・石英・繊維 にぶい赤褐 普通 Ｓ字状結節文・１段Ｌ無節縄文を施文 KB２ｂ５
・� ３５％
PL４４

６４ 縄文土器 深鉢［３０�２］（１９�７） － 長石・石英・繊維 褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｂ５� １０％

６５ 縄文土器 深鉢 － （１２�０）［１０�８］ 長石・繊維 明赤褐 普通 ２～４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ｃ１	他 ２０％

６６ 縄文土器 深鉢［２１�９］（２７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 撚糸文を施文 ２方向からの穿孔 孔径０．５
～０．８� KB２ｃ２� ２０％

PL４５

６７ 縄文土器 深鉢 － （４�４） ８�８ 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 竹管状工具による刺突文を巡らす KB２ｃ２	４５２層 １０％

６８ 縄文土器 深鉢［１７�８］（１６�０） － 長石・石英・繊維 黒褐 普通 ２～４本単位の結節を加えた櫛歯文を微波状
に横位施文 KB２ｃ３�・� ２０％

PL５１

６９ 縄文土器 深鉢 ２４�７（２４�６） － 長石・石英 灰褐 普通 ２・３本単位の沈線文を直状・波状に巡らす
地文は撚糸文を施文 KB２ｃ３�他 ５０％

PL４５

７０ 縄文土器 深鉢［２７�０］（１０�７） －
長石・石英・雲母
・赤色粒子

褐灰 普通
棒状工具による刺突文を巡らす 以下に２本
単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文

KB２ｃ３�・� ４０％

７１ 縄文土器 深鉢［１６�５］（８�２） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 以下に竹管状工具による円形刺
突文を巡らす KB２ｃ３� １０％

７２ 縄文土器 深鉢 ２０�４（２１�７） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB２ｃ４� ７５％

７３ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 押捺を加えた隆帯を巡らす 蛇行する細い隆
帯を貼付 地文は３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB２ｃ４	 ５％

７４ 縄文土器 深鉢 － （６�５）［９�２］ 長石・繊維 にぶい褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｃ４
�ｘ２２ １０％

７５ 縄文土器 浅鉢［２４�０］１１�０ ６�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 ナデ KB２ｃ４� ７５％

７６ 縄文土器 浅鉢［４８�２］（２２�７） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 無文 ナデ KB２ｃ４�ｘ２２ ２５％

７７ 縄文土器 深鉢［２９�２］（１０�５） － 石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線を直状・波状に巡らす 地文は２
段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｃ５
 １０％

７８ 縄文土器 浅鉢［４０�３］（１４�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部無文 以下に２本単位の沈線文を直状・鋸
歯状に巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｃ５�・
 ２０％

７９ 縄文土器 浅鉢［３７�８］（１０�５） － 長石・雲母 にぶい褐 普通
口縁部無文 以下に３本単位の沈線を伴う磨
り消し帯を直状・波状に巡らす １段Ｌ無節
縄文を施文

KB２ｃ５
 １５％

８０ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・雲母 明赤褐 普通 押捺を加えた隆帯を縦・横位に巡らす 地文
は櫛歯状工具による条線文を施文 KB２ｄ２� １０％

８１ 縄文土器 深鉢［２６�２］（１４�９） － 長石・雲母・繊維 黒褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｄ３� ２０％

８２ 縄文土器 深鉢［１５�８］（１８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 ２方向からの穿孔
孔径０．７～１．０� KB２ｄ３� ２０％

８３ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・雲母・繊維 にぶい橙 普通 沈線を巡らす 以下に細い櫛歯文を直状・波
状に横位施文 KB２ｄ３
 １０％

８４ 縄文土器 深鉢 － （７�４）［８�８］長石・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を曲線的に施文 KB２ｄ３� １０％

８５ 縄文土器 浅鉢［１７�４］（６�０） － 長石 にぶい黄橙 普通 沈線を巡らす 無文 外面赤彩 KB２ｄ３
 １０％

８６ 縄文土器 手捏土器［２�８］（２�３） － 長石・雲母 橙 普通 外・内面指頭ナデ KB２ｄ３	６０６層 ２０％

―３７３―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

８７ 縄文土器 深鉢 － （１１�５） ８�０ 長石・石英 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は撚糸文を施文 KB２ｄ４� ２０％

８８ 縄文土器 深鉢 － （６�３）［１０�８］長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｄ４�ｘ２８ １０％

８９ 縄文土器 浅鉢 － （５�３）１０�１ 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 丁寧なナデ KB２ｄ４� ５％

９０ 縄文土器 深鉢 ２６�６ ３７�０ ７�６ 長石・石英・礫 にぶい赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｄ５�・� ７０％
PL４２

９１ 縄文土器 深鉢 － （２０�２） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 地文は櫛歯
状工具による条線文を施文 KB２ｄ５� ２０％

９２ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 地文は横位の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ５ 一括 １０％

９３ 縄文土器 深鉢 － （５�４）［８�４］長石・石英・雲母 橙 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は撚糸文を施文 KB２ｄ５� １０％

９４ 縄文土器 深鉢［２９�０］（１３�９） － 長石・赤色粒子・繊維 にぶい橙 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB２ｅ１� ５％

９５ 縄文土器 深鉢 － （２３�０）［１０�０］長石・石英・雲母 黒褐 普通 棒状工具による刺突文を巡らす 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ１	 ２０％

９６ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ１� ５％

９７ 縄文土器 深鉢 － （７�３） ６�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ１
 ２０％

９９ 縄文土器 深鉢［３０�５］（１８�５） － 長石・雲母・礫 褐 普通 隆帯と沈線で楕円形・渦巻状のモチーフを形
成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 KB２ｅ２� １０％

１００ 縄文土器 小形土器 ４�４ ２�７ － 長石・石英 橙 普通 無文 外・内面ナデ KB２ｄ５� ９０％

１０２ 縄文土器 深鉢 － （１４�２） ６�０ 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２
 １５％

１０３ 縄文土器 浅鉢 － （１３�８） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ４本単位の櫛歯状工具による条線文を横位施
文 KB２ｅ２
 ４０％

１０５ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３� １０％

１０６ 縄文土器 深鉢［２２�４］（１５�０） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段ＲＬＲ複
節縄文を施文

KB２ｅ３� ２０％

１０７ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 区画内に２段ＲＬ
単節縄文を施文 KB２ｅ３� ５％

１０８ 縄文土器 浅鉢［３６�６］（１８�３） － 長石・石英 灰黄褐 普通 無文 外・内面ナデ KB２ｅ３�ｘ１ ２０％

１０９ 縄文土器 特殊土器 － （５�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 橋状把手 KB２ｅ４
 ５％

１１０ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （６�６） － 長石・雲母 黄橙 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KB２ｅ４�ｘ１７ １０％

１１１ 縄文土器 小形土器 － （２�９）［４�０］ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 外・内面指頭ナデ KB２ｅ５�ｘ２２ ３０％

１１２ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通 隆帯で区画・渦巻状のモチーフを形成 区画
内に櫛歯状工具による条線文を施文 KB３ａ１� ５％

１１３ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 隆帯で区画・渦巻状のモチーフを形成 区画
内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ１� ５％

１１４ 縄文土器 深鉢［２５�６］（２０�３） － 長石・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ２� ２０％

１１５ 縄文土器 赤色土器 － （４�１） － 長石・石英 灰褐 普通 無文 外面赤彩 KB３ａ２� ５％

１１６ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に竹管状工具による円形刺突文を施文 KB３ａ３� ５％

１１７ 縄文土器 小形土器［５�０］ ２�２ － 長石・雲母 明赤褐 普通 外・内面指頭ナデ KA３ｅ１� ４０％

１１８ 縄文土器 深鉢［３６�５］４８�０ １０�６ 長石・石英・雲母 褐灰 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 ３本単位の沈線文を垂下 ２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB３ａ４�・
・
�・�

６０％
PL４２

１１９ 縄文土器 深鉢 － （２５�２） － 長石・石英・小礫 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
地文は２ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ４�・
 ２０％

１２０ 縄文土器 深鉢［４５�３］（１７�４） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で眼鏡状把手・区画を形成 区画
内に沈線文を施文 KB３ａ４� ５％

PL５２

１２１ 縄文土器 浅鉢 － （９�６） ８�０ 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 ２本単位の沈線文を垂下 KC３ａ２� １０％

１２２ 縄文土器 深鉢 － （４１�４）１０�１ 長石・雲母 にぶい橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ４��� ５０％

１２３ 縄文土器 深鉢 － ［３６�８］（１０�７）長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ２本の隆帯を巡らす 以下に２・３本単位の沈
線文を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ４�・� ６０％

１２４ 縄文土器 深鉢 － （２５�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で区画を形成 ２・３本単位の沈線文
を縦・横位に巡らす 地文は付加状縄文を施文 KB３ａ４
・� ２５％

PL５２

１２５ 縄文土器 深鉢 － （１４�８） － 長石・雲母・繊維 黄橙 普通 木目状撚糸文を施文 KB３ａ４
 １５％

１２６ 縄文土器 深鉢 － （１６�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 ３本単位の蛇行する沈線文を垂下 地文は２
段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ４� １５％

１２７ 縄文土器 鉢 ２１�２ １５�４ ８�７ 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 Ｕ字状の沈線を伴う磨り消し帯を巡らす 地
文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ４� ９０％

PL４５

１２８ 縄文土器 器台［１６�２］ ５�６［２０�５］長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 外・内面ていねいなナデ 円窓を有する KB３ａ４� ２５％

１２９ 縄文土器 深鉢 － （４�８）［１０�０］長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ１� １０％

１３０ 縄文土器 深鉢［１６�０］（１６�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 口縁部無文 刻みを加えた隆帯と沈線で区画・渦
巻状のモチーフを形成 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２� ５０％

PL４５

１３１ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２
 ５％

１３２ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを形成 地文
は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｂ２ 一括 ５％

１３３ 縄文土器 深鉢［２７�８］（４�７） － 雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯を巡らす 無文 KB３ｂ２� ５％

１３４ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） ６�６ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｂ２� １０％

―３７４―
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１３５ 縄文土器 深鉢 － （２�８）［５�５］ 長石・雲母 にぶい橙 普通 鋸歯状の沈線文を垂下 KB３ｂ２�ｘ１７ ５％

１３６ 縄文土器 小形土器［４�７］ ８�４［５�４］長石・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２�ｘ１４・
１７ ５０％

１３７ 縄文土器 深鉢［２７�３］（３８�２）１０�２ 長石・雲母 にぶい赤褐 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線文で曲線的なモチーフを垂下 ２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB３ｂ３�・� ６５％
PL４３

１３８ 縄文土器 深鉢 ２１�０（３３�７） － 長石・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で渦巻状・横Ｓ字状のモチーフを
形成 沈線文を充填・垂下 ２段ＲＬ単節縄
文を施文

KB３ｂ３� ９０％
PL４３

１３９ 縄文土器 深鉢［２２�８］（１７�９） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 ２本単位の沈
線文を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３� ２０％

１４０ 縄文土器 深鉢［２２�６］（６�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ｂ３� １０％

１４１ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・赤色粒子 黄橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３	 １０％

１４２ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 環状の突起 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３�ｘ３ １０％

１４３ 縄文土器 深鉢 － （１４�７） － 長石・石英 橙 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ３
・� １５％

１４４ 縄文土器 深鉢 － （２４�８）［９�６］ 長石 にぶい褐 普通 縦位回転の１段Ｌ無節縄文・２段ＲＬ単節縄
文を施文 KB３ｂ３� ２０％

１４５ 縄文土器 深鉢 － （３�３）［１０�０］長石・石英・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ３�ｘ２５ １０％

１４６ 縄文土器 浅鉢［２９�９］（１４�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｂ３	ｘ３ ２０％

１４７ 縄文土器 浅鉢［３１�５］（８�４） － 長石・石英 灰褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｂ４
 １０％

１４８ 縄文土器 深鉢［１５�５］２２�１ ７�５ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部無文 以下に縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文 KB３ｂ４�他 ８０％

１４９ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 長石・雲母 にぶい黄褐 普通 隆帯と沈線で区画・Ｓ字状のモチーフを形成
区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ４� １０％

１５０ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 KB３ｂ４�４２層 １０％

１５１ 縄文土器 深鉢 － （７�４） ５�５ 長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で区画を形成 区画内に刺突文を
充填 KB３ｅ２� １０％

１５２ 縄文土器 浅鉢［４３�０］（６�８） － 長石・雲母・赤色粒子・礫 にぶい赤褐 普通 口唇部に２本単位の沈線を巡らす 外面赤彩 KB３ｂ４
 １０％

１５３ 縄文土器 深鉢 － （８�３）１１�０ 石英・雲母・赤色粒子 橙 普通 １～３本単位の沈線文を垂下 地文は２段Ｌ
Ｒ単節縄文を施文 KB３ｂ４� ５％

１５４ 縄文土器 深鉢 － （１１�５）［８�２］長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を縦・横位施文 KB３ｂ５�ｘ１０ ５％

１５５ 縄文土器 深鉢 － （４�５）［７�６］ 長石・雲母 にぶい褐 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は撚糸文を施文 KB３ｂ５
ｘ７ ５％

１５６ 縄文土器 深鉢［２３�６］（２０�２） － 長石・石英・赤色粒子 褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 ２本単位の沈線を垂下 ２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB３ｃ１� １０％

１５７ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ４� ５％

１５８ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｃ１� １０％

１５９ 縄文土器 深鉢 － （６�１）［８�８］長石・雲母・赤色粒子 赤褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｃ１�ｘ２１ ５％

１６０ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （４�２） － 長石・石英・雲母 浅黄橙 普通 孔を有する鍔を巡らす 以下に竹管状工具に

よる円形刺突文を施文 KB２ｅ３�ｘ１１ ５％

１６１ 縄文土器 深鉢 － （３３�５） － 石英・雲母 にぶい褐 普通 刻みを加えた隆帯と沈線で楕円形区画・眼鏡状
把手を形成 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ２
・
他 ６０％

PL４５

１６２ 縄文土器 深鉢［４２�２］（３０�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 微隆帯を巡らす 地文は多方向
の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ２� ３０％

１６３ 縄文土器 深鉢［１９�７］２３�７（８�３） 長石・雲母 にぶい黄褐 普通 ２本単位の沈線文を縦・横位に巡らす 地文
は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ２�・	 ５０％

PL５２

１６４ 縄文土器 深鉢［２２�１］（１９�０） － 長石・石英 にぶい橙 普通
交互刺突による連続コの字状文を巡らす
２・３本単位の沈線文を連弧状に施文 櫛歯
状工具による条線文

KB３ｃ２	 ３０％

１６５ 縄文土器 深鉢［３０�０］（１４�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に撚糸文を施文 KB３ｃ２� ５％

１６６ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に２
段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ２�ｘ３ ５％

１６７ 縄文土器 浅鉢 － （９�３） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 交互刺突による連続コの字状文・刻みを有す
る隆帯を巡らす 以下無文 KB３ｃ２� ５％

１６８ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・石英・繊維 橙 普通 隆帯・半截竹管状工具による刺突文を施文 KB３ｃ２�ｘ２８ ５％

１６９ 縄文土器 深鉢 － （２３�５） － 長石 橙 普通 ３本単位の沈線文を垂下 地文は２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB３ｃ２�・�・
	他 ３０％

１７０ 縄文土器 深鉢 － （６�０） ７�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 細かい櫛歯文を縦位施文 KB３ｃ２� ２０％

１７１ 縄文土器 浅鉢［３７�４］（１３�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｃ２� ２０％

１７２ 縄文土器 深鉢 ２１�９ ３１�３ ９�１ 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線文を縦・横位に巡らす 地文
は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３
・� ６０％

１７３ 縄文土器 深鉢［３３�６］（１８�３） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ３� １５％

１７５ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ３� １０％

１７６ 縄文土器 深鉢 － （９�０）［１０�０］長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３
 １０％

１７７ 縄文土器 深鉢 － （７�８）［８�６］長石・石英・赤色粒子 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３	 １０％

１７８ 縄文土器 深鉢 － （２９�４） ８�０ 長石・石英 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に３段ＬＲＬ複節縄文を施文
撚糸文を施文

KB３ｃ３�・�他 ４０％
PL４６

―３７５―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

１７９ 縄文土器 深鉢 － （１４�４） － 長石 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ４� ５％

１８０ 縄文土器 浅鉢［３９�６］（１２�５） － 長石・石英 にぶい褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｃ４� ５％

１８１ 縄文土器 深鉢 － ［１９�８］（７�０） 長石・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ４� ５％

１８２ 縄文土器 深鉢［１７�７］（４�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 有孔鍔付土器ヵ KB３ｃ４�ｘ７他 ５％

１８３ 縄文土器 深鉢 － （２５�４） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 沈線を伴う磨り消し帯を巡らす 以下に渦巻状の
モチーフを描出 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４� ３０％

１８４ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 地文は３段複節縄文を施文 KB３ｃ４�ｘ８ ５％

１８５ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （８�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KB３ｃ４� １０％

１８７ 縄文土器 深鉢［２７�２］（２２�８） － 長石・雲母・赤色粒子 灰黄褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ５� ４０％

１８８ 縄文土器 深鉢［３６�８］（２６�４） － 雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ５�・� ２０％

１８９ 縄文土器 浅鉢 － （７�３） － 長石・石英 褐 普通 口唇部に２本の沈線文を巡らす 無文 KB３ｃ５� ５％

１９０ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ５	 ５％

１９１ 縄文土器 深鉢 － （３�０）［９�４］長石・雲母・石英・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB４ｂ１� １０％

１９２ 縄文土器 深鉢［２２�６］（１８�６） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１� ２５％

１９３ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 石英・雲母・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１� １０％

１９４ 縄文土器 深鉢 － （１１�８）１０�３ 長石・雲母 明赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１� １５％

１９５ 縄文土器 深鉢［３１�７］（２３�１） － 長石・雲母 にぶい黄褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成 沈
線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２
 ２５％

PL５２

１９６ 縄文土器 深鉢［２７�１］（３０�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成 沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２� ４０％

１９７ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｄ２
 １０％

１９８ 縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で眼鏡状把手を形成 KB３ｄ２� ５％

１９９ 縄文土器 浅鉢［３５�２］（２５�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻
状のモチーフを形成 ３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｄ２�・
 ３０％

２００ 縄文土器 深鉢［３１�７］（１８�０） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい褐 普通 沈線文を重弧状に施文 押捺を加えた隆帯を巡らす
地文は条線文を垂下 口縁部内面に突帯を巡らす KB３ｄ２
他 ２０％

PL５２

２０１ 縄文土器 浅鉢［３４�０］（１３�３） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｄ２� １０％

２０２ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石 黒褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｄ３� ５％

２０３ 縄文土器 深鉢［１６�６］（６�２） － 長石・石英 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 地文は３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｄ３� ２０％

２０４ 縄文土器 深鉢 － （１５�０） － 長石・石英・雲母 オリーブ褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３� １５％

２０５ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） ７�０ 長石・石英 にぶい橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３� ２５％

２０６ 縄文土器 浅鉢 － （９�０）［６�８］長石・石英・雲母 黒褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｄ３�・� １５％

２０７ 縄文土器 小形土器 － （４�２） ３�８ 長石・石英 橙 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｄ３� ２５％

２０８ 縄文土器 深鉢 ３０�５（８�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４� ３０％

２０９ 縄文土器 深鉢［４９�０］（１１�０） － 長石・石英 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４� １０％

２１０ 縄文土器 深鉢［２２�４］（１３�２） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 円形刺突文と沈線文を巡らす 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下 地文は撚糸文を施文 KB３ｄ４�・� ２０％

２１１ 縄文土器 深鉢［２５�４］（１６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線文を巡らす 沈線を伴う磨り消し帯を垂
下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４
 ２０％

２１２ 縄文土器 深鉢［２２�６］（１０�３） － 長石・雲母・赤色粒子 橙 普通 円形刺突文を加えた沈線文を巡らす 以下無
文 KB３ｄ４�・� １０％

２１３ 縄文土器 深鉢［３８�０］（９�４） － 長石 橙 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で区画を形成 KB３ｄ４� １０％

２１４ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 KB３ｄ４� ５％

２１５ 縄文土器 浅鉢 － （６�３） ８�２ 長石・石英・赤色粒子 褐灰 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｄ４� １０％

２１６ 縄文土器 深鉢 － （９�９）［６�４］長石・石英・赤色粒子 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KB３ｄ４� １０％

２１７ 縄文土器 深鉢［２７�３］（１４�８） － 長石・石英 灰褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成 沈
線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ５	 １０％

２１８ 縄文土器 深鉢 － （１４�５） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ５� １０％

２１９ 縄文土器 深鉢 － （６�０） ６�０ 長石・石英 橙 普通 ２・３本単位の沈線文を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KB３ｄ５� １０％

２２０ 縄文土器 深鉢［１７�４］２１�０ ６�０ 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 押捺を加えた隆帯を縦・横位に巡らす 地文
は櫛歯状工具による条線文を施文 KB３ｅ１� ７０％

PL４６

２２１ 縄文土器 深鉢［３１�０］（１１�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 １段Ｌ無節縄文を施文 KB３ｅ２� ５％

２２２ 縄文土器 深鉢 （１６�１） － 長石・石英・雲母 褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ２� ２０％

２２３ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 KB３ｅ２� ５％

２２４ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 雲母 にぶい黄橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に１
段Ｌ無節縄文を施文 KB３ｅ２� ５％

２２５ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・雲母・赤色粒子 にぶい橙 普通 円形刺突文を巡らす 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ２� ２０％

―３７６―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

２２７ 縄文土器 深鉢［２３�４］（１７�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ３�・� ３０％

２２８ 縄文土器 深鉢［２１�６］（１３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 KB３ｅ３� ２０％

２２９ 縄文土器 深鉢［２７�６］（１４�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ３� １０％

２３０ 縄文土器 深鉢［２６�２］（１２�８） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ３� １０％

２３１ 縄文土器 深鉢［２２�３］（１２�４） － 長石・石英 にぶい褐 普通
円形刺突文を加えた沈線文・３本単位の沈線
を伴う磨り消し帯を巡らす 地文は２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB３ｅ３� １０％

２３２ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３� １０％

２３４ 縄文土器 深鉢［３０�０］（８�７） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口縁部無文 以下に沈線文を巡らす 地文は
櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｅ３� １０％

２３５ 縄文土器 深鉢［３１�０］（１０�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｅ４� １０％

２３６ 縄文土器 深鉢 － （１９�０） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ４�・� ２０％

２３７ 縄文土器 深鉢 － （１３�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 外面赤彩 KB３ｄ４ １０％

２３８ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母 紫黒 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 沈線文を
施文 外面赤彩 KB３ｄ４	 ５％

２３９ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） ５�６ 長石・石英 にぶい橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KC２ａ３	 １０％

２４０ 縄文土器 小形土器 － （２�５） ３�４ 長石・石英 にぶい褐 普通 無文 外・内面ナデ KC２ａ３	４４５層 １０％

２４２ 縄文土器 深鉢［３４�５］（２９�３） － 長石・雲母 にぶい橙 普通 口唇部刻み目 押捺を加えた隆帯を縦・横位
に巡らす 地文は太い条線文を施文 KC２ａ５� ３０％

PL４６

２４３ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・赤色粒子 橙 普通 隆帯と沈線で区画・橋状把手を形成 KC２ａ５
ｘ９ ５％

２４４ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） ６�８ 長石・石英 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KC２ａ５� １０％

２４５ 縄文土器 小形土器 － （５�１） ４�０ 長石・石英 明赤褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は３段Ｒ
ＬＲ複節縄文を施文 KC２ａ５�ｘ２１ １０％

２４７ 縄文土器 深鉢［３４�０］（１７�８） － 長石・石英・雲母・礫 にぶい赤褐 普通 多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ２� １５％

２４８ 縄文土器 深鉢 － （３０�１） ６�６ 長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 微隆帯による区画を形成 微隆帯間を磨り消
す 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文

KC２ｂ２�・�・
� ３０％

２４９ 縄文土器 小形土器 － （５�０） ４�１ 長石・石英 褐 普通 無文 外・内面ナデ KC２ｂ２
ｘ７ ２０％

２５０ 縄文土器 深鉢［２９�８］（１１�０） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通
隆帯と沈線による楕円形区画・渦巻状のモ
チーフを形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下
２段ＲＬ単節縄文を施文

KC２ｂ３� ５％

２５１ 縄文土器 浅鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 隆帯を巡らす 無文 外・内面ナデ KC２ｂ３
ｘ１４ ５％

２５２ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （７�２） － 長石・石英・赤色粒子 黄橙 普通 隆帯で橋状把手 沈線で楕円形区画を形成 KC２ｂ３
 ５％

２５３ 縄文土器 瓢箪形
土器 ［８�６］（３�８） － 長石・石英 黒褐 普通 隆帯で橋状把手を形成 KC２ｂ３�ｘ１１ ５％

２５４ 縄文土器 特殊土器 － （５�０） － 長石・石英 にぶい褐 普通 隆帯で橋状把手を形成 地文は２段ＬＲ単節
縄文を施文 KC２ｂ３�ｘ９ ５％

２５５ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） ６�４ 長石・石英 明赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KC２ｂ３� １０％

２５６ 縄文土器 深鉢［２６�０］（９�３） － 長石・石英 灰黄褐 普通
隆帯と沈線による楕円形区画・渦巻状のモ
チーフを形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下
２段ＲＬ単節縄文を施文

KC２ｂ４� １０％

２５７ 縄文土器 深鉢 １７�２（２０�６） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 沈線文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を
施文 KC２ｃ３� ８０％

PL４６

２５８ 縄文土器 深鉢 １３�５（１４�６） － 長石・石英 にぶい橙 普通 微隆帯と棒状工具による円形刺突文を巡らす
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｃ４� ２０％

２５９ 縄文土器 深鉢［２０�０］（１４�５） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 沈線文を巡らす 地文は１段Ｌ無節縄文を施
文 KC２ｃ４�・� ４０％

２６０ 縄文土器 台付鉢 － （５�８）（８�８）長石・赤色粒子 橙 普通 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｃ４
 １０％

２６１ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （６�５） － 長石・石英 灰褐 普通 微隆帯による渦巻状のモチーフを形成 KC２ｃ５� １０％

２６２ 縄文土器 深鉢［３２�０］（１７�６） － 石英 にぶい黄橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチー
フ・橋状把手を形成 磨り消し帯を垂下 ２
段ＲＬ単節縄文を施文

KC３ａ１� ２０％

２６３ 縄文土器 深鉢［２７�０］（２１�１） － 長石 にぶい橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＬＲＬ複節縄文を施文

KC３ａ１� ２０％

２６４ 縄文土器 深鉢［３１�２］（１０�０） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 隆帯と沈線で楕円形区画を形成
区画内に２段ＬＲ単節縄文を施文 KC３ａ１� １０％

２６５ 縄文土器 深鉢［３４�０］（９�３） － 長石 にぶい橙 普通 口縁部無文 隆帯で区画を形成 KC３ａ１� １０％

２６６ 縄文土器 深鉢［１５�６］（７�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 沈線で区画を形成 KC３ａ１� １０％

２６７ 縄文土器 深鉢 － （１５�４） － 長石 にぶい褐 普通 隆帯で楕円形区画を形成 地文は２段ＲＬ単
節縄文を施文 KC３ａ１� ２０％

２６８ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （１１�５） － 長石・石英・赤色粒子 灰黄褐 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフ・橋状把手を形成 KC３ａ１� ２０％

２６９ 縄文土器 浅鉢 － （１１�９）［８�８］長石・雲母・赤色粒子 明赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KC３ｃ１
 ２０％

２７０ 縄文土器 浅鉢 － （７�８） ９�４ 長石・雲母 褐灰 普通 微隆帯で区画を形成 無文 KC３ａ１� １５％

２７１ 縄文土器 有孔鍔
付土器［１４�０］（３�１） － 長石・雲母 赤黒 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KC３ａ１�ｘ１７ ５％

―３７７―
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２７２ 縄文土器 小形土器 － （２�７）［４�６］ 長石・石英 灰褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KC３ａ１�ｘ１８ １０％

２７４ 縄文土器 深鉢［４７�０］（１９�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ２� ２０％

２７５ 縄文土器 深鉢 － （１９�８） － 石英・雲母 褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチー
フ・橋状把手を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文

KC３ａ２� ３０％

２７６ 縄文土器 深鉢［２４�１］（１９�８） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通
沈線文を巡らす ２・３本単位の沈線を伴う
磨り消し帯を縦・横位に施文 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC３ａ２� ３０％

２７７ 縄文土器 深鉢［２０�４］（９�６） － 長石・石英・赤色粒子 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KC３ａ２� １０％

２７８ 縄文土器 浅鉢［２４�４］（１１�７） － 長石・石英 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 以下に櫛歯状工具による条線文
を垂下 KC３ａ２� １０％

２７９ 縄文土器 深鉢［２４�４］（１７�３） － 長石・石英 にぶい黄 普通 口唇部刻み目 押捺を加えた隆帯を縦・横位に
巡らす 沈線文を口縁部は重弧状 胴部は垂下 KC３ａ２� ２０％

２８０ 縄文土器 深鉢［２０�１］（１７�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 無文 指頭による縦位の粗いナデ KC３ａ２� １０％

２８１ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・橋状把手を形成
区画内に３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KC３ａ２	 １０％

２８２ 縄文土器 深鉢 － （１４�４） ４�８ 長石・石英・赤色粒子 赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ２� ２０％

２８３ 縄文土器 深鉢［４４�０］（１５�９） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部無文 隆帯で区画を形成 区画内に２
段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ３�・� １０％

２８４ 縄文土器 深鉢［２４�８］（１７�３） － 長石・石英 赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し
帯を垂下 地文は３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KC３ａ３
 １０％

２８５ 縄文土器 深鉢［３１�８］（１２�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ３� １０％

２８６ 縄文土器 深鉢［２４�６］（１８�６） － 長石・石英・赤色粒子 灰褐 普通 微隆帯で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ３	ｘ３ １０％

２８７ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通
隆帯と沈線で三角形区画・渦巻状のモチー
フ・橋状把手を形成 磨り消し帯を垂下 ２
段ＬＲ単節縄文を施文

KC３ａ３� １０％

２８８ 縄文土器 台付鉢 － （２�６） － 長石・石英 橙 普通 無文 外・内面ナデ KC３ａ３
 １０％

２８９ 縄文土器 有孔鍔
付土器［１０�２］（１１�９） － 長石・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 微隆帯で楕円形区画を形成 ２方向の穿孔を

有する
KC３ａ４
ｘ１０，
２７２層 １０％

２９０ 縄文土器 瓢箪形
土器 ［１６�６］（２�３） － 長石・石英 褐灰 普通 隆帯で橋状把手を形成 KC３ａ４� ５％

２９１ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （２０�２） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 微隆帯で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形

成 KC３ａ４� １０％

２９３ 縄文土器 深鉢［２２�４］（１５�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を
施文 KC３ｂ１� １０％

２９４ 縄文土器 深鉢 － （１９�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で眼鏡状・窓枠状把手を形成 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ１
 １０％

２９５ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （１５�４） － 長石・石英 灰褐 普通 微隆帯で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形

成 KC３ｂ１� １０％

２９７ 縄文土器 深鉢 － （８�６）（５�６）長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ２� １０％

２９８ 縄文土器 有孔鍔
付土器［２０�６］（２�３） － 長石・石英 灰褐 普通 隆帯で橋状把手を形成 KC３ｂ２� ５％

２９９ 縄文土器 有孔鍔
付土器［１４�６］（５�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 孔を有する鍔を巡らす 以下に沈線文を施文 KC３ｂ２�ｘ１３ ５％

３００ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （４�０） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 孔を有する鍔を巡らす KC３ｂ２� ５％

３０１ 縄文土器 小形土器 － （１�９） ２�９ 長石・雲母 にぶい褐 普通 単節縄文を施文 KC３ｂ２�ｘ４ １０％

３０２ 縄文土器 小形土器 － （１�９） ３�２ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KC３ｂ２
ｘ５ １０％

３０３ 縄文土器 小形土器［３�８］ １�９ － 長石・雲母・針状鉱物 にぶい赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KC３ｂ２�ｘ５ １０％

３０４ 縄文土器 台付鉢 － （３�２）［４�２］ 長石・石英 にぶい褐 普通 外・内面ナデ 台部に円窓を有する KC３ｂ２ 一括 １０％

３０５ 縄文土器 深鉢［３３�０］（１３�２） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい橙 普通 口縁部無文 円形刺突文・沈線を伴う磨り消し帯
を巡らす 地文は櫛歯状工具による条線文を施文 KB３ｄ３
他 ２０％

３０６ 縄文土器 深鉢［３６�５］（３５�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
微隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチー
フを形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２
段ＲＬ単節縄文を施文

KC３ｂ３
他 ７０％

３０７ 縄文土器 深鉢［３３�６］（２３�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
２本単位の沈線を伴う磨り消し帯で楕円形区
画・渦巻状のモチーフを形成 地文は２段Ｌ
Ｒ単節縄文を施文

KC３ｂ３� ２０％

３０８ 縄文土器 深鉢［３４�８］（１６�２） － 長石・石英 灰褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KC３ｂ３� １５％

３０９ 縄文土器 深鉢［３４�０］（２２�４） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通
隆帯と沈線で三角形区画・渦巻状のモチー
フ・橋状把手を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 ２段ＬＲ単節縄文を施文

KC３ａ３� １０％

３１０ 縄文土器 深鉢 － （１６�５） ５�０ 長石・石英・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ４� ２０％

３１１ 縄文土器 深鉢［１８�２］（１６�９） － 長石・雲母 橙 普通 沈線文を巡らす Ｈ字状の沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ４� ２０％

３１２ 縄文土器 小形土器 － （５�２） ３�１ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 １段Ｌ無節縄文を施文 KC３ｂ４� １０％

３１３ 縄文土器 蓋 ［１２�０］（２�０） － 長石・石英 灰褐 普通 周縁に隆帯を巡らす 橋状把手を形成 外・
内面ナデ KC３ｂ４�ｘ８ １０％

３１４ 縄文土器 深鉢［２４�８］（１８�３） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を
施文 KC３ｂ５� １０％

３１５ 縄文土器 深鉢 － （２２�４） ６�２ 長石・石英・雲母 橙 普通 Ｈ字状の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文
は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ１� ４０％

PL４６

３１６ 縄文土器 深鉢 － （１４�７） ４�２ 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ１� １５％

―３７８―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

３１７ 縄文土器 深鉢 － （３�０） ６�８ 長石・石英・繊維 黒褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす KC３ｃ１� １０％

３１８ 縄文土器 深鉢［３８�０］（２８�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 微隆帯と沈線を巡らす 地文は２段ＲＬ単節
縄文を施文 KC３ｃ２� １０％

３１９ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 隆帯で区画・橋状把手を形成 注口部を有す
る KC３ｃ２�２７５層 ５％

３２０ 縄文土器 小形土器 － （２�８） ４�０ 長石・石英 橙 普通 無文 外・内面ナデ KC３ｃ２� １０％

３２１ 縄文土器 小形土器 － （１�６） ３�０ 長石・石英 橙 普通 無文 外・内面ナデ KC３ｃ２�ｘ４ ５％

３２３ 縄文土器 深鉢 － （１７�５） － 長石・石英・雲母 暗灰黄 普通 隆帯で区画を形成 以下に沈線を伴う磨り消し
帯を垂下 地文は３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｃ４� ２０％

３２４ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・繊維 黒褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位施文 以下に
撚糸文を施文 KA２ｄ５�９８層 １０％

３２５ 縄文土器 尖底土器 － （２�２） － 長石・繊維 にぶい橙 普通 外・内面条痕文 KA３ｃ２�１２２層 ５％

３２６ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA３ｄ１�ｘ７ １０％

３２７ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・赤色粒子・繊維 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
円形刺突文・短い沈線文を施文 KB２ａ５	 ５％

３２８ 縄文土器 深鉢 － （４�７）［５�４］長石・雲母・繊維 黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 KB２ａ５�１１０・
１１４層 ３０％

３２９ 縄文土器 浅鉢 ３７�０ １６�２ ８�５ 長石・石英・雲母 橙 普通 無文 外・内面ナデ KB２ａ５�他 ９０％
PL４５

３３０ 縄文土器 小形土器［７�４］（３�９） － 長石・石英 にぶい橙 普通 １段Ｌ無節縄文を施文 KB２ａ５�１４３層 ５０％

３３１ 縄文土器 深鉢［２７�２］２５�８［８�６］ 長石・石英 灰黄褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ３� ４０％

３３２ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・繊維 明赤褐 普通 無文 丁寧なナデ KB２ｂ３�ｘ８ ５％

３３３ 縄文土器 深鉢 － （１５�１）１０�４ 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ３・４本の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KB２ｂ３
 １０％

３３４ 縄文土器 深鉢 ３５�３ ４２�２ １０�８ 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通
３本単位の直状の櫛歯文で縦位区画 ３本単
位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 以下
に木目状撚糸文を施文

KB２ｂ４
・�・� ８０％
PL４１

３３５ 縄文土器 深鉢［３０�０］３１�０［７�２］長石・赤色粒子 褐灰 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ４� ４０％

３３６ 縄文土器 深鉢［２８�０］（１８�３） － 長石・石英・赤色粒子 にぶい黄褐 普通
口唇部刻み目 押捺を加えた隆帯を縦・横位
に巡らす 地文は櫛歯状工具による条線文を
施文 口縁部内面に突帯

KB２ｂ４
 １５％

３３７ 縄文土器 深鉢 ２７�１（１９�２） － 長石・雲母 にぶい橙 普通
交互刺突による連続コの字状文を巡らす 以
下に沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB２ｂ４	他 ４０％

３３８ 縄文土器 深鉢［２１�０］（１１�０） － 長石・石英・赤色粒子 黒褐 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB２ｂ４� １０％

３３９ 縄文土器 深鉢 － （１７�０） ６�０ 長石・赤色粒子 橙 普通 地文は縦位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 KB２ｂ４
・	 ３０％

３４０ 縄文土器 深鉢 － （４�０） ７�６ 長石・雲母・繊維 橙 普通 肋のある貝殻の腹縁文を施文 KB２ｂ４
 １０％

３４１ 縄文土器 深鉢［３４�０］（１４�７） － 長石・石英・繊維 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｂ５�・� １０％

３４２ 縄文土器 浅鉢［３１�４］（１４�０） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 口縁部無文 以下に縦位回転の２段ＬＲ単節
縄文を施文 KB２ｂ５	 １０％

３４３ 縄文土器 深鉢 － （２７�１） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通
頸部無文 以下に３本単位の沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は縦位回転の２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB２ｂ５�・	 ３０％

３４４ 縄文土器 深鉢 １７�４（１２�９） － 長石・石英 褐灰 普通 口縁部無文 以下に櫛歯状工具による条線文
を垂下

KB２ｃ４�４６３・
４６５層 ３０％

３４５ 縄文土器 深鉢［２８�７］（１４�０） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 沈線で区画を形成 ２本単位の沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２
 １５％

３４６ 縄文土器 小形土器［５�０］ ６�０［３�２］ 長石 橙 普通 無文 KB２ｅ５ 一括 ４０％

３４７ 縄文土器 深鉢 １７�４（５�４） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯を巡らす 以下無文 KB３ａ２�ｘ１３，
�２３４層 １０％

３４８ 縄文土器 深鉢［３３�３］（３７�１） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯で渦巻状のモチーフを形成 地文は２段
ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ３
 ６５％

PL４２

３４９ 縄文土器 深鉢 １７�２（２４�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通
沈線で渦巻状のモチーフを形成 頸部無文
以下に蛇行する沈線文を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB３ａ３
 ６５％
PL４２

３５０ 縄文土器 深鉢 － （１７�２） － 長石・石英・雲母・小礫 暗褐 普通 隆帯と沈線で眼鏡状把手・区画を形成 区画
内に沈線文を施文 KB３ａ４� １０％

３５１ 縄文土器 深鉢 － （１７�６） － 長石・雲母・赤色粒子 灰褐 普通 隆帯と沈線で眼鏡状把手・区画を形成 区画
内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ４� ５％

３５２ 縄文土器 深鉢［２９�６］（１３�１） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線文を縦・横位に巡らす ２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文

KB３ａ４� ２０％

３５４ 縄文土器 有孔鍔
付土器［６�８］（４�０） － 長石・石英 灰褐 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KB３ｂ３�ｘ１０ ５％

３５５ 縄文土器 小形土器［２�９］ １�３ ２�５ 長石・雲母 にぶい橙 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｄ２�ｘ２ ７０％

３５６ 縄文土器 深鉢 － （１７�８）［８�８］ 長石・石英 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３� ２０％

３５７ 縄文土器 深鉢［２７�４］（１３�４） － 長石・雲母 にぶい黄橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４� １０％

３５８ 縄文土器 深鉢［２１�１］（１４�１） － 長石・雲母 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ２	 ５％

３５９ 縄文土器 有孔鍔
付土器 － （４�２） － 長石・雲母 橙 普通 孔を有する鍔を巡らす 無文 KB３ｅ２�１０４３層 ５％

３６０ 縄文土器 小形土器 － ４�１ － 長石・赤色粒子 にぶい赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KB３ｅ２� ５０％

―３７９―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

３６１ 縄文土器 深鉢［２５�８］（１４�９） － 長石・雲母 灰黄褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を巡らす
地文は２段ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｅ３�ｘ１３・
１４・１５層 １５％

３６２ 縄文土器 瓢箪形
土器 ［１５�６］（５�７） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・橋状把手を形成 KB３ｅ３�ｘ２４ １０％

３６３ 縄文土器 深鉢［１７�４］（１２�１） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に円
形刺突文を充填 KB３ｅ５� ２０％

３６４ 縄文土器 深鉢 － （２２�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 KB３ｅ５� ２０％

３６５ 縄文土器 瓢箪形
土器 ［１４�５］（９�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフ・橋状把手を形成 KC２ａ２�ｘ８ １０％

３６６ 縄文土器 深鉢［２０�４］２８�８［８�８］長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 沈線を巡らす 地文は多方向の２段ＲＬ単節
縄文を施文 KC２ａ３� ４０％

３６７ 縄文土器 瓢箪形
土器 － （３�５） － 長石・雲母・繊維 黒 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフ・橋状把手を形成 KC２ａ３� １０％

３６８ 縄文土器 器台 ７�８（１�４） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 外・内面ナデ KC２ａ３�ｘ１１ ４０％

３６９ 縄文土器 深鉢［２６�６］２６�５ ［８�２］ 長石・石英 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下 地文は１段Ｌ無節縄文を施文 KC２ａ４� ３０％

３７０ 縄文土器 深鉢［３５�６］（２２�３） － 長石・石英 灰褐 普通
沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC２ａ４�他 ２０％

３７１ 縄文土器 小形土器［９�９］（１０�０）［５�７］長石・石英・雲母 橙 普通 無文 外・内面ナデ 波頂部に円窓 KC２ａ４	 ４０％

３７２ 縄文土器 特殊土器［１５�０］（７�７） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部無文 橋状把手 以下に櫛歯状工具に
よる条線文を施文 KC２ａ５
 ５％

３７３ 縄文土器 台付鉢 － （３�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ２�ｘ１１ ５％

３７４ 縄文土器 台付鉢 － （４�０）［５�８］ 長石・石英 赤褐 普通 無文 外・内面ナデ KC２ｂ２�４１１層 ５％

３７５ 縄文土器 深鉢［２５�８］（１８�１） － 長石・石英・赤色粒子 橙 普通 沈線文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を
施文 KC２ｂ５� ２０％

３７６ 縄文土器 特殊土器［８�３］（６�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯で橋状把手を形成 微隆帯を垂下 微隆帯
間を磨り消す 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KC２ｂ５
ｘ１４ １０％

３７７ 縄文土器 特殊土器［１０�４］（９�１） － 長石・石英 にぶい黄橙 普通 隆帯で橋状把手を形成 地文は２段ＬＲ単節
縄文を施文 KC２ｃ３� １０％

３７８ 縄文土器 小形土器［２�４］（１�９） ２�２ 石英 にぶい橙 普通 無文 外・内面ナデ KC２ａ５� ９０％

３７９ 縄文土器 深鉢［１７�９］（１５�０） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 沈線文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を
施文 ２方向からの穿孔 孔径０．３～０．７� KC２ｃ５
 １５％

３８０ 縄文土器 特殊土器［１１�６］（１１�４） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部無文 橋状把手 以下に櫛歯状工具による条
線文を施文 ２方向からの穿孔 孔径０．３～０．７� KC２ｃ５�２９８層 １５％

３８１ 縄文土器 台付鉢 － （４�８） ６�４ 長石・石英 浅黄橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 台部無文 外・内
面ナデ 貝層表土 １０％

３８２ 縄文土器 蓋 ［１１�２］ １�７ － 長石・雲母 にぶい黄褐 普通 周縁に隆帯を巡らす 橋状把手を形成 外・
内面ナデ 貝層表土 ３０％

３８３ 縄文土器 器台 － （７�８）［２１�８］ 長石 にぶい褐 普通 外・内面ナデ 円窓を有する 貝層表土 １０％

３８４ 縄文土器 深鉢［３０�６］（２１�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ１
 １５％

３８５ 縄文土器 深鉢［２６�０］（１１�３） － 長石・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ２� １０％

３８６ 縄文土器 深鉢［２５�４］３２�３［９�６］ 長石・石英 褐灰 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｄ２� ３０％

番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 ２本２組による４本単位の櫛歯文を間隔をあ
けて横位施文 KA２ｄ５①

TP２ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母・繊維 黒 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｄ５⑪ｘ５

TP３ 縄文土器 深鉢 － （２５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 木目状撚糸文・棒状工具による沈線文を横位
施文 KA２ｅ３⑮

TP４ 縄文土器 深鉢 － （１３�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｅ３⑮

TP６ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文 ２段Ｒ
Ｌ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ３⑬

TP８ 縄文土器 深鉢 － （２０�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 木目状撚糸文・２段ＲＬ単節縄文を施文 KA３ｅ２①

TP９ 縄文土器 深鉢 － （２３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 １段Ｌ・Ｒ無節縄文を羽状構成に施文 KA３ｅ２⑩他

TP１０ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 口縁部無文 括れ部に交互刺突による連続コ
の字状文を施す 地文は縦位の撚糸文を施文 KA３ｅ２⑥ｘ４

TP１１ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黒 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 KA３ｅ２⑩ｘ１５

TP１２ 縄文土器 深鉢 － （１８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２本単位の櫛歯文を鋸歯状に横位・重層施文 KA３ｅ２⑪ｘ１６
⑬ｘ１５

TP１３ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 黒 普通 口唇部押捺 外・内面条痕文 KA３ｅ２③ｘ１５

TP１４ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の平行沈線文を断続的に横位施文
２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｅ２⑭ｘ１８

TP１５ 縄文土器 深鉢 － （１７�８） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 斜め格子状の沈線文 ２本単位の櫛歯文を密
に横位施文

KA３ｅ２⑥
KA３ｅ２⑮

TP１６ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２本単位の櫛歯文をコンパス文状に横位施文 KA３ｅ２④

TP１８ 縄文土器 深鉢 － （１４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ６本単位の密な櫛歯文を微波状に横位施文 KA３ｅ２⑮

TP１９ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 平行沈線文を断続的に横位施文 KA３ｅ２⑮ｘ２１

TP２０ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 縦・横位の沈線文を施文 外・内面条痕文 KA３ｂ１⑩

TP２１ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｂ２⑪ｘ２

TP２２ 縄文土器 深鉢 － （１２�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｂ２⑮
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP２３ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 細い隆帯上に刻み目 細かい斜行沈線文を施
文 KA２ｅ２⑧ｘ２

TP２４ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ３本単位の平行沈線文を施文 ボタン状の貼
付文 KA２ｅ４⑬

TP２５ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を鋸歯状に横位・重層施文
波頂部にボタン状の貼付文 KA２ｅ４⑪ｘ４・５

TP２６ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文 ２段Ｒ
Ｌ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ４⑯ｘ８

TP２７ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 三日月状の爪形文を施文 KA２ｅ４⑩

TP２８ 縄文土器 深鉢 － （５�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 口縁部下位に鍔状の隆帯を巡らす 地文は２
段ＲＬ単節縄文を施文

KA２ｅ４⑩・
⑪ｘ５

TP２９ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｅ４⑥

TP３０ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA２ｅ４⑪

TP３１ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 木目状撚糸文施文 指頭による粗いナデ KA２ｅ４⑭

TP３２ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 単軸絡条体第４類・網目状撚糸文を施文 KA２ｅ４②

TP３３ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 付加条縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ４⑧

TP３４ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA３ｃ１⑪ｘ６

TP３５ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 １・２本単位の櫛歯文を微波状・コンパス文
状に横位・重層施文 KA３ｃ１③

TP３６ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 ２方向からの穿孔
孔径０�３～０�７㎝ KA３ｃ１⑪ｘ３

TP３７ 縄文土器 深鉢 － （１１�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を縦位に間隔をあけて施文 KA３ｃ１④

TP３８ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ５本単位の密な櫛歯文を横位施文 KA３ｃ１⑮ｘ１０

TP３９ 縄文土器 浅鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２・３本単位の櫛歯文を直状・コンパス文状
に横位・重層施文 KA３ｃ１⑦

TP４０ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本２組の４本単位の櫛歯文を微波状に縦・
横・斜位施文 KA３ｃ２①１１８層

TP４１ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｃ２②

TP４２ 縄文土器 深鉢 － （１１�１） － 雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文
２方向からの穿孔 孔径０．９～１．０� KA３ｃ２⑫１２３層

TP４３ 縄文土器 深鉢 － （１８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｃ３⑨・⑭

TP４４ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 雲母・繊維 褐灰 普通 １段Ｌ・Ｒ無節縄文を羽状構成に施文 KA３ｃ３⑭

TP４５ 縄文土器 深鉢 － （５�２） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 縄文側面圧痕文・細かい斜行沈線文を施文 KA３ｃ３⑭ｘ３

TP４６ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 縦・横位の沈線文と円形刺突文を施文 内面
条痕文 KA３ｃ３④ｘ３

TP４７ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による２段の刺突文 ２段ＬＲ・
ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 Ｓ字状結節文 KA２ｅ５⑦

TP４８ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 三日月状の爪形文を施文 KA２ｅ５②ｘ８

TP４９ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 竹管状工具による２段の刺突文 ３本単位の
櫛歯文を直状・鋸歯状に横位施文 KA２ｅ５⑬３３４層

TP５０ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 石英・雲母・繊維 黒褐 普通 半截竹管状工具による３段の結節沈線文を巡
らす ２段ＲＬ単節縄文を施文 KA２ｅ５⑩ｘ１３

TP５１ 縄文土器 深鉢 － （５�２） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 肋のある貝殻の腹縁文を横位・重層施文 KA２ｅ５⑭ｘ１３

TP５２ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 幾何学的に沈線文を施文 内面条痕文 KA２ｅ５②ｘ９

TP５３ 縄文土器 深鉢 － （１４�８） － 石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KA２ｅ５②

TP５４ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA２ｅ５⑭ｘ１２

TP５５ 縄文土器 深鉢 － （１６�６） － 石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ５本単位の櫛歯文をで直状・鋸歯状に横位・重
層施文 ２方向からの穿孔 孔径０�５～１�５㎝ KA３ｄ１②

TP５６ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文
２方向からの穿孔 孔径０�６～１�１㎝ KA３ｄ１⑥

TP５７ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA３ｄ１⑫

TP５８ 縄文土器 深鉢 － （１２�７） － 石英・雲母・繊維 褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA３ｄ１⑤

TP５９ 縄文土器 深鉢 － （１５�４） － 石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 以下に縦位の櫛歯文・撚糸文を施文 KA３ｄ１⑫

TP６０ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 ５本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA３ｄ１⑫

TP６１ 縄文土器 深鉢 － （２１�０） － 石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｄ４⑬

TP６２ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 石英・雲母・繊維 灰褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KA２ｄ４⑩

TP６３ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA２ｄ４④３２０・
３２７層

TP６４ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 暗褐 普通 ４本単位の櫛歯文を波状に横位・重層施文 KA２ｄ４⑯３２５層

TP６５ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 口唇部押捺 １段Ｒ無節縄文を縦位に施文 KA２ｄ４⑧３２７層

TP６６ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA２ｄ４④

TP６７ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ３本単位の櫛歯文を波状に横位・重層施文 KA２ｄ４⑨３３９層

TP６８ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KA３ｄ２⑪ PL５１

TP６９ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施
文 KA３ｄ２⑭
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP７０ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｄ２②

TP７１ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KA３ｄ２⑦

TP７２ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文 ２段ＬＲ
単節縄文を施文 KA３ｄ２⑩

TP７３ 縄文土器 深鉢 － （１２�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｄ３⑮ｘ７

TP７４ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 石英・雲母・繊維 黒 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ３⑥ｘ７

TP７５ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ３②ｘ６・
⑥ｘ７

TP７６ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 １段Ｒ無節縄文を縦位施文 KA３ｄ３⑩ｘ５

TP７７ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ３③ｘ７

TP７８ 縄文土器 深鉢 － （２０�０） － 石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ２本単位の櫛歯文を断続的に直状・鋸歯状に
横位・重層施文 KA３ｄ３⑬・⑯ PL５１

TP７９ 縄文土器 深鉢 － （１７�１） － 石英・雲母・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ３⑥

TP８０ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文 ２段ＬＲ
単節縄文を施文 KA３ｄ３⑩

TP８１ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 １段Ｌ・Ｒ無節縄文を羽状構成に施文 KA３ｄ３⑪

TP８２ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 斜め格子状の沈線文を施文 KA３ｄ３⑪ｘ７

TP８３ 縄文土器 深鉢 － （１６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｂ４②

TP８４ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 細い隆帯上に刻み目 沈線文を施文 内面条
痕文 KA２ｂ４⑩ｘ４

TP８５ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA２ｂ５⑬

TP８６ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を施文 KA２ｃ４③ｘ３

TP８７ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 撚糸文を施文 KA２ｃ４④ｘ３

TP８８ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・繊維 黒褐 普通 口唇部押捺 外・内面条痕文 KA２ｃ４⑩ｘ５

TP８９ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 無文 ２方向からの穿孔３か所 孔径０�３～
０�６㎝ KA２ｃ４⑩ｘ４

TP９１ 縄文土器 深鉢 － （１４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横
位・重層施文

KA２ｃ４⑯ｘ３・
４他

TP９２ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 外・内面条痕文 KA２ｃ４⑯

TP９３ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文・竹管状工具による円形刺突文を
施文 内面条痕文 KA２ｃ４⑨ｘ４

TP９４ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 細隆起線文を施文 内面条痕文 KA２ｃ４⑥ｘ６

TP９５ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 撚糸文を施文 KA２ｃ４⑯

TP９６ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KA２ｃ５⑬

TP９７ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 斜め格子状の沈線文を施文 KA２ｃ５⑮

TP９８ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３・４本単位の櫛歯文を波状に横位・重層施
文 KA２ｃ５⑭

TP９９ 縄文土器 深鉢 － （１０�０） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を直状に施文後，斜め
格子状の沈線文を施文 KA３ｄ４⑬

TP１００ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA３ｄ４⑮

TP１０１ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ４本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA３ｄ４⑬ｘ４

TP１０２ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 石英・雲母・繊維 灰褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ４⑥ｘ８

TP１０３ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文

KA３ｄ４⑬ｘ２・
４，⑭ｘ２

TP１０４ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 撚糸文を施文 KA３ｄ４⑯

TP１０５ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 細い隆帯上に刻み目 細かい斜行沈線文・縄
文側面圧痕を施文 KA３ｄ４⑩ｘ３

TP１０６ 縄文土器 深鉢 － （１５�５） － 石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状・大波状に横位・
重層施文 KA３ｅ１①

TP１０７ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 石英・雲母 にぶい黄褐 普通 半截竹管状工具による重弧線文を施文 蛇行
する隆帯を垂下 口縁部内面に突帯を巡らす KA３ｅ１③

TP１０８ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA３ｅ１⑦

TP１０９ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 石英・雲母 黒褐 普通 隆帯で横位区画 交互刺突による連続コの字状文
沈線を沿わせた隆帯で波状のモチーフを描出 KA３ｅ１⑭

TP１１０ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KA３ｅ１⑬

TP１１１ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 半截竹管状工具による結節を断続的に加えた
平行沈線文を直状・鋸歯状に施文 KA３ｅ１⑨ｘ１２

TP１１２ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｅ１⑧

TP１１３ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を縦横に施文 KA３ｅ１⑭

TP１１４ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA３ｅ１⑪ｘ１４

TP１１５ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の平行沈線文を断続的に横位施文
２段ＲＬ単節縄文を施文 KA３ｅ１⑬ｘ４

TP１１６ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 斜め格子状の沈線文を施文 KA３ｅ１⑤ｘ１５

TP１１８ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の平行沈線文を断続的に横位施文
１段Ｌ・Ｒ無節縄文を羽状構成に施文 KA３ｅ１⑧
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP１１９ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の櫛歯文で円形のモチーフを描出 KA３ｅ１⑬

TP１２０ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 肋のある貝殻の腹縁による波状文を横位・重
層施文 KA３ｅ１⑮ｘ１１

TP１２１ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 細い隆帯上に刻み目 細かい斜行沈線文・縄
文側面圧痕を施文 KA３ｅ１②ｘ６

TP１２２ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｅ３⑩

TP１２３ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 木目状撚糸文を羽状構成に施文 KA３ｅ３⑯

TP１２４ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ４本単位の櫛歯文で鋸歯状・渦巻状のモチー
フを描出 KA３ｅ３③ PL５１

TP１２５ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 細かい斜行沈線文・縄文側面圧痕を施文 KA３ｅ３⑥ｘ４

TP１２６ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KA３ｅ３⑥

TP１２７ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｅ３⑤

TP１２８ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 １・２本単位の櫛歯文を斜め格子状に施文
２方向からの穿孔 孔径０�４～１�３㎝ KA３ｅ３⑧

TP１２９ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 肋のある貝殻の腹縁による縦方向の連続刺突
文を横位・重層施文 KA３ｅ３⑩ｘ９

TP１３０ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｅ３⑮

TP１３１ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ７本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA３ｅ３⑮

TP１３２ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 網目状撚糸文 斜め格子状の沈線文を施文 KA３ｅ３⑧

TP１３３ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 斜め格子状の沈線文を施文 KA３ｅ３⑩

TP１３４ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口唇部刻み目 沈線文・竹管状工具による円
形刺突文を施文 内面条痕文 KA３ｅ３④ｘ２

TP１３５ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・雲母・繊維 灰褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KA３ｅ４⑦

TP１３６ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・繊維 褐灰 普通 ２本単位の櫛歯文と２本単位の断続する櫛歯
文を交互に横位・重層施文 KA３ｅ４④

TP１３７ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・繊維 灰黄褐 普通 ４本単位の櫛歯文を直状・Ｘ字状に施文 KA３ｅ４⑬１７２層

TP１３８ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・雲母・繊維 にぶい褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を縦・横・
斜位に施文 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KA３ｅ４⑤ｘ１

TP１３９ 縄文土器 深鉢 － （１５�９） － 長石・石英・繊維 褐 普通 撚糸文を施文 KA２ｅ５⑭

TP１４０ 縄文土器 深鉢 － （１４�５） － 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重層
施文 以下に３本単位の櫛歯文を微波状に施文 KA３ｄ２③

TP１４１ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・繊維 橙 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA３ｄ２⑭

TP１４２ 縄文土器 深鉢 － （１６�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KA３ｄ２⑪

TP１４３ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 外・内面条痕文 KA２ｂ４⑮ｘ３

TP１４４ 縄文土器 深鉢 － （１５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ４本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重層施
文 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 KA３ｄ４⑭

TP１４５ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 太い１本の櫛歯文と細い３本単位の櫛歯文を
微波状に横位・重層施文 KA３ｄ４⑭

TP１４６ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 斜位の細隆起線文 外・内面条痕文 KA３ｄ４⑧ｘ１１

TP１４７ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 細隆起線文で区画 区画内に矢羽根状の沈線
文を施文 外・内面条痕文 KA３ｄ４⑧ｘ１１

TP１４８ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KA３ｅ１⑯

TP１４９ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 口唇部押捺 撚糸文を施文 KA３ｅ３⑩

TP１５０ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ２本単位の断続する櫛歯文を鋸歯状に横位・
重層施文 KA３ｅ３④ PL５１

TP１５１ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口唇部押捺 細隆起線文を施文 内面条痕文 KA３ｂ１⑭ｘ６

TP１５２ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 口唇部刻み目 細隆起線文で区画 区画内に
沈線文を施文 外・内面条痕文 KA３ｅ５⑫

TP１５３ 縄文土器 深鉢 － （１７�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA３ｅ５⑪

TP１５４ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 細い隆帯で渦巻状のモチーフを描出 ３本単
位の櫛歯文を施文 KA４ｅ１⑥ｘ５

TP１５５ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 木目状撚糸文を施文 KA４ｅ１⑨

TP１５６ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ５～７本単位の櫛歯文・単軸絡条体第５類・
網目状撚糸文を施文 KB２ａ２⑯

TP１５７ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 細い６本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ａ２⑯３４９層

TP１５８ 縄文土器 深鉢 － （１４�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 撚糸文を施文 ２方向からの穿孔２か所 孔
径０�５～１�１㎝ KB２ａ３⑬

TP１５９ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 長石・石英・雲母・繊維 暗赤褐 普通 斜め格子状の沈線文を施文 KB２ａ３⑪ｘ５・６ PL５１

TP１６０ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 灰赤 普通 竹管状工具による刺突列 ２段ＲＬ・ＬＲ単
節縄文を羽状構成に施文 KB２ａ３⑭

TP１６１ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 断続する櫛歯文を横位・重層施文 KB２ａ３⑭

TP１６２ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 撚糸文を施文 KB２ａ３⑯ｘ１１

TP１６３ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ６本単位の櫛歯文を横・斜位に施文 KB２ａ３⑮ｘ１２

TP１６４ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 波頂部にボタン状の貼付文 ２本単位の櫛歯
文を横位・重層施文 KB２ａ３⑥ｘ５

TP１６５ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ３本単位の櫛歯文を横位・重層施文 KB２ａ３⑭
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TP１６６ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で方形区画・渦巻状のモチーフを
形成 区画内に２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ａ４⑧

TP１６７ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通
隆帯と沈線で横位区画 ２本単位の沈線を伴
う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を縦
位施文

KB２ａ４⑬

TP１６８ 縄文土器 深鉢 － （１５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 付加条縄文を羽状構成に施文 KB２ａ４⑦ PL５１

TP１６９ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ａ４⑩ｘ１０

TP１７０ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・繊維 橙 普通 口唇部押捺 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ａ４⑪ｘ１２

TP１７１ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・繊維 黒褐 普通 竹管状工具による２段の刺突列 ２段ＬＲ単
節縄文を施文 KB２ａ４⑪ｘ１２他

TP１７２ 縄文土器 深鉢 － （２９�６） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ａ４② PL５１

TP１７３ 縄文土器 深鉢 － （１５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 竹管状工具による刺突文を施文 KB２ａ４⑭ｘ２０，
⑮ｘ１３他

TP１７４ 縄文土器 深鉢 － （１４�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通
半截竹管状工具による結節を加えた平行沈線
文を巡らす ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状
構成に施文

KB２ａ５⑥・⑮

TP１７５ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線文を巡らす 以下に縦位の条線文を密に
施文 KB２ａ５⑭

TP１７６ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ａ５①

TP１７７ 縄文土器 深鉢 － （２�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口縁部に隆帯を巡らす 隆帯上に縄文 半截竹
管状工具による断続する平行沈線文を横位施文 KB２ａ５⑤ｘ１３

TP１７８ 縄文土器 深鉢 － （２０�０） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 ６～８本単位の櫛歯文を横・斜位に施文 KB２ａ５⑤

TP１７９ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ４単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ａ５②

TP１８０ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 木目状撚糸文を施文 KB２ｂ１⑫４２６層

TP１８１ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口縁部に隆帯を巡らす 以下に２～５本単位
の櫛歯文を微波状・曲線状に施文 KB２ｂ２⑦

TP１８２ 縄文土器 深鉢 － （１８�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ３～５本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 以下に撚糸文を施文

KB２ｂ２⑦ｘ３，
⑧ｘ３

TP１８３ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ５本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｂ３①３４８層

TP１８５ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 細い６本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ｂ３⑨９３９層

TP１８６ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 細い６本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ｂ３①３５１層

TP１８７ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による円形刺突文を縦位施文
地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｂ３①３５１層

TP１８８ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 半截竹管状工具による肋骨文を施文 KB２ｂ３⑨９３９層

TP１８９ 縄文土器 深鉢 － （１１�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｂ４②・⑧

TP１９０ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｄ４④

TP１９１ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 斜位回転の反撚の縄ＬＬヵ KB２ｂ４⑧

TP１９２ 縄文土器 深鉢 － （１５�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を羽状構成に施文 KB２ｂ５⑮ｘ３３

TP１９３ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｂ５⑬

TP１９４ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 交互刺突による連続コの字状文 区画内に沈線
を沿わせた磨り消し帯 地文は縦位の撚糸文 KB２ｂ５⑥ｘ７

TP１９５ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位施文
地文は撚糸文を施文 KB２ｂ５⑤３１４層

TP１９６ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｂ５⑭１４３層

TP１９７ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口縁部無文 括れ部以下に条線文を施文 KB２ｂ５⑬

TP１９８ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ５⑩ｘ２７

TP１９９ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 交互刺突による連続コの字状文 以下に斜位
の撚糸文を施文 KB２ｂ５⑬

TP２００ 縄文土器 深鉢 － （１５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ３本単位の沈線文を垂下 地文は縦位回転の
２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｂ５⑦

TP２０１ 縄文土器 深鉢 － （１５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 密な条線文を縦位施文 KB２ｂ５⑬

TP２０２ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ５③ｘ２５

TP２０３ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす 以
下に短軸絡条体第５類・網目状撚糸文を施文 KB２ｂ５⑨３１４層

TP２０４ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 木目状撚糸文を羽状構成に施文 KB２ｃ１⑮

TP２０５ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 竹管状工具による円形刺突文を施文 KB２ｃ１⑪ PL５１

TP２０６ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｃ１⑮

TP２０７ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｃ１⑫４２５層

TP２０８ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｃ１⑮

TP２０９ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｃ２⑧

―３８４―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP２１０ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 暗赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｃ２⑧４３４層

TP２１１ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 撚糸文を施文 KB２ｃ２⑤

TP２１２ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KB２ｃ２⑦ｘ１５

TP２１３ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・繊維 黒褐 普通 ４本単位の断続する櫛歯文を直状に横位・重
層施文 KB２ｃ２⑩ｘ８

TP２１４ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ２②ｘ１０

TP２１５ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ２⑥ｘ９

TP２１６ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ２②ｘ１０

TP２１７ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 半截竹管状工具による変形爪形文を施文 地
文は撚糸文を施文 KB２ｃ２⑮ｘ５

TP２１８ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 沈線を沿わせた隆帯を垂下 地文は縦位回転
の２段ＲＬ単節縄文・条線文を施文 KB２ｃ２⑭

TP２１９ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ７本単位の櫛歯文を微波状 以下に肋のある
貝殻の腹縁による波状文を横位・重層施文 KB２ｃ２⑯４５２層 PL５１

TP２２０ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ２⑯４５２層

TP２２１ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ２④４５１層

TP２２２ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 Ｃ字状の沈線文を施文 外面条痕文 KB２ｃ２⑦ｘ４

TP２２３ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 付加条縄文を施文 以下に３本単位の櫛歯文
を直状に横位・重層施文 KB２ｃ２⑭ｘ１３

TP２２４ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を施文 KB２ｃ２⑭ｘ１４

TP２２５ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 太い２本単位の櫛歯文を波状に横位・重層施
文 ２本単位の櫛歯文を縦位施文 KB２ｃ３③ PL５１

TP２２６ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｃ３④

TP２２７ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 口唇部押捺 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状
構成に施文 KB２ｃ３⑯

TP２２８ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 交互刺突による連続コの字状文 地文は縦位
回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB２ｃ３⑧ｘ９

TP２２９ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 ２本単位の櫛歯文を斜め格子状に施文 KB２ｃ３⑭

TP２３０ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 木目状撚糸文を施文 KB２ｃ３⑯ｘ２４

TP２３１ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈線を
伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｃ３⑭ｘ４

TP２３２ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ３⑭ｘ１９

TP２３３ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による２段の結節沈線文を巡らす
地文は２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｃ３⑥

TP２３４ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 口縁部無文 密な条線文を縦位施文 KB２ｃ４④

TP２３５ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KB２ｃ４⑥

TP２３６ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通
沈線を伴う棒状工具による円形刺突文を巡ら
す 以下に沈線を伴う磨り消し帯を波状に施
文 地文は撚糸文

KB２ｃ４②ｘ２０

TP２３７ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 口唇部押捺 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｃ４⑧４５４層

TP２３８ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 地文は０段多条・前々段多条ヵ KB２ｃ４⑯４５４層

TP２３９ 縄文土器 深鉢 － （１６�６） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｃ４⑥

TP２４０ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２本単位の結節を加えた櫛歯文を横位・重層
施文 KB２ｃ４⑪ｘ１９

TP２４１ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を施文 KB２ｃ４⑯４２３層

TP２４２ 縄文土器 深鉢 － （１４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｃ５⑭ｘ１０

TP２４３ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 縦位回転の前々段多条ＲＬを施文 KB２ｃ５⑩

TP２４４ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通
半截竹管状工具による結節を加えた平行沈線文を
巡らす 地文は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構
成に施文 ２方向からの穿孔 孔径０．４～０．５�

KB２ｃ５⑨ｘ２７

TP２４５ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 外・内面条痕文 KB２ｃ５②ｘ３３

TP２４６ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・波状に施文 ２方
向からの穿孔 孔径０�７～１�１㎝ KB２ｃ５⑥ｘ２７

TP２４７ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の沈線を直状・蛇行状に垂下
地文は密な条線文を施文 KB２ｃ５③ｘ２１

TP２４８ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 密な条線文を施文 KB２ｃ５①ｘ１３

TP２４９ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母・繊維 褐灰 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｃ５⑥ｘ２７

TP２５０ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文を垂下 斜行沈線文を施文 外・
内面条痕文 KB２ｃ５⑭ｘ２４

TP２５１ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 細い隆帯上に刻み目 細かい斜行沈線文・縄
文側面圧痕を施文 KB２ｃ５⑥ｘ２８

TP２５３ 縄文土器 深鉢 － （１８�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 肋のある貝殻の背圧痕文を施文 KB２ｄ１⑫

TP２５４ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 １・２本単位の結節を加えた櫛歯文を微波状
に横位・重層施文 KB２ｄ２⑦ PL５１

TP２５５ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による刺突文を巡らす 地文は２
段ＲＬ単節縄文を施文 Ｓ字状結節文 KB２ｄ２⑪
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP２５６ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｄ２⑪

TP２５７ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＬＲＬ複節縄文を施文

KB２ｄ２⑩

TP２５８ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２本単位の櫛歯文を斜め格子状に施文 KB２ｄ２⑦

TP２５９ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 木目状撚糸文を施文 KB２ｄ２⑦

TP２６０ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 半截竹管状工具による肋骨文を施文 KB２ｄ２①

TP２６１ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす 地
文は２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｄ２②

TP２６２ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 木目状撚糸文を施文 KB２ｄ２⑥ｘ７

TP２６３ 縄文土器 深鉢 － （３�５） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｄ２⑥ｘ５

TP２６４ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦位回転の３段ＬＲＬ複
節縄文を施文

KB２ｄ３⑮ｘ８

TP２６５ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｄ３⑨

TP２６６ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通
棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈
線を伴う磨り消し帯で弧状のモチーフを描出
撚糸文を施文

KB２ｄ３②ｘ４

TP２６７ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 口唇部押捺 ２本単位の櫛歯文を微波状に横
位・重層施文 KB２ｄ３③ｘ１２

TP２６８ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石 黒褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に横
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ３⑯５０９層

TP２６９ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文を巡らす 地文は縦位の条
線文を施文 KB２ｄ３⑯４２３層

TP２７０ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 口唇部刻み目 ２本単位の櫛歯文を直状に横
位・重層施文 KB２ｄ３⑤４３０層

TP２７１ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 交互刺突による連続コの字状文・沈線文を巡
らす 地文は縦位の撚糸文を施文 KB２ｄ３③ｘ３

TP２７２ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 口唇部押捺 斜行沈線文を施文 KB２ｄ３⑥ｘ１０

TP２７３ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状に横位・重層施文 KB２ｄ３⑤４５５
ａ層

TP２７４ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ３⑤４３０層

TP２７５ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｄ２⑩

TP２７６ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 竹管状工具による２段の刺突文を巡らす 地文
は２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｄ２⑧

TP２７７ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KB２ｄ４③

TP２７８ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｄ４⑥

TP２７９ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母 褐 普通 棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈線を
伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑦

TP２８０ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に横
位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑥

TP２８１ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑨

TP２８２ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を巡らす ２本単位の沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 地文は縦位の撚糸文を施文 KB２ｄ４⑥ｘ１６

TP２８３ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部無文 括れ部に交互刺突による連続コ
の字状文・沈線文を巡らす KB２ｄ４⑫

TP２８４ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｄ４⑫ｘ２７

TP２８５ 縄文土器 深鉢 － （２�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑤ｘ２５

TP２８６ 縄文土器 深鉢 － （１６�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑥

TP２８７ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ４⑤ｘ２５

TP２８８ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を直状に縦位施文 KB２ｄ４⑬

TP２８９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 単軸絡条体第５類・網目状撚糸文を施文 KB２ｄ４①ｘ２２

TP２９０ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｄ５⑤

TP２９１ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黒 普通 半截竹管状工具による平行沈線文・Ｃ字状の
爪形文を巡らす 地文は撚糸文ヵ KB２ｄ５②ｘ２４

TP２９２ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 円形刺突文を巡らす ２本単位の櫛歯文を縦・
横位施文 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ５⑩

TP２９３ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 口唇部押捺 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ５⑮ｘ３４

TP２９４ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｄ５⑪ｘ２９

TP２９５ 縄文土器 深鉢 － （１９�７） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 半截竹管状工具に
よる縦位の条線文を施文 KB２ｄ５①他

TP２９６ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
２本単位の沈線を沿わせた磨り消し帯を巡ら
す 横Ｓ字状のモチーフを描出 ２段ＲＬ単
節縄文を施文

KB２ｄ５⑥ｘ１５

TP２９７ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母 黒 普通
棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈
線を伴う磨り消し帯で弧状のモチーフを描出
撚糸文を施文

KB２ｄ５⑪ｘ１７

TP２９８ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｄ５⑬
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TP２９９ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 ２段ＲＬ単
節縄文を施文 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 KB２ｅ１⑫

TP３００ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 区画内に櫛歯状工具による条線文を施文 KB２ｅ１⑧

TP３０１ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 ２本単位の沈線を伴
う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ１⑧

TP３０２ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦位回転の２
段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｅ１④

TP３０３ 縄文土器 深鉢 － （１５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 竹管状工具による刺突文を巡らす 地文は２
段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑧他

TP３０４ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の前々段多条ＲＬを施文 KB２ｅ２⑫

TP３０５ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑭

TP３０６ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・円形のモチーフを
形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文

KB２ｅ２⑦

TP３０７ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
沈線で楕円形区画を形成 ２本単位の沈線を
伴う磨り消し帯・蛇行沈線文を垂下 前々段
多条ＲＬを施文

KB２ｅ２①４２３層

TP３０８ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ４本単位の櫛歯文と３本単位の断続する櫛歯
文を微波状に横位・重層施文 KB２ｅ２⑩ｘ１４

TP３０９ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本の沈線を巡らす 地文は横位回転の３段
ＲＬＲ複節縄文を施文 KB２ｅ２⑦ｘ４

TP３１０ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に施文 KB２ｅ２③ｘ１３

TP３１１ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の断続する櫛歯文を巡らす 地文は
２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑩ｘ１４

TP３１２ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 半截竹管状工具による刺突文を巡らす 地文
は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ２⑥ｘ９

TP３１３ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB２ｅ２②ｘ１

TP３１４ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に横
位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑬

TP３１５ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２段ＲＬ単節縄文を施文 Ｓ字状結節文 KB２ｅ２⑬

TP３１６ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ｅ２⑫

TP３１７ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑭

TP３１８ 縄文土器 深鉢 － （１３�７） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｅ２①

TP３２０ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 沈線を伴うＹ字状の磨り消し帯を垂下 地文
は縦位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KB２ｅ３⑯

TP３２１ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＬＲＬ複節縄文を施文

KB２ｅ３⑨

TP３２２ 縄文土器 深鉢 － （９�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
１本の沈線を縦・横位に巡らす 沈線を伴う
磨り消し帯を曲線状に施文 地文は密な条線
文を施文

KB２ｅ３⑬・⑭

TP３２３ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で方形区画・渦巻状のモチーフを
形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段Ｌ
ＲＬ複節縄文を施文

KB２ｅ３⑨

TP３２４ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
半截竹管状工具による３段の結節沈線文を巡
らす 以下に同工具による鋸歯状の結節沈線
文を充填

KB２ｅ３⑥ｘ１４

TP３２５ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 １本の沈線文を巡らす 無文 KB２ｅ３①ｘ９

TP３２６ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 無文 外面粗いナデ KB２ｅ３⑨ｘ１１

TP３２７ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 沈線で円形・楕円形区画を形成 区画内に２段Ｒ
Ｌ単節縄文を施文 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 KB２ｅ３⑯

TP３２８ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 褐 普通 隆帯と沈線で方形区画・渦巻状のモチーフを
形成 KB２ｅ３⑬

TP３２９ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で円形・楕円形区画を形成 区画
内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑨

TP３３０ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｅ３⑮ｘ１５

TP３３１ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 竹管状工具による円形刺突文を巡らす 以下に１・
２本単位の櫛歯文を直状・波状に横位・重層施文 KB２ｅ３⑮ｘ１９

TP３３２ 縄文土器 深鉢 － （５�２） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 口唇部刻み目 細隆起線文で区画 区画内に
斜行沈線文を施文 外・内面条痕文 KB２ｅ３④ｘ２５

TP３３３ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線を伴う棒状工具による円形刺突文を巡ら
す 地文は縦位の撚糸文を施文 KB２ｅ３④ｘ１４

TP３３４ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による刺突文を巡らす 地文は２
段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ３⑦ｘ２４

TP３３５ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を格子目状に施文 KB２ｅ３⑪ｘ１３

TP３３６ 縄文土器 深鉢 － （３�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 半截竹管状工具による２段の結節沈線文を巡
らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑮ｘ１０

TP３３７ 縄文土器 深鉢 － （２�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす 斜行
沈線文を施文 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑯ｘ２３

TP３３８ 縄文土器 深鉢 － （１８�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑨

TP３３９ 縄文土器 深鉢 － （１６�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯 蛇行沈
線文を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑫

TP３４０ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑯

TP３４１ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑨

TP３４２ 縄文土器 深鉢 － （１０�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 半截竹管状工具に
よる縦位の条線文を施文

KB２ｅ３⑫ｘ１５，
⑯ｘ１８

―３８７―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP３４３ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑥

TP３４４ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ３⑨

TP３４５ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 隆帯と沈線で区画 沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は縦・横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｅ３③

TP３４６ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母 褐 普通 半截竹管状工具による沈線文を垂下 KB２ｅ３⑨

TP３４７ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 半截竹管状工具によるコンパス状文を巡らす 地
文は２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ３⑨ｘ６

TP３４８ 縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB２ｅ２⑧

TP３４９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英 にぶい橙 普通 隆帯を巡らす 地文は粗い条線文を施文 KB２ｅ３②ｘ１３

TP３５０ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 半截竹管状工具に
よる縦位の条線文を施文 KB２ｅ３③ｘ２

TP３５１ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 結節文ヵ KB２ｅ３⑥ｘ１８

TP３５２ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 鋸歯状の縄文側面圧痕文を施す KB２ｅ３⑭ｘ１８

TP３５３ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ３⑭

TP３５４ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ３⑧

TP３５５ 縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ５本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KB２ｅ３⑥ｘ１９

TP３５６ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 ５本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｅ２③ｘ７

TP３５７ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 隆帯と沈線で区画 沈線を伴う磨り消し帯を垂下
地文は縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２⑭ｘ７

TP３５８ 縄文土器 深鉢 － （９�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２～４本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB２ｅ２③ｘ１４

TP３５９ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 １段Ｌ無節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ２③ｘ１４

TP３６０ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による刺突文を巡らす 地文は１
段Ｌ・Ｒ無節縄文を羽状構成に施文 KB２ｅ４③ PL５１

TP３６１ 縄文土器 深鉢 － （１３�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｅ４⑫

TP３６２ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 縦・横位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KB２ｅ４⑫

TP３６３ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＲＬＲ複節縄文を施文

KB２ｅ４②

TP３６４ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ２本単位の櫛歯文を鋸歯状に施文 KB２ｅ４⑪ｘ３２

TP３６５ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 縦位の条線文を施す 口縁部内面に突帯を巡
らす KB２ｅ４⑥ｘ６

TP３６６ 縄文土器 深鉢 － （１１�１） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 撚糸文を施文 KB２ｅ４⑭

TP３６７ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす 地
文は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ４⑨

TP３６８ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 前々
段多条ＬＲを施文

KB２ｅ５⑥

TP３６９ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ５⑭

TP３７０ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ５②

TP３７１ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 縦位の撚糸
文を施文 KB２ｅ５⑤

TP３７２ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 以下
に肋のある貝殻の腹縁文を雑に施文 KB２ｅ５⑬ｘ３１

TP３７３ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 縦位回転の１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ａ１①

TP３７５ 縄文土器 深鉢 － （３�５） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 竹管状工具による円形刺突文・結節沈線文を
垂下 沈線文を放射状に施文 KB３ａ１①～⑤

TP３７６ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細かい条線文を垂下 KB３ａ１⑨

TP３７７ 縄文土器 深鉢 － （１７�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ａ２⑫

TP３７８ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で方形区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に横位回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ａ２⑮

TP３７９ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ａ２③ｘ６

TP３８０ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を雑に施文 KB３ａ２④２３４層

TP３８１ 縄文土器 深鉢 － （２�５） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
地文は撚糸文を施文 KB３ａ２⑤２２８層

TP３８２ 縄文土器 深鉢 － （２�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文・指頭によ
る刺突を加えた隆帯を巡らす KB３ａ２⑤２２８層

TP３８３ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 貝殻の腹縁文を波状に横位・重層施文 KB３ａ１①～⑤

TP３８４ 縄文土器 深鉢 － （２�７） － 長石・石英・雲母・繊維 黒 普通 半截竹管状工具による斜行する平行沈線文を
施文 地文は撚糸文を施文 KB３ａ２⑤２２８層

TP３８５ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 肋のある貝殻の腹縁文を雑に施文 KB３ａ３③ｘ２０

TP３８６ 縄文土器 深鉢 － （１７�７） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ａ４①１７０層

TP３８７ 縄文土器 深鉢 － （１４�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を波状・曲線状に施文 KB３ａ４⑤

TP３８８ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ４本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位施文 KB３ａ４① PL５１

―３８８―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP３８９ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 棒状工具による２段の円形刺突文 磨り消し帯で
弧状のモチーフを描出 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ａ４⑯

TP３９０ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 撚糸文を施文 KB３ａ４⑧

TP３９１ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で区画を形成 KB３ａ４⑥

TP３９２ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ４⑨

TP３９３ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ａ４⑧１７３層

TP３９４ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を多方向に施文 KB３ａ４⑬９１４層

TP３９５ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文
以下に粗いナデ KB３ａ４⑧

TP３９６ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 縦位回転の１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ａ４⑥

TP３９７ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ４⑦

TP３９８ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の結節を加えた櫛歯文を直状・波状
に横位施文 KB３ａ４⑧１７１層

TP３９９ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 微隆起線文上に刻み目 竹管状工具による円
形刺突文を施文 外・内面条痕文 KB３ａ４①１７３層

TP４００ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB３ａ５②

TP４０１ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文 以下に２本単位の断続する櫛歯文を
直状に横位・重層施文 KB３ａ５④ｘ７

TP４０２ 縄文土器 深鉢 － （２０�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ５本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 ２方向からの穿孔 孔径０�８～１�２㎝ KB３ｂ１⑬

TP４０３ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ４～６本単位の櫛歯状工具による条線文を垂
下 KB３ｂ１⑮ｘ６

TP４０４ 縄文土器 深鉢 － （１１�１） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 ２本単位の沈線文で直状・渦巻状のモチーフを描
出 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ１⑦ｘ２

TP４０５ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
口縁部無文 以下に微隆帯による楕円形区画
を形成 微隆帯間を磨り消す ２段ＬＲ単節
縄文を施文

KB３ｂ１③ｘ２７

TP４０６ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 多方向に１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ｂ１②

TP４０７ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ１⑮ｘ２７

TP４０８ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈
線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は段ＬＲＬ
複節縄文を施文

KB３ｂ１⑮ｘ７

TP４０９ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 斜行沈線文・蕨手状の縄文側面圧痕文を施文 KB３ｂ１⑩ｘ２５

TP４１０ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 無文 ２方向からの穿孔 孔径０�９～１�１㎝ KB３ｂ１⑦ｘ２９

TP４１１ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 細隆起線文を施文 内面条痕文 KB３ｂ１⑦ｘ２６

TP４１２ 縄文土器 深鉢 － （３�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす 竹
管状工具による円形刺突文・平行沈線文を施文 KB３ｂ１⑭ｘ２３

TP４１３ 縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 隆帯と半截竹管状工具による結節を加えた平行沈
線文を巡らす 以下に弧状の平行沈線文を施文 KB３ｂ１②ｘ２５

TP４１４ 縄文土器 深鉢 － （２�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす KB３ｂ１⑭ｘ１４

TP４１５ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ１⑧

TP４１６ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 褐 普通 押捺を加えた隆帯を巡らす 地文は縦位の撚
糸文を施文 KB３ｂ１①ｘ１２

TP４１７ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす
２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ｂ１③ｘ２５

TP４１８ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 灰褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・竹管状工具による円形
刺突文を巡らす 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ１③ｘ２３

TP４１９ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を横位施文 KB３ｂ１⑦ｘ１８

TP４２０ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ１⑧ｘ２７

TP４２１ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を縦・横位に施文 KB３ｂ１⑫ｘ２９

TP４２２ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を格子目状に施文 KB３ｂ１⑪ｘ２８

TP４２３ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす
以下に肋のある貝殻の腹縁文を施文 KB３ｂ１⑪ｘ１７

TP４２４ 縄文土器 深鉢 － （２�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす KB３ｂ１⑧ｘ１５

TP４２５ 縄文土器 深鉢 － （１３�０） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 口唇部押捺 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を
施文 KB３ｂ２⑦

TP４２６ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 無文帯下位に２本の沈線を巡らす 地文は縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２⑪ｘ１８

TP４２７ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本の沈線を巡らす 沈線を伴う磨り消し帯を
垂下 区画内に櫛歯状工具による条線文を施文 KB３ｂ２⑤

TP４２８ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす
２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ｂ２⑬２０９層

TP４２９ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位施文 KB３ｂ２⑪ｘ２９・
３２

TP４３０ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２本単位の櫛歯文を格子目状に施文 KB３ｂ２⑫２０９層

TP４３１ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 口唇部刻み目 外・内面条痕文 ２方向から
の穿孔 孔径０�４～１�３㎝ KB３ｂ２⑩

TP４３２ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 細い隆帯上に刻み目 細かい斜行沈線文・縄
文側面圧痕を施文 KB３ｂ２⑬２０９層

TP４３３ 縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
地文は横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２⑩ｘ２０

TP４３４ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口縁部に隆帯を巡らす 隆帯上に縄文 半截
竹管状工具による平行沈線文を横位施文 KB３ｂ２⑬２０９層
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番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP４３５ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石・石英・雲母 褐 普通 波頂部に刻み目を加えたボタン状の突起 半
截竹管状工具による結節沈線文を巡らす KB３ｂ２⑮ｘ２１

TP４３６ 縄文土器 深鉢 － （２�６） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文・平行沈線
文を巡らす KB３ｂ２⑩ｘ１７

TP４３７ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯で曲線状のモチーフを
描出 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ２⑥

TP４３８ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 微隆帯で区画 区画内に２段ＲＬ単節縄文を
施文 KC３ｂ２⑤

TP４３９ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線で弧状のモチーフを描出 地
文は櫛歯状工具による縦位の条線文を施文 KB３ｂ２⑦

TP４４０ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ２③ｘ１５・
１７

TP４４１ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯で弧状のモ
チーフを描出 地文は縦位の撚糸文を施文 KB３ｂ２⑮

TP４４２ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と無文帯の以下に３本単位の沈線文を巡ら
す 地文は縦位回転の前々段多条ＲＬを施文 KB３ｂ２⑧

TP４４３ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位
施文 KB３ｂ２⑥ｘ３０

TP４４５ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文・鋸歯状の
平行沈線文を巡らす 円形刺突文を施文 KB３ｂ２⑯２０層

TP４４６ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 １段Ｌ無節縄文・Ｓ字状結節文を施文 KB３ｂ２⑮ｘ３２他

TP４４７ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 幾何学的な細隆起線文を施文 外・内面条痕
文 KB３ｂ２⑫２３４層

TP４４８ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を施文 地文
は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ｂ２⑬２０９層

TP４４９ 縄文土器 深鉢 － （１１�２） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３⑫ｘ１６

TP４５０ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ３⑮ｘ３

TP４５１ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３③ｘ３

TP４５２ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 縦位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 KB３ｂ３⑥ｘ３

TP４５３ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３⑧ｘ１０

TP４５４ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３⑩ｘ３

TP４５５ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に縦位回転のＳ字状結節
文・２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３⑨ｘ１４

TP４５６ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ３⑯ｘ５

TP４５７ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３①ｘ５

TP４５８ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ３⑦

TP４５９ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ３本単位の沈線文で方形区画を形成 地文は
縦位回転の前々段多条ＲＬを施文 KB３ｂ３②

TP４６０ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線による楕円形区画 区画内に５本単位の
櫛歯状工具による条線文を縦位施文 KB３ｂ３⑭ｘ３

TP４６１ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB３ｂ３⑬ｘ２４

TP４６２ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細い隆帯と半截竹管状工具による平行沈線文
を巡らす KB３ｂ３⑬

TP４６３ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｂ４⑯

TP４６４ 縄文土器 深鉢 － （１２�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ４⑧

TP４６５ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通
交互刺突による連続コの字状文を巡らす 沈
線文で曲線状のモチーフを描出 地文は２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｂ４⑧

TP４６６ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文で弧状のモチーフを描出
地文は縦位の撚糸文を施文 KB３ｂ４⑧

TP４６７ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｂ４⑨１８層

TP４６８ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に沈線文を巡らす 地文は
縦位の撚糸文を施文 KB３ｂ４⑬

TP４６９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ４①

TP４７０ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の櫛歯文を曲線状に施文 KB３ｂ４④ｘ１６

TP４７１ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を直状・鋸歯状
に施文 地文は横位回転の１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ｂ４⑤２０５層

TP４７２ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 暗褐 普通 沈線文と円形刺突文を巡らす ２本単位の沈
線文を垂下 KB３ｂ４⑥ｘ７

TP４７３ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 沈線に伴う半截竹管状工具による円形刺突文
を巡らす 地文は縦位の撚糸文施文 KB３ｂ４⑤ｘ１

TP４７４ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を巡らす KB３ｂ４②ｘ１０

TP４７５ 縄文土器 深鉢 － （２�３） － 長石・石英・雲母・繊維 褐灰 普通 幾何学的な細隆起線文を施文 内面条痕文 KB３ｂ４⑧ｘ１４

TP４７６ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ４⑧

TP４７７ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯・蛇行沈線文を
垂下 地文は縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｂ４⑫ｘ２

TP４７８ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ３本単位の沈線文で弧状のモチーフを描出
地文は縦位の撚糸文を施文 KB３ｂ４⑧

TP４７９ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線文を巡らす 地文は縦位の撚
糸文を施文 KB３ｂ４⑪

TP４８０ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による斜位の平行沈線文・横
位の結節沈線文 以下に付加条縄文を施文 KB３ｂ４⑮

TP４８１ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 棒状工具による刺突文を横位・重層施文 KB３ｂ４④
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TP４８２ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 ３本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 ２方向からの穿孔 孔径０．５～１．２� KB３ｂ４⑩

TP４８３ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２・３本単位の沈線文を垂下 地文は縦位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ４④

TP４８４ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
沈線による方形区画 ２本単位の沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB３ｂ４⑮ｘ４

TP４８６ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 １段Ｒ・Ｌ無節縄文を羽状構成に施文 KB３ｂ４⑦ｘ１４

TP４８７ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 隆帯を垂下 左右に竹管状工具による刺突文
を施文 外・内面条痕文 KB３ｂ４⑦ｘ１９

TP４８８ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 細い隆帯上に刻み目 刺突文・縄文側面圧痕
文・１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ｂ４②ｘ１８

TP４９０ 縄文土器 瓢箪形土器 － （４�０） － 長石・石英・雲母 黄灰 普通 微隆帯による曲線状のモチーフを描出 KB３ｂ４⑦ｘ４

TP４９１ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを描出 地文
は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｂ５①ｘ７

TP４９２ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ５⑮ｘ１２

TP４９３ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｂ５⑮ｘ３

TP４９４ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 棒状工具による交互刺突文を巡らす ２本単位の
沈線文を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ５⑤ｘ８

TP４９５ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を微波状に横位施文 KB３ｂ５④ｘ７

TP４９６ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通
棒状工具による２段の円形刺突文 以下に沈
線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段ＬＲＬ複節
縄文を施文

KB３ｂ５⑪ｘ３

TP４９７ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を直状・鋸
歯状に横位施文 KB３ｂ５⑩ｘ３

TP４９８ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ５⑥ｘ３

TP４９９ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ５⑥ｘ６

TP５００ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 櫛歯状工具による集合沈線文 縄文側面圧痕
文を施文 KB３ｂ５⑧ｘ９

TP５０１ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文・細い隆帯
を巡らす KB３ｂ５①ｘ１３

TP５０２ 縄文土器 深鉢 － （１２�１） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ５⑨ｘ６

TP５０３ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｂ５①ｘ４

TP５０４ 縄文土器 深鉢 － （７�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｂ５⑬ｘ８

TP５０５ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細い隆帯上に刻み目 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄
文を羽状構成に施文 KB３ｂ５⑦ｘ３

TP５０６ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 竹管状工具による円形刺突文 撚糸文を施文 KB３ｂ５⑮ｘ３

TP５０７ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 ３本単位の沈線文で弧状のモチーフを描出
地文は縦位の撚糸文を施文 KB３ｂ５①ｘ４

TP５０８ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による刺突文を施文 KB３ｂ５⑮ｘ６

TP５０９ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を雑に施文 KB３ｂ５①ｘ８

TP５１０ 縄文土器 深鉢 － （１４�９） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 棒状工具による交互刺突文を巡らす ２本単位の
沈線文を垂下 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｃ１①
KB３ｃ１⑥

TP５１１ 縄文土器 深鉢 － （１０�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
口縁部無文 ２・３本単位の沈線文で楕円形
区画を形成 区画内に縦位回転の前々段多条
ＲＬを施文

KB３ｃ１⑥

TP５１２ 縄文土器 深鉢 － （１５�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部無文 ２本単位の沈線文で区画を形成
区画内に斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ１⑬

TP５１３ 縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 木目状撚糸文を施文 KB３ｃ１⑧

TP５１４ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ１⑩

TP５１５ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 １段Ｌ無節縄文を施文 KB３ｃ１⑨

TP５１６ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 暗褐 普通 沈線で区画を形成 ２本単位の沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 縦・横位回転の付加条縄文を施文 KB３ｃ１⑫１３層

TP５１７ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に横位回転の３段ＬＲＬ複節
縄文を施文

KB３ｃ１⑤ｘ１８

TP５１８ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB３ｃ１⑯２０９層

TP５１９ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通
半截竹管状工具による平行沈線文を直状・鋸
歯状に横位施文 地文は斜位回転の２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB３ｃ１①ｘ２６

TP５２０ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい赤褐 普通 ３・４本単位の櫛歯文を横位施文 KB３ｃ１⑯２１０層

TP５２１ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 幾何学的な細隆起線文を施文 外・内面条痕
文 KB３ｃ１④２０９層

TP５２２ 縄文土器 深鉢 － （３�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文・円形刺突文
地文は横位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ１⑫２３４層

TP５２３ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ５本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KB３ｃ１①

TP５２４ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＬＲＬ複節縄文を施文

KB３ｃ１⑪

TP５２５ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 地文は櫛歯状工具
による縦位の条線文を施文 KB３ｃ１⑤

TP５２６ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 地文は櫛歯状工具
による縦位の条線文を施文 KB３ｃ１①

―３９１―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP５２７ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ５本単位の櫛歯文を多方向に施文 KB３ｃ１④２３４層

TP５２８ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 細隆起線文・斜行沈線文を施文 外・内面条
痕文 KB３ｃ１④２０９層

TP５２９ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 暗赤褐 普通 半截竹管状工具による平行沈線文を縦・横位
及び鋸歯状に施文 地文は撚糸文を施文 KB３ｃ１⑯２０９層

TP５３０ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 櫛歯状工具による縦位の条線文を施文 KB３ｃ１⑫ｘ１

TP５３２ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 縦位回転の反撚の縄ＬＬヵ KB３ｃ２⑨

TP５３３ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し
帯を垂下 斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ２⑭

TP５３４ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に斜位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ２⑤ｘ１３

TP５３５ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部無文 括れ部に連続刺突文を巡らす 以下
に５本単位の櫛歯状工具による条線文を縦位施文 KB３ｃ２⑧ｘ１

TP５３６ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の櫛歯状工具による重弧文を施文
口縁部内面に突帯を巡らす KB３ｃ２②

TP５３７ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 付加条縄文を羽状構成に施文 KB３ｃ２⑪

TP５３８ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 無文 沈線文を巡らす KB３ｃ２⑪ｘ１

TP５３９ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線文で波状のモチーフを描出
地文は縦位回転の前々段多条ＲＬを施文 KB３ｃ２⑩

TP５４０ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を波状に施文 KB３ｃ２③ｘ２５・
２９

TP５４２ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 横位回転の１段Ｌ単節縄文・Ｓ字状結節文を
施文 KB３ｃ２⑮ｘ２５

TP５４３ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の断続する櫛歯文を横位・重層施文 KB３ｃ２⑪ｘ２６

TP５４４ 縄文土器 深鉢 － （４�０） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・斜行状に施文 KB３ｃ２⑪ｘ２７

TP５４５ 縄文土器 深鉢 － （３�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 縦・斜位の沈線文を施す 外・内面条痕文 KB３ｃ２⑮ｘ２５

TP５４６ 縄文土器 深鉢 － （１８�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に多
方向の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｃ２⑦

TP５４７ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に多
方向の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｃ２③ｘ３

TP５４８ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 押捺を加えた隆帯を縦・横位に蛇行して貼付
地文は粗い条線文を施文 KB３ｃ２⑤

TP５４９ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に多
方向の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｃ２⑤ｘ３

TP５５０ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 ２段ＬＲ・ＲＬ単節縄文を羽状構成に施文 KB３ｃ２⑧

TP５５１ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通
突起を伴う注口部を有する 注口部下位の左
右に４本単位の櫛歯文を斜位施文 ２段ＬＲ
単節縄文を施文

KB３ｃ２⑥

TP５５２ 縄文土器 深鉢 － （１３�０） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを描出 KB３ｃ２⑪ｘ７

TP５５３ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線文を垂下 地文は縦位の撚糸
文を施文 KB３ｃ２⑭ｘ２１

TP５５４ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文・連続する弧状の沈線文を垂
下 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ２⑯ｘ２１

TP５５５ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 ６本単位の櫛歯状工具による条線文を蛇行し
て垂下 KB３ｃ２⑥ｘ１

TP５５６ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 横位回転の２段ＲＬ単節縄文 以下に肋のあ
る貝殻の腹縁文を雑に施文 KB３ｃ２⑯

TP５５７ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KB３ｃ２⑪ｘ９

TP５５８ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ
単節縄文を施文

KB３ｃ３⑦

TP５５９ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文
２方向からの穿孔 孔径０�４～０�５㎝ KB３ｃ３⑥

TP５６０ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で区画を形成 区画内に沈線を伴
う隆帯を波状に巡らす 地文は２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB３ｃ３⑥

TP５６１ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３⑬２７層

TP５６２ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
口縁部無文 半截竹管状工具による刺突文を
巡らす 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｃ３⑧

TP５６３ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３⑩

TP５６４ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・Ｓ字状のモチーフ
を形成 KB３ｃ３⑪

TP５６５ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り携帯を垂下 縦・横位回転の２段ＬＲ単
節縄文を施文

KB３ｃ３⑭

TP５６６ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母 褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 KB３ｃ３⑪

TP５６７ 縄文土器 深鉢 － （３�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
地文は撚糸文を施文 KB３ｃ３⑬２０８層

TP５６８ 縄文土器 深鉢 － （１９�４） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線を巡らす 以下に櫛歯状工具による条線
文を垂下 KB３ｃ３⑧

TP５６９ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ３本単位の沈線を巡らす 地文は縦位回転の
２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ３⑪

TP５７０ 縄文土器 深鉢 － （９�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
沈線による楕円形区画を形成 区画内に棒状
工具による刺突文を施文 磨り消し帯を縦・
横位に巡らす

KB３ｃ３⑤

TP５７１ 縄文土器 深鉢 － （７�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 無文帯以下に２本の沈線を巡らす 隆帯と沈線
で楕円形区画を形成 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｃ３⑩

TP５７２ 縄文土器 深鉢 － （１５�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 無文 KB３ｃ４⑦ｘ１
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TP５７３ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ４⑯

TP５７４ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｃ４⑪

TP５７５ 縄文土器 深鉢 － （１１�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４⑯ｘ３

TP５７６ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４⑦

TP５７７ 縄文土器 深鉢 － （１２�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ４⑦

TP５７８ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ４⑪

TP５７９ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 区画内に櫛歯状工具による条線文を施文 KB３ｃ４⑯

TP５８０ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ４⑮

TP５８１ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 太い沈線文・磨り消し帯を垂下 ３
段ＬＲＬ複節縄文を施文

KB３ｃ４③

TP５８２ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 太い斜行沈線文を垂下 口縁部内面に突帯を
巡らす KB３ｃ４⑮

TP５８３ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ６・７本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文 KB３ｃ４⑬

TP５８４ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を縦・横位に巡らす 区
画内に縦位の回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KB３ｃ４②

TP５８５ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母 褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 KB３ｃ４④

TP５８６ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｃ４⑬

TP５８７ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 無文 沈線文を巡らす KB３ｃ４⑬ｘ６

TP５８８ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
交互刺突による連続コの字状文を巡らす ２
本単位の沈線文で弧状のモチーフを描出 地
文は撚糸文を施文

KB３ｃ４④

TP５８９ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 口唇部刻み目 半截竹管状工具による沈線文
を弧状に施文 KB３ｃ４⑪

TP５９０ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 KB３ｃ４⑧

TP５９１ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 刺突文を加えた３本単位の沈線文を巡らす
以下に横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４②ｘ６

TP５９２ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文を巡らす 地文は撚糸文を
施文 KB３ｃ４②ｘ１３

TP５９３ 縄文土器 深鉢 － （５�１） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 口唇部に刻み目 沈線文を巡らす 以下に櫛
歯状工具による縦位の条線文を垂下 KB３ｃ４⑬ｘ９

TP５９４ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 微隆帯を巡らす ２方向からの穿孔 孔径
０�５～１�２㎝ KB３ｃ４⑯

TP５９５ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 変形爪形文を巡らす KB３ｃ４②ｘ１２

TP５９６ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４⑦

TP５９７ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４⑮

TP５９８ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に多
方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４⑧

TP５９９ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形・渦巻状の区画を形成
区画内に多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ４③

TP６００ 縄文土器 深鉢 － （１１�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 肋のある貝殻の腹縁文を波状に施文 KB３ｃ４⑦ PL５１

TP６０１ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線を巡らす 以下に櫛歯状工具による条線
文を垂下 KB３ｃ４⑭

TP６０２ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線を巡らす 縦位回転の２段ＲＬ単
節縄文を施文 KB３ｃ４⑩

TP６０３ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ４・５本単位の櫛歯文を曲線的に施文 KB３ｃ４⑪ｘ１２

TP６０４ 縄文土器 深鉢 － （２�２） ８�９ 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 無文 底部木葉痕 KB３ｃ４①

TP６０５ 縄文土器 深鉢 － （１４�１） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｃ５②

TP６０６ 縄文土器 深鉢 － （８�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を波状に施文 KB３ｃ５⑫

TP６０７ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KB３ｃ５①

TP６０９ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１①ｘ３２

TP６１０ 縄文土器 深鉢 － （１３�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｄ１④

TP６１１ 縄文土器 深鉢 － （１５�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｄ１⑥

TP６１２ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｄ１⑪ｘ１１他

TP６１３ 縄文土器 深鉢 － （１４�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１⑦
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TP６１４ 縄文土器 深鉢 － （１１�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 付加
条縄文を施文

KB３ｄ１⑪

TP６１５ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母 褐 普通 ４本単位の櫛歯文を曲線的に施文 KB３ｄ１⑪

TP６１６ 縄文土器 深鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 縦・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２⑭ｘ２３

TP６１７ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｄ２⑩

TP６１８ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の沈線文を縦・横位に巡らす 地文
は撚糸文を施文 KB３ｄ２③

TP６１９ 縄文土器 深鉢 － （２０�３） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の沈線文を蛇行して垂下 地文は縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２②

TP６２０ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 太い斜行沈線文を垂下 括れ部に押捺を加え
た隆帯を巡らす KB３ｄ２⑦

TP６２１ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２⑩

TP６２２ 縄文土器 深鉢 － （１０�１） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を波状に巡ら
す 地文は斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ２④

TP６２５ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑫

TP６２６ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 縦・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑦

TP６２７ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消し
帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑪

TP６２８ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 区画内に縦位回転の前々段多条ＬＲを施文 KB３ｄ３⑪

TP６２９ 縄文土器 浅鉢 － （５�８） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 外面無文 内２本の沈線を巡らす KB３ｄ３⑫

TP６３０ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を波状に施文 KB３ｄ３⑩ｘ２４

TP６３１ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文・円形刺突
文を施文 地文は撚糸文を施文 KB３ｄ３⑧ｘ１５

TP６３２ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を波状に巡
らす 地文は撚糸文を施文 KB３ｄ３⑩

TP６３３ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成 KB３ｄ３⑩

TP６３４ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に縦
位回転の３段ＬＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑯

TP６３５ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑪

TP６３６ 縄文土器 深鉢 － （１２�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の１段Ｌ無節縄文を施文 KB３ｄ３⑭

TP６３７ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は縦位回転の３段ＬＲＬ単
節縄文を施文

KB３ｄ３③ｘ１１

TP６３８ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 縦位回転の１段Ｒ無節縄文を施文 KB３ｄ３⑦

TP６４０ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線で渦巻状のモチーフを描出 赤彩 KB３ｄ３⑯ｘ１５

TP６４１ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で区画を形成 隆帯上に刺突列
区画内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ３⑯ｘ１１

TP６４２ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 結節文ヵ KB３ｄ３⑪ｘ２３

TP６４３ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 半截竹管状工具による肋骨文を施文 地文は
撚糸文を施文 KB３ｄ３⑦ｘ１４

TP６４４ 縄文土器 深鉢 － （２０�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｄ４②

TP６４５ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は撚糸文を施文 KB３ｅ２⑮

TP６４６ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 縦・斜位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４⑦

TP６４７ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｄ４⑩

TP６４８ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ４⑩

TP６４９ 縄文土器 深鉢 － （９�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で渦巻状のモ
チーフを形成 KB３ｄ４③

TP６５０ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に沈線文・櫛歯状工具によ
る条線文を施文 KB３ｄ４⑩

TP６５１ 縄文土器 深鉢 － （４�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 橋状把手 沈線を巡らす KB３ｄ４⑦

TP６５２ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 横位回転の１段Ｌ無節縄文・Ｓ字状結節文を
施文 KB３ｄ４⑥ｘ１７

TP６５３ 縄文土器 深鉢 － （１３�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は縦・横位回転の３段ＲＬ
Ｒ複節縄文を施文

KB３ｄ４⑥

TP６５４ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 地文は櫛歯状工具
による条線文を施文 KB３ｄ２⑯ｘ１４

TP６５５ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ５⑬

TP６５６ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 縦・斜位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ５⑤

TP６５７ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 半截竹管状工具による結節沈線文・平行沈線
文・円形刺突文を施文 KB３ｄ５③ｘ１

TP６５８ 縄文土器 深鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい橙 普通 半截竹管状工具による２本単位の押し引き文
を直状・波状に横位施文 KB３ｅ１⑯ｘ３７

TP６５９ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 棒状工具による多方向の沈線文 ２方向から
の穿孔 孔径０�５～１�１㎝ KB３ｅ１⑯ｘ３２

TP６６０ 縄文土器 深鉢 － （５�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 口唇部刻み目 細隆起線文・沈線文を施文
外・内面条痕文 KB３ｅ１⑯ｘ３７

―３９４―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP６６１ 縄文土器 深鉢 － （７�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KB３ｅ２⑭ｘ３１

TP６６２ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｅ３⑪

TP６６３ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３③

TP６６４ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を波状に巡
らす 地文は撚糸文を施文 KB３ｅ３⑩

TP６６５ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文 KB３ｅ３⑭

TP６６６ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を直状に巡
らす 地文は撚糸文を施文 KB３ｅ３⑥

TP６６７ 縄文土器 深鉢 － （８�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に楕円形の刺突文を施文 KB３ｅ３⑬

TP６６８ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯で区画を形成 KB３ｅ３③

TP６６９ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３⑫

TP６７０ 縄文土器 深鉢 － （７�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KB３ｅ３⑩ｘ２１

TP６７１ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 沈線で楕円区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３⑬

TP６７２ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に
縦・横位回転の３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KB３ｅ３③

TP６７３ 縄文土器 深鉢 － （９�２） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを
形成 縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３③

TP６７４ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線文を巡らす 地文は横位回転
の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３①ｘ２４

TP６７５ 縄文土器 深鉢 － （１９�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２・３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下
縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３②・⑩

TP６７６ 縄文土器 浅鉢 － （５�５） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 ２本単位の沈線文を巡らす 渦巻状のモチー
フを描出 以下無文 KB３ｅ３⑯

TP６７７ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
以下無文 KB３ｅ３④ｘ２２

TP６７８ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 櫛歯状工具による横位の集合沈線文・肋のあ
る貝殻の腹縁文を施文 KB３ｅ３①ｘ２４

TP６７９ 縄文土器 深鉢 － （１０�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ｅ４②

TP６８０ 縄文土器 深鉢 － （１４�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 沈線による楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は前々段多条ＲＬを施文 KB３ｅ４④

TP６８１ 縄文土器 深鉢 － （１６�４） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
沈線による楕円形区画を形成 ２本単位の沈
線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は前々段多
条ＲＬを施文

KB３ｅ４④

TP６８２ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 区画内に縦・横位
回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ２②ｘ９

TP６８３ 縄文土器 深鉢 － （１６�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KC２ａ３⑫

TP６８４ 縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KC２ａ３⑤

TP６８５ 縄文土器 深鉢 － （９�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KC２ａ３④４４７層

TP６８６ 縄文土器 深鉢 － （１４�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KC２ａ４②

TP６８７ 縄文土器 深鉢 － （９�５） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＬＲ単節縄文を施文 KC２ａ５⑤４７４層

TP６８８ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で区画を形成 KC２ａ５⑩ｘ２１

TP６８９ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・コンパス状に横
位・重層施文 KC２ａ５⑮ｘ３０

TP６９０ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通 半截竹管状工具による沈線文を重弧状に施文
口縁部内面に突帯を巡らす KC２ａ５⑦

TP６９１ 縄文土器 深鉢 － （４�２） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 結節文ヵ KC２ａ５⑨４５５
ａ層

TP６９２ 縄文土器 深鉢 － （１４�８） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ５③

TP６９３ 縄文土器 深鉢 － （９�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 微隆帯で区画を形成 微隆帯間は磨
り消す 地文は多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ１③

TP６９４ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に櫛歯状工具による条線文
を垂下 KC２ｂ１⑦

TP６９５ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ３本単位の断続する櫛歯文を横位・重層施文 KC２ｂ１③ｘ８

TP６９６ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は櫛歯状工具による条線文を施文 KC２ｂ１④

TP６９７ 縄文土器 深鉢 － （１８�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は３段ＲＬＲ複節縄文を施文 KC２ｂ２④

TP６９８ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文 KC２ｂ２⑥

TP６９９ 縄文土器 深鉢 － （１３�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
口縁部無文 微隆帯で区画を形成 微隆帯間
は磨り消す 地文は縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC２ｂ２⑮

TP７００ 縄文土器 深鉢 － （１７�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ３⑨

TP７０１ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２段ＬＲ単節縄文を施文 KC２ｂ３⑭

TP７０２ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り
消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ３⑪

TP７０３ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC２ｂ３③
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TP７０４ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母
にぶい
赤褐

普通
口縁部無文 沈線文と刺突文を巡らす 以下
に沈線で楕円形区画を形成 地文は２段ＬＲ
単節縄文を施文

KC２ｂ３②

TP７０６ 縄文土器 深鉢 － （４�９） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 竹管状工具による円形刺突文 地文は２段Ｒ
Ｌ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KC２ｂ３⑦

TP７０７ 縄文土器 深鉢 － （２０�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ３⑤

TP７０８ 縄文土器 深鉢 － （１５�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 縦・横位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ４⑪

TP７０９ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 縦・斜位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ４⑮

TP７１０ 縄文土器 深鉢 － （１１�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で方形区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ４⑮ｘ１５

TP７１１ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 半截竹管状工具による刺突文 地文は２段Ｒ
Ｌ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KC２ｂ４⑮ｘ１６

TP７１２ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ
単節縄文を施文

KC２ｂ５⑦

TP７１３ 縄文土器 深鉢 － （７�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 沈線で方形区画を形成 縦位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ５⑦

TP７１４ 縄文土器 深鉢 － （１１�６） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 木目状撚糸文を施文 KC２ｂ５⑬

TP７１５ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
円形の刺突文と沈線文を巡らす 沈線を伴う
磨り消し帯で楕円形区画を形成 ２段ＲＬ単
節縄文を施文

KC２ｂ５⑦ｘ２２

TP７１６ 縄文土器 深鉢 － （４�０） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通
半截竹管状工具による結節沈線文・竹管状工
具による円形刺突文を巡らす 地文は撚糸文
を施文

KC２ｂ５⑤ｘ２４

TP７１７ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 無文 隆帯を巡らす KC２ｃ２③ｘ１

TP７１８ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下 地文は前々段多条ＲＬを施文 KC２ｃ３④

TP７１９ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文 KC２ｃ４③

TP７２０ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 櫛歯状工具による条線文を垂下 KC２ｃ４③

TP７２１ 縄文土器 深鉢 － （８�６） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 ３本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｃ４②

TP７２２ 縄文土器 深鉢 － （１６�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 磨り消し帯・蛇行沈線文を垂下 ２
段ＲＬ単節縄文を施文

KC３ａ１⑤

TP７２３ 縄文土器 深鉢 － （１９�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部無文 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ１⑪

TP７２４ 縄文土器 深鉢 － （８�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ１⑫

TP７２５ 縄文土器 深鉢 － （１２�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 縦・横位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ１②

TP７２６ 縄文土器 深鉢 － （１１�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で区画を形成 縦・横位回転の２
段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ１⑭

TP７２７ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 横位回転の付加条縄文を施文 KC３ａ１⑤

TP７２８ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 沈線で渦巻状のモチーフを形成 KC３ａ１④

TP７２９ 縄文土器 深鉢 － （８�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
口唇部刻み目 沈線文を巡らす 以下に沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単
節縄文を施文

KC３ａ１⑫ｘ７

TP７３０ 縄文土器 深鉢 － （１０�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は櫛歯状工具による条線文を縦位施文 KC３ａ１⑪

TP７３１ 縄文土器 深鉢 － （３�３） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口唇部刻み目 半截竹管状工具による沈線文
を弧状に施文 KC３ａ１⑨ｘ２

TP７３２ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 半截竹管状工具による沈線文を垂下 KC３ａ１⑫

TP７３３ 縄文土器 深鉢 － （７�７） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ１③

TP７３４ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 KC３ａ１⑭

TP７３５ 縄文土器 深鉢 － （１２�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 縦・横位の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ２②

TP７３６ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯
を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ２⑥

TP７３７ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内短沈線を施文 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下

KC３ａ２⑬２７４層

TP７３８ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 区画内に短沈線を施文 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下

KC３ａ２⑥

TP７３９ 縄文土器 深鉢 － （１１�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ４本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地
文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ２⑯

TP７４０ 縄文土器 深鉢 － （１０�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯で弧状のモ
チーフを形成 地文は撚糸文を施文 KC３ａ２④

TP７４１ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画を形成 区画内に櫛
歯状工具による条線文を縦位施文 KC３ａ２⑥

TP７４２ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯上に半截竹管状工具による刺突文を連続
する 地文は単節縄文を施文 KC３ａ２⑥ｘ２３

TP７４３ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 沈線で円形・方形区画を形成
区画内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ３④

TP７４４ 縄文土器 深鉢 － （１１�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部無文 沈線で楕円形区画を形成 区画
内に縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ３①

TP７４５ 縄文土器 深鉢 － （１０�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で区画を形成
櫛歯状工具による条線文を施文 KC３ａ３⑤

TP７４６ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母 橙 普通 太い沈線文を弧状に施文 口縁部内面に突帯
を巡らす KC３ａ３⑧ｘ３
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TP７４７ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・石英・雲母 橙 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を垂下 縦
位回転の３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KC３ａ３⑨

TP７４９ 縄文土器 深鉢 － （１７�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC３ａ４⑨

TP７５０ 縄文土器 深鉢 － （１２�２） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に５本単位の櫛歯状工具に
よる条線文を縦位施文 KC３ａ４⑮ｘ１・２

TP７５１ 縄文土器 深鉢 － （１２�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 沈線文を巡らす 以下に斜位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ４①ｘ１

TP７５２ 縄文土器 深鉢 － （１３�５） － 長石・石英・雲母 明褐 普通
沈線で渦巻状のモチーフを形成 沈線を伴う
磨り消し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節
縄文を施文

KC３ａ４⑧

TP７５３ 縄文土器 深鉢 － （１５�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 沈線文を巡らす 以下に多方向
の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ａ５⑩

TP７５４ 縄文土器 深鉢 － （１６�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 微隆帯で区画・渦巻状のモチーフを形成 微隆帯
間は磨り消す 多方向の前々段多条ＬＲを施文 KC３ａ５⑩

TP７５５ 縄文土器 深鉢 － （１６�７） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に斜位回転の２段ＬＲ単節
縄文を施文 KC３ａ５⑭

TP７５６ 縄文土器 深鉢 － （１９�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区を形成 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単
節縄文を施文

KC３ａ５②

TP７５７ 縄文土器 深鉢 － （８�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 押捺を加えた隆帯を垂下 地文は太い沈線文
を縦位施文 KC３ａ５⑨

TP７５９ 縄文土器 深鉢 － （２０�８） － 長石・石英・雲母 明黄褐 普通 微隆帯で円形・楕円形区画を形成 縦位回転の２
段ＲＬ単節縄文・櫛歯状工具による条線文を施文 KC３ｂ１⑮

TP７６０ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に櫛歯状工具による条線文
を施文 KC３ｂ１⑧

TP７６１ 縄文土器 深鉢 － （１１�９） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区を形成 沈線を伴う磨
り消し帯を垂下 縦・横位回転の２段ＲＬ単
節縄文を施文

KC３ｂ１②

TP７６３ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で方形区画・渦巻状のモチーフを形成 沈線
を伴う磨り消し帯を垂下 ３段ＬＲＬ複節縄文を施文 KC３ｂ１②

TP７６４ 縄文土器 深鉢 － （１８�６） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を巡らす 以下に櫛歯
状工具による条線文を垂下 KC３ｂ１⑧

TP７６５ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを形成 KC３ｂ１⑫

TP７６６ 縄文土器 深鉢 － （１１�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文を巡らす 沈線を伴う磨り消し
帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ１⑤

TP７６７ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形成
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ１⑯

TP７６８ 縄文土器 深鉢 － （１９�２） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で円形区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｂ２⑦

TP７６９ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口縁部無文 沈線文を巡らす 以下に２段ＲＬ
単節縄文・櫛歯状工具による条線文を縦位施文 KC３ｂ２⑮

TP７７０ 縄文土器 深鉢 － （１０�２） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 KC３ｂ２②

TP７７１ 縄文土器 深鉢 － （９�４） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 外・内面
赤彩

KC３ｂ２⑧ｘ１７，
⑬ｘ２２

TP７７２ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に櫛歯状工具による条線文
を縦位施文 KC３ｂ３⑬２７５層

TP７７３ 縄文土器 深鉢 － （１４�０） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦・横位回転の２段
ＲＬ単節縄文を施文 ２方向からの穿孔 孔径０．７～０．８� KC３ｂ３⑨

TP７７５ 縄文土器 深鉢 － （１４�６） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 １段Ｌ無節縄文を施文 KC３ｂ４⑭

TP７７６ 縄文土器 深鉢 － （１４�４） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通
棒状工具による円形刺突文を巡らす 磨り消
し帯で曲線的なモチーフを描出 多方向の２
段ＲＬ単節縄文を施文

KC３ｂ４④

TP７７７ 縄文土器 深鉢 － （８�５） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄
文を施文

KC３ｃ１⑤

TP７７８ 縄文土器 深鉢 － （１５�９） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 口縁部無文 以下に隆帯と沈線で楕円形区画
地文は縦位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ１③

TP７７９ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄橙 普通 竹管状工具による円形刺突文を施文 KC３ｃ１⑬ｘ２０

TP７８０ 縄文土器 深鉢 － （１３�９） － 長石・石英・雲母 橙 普通 微隆帯と沈線で渦巻状のモチーフを形成 地
文は多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ１⑮

TP７８１ 縄文土器 深鉢 － （８�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を曲線的に施文 地文
は多方向の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ２①

TP７８２ 縄文土器 深鉢 － （１１�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 口縁部無文 以下に半截竹管状工具による平
行沈線文を縦位施文 KC３ｃ２⑤

TP７８３ 縄文土器 深鉢 － （１０�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 微隆帯で渦巻状のモチーフを形成 微隆帯間は磨
り消す 地文は多方向に２段ＲＬ単節縄文を施文 KC３ｃ３⑨

TP７８４ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細い隆帯上に刻み目 細隆起線文・円形刺突
文を施文 外・内面条痕文 KC３ｃ３⑪ｘ２２

TP７８５ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 単軸絡条体第５類・網目状撚糸文を施文 KA２ｄ５⑫９０層他

TP７８６ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 口唇部刻み目 沈線文を斜め格子状に施文
外・内面条痕文 KA２ｄ５③３２７層

TP７８７ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 ２・３本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層
施文

KA２ｄ５⑫１１５層，
⑯１１２層

TP７８８ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 外・内面条痕文 KA２ｅ３⑮

TP７８９ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 櫛歯文・円形竹管文を施文 KA２ｅ３②ｘ３

TP７９０ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文・沈線文を施文 外・内面条痕文 KA２ｅ３⑦ｘ６

TP７９１ 縄文土器 深鉢 － （７�１） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 波頂部にボタン状の貼付文 円形刺突文・２
本単位の櫛歯文を微波状に横位施文

KA２ｅ５⑩ｘ３，
⑯１１４層

TP７９３ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 肋のある貝殻の腹縁文を施文 KA２ｅ５⑧１１２層

TP７９４ 縄文土器 深鉢 － （４�６） － 長石・石英・雲母 にぶい黄褐 普通 口唇部刻み目 ２本単位の櫛歯文を直状に横
位・重層施文 KA２ｅ５⑥ｘ３

TP７９６ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 細隆起線文を施文 外・内面条痕文 KA２ｅ５⑥ｘ３

―３９７―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP７９７ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 付加条縄文を羽状構成に施文 KA２ｅ５⑮３１３層

TP７９８ 縄文土器 深鉢 － （６�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい褐 普通 ３本単位の櫛歯文を波状に横位・重層施文 KA２ｅ５⑫１０７層

TP７９９ 縄文土器 深鉢 － （５�０） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 細い隆帯上に刻み目 短い斜行沈線文・縄文
側面圧痕文を施文 KA２ｅ５③３６３層

TP８００ 縄文土器 深鉢 － （３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 半截竹管状工具による３本単位の押し引き文
を施文 KA３ｂ１⑩ｘ１

TP８０１ 縄文土器 深鉢 － （９�８） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 櫛歯文を格子状に施文 KA３ｃ２⑤１３２層

TP８０２ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 口唇部刻み目 外・内面条痕文 KA３ｃ２④１２３層

TP８０３ 縄文土器 深鉢 － （４�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 撚糸文を施文 KA３ｃ２⑬１３６層

TP８０４ 縄文土器 深鉢 － （３�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 口唇部刻み目 幾何学的な沈線文を施文 KA３ｄ１⑨ｘ１３

TP８０５ 縄文土器 深鉢 － （７�０） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 １段のＲ無節縄文を施文 KA３ｄ３⑬１２３層

TP８０６ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文で曲線的な
モチーフを形成

KA３ｄ３③ｘ１６，
⑮ｘ１２

TP８０７ 縄文土器 深鉢 － （５�３） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 斜行沈線文・縄文側面圧痕文を施文 KA３ｄ３①１５９層

TP８０８ 縄文土器 深鉢 － （６�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文・沈線文を施文 外・内面条痕文
２方向からの穿孔 孔径０．６～０．９� KA３ｄ３④９２層

TP８０９ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・微波状に横位施文
波頂部に円窓 KA３ｄ３⑬１２３層

TP８１０ 縄文土器 深鉢 － （６�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 口唇部刻み目 外・内面条痕文 KA３ｄ３⑫９２層

TP８１１ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 ２～４本単位の櫛歯文を縦・横位施文 KA３ｄ３⑤１４４層

TP８１２ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 細隆起線文を施文 外・内面条痕文 KA３ｄ３⑨９２層

TP８１３ 縄文土器 深鉢 － （４�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文・沈線文を施文 外・内面条痕文 KA３ｄ３①１５９層

TP８１４ 縄文土器 深鉢 － （６�９） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 口唇部刻み目 細隆起線文・沈線文を施文
外・内面条痕文 KA３ｄ４⑤ｘ５

TP８１５ 縄文土器 深鉢 － （４�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 縄文側面圧痕文を巡らす 単軸絡条体第５
類・網目状撚糸文を施文 KA３ｅ２⑭ｘ２２

TP８１６ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 細い隆帯上に刻み目 短い沈線文・縄文側面
圧痕文を施文 KA３ｅ５⑨ｘ５

TP８１７ 縄文土器 深鉢 － （１２�８） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 ５本単位の櫛歯文を微波状に横位・重層施文 KB２ｂ２⑮ｘ１０，
⑯ｘ９

TP８１９ 縄文土器 深鉢 － （７�５） － 長石・石英・雲母・繊維 褐 普通 半截竹管状工具による刺突文を巡らす 地文
は２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 KB２ｂ３②

TP８２０ 縄文土器 深鉢 － （９�１） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 交互刺突による連続コの字状文を巡らす 沈線文
で弧状のモチーフを描出 地文は撚糸文を施文 KB２ｂ４⑮

TP８２１ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 口唇部刻み目 半截竹管状工具による平行沈
線文を横位施文 KB２ｂ４⑩ｘ１４

TP８２２ 縄文土器 深鉢 － （２０�９） － 長石・石英・雲母 黄褐 普通 磨り消し帯を直状・連弧状に巡らす 地文は
縦位回転の２段ＬＲ単節縄文を施文 KB２ｂ４⑩

TP８２３ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 棒状工具による円形刺突文を縦位施文 ２～
４本単位の櫛歯文を横位施文 KB２ｂ４⑨ｘ１１

TP８２４ 縄文土器 深鉢 － （２�２） － 長石・石英・雲母 明褐 普通 刻みを加えた平行沈線文・三角文を施文 KB２ｂ４⑭ｘ１３

TP８２５ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 口縁部無文 以下に３本単位の沈線を直状・
波状に巡らす 地文は前々段反撚ヵ KB２ｂ５⑫

TP８２６ 縄文土器 深鉢 － （９�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
押捺を加えた隆帯を貼付 半截竹管状工具に
よる沈線文を重弧状に施文 口縁部内面に突
帯を巡らす

KB２ｂ５⑦７３５層

TP８２７ 縄文土器 深鉢 － （１０�０） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 口縁部無文 以下に２・３本単位の沈線で渦
巻状のモチーフを形成 地文は前々段反撚ヵ KB２ｂ５⑦

TP８２８ 縄文土器 深鉢 － （７�６） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位施文
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｂ５⑯７３５層

TP８２９ 縄文土器 深鉢 － （４�４） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 竹管状工具による円形刺突文を縦位施文 平
行沈線文を斜位施文 KB２ｂ５⑦ｘ２１

TP８３０ 縄文土器 深鉢 － （３�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通
口唇部刻み目 口縁部に指頭による押捺を加
えた隆帯を巡らす 以下に３本単位の櫛歯文
を横位施文

KB２ｂ５③ｘ２２

TP８３１ 縄文土器 深鉢 － （６�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 細隆起線文・沈線文・刺突文を施文 外・内
面条痕文 KB２ｂ５⑧７３２層

TP８３２ 縄文土器 深鉢 － （５�７） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 細い隆帯上に刻み目 短い沈線文・蕨手状の
縄文側面圧痕文を施文 KB２ｂ５④７３２層

TP８３３ 縄文土器 深鉢 － （６�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 ２本単位の櫛歯文を直状・微波状に横位・重
層施文 KB２ｂ５⑪ｘ２５

TP８３５ 縄文土器 深鉢 － （６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 橙 普通 細隆起線文・沈線文・刺突文を施文 外・内
面条痕文 KB２ｃ３④ｘ１６

TP８３６ 縄文土器 深鉢 － （４�８） － 長石・石英・雲母・繊維 にぶい黄褐 普通 平行沈線文を巡らす 以下に単軸絡条体第５
類・網目状撚糸文を施文 波頂部に円窓 KB２ｄ３②ｘ２１

TP８３７ 縄文土器 深鉢 － （１２�０） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通 隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフを形
成 磨り消し帯を垂下 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB２ｅ２②

TP８３８ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母・繊維 赤褐 普通 撚糸文を施文 KB３ａ１⑤

TP８３９ 縄文土器 深鉢 － （８�２） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による円形刺突文 ３本単位の櫛
歯文を微波状に横位・重層施文 KB３ａ１①

TP８４０ 縄文土器 深鉢 － （１８�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明黄褐 普通 ５本単位の櫛歯文を直状・鋸歯状に横位・重
層施文 KB３ａ１⑨ PL５１

TP８４２ 縄文土器 深鉢 － （１５�１） － 長石・石英・雲母 赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＲＬ単節縄文を施文

KB３ａ２⑥

TP８４３ 縄文土器 深鉢 － （１６�５） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通 ３本単位の沈線文を垂下 地文は縦位回転の
２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ａ３⑬

TP８４４ 縄文土器 深鉢 － （１３�６） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 木目状撚糸文を施文 KB３ａ４② PL５１

―３９８―



番号 種別 器種 口径 器高 底径 胎土 色調 焼成 文様の特徴ほか 出土位置 備考

TP８４５ 縄文土器 深鉢 － （１３�４） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 前々段多条ＬＲ・２段ＲＬ単節縄文を羽状構成
に施文 ２方向からの穿孔 孔径０．９～１．１� KB３ａ４③

TP８４６ 縄文土器 深鉢 － （１６�３） － 長石・石英・雲母・繊維 明褐 普通 １・２本単位の櫛歯文を多方向に施文 ２方
向からの穿孔 孔径０．７～０．８� KB３ａ４③

TP８４７ 縄文土器 深鉢 － （１０�９） － 長石・石英・雲母・繊維 黄褐 普通 沈線文を斜め格子状に施文 KB３ａ５⑫

TP８４８ 縄文土器 深鉢 － （４�５） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 ２本単位の櫛歯文を微波状に巡らす 波頂部に楕
円形のモチーフを描出 ２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｃ１⑭ｘ２４

TP８４９ 縄文土器 深鉢 － （１４�３） － 長石・石英・雲母 褐灰 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回
転２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｄ１⑤

TP８５０ 縄文土器 深鉢 － （６�１） － 長石・石英・雲母・繊維 明赤褐 普通 竹管状工具による円形刺突文・半截竹管状工
具による結節沈線文・平行沈線文を施文 KB３ｄ１⑫ｘ２７

TP８５２ 縄文土器 深鉢 － （１３�３） － 長石・石英・雲母 明赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 付加
条縄文を施文

KB３ｄ３⑯

TP８５３ 縄文土器 深鉢 － （１４�８） － 長石・石英・雲母 橙 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ３段
ＬＲＬ複節縄文を施文

KB３ｄ４⑬

TP８５４ 縄文土器 深鉢 － （１２�６） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通
隆帯と沈線で楕円形区画・渦巻状のモチーフ
を形成 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 ２段
ＬＲ単節縄文を施文

KB３ｅ１⑤

TP８５５ 縄文土器 深鉢 － （５�４） － 長石・石英・雲母 暗灰黄 普通 縄文側面圧痕文を施文 地文は１段Ｌ無節縄
文を施文 KB３ｅ２⑥ｘ３０

TP８５６ 縄文土器 深鉢 － （６�２） － 長石・石英・雲母 にぶい赤褐 普通 口唇部押捺 半截竹管状工具による刺突文を
横位施文 KB３ｅ２⑥ｘ１

TP８５７ 縄文土器 深鉢 － （３�１） － 長石・石英・雲母・繊維 黒褐 普通 口唇部刻み目 半截竹管状工具による平行沈
線文・刺突文を施文 外・内面条痕文 KB３ｅ２⑥ｘ３４

TP８５９ 縄文土器 深鉢 － （６�４） － 長石・石英・雲母 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす KB３ｅ３①ｘ４

TP８６０ 縄文土器 深鉢 － （８�９） － 長石・石英・雲母 灰褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成
区画内に２段ＲＬ単節縄文を施文 KB３ｅ３⑪

TP８６１ 縄文土器 深鉢 － （１５�７） － 長石・石英・雲母 橙 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回
転１段Ｌ無節縄文を施文 KC２ａ２④

TP８６２ 縄文土器 深鉢 － （１０�５） － 長石・石英・雲母 暗赤褐 普通 ２本単位の沈線を伴う磨り消し帯を巡らす
地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ３⑦

TP８６３ 縄文土器 深鉢 － （９�９） － 長石・石英・雲母 黒褐 普通 隆帯と沈線で区画・渦巻状のモチーフを形成 区
画内に縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ３⑪

TP８６４ 縄文土器 深鉢 － （１２�４） － 長石・石英・雲母 にぶい橙 普通 口縁部無文 沈線で楕円形区画を形成 区画
内に縦・横位回転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ４⑯

TP８６５ 縄文土器 深鉢 － （１８�８） － 長石・石英・雲母 にぶい黄橙 普通 沈線で楕円形区画を形成 沈線を伴う磨り消
し帯を垂下 地文は２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ａ５⑯

TP８６７ 縄文土器 深鉢 － （１９�２） － 長石・石英・雲母 にぶい褐 普通 沈線を伴う磨り消し帯を垂下 地文は縦位回
転の２段ＲＬ単節縄文を施文 KC２ｂ５⑧

TP８６８ 縄文土器 深鉢 － （９�１） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす 付
加条縄文・２段ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 貝層表土

TP８６９ 縄文土器 深鉢 － （５�９） － 長石・石英・雲母・繊維 灰黄褐 普通 半截竹管状工具による結節沈線文を巡らす
２段ＲＬ・ＬＲ単節縄文を羽状構成に施文 貝層表土

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP１ 土器片錘 ４�１ ３�２ １�３ ３�８ ２１�２ KA３ｅ３�ｘ１

DP２ 土器片円盤 ４�０ ４�０ １�１ － １８�１ KA３ｅ３�ｘ１

DP３ 土器片錘 ４�４ ４�２ １�２ ４�０ ２７�８ KA３ｅ２�

DP４ 土器片錘 ２�６ ２�３ １�１ ２�２ ９�２ KA２ｃ３�ｘ２

DP５ 土器片錘 ４�３ ４�０ １�１ ３�６ ２３�２ KB２ａ４�ｘ３

DP６ 土器片錘 ３�７ ２�６ １�０ ３�１ ９�４ KB２ａ４�３１４層

DP７ 土器片錘
素材 ５�５ ３�２ １�５ － ２８�５ KB２ａ５�ｘ３

DP８ 土器片錘 ３�４ ３�２ １�３ ２�９ １４�７ KB２ａ５	ｘ６

DP９ 土器片錘 ２�５ ２�３ １�１ ２�２ ６�８ KB２ｂ２
ｘ３

DP１０ 土器片錘 ４�０ ２�６ １�０ ３�７ １３�２ KB２ｂ３�３４６層

DP１１ 土器片錘 ４�３ ２�７ １�２ ３�９ １４�５ KB２ｂ４�ｘ２

DP１２ 土器片錘 ３�５ ３�２ ０�８ ３�２ １２�４ KB２ｂ４�ｘ１５

DP１３ 土器片錘 ２�６ ２�６ １�０ ２�５ ７�２ KB２ｂ５�４６５層

DP１４ 土器片錘 ４�１ ３�２ １�０ ３�６ １３�９ KB２ｃ５�７８８層

DP１５ 土器片錘 ４�０ ２�４ １�３ ３�６ １１�７ KB２ｃ５�ｘ２

DP１６ 土器片錘 ３�４ ２�３ １�１ ３�２ １１�９ KB２ｃ５�ｘ３１

DP１７ 土器片錘 ９�０ ６�０ １�２ ８�５ ８２�７ KB２ｄ２
ｘ６

DP１８ 土器片錘 ６�２ ４�１ １�２ ５�８ ３２�７ KB２ｄ２�ｘ６

DP１９ 土器片錘 ５�０ ４�５ １�２ ４�３ ２１�１ KB２ｄ２�ｘ６

DP２０ 土器片錘 ４�８ ４�１ １�２ ４�３ ３１�４ KB２ｄ２	ｘ２

DP２１ 土器片錘 ４�１ ３�６ １�１ ３�４ １７�８ KB２ｄ２
ｘ５

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP２２ 土器片錘 ３�８ ３�２ ０�８ ３�４ １２�４ KB２ｄ３
４５０a層

DP２３ 土器片錘 ２�９ ３�３ １�１ ２�４ １１�５ KB２ｄ３�５０９層

DP２４ 土器片錘 ３�８ ２�５ １�３ ３�５ １３�７ KB２ｄ３	

DP２５ 土器片錘 ４�７ ３�１ １�２ ４�１ １８�５ KB２ｄ３�４３３層

DP２６ 土器片錘 ４�５ ３�３ ０�８ ４�３ １６�７ KB２ｄ４�ｘ２

DP２７ 土器片錘 ４�８ ３�４ １�２ ４�２ ２４�２ KB２ｄ４�ｘ１３

DP２８ 土器片錘 ２�６ ２�５ １�２ ２�４ ８�７ KB２ｄ４�ｘ７

DP２９ 土器片錘 ４�４ ４�０ １�０ ３�８ ２１�７ KB２ｄ４�ｘ４

DP３０ 土器片錘 ５�０ ４�４ １�０ ４�４ ２１�８ KB２ｅ１�ｘ４

DP３１ 土器片錘 ３�３ ２�９ ０�９ ３�０ １１�５ KB２ｅ１�ｘ６

DP３２ 土器片円盤 ６�５ ５�９ １�２ － ５９�８ KB２ｅ２�

DP３３ 土器片錘 ４�８ ３�７ ０�７ ４�５ １６�３ KB２ｅ２
ｘ３

DP３４ 土器片錘 ３�２ ２�８ １�１ ３�２ １２�２ KB２ｅ２�ｘ１

DP３５ 土器片錘 ３�２ ２�６ １�３ ２�８ １３�９ KB２ｅ２
ｘ３

DP３６ 土器片錘 ３�５ ２�４ ０�９ ３�２ ７�８ KB２ｅ２�ｘ３

DP３７ 土器片錘 ５�５ ４�１ １�６ ５�１ ４８�２ KB２ｅ３
ｘ１５

DP３８ 土器片錘 ５�１ ４�０ １�０ ４�６ ２３�１ KB２ｅ３�ｘ２

DP３９ 土器片錘 ４�４ ３�５ １�１ ４�０ ２２�５ KB２ｅ３
ｘ１２

DP４０ 土器片錘 ４�９ ３�３ １�１ ４�４ １８�２ KB２ｅ３�ｘ１５

DP４１ 土器片錘 ４�２ ３�６ ０�８ ３�７ １７�２ KB２ｅ３�ｘ１

DP４２ 土器片錘 ６�７ ６�１ １�４ ６�１ ５６�７ KB２ｅ３�
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番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP４４ 土器片錘 ５�９ ４�２ １�３ ５�２ ３１�９ KB２ｅ４�４９６層

DP４５ 土器片錘 ３�０ ３�２ １�１ ２�５ １１�４ KB２ｅ５�ｘ１４

DP４６ 土器片錘 ３�２ ２�７ ０�９ ２�９ １０�５ KB２ｅ５�ｘ４

DP４７ 土器片錘 ５�４ ５�２ １�１ ４�８ ２６�８ KB２ｅ５�２７４層

DP４８ 土器片錘 ４�４ ３�０ ０�７ ３�８ １４�９ KB２ｅ５�ｘ１５

DP４９ 土器片錘 ４�０ ２�４ ０�８ ３�６ １０�８ KB２ｅ５�ｘ１４

DP５０ 土器片錘 ４�２ ２�９ １�２ ３�８ １７�２ KB２ｅ５�９０４層

DP５１ 土器片錘 ３�６ ３�１ ０�９ ３�３ １３�６ KB２ｅ５�ｘ９

DP５４ 土器片円盤 ２�４ ２�１ ０�９ － ４�２ KB３ａ４	１７２層

DP５５ 土器片錘 ３�４ ３�４ ０�９ ３�１ １１�９ KB３ａ５�ｘ４

DP５６ 土器片錘 ２�３ ２�３ ０�９ ２�０ ５�６ KB３ｂ１�

DP５７ 土器片錘 ７�２ ６�３ １�０ ６�９ ５５�４ KB３ｂ２�ｘ１７

DP５８ 土器片錘 ３�２ ２�８ １�１ ２�８ １１�６ KB３ｂ２
ｘ１９

DP５９ 土器片錘 ４�２ ３�９ １�０ ４�０ ２２�３ KB３ｂ４�４１層

DP６０ 土器片錘 ３�６ ３�１ ０�９ ３�１ １３�８ KB３ｂ４�ｘ８

DP６１ 土器片錘 ３�５ ３�２ ０�９ ３�０ １２�３ KB３ｂ４
ｘ４

DP６２ 土器片錘 ３�５ ３�１ ０�８ ３�１ １２�６ KB３ｂ４�７層

DP６３ 土器片錘 ３�８ ２�９ １�１ ３�６ １３�０ KB３ｂ４�４４層

DP６４ 土器片錘 ２�９ ２�７ １�１ ２�５ ８�９ KB３ｂ４�ｘ９

DP６５ 土器片錘 ５�２ ６�３ １�３ ４�８ ４５�９ KB３ｂ５�ｘ１

DP６６ 土器片錘 ２�５ ２�６ ０�９ ２�２ ８�３ KB３ｂ５	ｘ３

DP６７ 土器片錘 ４�２ ２�９ １�２ ３�７ １７�９ KB３ｃ１
ｘ４

DP６８ 土器片錘 ３�９ ３�３ １�１ ３�４ １５�３ KB３ｃ１�ｘ１０

DP６９ 土器片錘 ４�６ ２�７ １�１ ４�２ １５�８ KB３ｃ１�ｘ２

DP７０ 土器片錘 ２�６ ２�７ ０�９ ２�２ ７�２ KB３ｃ１�ｘ４

DP７１ 土器片錘 ２�５ ２�４ ０�８ ２�３ ６�１ KB３ｃ１�ｘ１０

DP７２ 土器片錘 ８�２ ６�０ １�３ ７�６ ６２�０ KB３ｃ２�ｘ１０

DP７３ 土器片錘 ６�５ ５�０ １�１ ５�８ ３０�８ KB３ｃ２


DP７４ 土器片錘 ４�４ ４�０ ０�９ ３�８ １７�４ KB３ｃ２�ｘ８

DP７５ 土器片錘 ４�５ ３�２ １�４ ４�１ １８�９ KB３ｃ２�ｘ６

DP７６ 土器片錘 ２�６ ２�７ ０�９ ２�２ ９�１ KB３ｃ２�ｘ３

DP７７ 土器片錘 ２�５ ２�１ ０�９ ２�３ ６�７ KB３ｃ２�ｘ２

DP７８ 土器片錘 ４�３ ３�５ １�０ ３�８ １６�５ KB３ｂ４�ｘ１９

DP７９ 土器片錘 ７�７ ４�７ １�３ ７�０ ５２�８ KB３ｃ３�２６層

DP８０ 土器片錘 ３�８ ３�３ １�１ ３�５ １８�９ KB３ｃ３�ｘ７

DP８１ 土器片錘 ３�８ ３�３ ０�９ ３�２ １５�１ KB３ｃ３�ｘ２０

DP８２ 土器片錘 ４�３ ２�９ ０�８ ３�９ １０�７ KB３ｃ３�ｘ１６

DP８３ 土器片錘 ３�４ ２�９ ０�９ ３�２ １０�２ KB３ｃ３�ｘ９

DP８４ 土器片錘 ４�８ ３�８ １�３ ４�５ ２３�３ KB３ｃ４	ｘ１７

DP８５ 土器片錘 ４�２ ３�２ ０�９ ３�８ １５�８ KB３ｃ４�

DP８６ 土器片錘 ４�６ ３�０ ０�９ ４�１ １３�８ KB３ｃ４�ｘ７

DP８７ 土器片錘 ４�４ ３�６ ０�８ ３�９ １２�１ KB３ｃ４�ｘ７

DP８８ 土器片錘 ３�５ ３�２ ０�９ ３�３ １３�８ KB３ｃ４�ｘ１２

DP８９ 土器片錘 ３�６ ２�７ ０�９ ３�４ １１�４ KB３ｃ４
ｘ５

DP９０ 土器片錘 ３�３ ２�７ １�０ ３�０ １０�７ KB３ｃ４�ｘ７

DP９１ 土器片錘 ３�４ ２�６ ０�９ ２�６ ８�９ KB３ｃ４�ｘ５

DP９２ 土器片錘 ２�５ ２�３ ０�７ ２�１ ４�９ KB３ｃ４�ｘ７

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP９３ 土器片錘 ３�５ ２�９ １�０ ３�１ １２�１ KB３ｃ５�４２層

DP９４ 土器片錘 ４�５ ３�４ １�０ ４�１ １８�８ KB４ｂ１�ｘ１

DP９５ 土器片錘 ３�８ ３�６ １�０ ３�４ １６�８ KB３ｄ１�ｘ９

DP９６ 土器片錘 ３�２ ２�８ ０�８ ２�６ ９�１ KB３ｄ１�ｘ９

DP９８ 土器片錘 ２�９ ３�４ １�２ ２�７ １４�１ KB３ｄ２�ｘ２１

DP９９ 土器片錘 ３�３ ２�９ １�２ ２�９ １３�２ KB３ｄ３�ｘ１５

DP１００ 土器片錘 ４�４ ３�２ １�１ ４�０ １５�０ KB３ｄ３一括

DP１０１ 土器片錘 ２�８ ２�５ ０�８ ２�３ ７�１ KB３ｄ３

DP１０２ 土器片錘 ３�３ ２�７ ０�８ ３�０ ９�８ KB３ｄ３

DP１０３ 土器片錘 ３�２ ２�６ ０�７ ２�８ ７�８ KB３ｄ３�ｘ１２

DP１０４土器片円盤 ３�７ ３�６ ０�９ － １３�０ KB３ｄ３�ｘ１２

DP１０５ 土器片錘 ４�１ ４�４ ０�９ ３�３ １６�３ KB３ｄ４
ｘ１０

DP１０６ 土器片錘 ４�３ ４�０ １�２ ３�８ ２５�０ KB３ｄ４�２１２層

DP１０７ 土器片錘 ４�９ ４�１ １�１ ４�１ １９�４ KB３ｄ４�ｘ２

DP１０８ 土器片錘 ５�３ ３�１ １�１ ４�６ ２１�４ KB３ｄ４�２４２層

DP１０９ 土器片錘 ４�８ ３�３ １�０ ４�２ １５�２ KB３ｄ４�ｘ１

DP１１０ 土器片錘 ３�９ ３�４ １�０ ３�４ １２�０ KB３ｄ４
ｘ３

DP１１１ 土器片錘 ３�３ ３�１ １�３ ２�７ １５�７ KB３ｄ４�２３２層

DP１１２土器片円盤（４�７）（２�７） ０�９ － （１１�９）KB３ｅ４�

DP１１３ 土器片錘 ５�２ ６�０ １�３ ４�７ ５３�５ KC２ａ２�ｘ１０

DP１１４ 土器片錘 ４�９ ４�３ １�０ ４�６ ２５�９ KC２ａ３�４４６層

DP１１５ 土器片錘 ４�５ ３�９ １�０ ３�９ １８�１ KC２ａ３	４４５層

DP１１６ 土器片錘 ４�３ ３�６ １�１ ４�０ １９�４ KC２ａ３	４１１層

DP１１７ 土器片錘 ４�２ ２�８ ０�９ ３�９ １５�３ KC２ａ３�１００３層

DP１１８ 土器片錘 ３�１ ２�８ ０�９ ２�９ １０�０ KC２ａ３�４０８層

DP１１９土器片円盤（５�７）（３�７） １�２ － （２１�１）KC２ａ３�４１０層

DP１２０土器片円盤（４�８）（２�７） １�５ － （１７�７）KC２ａ３	４１１層

DP１２２ 土器片錘 ６�３ ５�８ １�２ ５�７ ５４�３ KC２ａ５�４０８層

DP１２３ 土器片錘 ５�３ ４�３ １�１ ４�９ ３１�６ KC２ａ５�４７９層

DP１２４土器片円盤 ２�７ ２�６ １�０ － ７�５ KC２ａ５�ｘ９

DP１２５ 土器片錘 ８�５ ５�７ １�１ ７�５ ６０�３ KC２ｂ１�

DP１２６ 土器片錘 ４�９ ３�９ １�１ ４�６ ２８�６ KC２ｂ１�ｘ５

DP１２７ 土器片錘 ９�１ ７�７ １�５ ８�２ ９３�６ KC２ｂ２


DP１２８ 土器片錘 ８�０ ４�２ ０�９ ７�５ ４３�２ KC２ｂ２�

DP１２９ 土器片錘 ５�９ ５�９ １�１ ５�６ ４７�２ KC２ｂ３�ｘ９

DP１３０ 土器片錘 ５�７ ４�９ １�２ ５�３ ３３�２ KC２ｂ３�ｘ９

DP１３１ 土器片錘 ５�２ ４�９ １�３ ４�６ ３７�３ KC２ｂ３
ｘ１２

DP１３２ 土器片錘 ５�７ ４�２ １�１ ５�０ ３２�６ KC２ｂ３	ｘ９

DP１３３ 土器片錘 ５�０ ４�１ １�０ ４�４ ２２�０ KC２ｂ３�ｘ１０

DP１３４ 土器片錘 ６�３ ３�８ １�２ ５�３ ２９�６ KC２ｂ３	ｘ７

DP１３５ 土器片錘 ５�４ ４�０ １�０ ５�０ ２１�９ KC２ｂ３�ｘ６

DP１３６ 土器片錘 ４�９ ３�７ １�０ ４�４ １７�２ KC２ｂ３�ｘ７

DP１３７ 土器片錘 ４�０ ４�０ ０�８ ３�６ １６�９ KC２ｂ３�ｘ９

DP１３８ 土器片錘 ４�４ ３�０ １�０ ３�９ １７�５ KC２ｂ３�ｘ４

DP１３９ 土器片錘 ４�３ ２�９ １�３ ３�９ １７�５ KC２ｂ３�ｘ５

DP１４０ 土器片錘 ３�６ ３�０ １�１ ３�０ １２�３ KC２ｂ３�ｘ７

DP１４１ 土器片錘 ３�１ ２�９ １�０ ２�６ １０�６ KC２ｂ３�ｘ１１

―４００―
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DP１４２土器片円盤 ５�０ ５�０ １�７ － （３３�８）KC２ｂ３�

DP１４３土器片円盤 ４�０ ４�１ １�０ － ２２�６ KC２ｂ３�ｘ３

DP１４４土器片円盤 ３�８ ３�７ ０�９ － １３�１ KC２ｂ３�

DP１４５土器片円盤（４�９）（１�４） ０�８ － （７�５）KC２ｂ３�ｘ１２

DP１４６土器片円盤（４�２）（１�７） ０�９ － （７�９）KC２ｂ３�ｘ１０

DP１４７ 土器片錘 ４�６ ４�６ １�２ ４�０ ３３�７ KC２ｂ４�ｘ１８

DP１４８ 土器片錘 ３�８ ３�６ １�０ ３�３ １９�０ KC２ｂ４�ｘ１８

DP１４９土器片円盤 ３�２ ３�０ ０�９ － １０�３ KC２ｂ４�ｘ１１

DP１５０ 土器片錘 ７�６ ６�３ １�３ ７�０ ６４�５ KC２ｂ５�ｘ２１

DP１５１ 土器片錘 ６�２ ６�２ １�３ ５�７ ５３�７ KC２ｂ５�ｘ１９

DP１５２ 土器片錘 ７�０ ４�９ ０�８ ６�１ ３９�７ KC２ｂ５�ｘ１３

DP１５３ 土器片錘 ５�８ ４�８ ０�９ ４�７ ３３�６ KC２ｂ５�ｘ１５

DP１５４ 土器片錘 ３�７ ２�３ １�０ ３�４ １１�４ KC２ｂ５�ｘ１９

DP１５５土器片円盤 ３�５ ３�５ ０�９ － １２�６ KC２ｂ５	ｘ１５

DP１５６土器片円盤 ３�３ ３�３ １�０ － １４�０ KC２ｂ５
ｘ１４

DP１５７土器片円盤（４�６）（１�８） １�０ － （１１�３）KC２ｂ５�ｘ１５

DP１５８土器片円盤（３�９）（２�１） １�０ － （８�８）KC２ｂ５
ｘ１５

DP１５９土器片円盤 ４�４ ４�７ １�１ － ２６�８ KC２ｃ２�

DP１６０土器片円盤 ３�７ ３�７ ０�８ － １４�３ KC２ｃ２�

DP１６１ 土器片錘 ７�６ ６�３ １�３ ７�０ ６０�６ KC２ｃ４�

DP１６３ 土器片錘 １０�２ ６�０ １�３ ９�５ ８７�６ KC３ａ１�ｘ１０

DP１６４ 土器片錘 ９�１ ４�９ １�５ ８�５ ６３�２ KC３ａ１一括

DP１６５ 土器片錘 ６�８ ４�８ ０�９ ６�０ ４９�３ KC３ａ１�ｘ１９

DP１６６ 土器片錘 ６�６ ５�２ １�４ ５�７ ４１�５ KC３ａ１�ｘ１１

DP１６７ 土器片錘 ６�３ ５�５ １�０ ５�６ ４８�７ KC３ａ１
ｘ１１

DP１６８ 土器片錘 ６�０ ５�３ １�５ ５�５ ３３�０ KC３ａ１�ｘ１７

DP１６９ 土器片錘 ５�７ ５�３ １�３ ５�１ ３９�３ KC３ａ１�ｘ８

DP１７０ 土器片錘 ６�２ ４�２ １�５ ５�７ ４４�５ KC３ａ１�ｘ１５

DP１７１ 土器片錘 ６�３ ３�３ １�２ ５�８ ２６�４ KC３ａ１�ｘ１７

DP１７２ 土器片錘 ５�６ ４�１ １�３ ４�９ ３４�１ KC３ａ１�

DP１７３ 土器片錘 ５�１ ４�２ １�２ ４�６ ２９�９ KC３ａ１�ｘ１０

DP１７４ 土器片錘 ４�５ ４�２ １�１ ４�０ ２３�３ KC３ａ１�ｘ１６

DP１７５ 土器片錘 ４�９ ３�９ １�０ ４�２ １９�５ KC３ａ１�ｘ７

DP１７６ 土器片錘 ４�３ ３�４ ０�８ ４�０ １６�０ KC３ａ１�ｘ１１

DP１７７ 土器片錘 ４�７ ３�８ １�２ ４�４ １９�２ KC３ａ１
ｘ１４

DP１７８ 土器片錘 ４�２ ３�０ １�３ ３�９ １９�３ KC３ａ１�ｘ１４

DP１７９ 土器片錘 ４�５ ３�７ ０�９ ３�９ １９�３ KC３ａ１�ｘ１３

DP１８０ 土器片錘 ４�０ ３�２ ０�９ ３�４ １３�６ KC３ａ１
ｘ１１

DP１８１ 土器片錘 ３�８ ３�２ １�０ ３�５ １２�０ KC３ａ１	ｘ１

DP１８２ 土器片錘 ３�７ ３�２ １�０ ３�３ １６�１ KC３ａ１�ｘ１

DP１８３ 土器片錘 ３�９ ２�９ ０�９ ３�５ １２�８ KC３ａ１�ｘ１８

DP１８４ 土器片錘 ４�８ ３�０ １�１ ４�１ １８�９ KC３ａ１一括

DP１８５ 土器片錘 ４�１ ２�９ １�３ ３�８ １６�８ KC３ａ１�ｘ１６

DP１８６ 土器片錘 ３�５ ３�４ ０�９ ３�１ １２�４ KC３ａ１�ｘ１１

DP１８７ 土器片錘 ４�４ ２�７ ０�９ ３�７ １２�５ KC３ａ１�ｘ１６

DP１８８ 土器片錘 ３�７ ２�７ ０�９ ３�３ １４�２ KC３ａ１	ｘ１

DP１８９ 土器片錘 ３�１ ２�６ １�０ ２�８ ９�７ KC３ａ１�ｘ１３
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DP１９０ 土器片錘 ３�１ ３�０ ０�９ ２�８ １１�２ KC３ａ１
ｘ１４

DP１９１ 土器片錘 ２�９ ２�５ ０�９ ２�５ ８�５ KC３ａ１
ｘ１４

DP１９２ 土器片錘 ２�８ ２�８ ０�９ ２�４ ６�５ KC３ａ１�ｘ１１

DP１９３ 土器片錘 ３�２ ２�７ ０�８ ３�０ ７�１ KC３ａ１�ｘ１１

DP１９４ 土器片錘 ２�５ ３�４ ０�８ １�９ ８�７ KC３ａ１
ｘ９

DP１９５ 土器片錘 ２�１ ２�９ １�１ １�７ ７�９ KC３ａ１�ｘ１１

DP１９６ 土器片錘 ２�７ ２�２ ０�８ ２�４ ６�０ KC３ａ１�ｘ１２

DP１９７ 土器片錘 ２�９ ２�１ ０�６ ２�４ ４�８ KC３ａ１�ｘ７

DP１９８ 土器片錘 ２�４ ２�１ １�２ １�９ ８�７ KC３ａ１
ｘ１６

DP１９９ 土器片錘 ２�９ １�８ ０�８ ２�４ ４�６ KC３ａ１�ｘ８

DP２００ 土器片錘 ５�６ ３�６ １�６ ５�３ ３９�２ KC３ａ１�ｘ２０

DP２０１ 土器片錘 ４�４ ４�４ ０�９ ３�８ ２０�４ KC３ａ１�ｘ１７

DP２０２ 土器片錘 ５�６ ３�６ １�１ ５�０ ２４�２ KC３ａ１�ｘ６

DP２０３ 土器片錘 ２�３ ２�０ ０�８ ２�０ ４�４ KC３ａ１�ｘ１０

DP２０４土器片円盤 ４�４ ４�４ ０�９ － １９�６ KC３ａ１�ｘ１１

DP２０５土器片円盤 ３�５ ３�５ ０�９ － １２�６ KC３ａ１�ｘ３

DP２０６土器片円盤（４�３）（２�２） ０�８ － （７�７）KC３ａ１
ｘ１１

DP２０７土器片円盤（３�４）（１�９） １�０ － （６�９）KC３ａ１�

DP２０８土器片円盤（３�１）（１�７） ０�６ － （３�５）KC３ａ１�ｘ１１

DP２１０ 土器片錘 ８�９ ６�８ １�７ ８�０ ７３�２ KC３ａ２�５７層

DP２１１ 土器片錘 ５�６ ５�９ １�４ ４�９ ４７�３ KC３ａ２	５５層

DP２１２ 土器片錘 ８�７ ４�１ １�６ ８�３ ６３�１ KC３ａ２�２７４層

DP２１３ 土器片錘 ６�０ ４�２ １�２ ５�４ ３６�３ KC３ａ２�ｘ７

DP２１４ 土器片錘 ６�１ ４�３ ０�８ ６�０ ２６�９ KC３ａ２	５５層

DP２１５ 土器片錘 ５�４ ５�４ １�２ ４�８ ４２�５ KC３ａ２�ｘ２２

DP２１６ 土器片錘 ５�３ ４�２ １�５ ４�５ ３８�５ KC３ａ２	

DP２１７ 土器片錘 ５�６ ３�９ １�３ ５�０ ３５�４ KC３ａ２
ｘ１２

DP２１８ 土器片錘 ４�９ ４�２ １�６ ４�３ ３５�８ KC３ａ２�ｘ１

DP２１９ 土器片錘 ４�６ ３�５ １�３ ４�３ ２３�６ KC３ａ２�ｘ２

DP２２０ 土器片錘 ４�５ ４�０ １�１ ４�２ ２２�２ KC３ａ２�ｘ２

DP２２１ 土器片錘 ５�３ ２�９ ０�９ ４�９ １５�９ KC３ａ２�２７４層

DP２２２ 土器片錘 ４�４ ３�５ １�０ ３�７ １８�２ KC３ａ２�ｘ１４

DP２２３ 土器片錘 ４�５ ３�８ １�０ ４�２ ２０�０ KC３ａ２�ｘ１７

DP２２４ 土器片錘 ４�２ ３�２ ０�８ ３�７ １５�５ KC３ａ２�２６４層

DP２２５ 土器片錘 ４�４ ３�７ １�１ ３�６ １８�６ KC３ａ２�５３層

DP２２６ 土器片錘 ４�４ ３�４ １�１ ３�８ １８�４ KC３ａ２�ｘ１７

DP２２７ 土器片錘 ４�３ ４�２ ２�２ ３�９ ２８�７ KC３ａ２�ｘ５

DP２２８ 土器片錘 ３�８ ３�４ １�２ ３�４ １７�３ KC３ａ２�ｘ１３

DP２２９ 土器片錘 ３�６ ３�７ ０�７ ３�１ １２�７ KC３ａ２�ｘ６

DP２３０ 土器片錘 ３�９ ３�２ ０�９ ３�３ １４�２ KC３ａ２�６５層

DP２３１ 土器片錘 ３�６ ３�４ １�０ ３�４ １３�９ KC３ａ２�ｘ６

DP２３２ 土器片錘 ３�０ ２�５ １�０ ２�５ ８�２ KC３ａ２	５６層

DP２３３ 土器片錘 ３�７ ２�１ １�０ ３�４ ９�２ KC３ａ２
ｘ２２

DP２３４ 土器片錘 ３�３ ２�６ １�１ ２�９ ９�８ KC３ａ２�２６６層

DP２３５ 土器片錘 ３�０ ２�２ ０�９ ２�８ ６�６ KC３ａ２�ｘ３

DP２３６ 土器片錘 ３�４ ３�２ ０�８ ２�９ １０�３ KC３ａ２�２７４層

DP２３７土器片円盤 ３�６ ３�６ １�１ － １６�８ KC３ａ２�２６３層

―４０１―



番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP２３８土器片円盤 ３�４ ３�３ ０�８ － １３�２ KC３ａ２�６４層

DP２３９土器片円盤 ６�０ ６�０ １�０ － ４６�６ KC３ａ２�

DP２４０土器片円盤（５�４）（２�８） ０�８ － （１３�３）KC３ａ２�

DP２４１土器片円盤（３�９）（１�９） １�０ － （６�８）KC３ａ２�６６層

DP２４２土器片円盤 ３�０（１�６） ０�８ － （４�２）KC３ａ２�６５層

DP２４５ 土器片錘 ７�６ ５�６ ０�９ ６�３ ４６�０ KC３ａ３�ｘ７

DP２４６ 土器片錘 ６�８ ５�１ １�０ ６�１ ３６�５ KC３ａ３�ｘ１５

DP２４７ 土器片錘 ５�５ ５�６ １�０ ４�５ ４０�４ KC３ａ３�ｘ１１

DP２４８ 土器片錘 ６�０ ４�３ １�１ ５�５ ３０�３ KC３ａ３�ｘ５

DP２４９ 土器片錘 ５�４ ４�３ ０�９ ４�６ ２５�２ KC３ａ３	ｘ１６

DP２５０ 土器片錘 ４�９ ４�１ １�２ ４�３ ３４�７ KC３ａ３�ｘ７

DP２５１ 土器片錘 ４�４ ４�１ １�１ ３�９ ２８�６ KC３ａ３�ｘ５

DP２５２ 土器片錘 ５�１ ３�６ １�２ ４�４ ２８�２ KC３ａ３
ｘ１１

DP２５３ 土器片錘 ４�８ ３�９ １�１ ４�３ ２３�７ KC３ａ３�ｘ５

DP２５４ 土器片錘 ４�３ ３�７ １�０ ３�８ ２０�８ KC３ａ３�ｘ１０

DP２５５ 土器片錘 ４�４ ３�７ ０�９ ３�９ １９�５ KC３ａ３�ｘ１７

DP２５６ 土器片錘 ４�７ ４�０ １�０ ３�８ ２４�５ KC３ａ３�ｘ６

DP２５７ 土器片錘 ４�９ ３�９ １�０ ４�４ ２２�７ KC３ａ３�ｘ３

DP２５８ 土器片錘 ４�４ ４�０ １�４ ３�９ ２５�０ KC３ａ３�ｘ２

DP２５９ 土器片錘
素材 ４�６ ３�１ １�１ － ２１�８ KC３ａ３�ｘ７

DP２６０ 土器片錘 ４�１ ３�２ ０�９ ３�５ １５�７ KC３ａ３


DP２６１ 土器片錘 ３�７ ３�７ １�１ ３�４ ２０�１ KC２ａ５�４０４層

DP２６２ 土器片錘 ４�５ ２�７ １�２ ３�８ １５�２ KC３ａ３�ｘ８

DP２６３ 土器片錘 ３�７ ３�０ １�６ ３�４ １７�９ KC３ａ３�ｘ１７

DP２６４ 土器片錘 ３�８ ３�０ １�２ ３�５ １６�６ KC３ａ３�ｘ７

DP２６５ 土器片錘 ３�４ ３�０ １�１ ２�９ １４�３ KC３ａ３�ｘ４

DP２６６ 土器片錘 ３�５ ３�０ １�１ ２�６ １３�８ KC３ａ３�ｘ１８

DP２６７ 土器片錘 ３�５ ２�８ １�１ ３�２ １３�９ KC３ａ３�ｘ１８

DP２６８ 土器片錘 ３�１ ３�７ １�１ ２�４ １４�５ KC３ａ３
ｘ３

DP２６９ 土器片錘 ３�６ ３�２ ０�８ ３�０ １１�３ KC３ａ３�ｘ４

DP２７０土器片円盤 ６�０ ６�１ １�２ － ４６�１ KC３ａ３
ｘ５

DP２７１土器片円盤 ５�０ ５�０ １�０ － ３５�９ KC３ａ３


DP２７２土器片円盤 ５�２ ５�３ １�０ － ２５�８ KC３ａ３一括

DP２７３土器片円盤 ４�５ ４�９ １�４ － ３５�４ KC３ａ３�ｘ４

DP２７４土器片円盤 ３�８ ４�１ １�０ － １５�９ KC３ａ３�ｘ３

DP２７５土器片円盤 ３�０ ３�２ １�１ － １１�５ KC３ａ３�ｘ１１

DP２７６土器片円盤 ２�９ ３�０ １�２ － １２�０ KC３ａ３�ｘ２

DP２７７土器片円盤 ２�７ ２�９ ０�８ － ８�８ KC３ａ３�

DP２７８土器片円盤 ２�６ ２�８ ０�９ － ７�１ KC３ａ３	ｘ１８

DP２７９土器片円盤（７�２）（３�６） １�５ － （４２�２）KC３ａ３�ｘ５

DP２８０土器片円盤（４�６）（２�２） ０�８ － （９�０）KC３ａ３�ｘ６

DP２８１土器片円盤（４�６）（２�１） ０�８ － （６�５）KC３ａ３�

DP２８２ 土器片錘 ６�６ ５�６ １�３ ５�２ ５２�１ KC３ａ１�ｘ９

DP２８３ 土器片錘 ４�４ ３�３ １�０ ３�８ １８�２ KC３ａ１�ｘ９

DP２８４ 土器片錘 ３�４ ２�７ １�０ ３�０ １１�４ KC３ａ１	ｘ９

DP２８５土器片円盤 ４�８ ４�８ １�２ － ３１�６ KC３ａ１�ｘ１１

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
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切り込
み間隔 重量 出土位置

DP２８６ 土器片錘 ９�２ ９�１ １�４ ７�８（１２９�３）KC３ａ４�８０層

DP２８７ 土器片錘 ８�７ ６�５ １�７ ７�５ ８４�３ KC３ａ４�ｘ１

DP２８８ 土器片錘 ６�９ ４�７ １�７ ５�７ ５８�２ KC３ａ４�ｘ１１

DP２８９ 土器片錘 ８�１ ４�６ １�５ ７�２ ６６�７ KC３ａ４�７９層

DP２９０ 土器片錘 ６�９ ４�３ １�４ ６�３ ３８�１ KC３ａ４�ｘ６

DP２９１ 土器片錘 ６�６ ３�４ １�２ ５�９ ２９�８ KC３ａ４�ｘ６

DP２９２ 土器片錘 ５�３ ４�９ １�１ ５�０ ２５�９ KC３ａ４�ｘ１

DP２９３ 土器片錘 ４�８ ３�５ １�１ ４�３ ２２�１ KC３ａ４�６２層

DP２９４ 土器片錘 ３�９ ４�０ ０�８ ３�４ １７�２ KC３ａ４�８０層

DP２９５ 土器片錘 ４�９ ３�１ １�２ ４�２ １６�２ KC３ａ４�ｘ４

DP２９６ 土器片錘 ５�２ ３�６ １�２ ４�９ ２４�４ KC３ａ４�ｘ１

DP２９７ 土器片錘 ４�７ ３�３ １�３ ４�０ ２１�８ KC３ａ４�６４層

DP２９８ 土器片錘 ４�３ ４�１ １�１ ３�７ １５�３ KC３ａ４�７６層

DP２９９ 土器片錘 ４�６ ３�１ ０�８ ４�１ １５�６ KC３ａ４�

DP３００ 土器片錘 ４�１ ３�３ １�１ ３�５ １９�１ KC３ａ４�ｘ１５

DP３０１ 土器片錘 ３�７ ３�９ １�２ ３�０ １９�２ KC３ａ４�ｘ５

DP３０２ 土器片錘 ４�５ ３�１ １�２ ４�０ １９�０ KC３ａ４�ｘ３

DP３０３ 土器片錘 ３�６ ３�７ ０�９ ３�２ １７�０ KC３ａ４�ｘ１２

DP３０４ 土器片錘 ４�１ ３�３ １�２ ３�７ １７�５ KC３ａ４�６２層

DP３０５ 土器片錘 ４�６ ２�６ １�０ ４�３ １８�１ KC３ａ４�２７２層

DP３０６ 土器片錘 ４�４ ３�５ ０�８ ４�０ １３�１ KC３ａ４�ｘ１

DP３０７ 土器片錘 ４�０ ３�５ １�０ ３�５ １５�４ KC３ａ４�７３層

DP３０８ 土器片錘 ３�８ ３�０ ０�９ ３�４ １３�４ KC３ａ４�７８層

DP３０９ 土器片錘 ２�９ ３�０ １�１ ２�６ １１�７ KC３ａ４�６２層

DP３１０ 土器片錘 ３�３ ２�７ １�０ ２�８ ９�９ KC３ａ４�６４層

DP３１１ 土器片錘 ３�５ ２�６ ０�７ ２�９ ８�７ KC３ａ４�ｘ１

DP３１２ 土器片錘 ４�０ ２�７ ０�９ ３�６ １０�５ KC３ａ４
ｘ８

DP３１３ 土器片錘 ３�４ ２�１ １�０ ３�２ ９�８ KC３ａ４	２６９層

DP３１４ 土器片錘 ２�７ ２�３ ０�８ ２�２ ５�９ KC３ａ４�７０層

DP３１５ 土器片錘 ２�６ ２�４ ０�７ ２�２ ５�８ KC３ａ４�ｘ２

DP３１６土器片円盤 ４�９ ５�１ １�２ － ４０�８ KC３ａ４�

DP３１７土器片円盤 ５�１ ５�３ １�１ － ３１�９ KC３ａ４�ｘ１

DP３１８土器片円盤 ４�２ ４�１ １�０ － １８�５ KC３ａ４�ｘ４

DP３１９土器片円盤 ３�８ ３�６ １�１ － １８�５ KC３ａ４


DP３２０土器片円盤 ３�２ ３�４ １�０ － １３�６ KC３ａ４�６４層

DP３２１土器片円盤 ２�６ ２�８ ０�９ － ８�１ KC３ａ４�ｘ２

DP３２２土器片円盤 ３�０ ２�８ ０�９ － ９�０ KC３ａ４�ｘ１

DP３２３土器片円盤 ２�８ ３�１ ０�８ － ８�６ KC３ａ４�６２層

DP３２４土器片円盤 ２�８ ２�４ ０�９ － ６�６ KC３ａ４�８０層

DP３２５土器片円盤 ２�３ ２�２ ０�７ － ５�１ KC３ａ４�２６７層

DP３２６土器片円盤 ２�１ ２�０ ０�９ － ４�３ KC３ａ４�ｘ５

DP３２７土器片円盤 ３�８ ３�８ ０�８ － １３�２ KC３ａ４�６４層

DP３２８土器片円盤 ４�２ ４�３ １�０ － １５�１ KC３ａ４�７７層

DP３２９土器片円盤（６�２）（３�２） １�０ － （２２�６）KC３ａ４�

DP３３０土器片円盤（４�３）（２�２） ０�６ － （６�３）KC３ａ４	７１層

DP３３２ 土器片錘 ３�８ ３�７ ０�９ ３�２ １９�２ KC３ａ５�ｘ４

DP３３３ 土器片錘 ３�７ ３�８ ０�７ ３�３ １５�１ KC３ａ５	ｘ５

―４０２―
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DP３３４土器片円盤 ４�９ ４�８ １�０ － ２１�２ KC３ａ５�

DP３３５土器片円盤 ４�２ ４�２ ０�９ － １７�０ KC３ａ５�ｘ２

DP３３６ 土器片錘 ７�６ ５�９ １�３ ６�８ ７１�６ KC３ｂ１�２７７層

DP３３７ 土器片錘 ６�７ ５�７ １�０ ６�４ ４７�４ KC３ｂ１�ｘ１０

DP３３８ 土器片錘 ７�０ ３�７ １�１ ６�７ ３１�８ KC３ｂ１�ｘ１３

DP３３９ 土器片錘 ６�０ ４�２ １�２ ５�５ ３７�７ KC３ｂ１�ｘ１０

DP３４０ 土器片錘 ６�０ ３�８ １�４ ５�５ ２４�６ KC３ｂ１�ｘ４

DP３４１ 土器片錘 ５�８ ３�６ １�５ ５�０ ２７�２ KC３ｂ１�６０層

DP３４２ 土器片錘 ５�３ ４�２ ０�８ ４�８ ２５�０ KC３ｂ１�５０層

DP３４３ 土器片錘 ３�７ ３�８ ０�９ ３�０ １４�１ KC３ｂ１	ｘ５

DP３４４ 土器片錘 ４�２ ４�０ ０�７ ３�７ １２�８ KC３ｂ１
ｘ４

DP３４５ 土器片錘 ３�６ ３�１ １�１ ３�０ １６�８ KC３ｂ１�ｘ１０

DP３４６ 土器片錘 ５�９ ２�６ １�１ ５�３ １７�９ KC３ｂ１
ｘ４

DP３４７ 土器片錘 ４�６ ３�２ １�２ ３�５ １６�１ KC３ｂ１�６１層

DP３４８ 土器片錘 ２�９ ４�５ ０�７ ２�２ ９�９ KC３ｂ１�ｘ９

DP３４９ 土器片錘 ４�６ ２�８ ０�８ ４�０ １４�３ KC３ｂ１	ｘ４

DP３５０ 土器片錘 ３�４ ２�９ ０�８ ３�１ １０�１ KC３ｂ１�ｘ３

DP３５１土器片円盤 ３�８ ４�３ １�１ － １９�０ KC３ｂ１
ｘ７

DP３５２ 土器片錘 ５�７ ５�４ １�３ ５�０ ４８�９ KC３ｂ２�ｘ１３

DP３５３ 土器片錘 ７�１ ９�３ １�６ ６�８ ４６�３ KC３ｂ２	ｘ４

DP３５４ 土器片錘 ５�４ ４�５ １�１ ４�９ ３１�３ KC３ｂ２�ｘ２２

DP３５５ 土器片錘 ４�７ ４�２ ０�９ ４�１ ２６�５ KC３ｂ２�ｘ５

DP３５６ 土器片錘 ６�０ ３�６ １�２ ５�５ ２４�６ KC３ｂ２
ｘ１９

DP３５７ 土器片錘 ５�６ ４�０ １�０ ４�８ ２２�４ KC３ｂ２�ｘ１３

DP３５８ 土器片錘 ５�０ ４�１ １�０ ４�４ ２５�４ KC３ｂ２�ｘ６

DP３５９ 土器片錘 ４�７ ５�０ １�１ ４�２ ２７�２ KC３ｂ２�ｘ２０

DP３６０ 土器片錘 ４�６ ３�８ １�２ ４�０ ２６�３ KC３ｂ２一括

DP３６１ 土器片錘 ５�１ ３�６ ０�９ ４�５ ２０�６ KC３ｂ２�

DP３６２ 土器片錘 ５�５ ３�８ １�０ ４�８ ２１�５ KC３ｂ２
ｘ９

DP３６３ 土器片錘 ４�８ ３�６ １�２ ４�３ ２９�７ KC３ｂ２�ｘ２１

DP３６４ 土器片錘 ４�５ ３�６ １�３ ３�８ ２５�３ KC３ｂ２�ｘ１２

DP３６５ 土器片錘 ４�２ ３�７ ０�９ ３�６ １７�２ KC３ｂ２	ｘ８

DP３６６ 土器片錘 ４�７ ３�４ １�２ ３�９ ２２�７ KC３ｂ２�ｘ１５

DP３６７ 土器片錘 ４�２ ３�９ １�１ ３�５ ２２�２ KC３ｂ２�ｘ８

DP３６８ 土器片錘 ４�８ ３�５ １�３ ４�２ ２２�３ KC３ｂ２�ｘ１２

DP３６９ 土器片錘 ５�４ ２�８ １�３ ４�９ ２１�２ KC３ｂ２�ｘ１２

DP３７０ 土器片錘 ４�５ ４�２ １�０ ４�１ ２２�０ KC３ｂ２�ｘ６

DP３７１ 土器片錘 ３�８ ３�４ ０�８ ３�２ １１�２ KC３ｂ２�ｘ１１

DP３７２ 土器片錘 ４�２ ２�９ ０�９ ３�７ １２�９ KC３ｂ２一括

DP３７３ 土器片錘 ３�８ ４�１ ０�８ ３�０ １６�２ KC３ｂ２
ｘ７

DP３７４ 土器片錘 ４�１ ３�９ １�０ ３�４ １４�０ KC３ｂ２�ｘ７

DP３７５ 土器片錘 ４�７ ３�６ ０�９ ４�０ １６�５ KC３ｂ２�ｘ６

DP３７６ 土器片錘 ４�０ ２�８ １�１ ３�２ １４�１ KC３ｂ２�ｘ１１

DP３７７ 土器片錘 ３�７ ３�５ １�０ ３�２ １３�４ KC３ｂ２�ｘ８

DP３７８ 土器片錘 ４�１ ３�３ １�０ ３�７ １４�７ KC３ｂ２�ｘ５

DP３７９ 土器片錘 ３�１ ４�０ ０�９ ２�６ １０�８ KC３ｂ２�ｘ１９

DP３８０ 土器片錘 ３�４ ３�１ １�１ ２�９ １２�２ KC３ｂ２
ｘ２０
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DP３８１ 土器片錘 ２�６ ２�４ ０�９ ２�１ ６�１ KC３ｂ２
ｘ７

DP３８２土器片円盤 ５�４ ５�４ １�３ － ３７�９ KC３ｂ２�

DP３８３土器片円盤 ４�７ ４�９ １�０ － ２５�５ KC３ｂ２	ｘ５

DP３８４土器片円盤 ４�１ ４�２ １�０ － １６�６ KC３ｂ２


DP３８５土器片円盤 ３�４ ３�０ １�２ － １３�７ KC３ｂ２�ｘ１８

DP３８６土器片円盤 ３�０ ３�０ ０�６ － ６�６ KC３ｂ２�ｘ５

DP３８７土器片円盤（３�６）（２�１） ０�９ － （７�１）KC３ｂ２�

DP３８８ 土器片錘 ５�５ ３�４ １�３ ４�８ ２３�７ KC３ｂ２�ｘ１

DP３８９ 土器片錘 ４�２ ４�２ １�０ ３�３ １８�４ KC３ｂ２�ｘ１

DP３９０ 土器片錘 ７�６ ６�６ １�３ ６�４ ７２�４ KC３ｂ３�ｘ１７

DP３９１ 土器片錘 ７�４ ５�１ １�３ ６�４ ６０�１ KC３ｂ３�６８層

DP３９２ 土器片錘 ５�３ ５�６ １�３ ４�２ ４１�０ KC３ｂ３�２８５層

DP３９３ 土器片錘 ５�８ ４�６ １�１ ５�２ ２７�８ KC３ｂ３�７３層

DP３９４ 土器片錘 ４�８ ３�５ １�３ ４�４ ２８�０ KC３ｂ３�６２層

DP３９５ 土器片錘 ５�５ ３�２ １�１ ４�６ ２２�３ KC３ｂ３�ｘ１６

DP３９６土器片円盤 ４�１ ４�５ １�０ － ２３�４ KC３ｂ３�ｘ１６

DP３９７ 土器片錘 ４�５ ３�９ １�０ ４�０ １７�１ KC３ｂ３�２６７層

DP３９８ 土器片錘 ４�８ ４�３ １�１ ４�４ ２０�２ KC３ｂ３�ｘ３

DP３９９ 土器片錘 ４�７ ３�５ １�４ ４�２ ２５�８ KC３ｂ３�ｘ１０

DP４００ 土器片錘 ５�３ ３�５ ０�９ ４�７ １９�７ KC３ｂ３�６９層

DP４０１ 土器片錘 ４�９ ３�７ １�０ ４�４ ２７�６ KC３ｂ３�６０層

DP４０２ 土器片錘 ４�６ ３�９ １�１ ３�７ ２２�７ KC３ｂ３�２８１層

DP４０３ 土器片錘 ３�８ ３�７ １�０ ３�３ １９�５ KC３ｂ３�７３層

DP４０４ 土器片錘 ３�７ ３�６ １�１ ３�０ １８�８ KC３ｂ３�ｘ１５

DP４０５ 土器片錘 ４�５ ２�４ １�２ ４�０ １５�２ KC３ｂ３�６８層

DP４０６ 土器片錘 ３�９ ３�６ ０�９ ３�４ １５�６ KC３ｂ３�ｘ４

DP４０７ 土器片錘 ４�２ ３�４ ０�９ ３�５ １６�５ KC３ｂ３
ｘ７

DP４０８ 土器片錘 ３�９ ３�７ １�１ ３�４ １５�５ KC３ｂ３�６４層

DP４０９ 土器片錘 ４�４ ２�８ １�１ ３�８ １３�３ KC３ｂ３�２８１層

DP４１０ 土器片錘 ３�９ ３�６ ０�７ ３�６ １１�１ KC３ｂ３�２８５層

DP４１１ 土器片錘 ４�１ ２�５ ０�９ ３�６ １２�９ KC３ｂ３
ｘ１６

DP４１２ 土器片錘 ４�２ ２�４ １�０ ３�７ １０�９ KC３ｂ３
ｘ７

DP４１３ 土器片錘 ３�２ ２�８ １�１ ２�７ １２�２ KC３ｂ３�ｘ５

DP４１４ 土器片錘 ３�２ ２�７ １�１ ２�７ ８�５ KC３ｂ３�６８層

DP４１５ 土器片錘 ３�５ ２�８ １�０ ２�９ １１�９ KC３ｂ３�６４層

DP４１６ 土器片錘 ３�２ ２�８ １�０ ２�９ １０�９ KC３ｂ３�６６層

DP４１７ 土器片錘 ２�８ ２�６ ０�９ ２�３ ８�３ KC３ｂ３�２６８層

DP４１８ 土器片錘 ３�０ ２�７ １�２ ２�６ ９�８ KC３ｂ３
６４層

DP４１９ 土器片錘 ３�０ ２�３ ０�９ ２�６ ８�７ KC３ｂ３�ｘ７

DP４２０ 土器片錘 ２�７ ２�２ ０�６ ２�２ ５�１ KC３ｂ３�６０層

DP４２１ 土器片錘 ２�５ ２�６ ０�９ ２�３ ７�４ KC３ｂ３�ｘ７

DP４２２ 土器片錘 ３�２ １�９ １�１ ２�８ ６�９ KC３ｂ３�６６層

DP４２３土器片円盤 ５�０ ４�７ １�３ － ３２�８ KC３ｂ３�２７５層

DP４２４土器片円盤 ４�９ ４�８ １�３ － ３０�１ KC３ｂ３�２８８層

DP４２５土器片円盤 ４�６ ４�６ １�４ － ２９�７ KC３ｂ３�２７５層

DP４２６土器片円盤 ３�７ ４�１ １�１ － １７�８ KC３ｂ３�ｘ５

DP４２７土器片円盤 ３�２ ３�１ １�０ － １０�９ KC３ｂ３�
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DP４２８土器片円盤 ３�６ ３�６ ０�９ － １４�４ KC３ｂ３�２６７層

DP４２９土器片円盤 ３�９ ３�７ ０�９ － １３�５ KC３ｂ３�ｘ４

DP４３０土器片円盤 ２�６ ２�７ １�０ － ８�２ KC３ｂ３�

DP４３１土器片円盤 １�９ ２�０ ０�７ － ３�０ KC３ｂ３�６０層

DP４３２土器片円盤 ６�３（３�５） １�３ － （２４�６）KC３ｂ３�

DP４３３土器片円盤 ３�２ ３�１ ０�８ － ８�３ KC３ｂ３�６８層

DP４３４土器片円盤 ２�８ ２�９ １�０ － ７�１ KC３ｂ３�

DP４３５ 土器片錘 ３�７ ３�１ １�０ ３�１ １５�８ KC３ｂ２�ｘ１９

DP４３６ 土器片錘 ７�７ ６�９ １�１ ６�８ ５７�０ KC３ｂ４�ｘ１５

DP４３７ 土器片錘 ５�２ ５�３ １�４ ４�１ ４７�２ KC３ｂ４�

DP４３８ 土器片錘 ６�１ ４�７ １�０ ５�３ ２５�０ KC３ｂ４�

DP４３９ 土器片錘 ５�８ ４�３ １�２ ５�２ ３５�９ KC３ｂ４�ｘ１４

DP４４０ 土器片錘 ５�８ ３�９ １�１ ４�９ ３１�６ KC３ｂ４	ｘ１

DP４４１ 土器片錘 ４�７ ４�７ １�６ ３�７ ３７�８ KC３ｂ４


DP４４２ 土器片錘 ５�５ ４�１ １�２ ４�７ ３４�７ KC３ｂ４一括

DP４４３ 土器片錘 ５�７ ３�４ １�２ ５�１ ２１�２ KC３ｂ４
ｘ３

DP４４４ 土器片錘 ５�３ ３�８ １�２ ４�７ ２７�６ KC３ｂ４�ｘ３

DP４４５ 土器片錘 ５�５ ３�２ １�２ ５�０ ２５�７ KC３ｂ４�

DP４４６ 土器片錘 ５�０ ４�０ １�０ ４�５ ２５�３ KC３ｂ４
ｘ４

DP４４７ 土器片錘 ５�２ ３�９ １�１ ４�６ ２５�３ KC３ｂ４�ｘ１０

DP４４８ 土器片錘 ４�８ ４�０ １�１ ４�６ ２２�６ KC３ｂ４�ｘ７

DP４４９ 土器片錘 ４�９ ２�９ １�０ ４�２ １６�６ KC３ｂ４�ｘ９

DP４５０ 土器片錘 ４�９ ３�３ ０�９ ４�４ １４�５ KC３ｂ４�

DP４５１ 土器片錘 ４�９ ４�２ １�０ ３�０ １９�３ KC３ｂ４�

DP４５２ 土器片錘 ４�４ ３�７ ０�９ ４�０ １８�４ KC３ｂ４�ｘ１１

DP４５３ 土器片錘 ４�１ ２�９ １�１ ３�５ １４�０ KC３ｂ４�ｘ６

DP４５４ 土器片錘 ４�３ ３�２ １�１ ３�９ １９�５ KC３ｂ４�

DP４５５ 土器片錘 ５�１ ３�３ ０�９ ４�４ １５�３ KC３ｂ４�

DP４５６ 土器片錘 ４�５ ３�１ １�１ ４�１ １６�７ KC３ｂ４


DP４５７ 土器片錘 ３�９ ２�９ ０�９ ３�４ １２�３ KC３ｂ４一括

DP４５８ 土器片錘 ３�４ ３�０ ０�９ ３�０ １０�２ KC３ｂ４�ｘ４

DP４５９ 土器片錘 ４�１ ２�３ １�１ ３�６ １０�６ KC３ｂ４�

DP４６０ 土器片錘 ３�５ ２�４ ０�８ ３�１ ８�４ KC３ｂ４�

DP４６１ 土器片錘 ３�３ ２�７ １�０ ２�７ １１�９ KC３ｂ４	ｘ１

DP４６２ 土器片錘 ３�２ ２�３ １�２ ２�９ ９�８ KC３ｂ４一括

DP４６３ 土器片錘 ３�１ ２�２ １�３ ２�６ ９�２ KC３ｂ４�ｘ８

DP４６４ 土器片錘 ２�９ ２�４ ０�８ ２�７ ５�７ KC３ｂ４�ｘ４

DP４６５ 土器片錘 ２�１ １�７ ０�７ １�８ ３�０ KC３ｂ４�ｘ１

DP４６６土器片円盤 ４�１（２�２） ０�９ － （８�６）KC３ｂ４�

DP４６７ 土器片錘 ７�０ ６�４ １�３ ６�４ ５３�３ KC３ｂ５�

DP４６８ 土器片錘 ５�３ ４�５ １�０ ５�０ ２１�２ KC３ｂ５�

DP４６９ 土器片錘 ４�７ ２�７ １�２ ４�２ １９�１ KC３ｂ５�ｘ２

DP４７１ 土器片錘 ８�１ ８�０ １�６ ７�４ １００�１ KC３ｃ１�

DP４７２ 土器片錘 ８�０ ７�４ １�５ ６�４ １１２�３ KC３ｃ１�ｘ６

DP４７３ 土器片錘 ５�７ ５�０ １�０ ５�０ ４０�８ KC３ｃ１�ｘ７

DP４７４ 土器片錘 ５�６ ４�５ １�１ ４�８ ２９�２ KC３ｃ１�ｘ１３

DP４７５ 土器片錘 ６�５ ４�９ １�５ ５�９ ５１�７ KC３ｃ１	ｘ１１

番号 種別 長さ
／径
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厚さ

厚さ／
孔径

切り込
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DP４７６ 土器片錘 ５�６ ４�６ １�３ ４�８ ３３�３ KC３ｃ１	ｘ１６

DP４７７ 土器片錘 ５�０ ４�３ １�１ ４�３ ２４�６ KC３ｃ１
ｘ１６

DP４７８ 土器片錘 ５�５ ３�９ １�１ ４�４ ２７�７ KC３ｃ１�ｘ８

DP４７９ 土器片錘 ５�１ ３�８ １�０ ４�５ ２０�３ KC３ｃ１	ｘ８

DP４８０ 土器片錘 ５�６ ３�６ １�３ ５�０ ２３�２ KC３ｃ１
ｘ１３

DP４８１ 土器片錘 ４�３ ３�７ ０�８ ３�９ １５�７ KC３ｃ１�ｘ９

DP４８２ 土器片錘 ４�１ ３�５ １�１ ４�０ ２０�３ KC３ｃ１�ｘ１９

DP４８３ 土器片錘 ４�４ ３�９ １�０ ４�１ １９�０ KC３ｃ１�ｘ２２

DP４８４ 土器片錘 ４�０ ３�２ １�１ ３�５ １７�３ KC３ｃ１�ｘ１８

DP４８５ 土器片錘 ３�８ ３�６ １�０ ３�１ １７�６ KC３ｃ１�ｘ７

DP４８６ 土器片錘 ３�７ ３�６ １�０ ３�２ １４�５ KC３ｃ１
ｘ２２

DP４８７ 土器片錘 ５�８ ２�６ １�１ ５�２ ２０�６ KC３ｃ１	ｘ９

DP４８８ 土器片錘 ４�４ ３�２ １�２ ３�７ １８�２ KC３ｃ１�ｘ８

DP４８９ 土器片錘 ３�６ ３�３ ０�９ ３�２ １４�３ KC３ｃ１�ｘ５

DP４９０ 土器片錘 ３�３ ３�４ ０�９ ２�８ １１�２ KC３ｃ１�ｘ１４

DP４９１ 土器片錘 ４�１ ２�８ ０�９ ３�４ １２�４ KC３ｃ１�ｘ２１

DP４９２ 土器片錘 ４�３ ２�６ １�０ ３�８ １４�１ KC３ｃ１�ｘ１３

DP４９３ 土器片錘 ３�５ ２�８ １�１ ３�３ １２�４ KC３ｃ１�ｘ１１

DP４９４ 土器片錘 ３�４ ２�９ １�１ ２�９ １０�８ KC３ｃ１�ｘ１３

DP４９５ 土器片錘 ３�７ ２�３ １�１ ３�４ １０�０ KC３ｃ１�ｘ１６

DP４９６ 土器片錘 ３�１ ２�６ ０�９ ２�３ ８�７ KC３ｃ１�ｘ１１

DP４９７ 土器片錘 ３�０ ２�６ １�１ ２�７ １０�７ KC３ｃ１	ｘ１０

DP４９８ 土器片錘 ２�３ ２�４ １�３ ２�０ ７�０ KC３ｃ１�ｘ１

DP４９９ 土器片錘 ２�５ ２�２ ０�９ ２�２ ５�９ KC３ｃ１�ｘ９

DP５００土器片円盤 ４�１ ４�５ １�０ － ２３�０ KC３ｃ１�

DP５０１土器片円盤 ３�８ ４�２ ０�６ － １１�６ KC３ｃ１


DP５０２土器片円盤 ５�０ ５�３ １�４ － ４０�７ KC３ｃ１�

DP５０３土器片円盤 ４�８ ４�７ ０�９ － ２１�６ KC３ｃ１


DP５０４土器片円盤 ５�３（３�０）（０�９） － （１４�６）KC３ｃ１


DP５０５ 土器片錘 ７�０ ６�７ １�２ ６�１ ６７�９ KC３ｃ２
２７５層

DP５０６ 土器片錘 ６�２ ４�９ １�３ ５�４ ４７�４ KC３ｃ２
６３層

DP５０７ 土器片錘 ６�７ ６�５ １�２ ６�２ ５３�４ KC３ｃ２
２７４層

DP５０８ 土器片錘 ６�２ ６�５ １�１ ５�３ ４１�８ KC３ｃ２
２７４層

DP５０９ 土器片錘 ６�３ ６�８ １�３ ５�３ ５１�６ KC３ｃ２�ｘ１３

DP５１０ 土器片錘 ６�２ ５�２ １�３ ５�５ ４６�６ KC３ｃ２�２６９層

DP５１１ 土器片錘 ５�４ ５�３ １�３ ４�５ ４３�０ KC３ｃ２	６８層

DP５１２ 土器片錘 ５�９ ４�４ １�３ ５�５ ４８�５ KC３ｃ２�ｘ１

DP５１３ 土器片錘 ５�８ ４�４ ０�９ ５�２ ２９�６ KC３ｃ２�ｘ１０

DP５１４ 土器片錘 ６�０ ５�１ １�３ ５�３ ４６�８ KC３ｃ２�２７４層

DP５１５ 土器片錘 ５�４ ４�７ １�２ ４�７ ３２�８ KC３ｃ２
２７４層

DP５１６ 土器片錘 ４�７ ４�１ １�３ ４�３ ２９�３ KC３ｃ２
２７４層

DP５１７ 土器片錘 ５�３ ４�２ １�１ ４�８ ２５�１ KC３ｃ２�２７４層

DP５１８ 土器片錘 ５�１ ３�０ １�１ ４�５ ２０�０ KC３ｃ２�ｘ１３

DP５２０ 土器片錘 ４�８ ４�７ １�１ ４�３ ２６�２ KC３ｃ２�ｘ１３

DP５２１ 土器片錘 ５�７ ３�２ １�４ ５�０ ２５�５ KC３ｃ２�２６７層

DP５２２ 土器片錘 ４�６ ３�３ １�１ ３�９ ２２�０ KC３ｃ２�ｘ１０

DP５２３ 土器片錘 ５�０ ３�６ １�７ ４�７ ３１�７ KC３ｃ２�２６７層

―４０４―
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DP５２４ 土器片錘 ４�３ ３�８ ０�９ ３�６ １５�４ KC３ｃ２�ｘ１４

DP５２５ 土器片錘 ４�７ ４�０ １�０ ４�１ ２０�３ KC３ｃ２�ｘ１

DP５２６ 土器片錘 ３�８ ３�１ １�０ ３�３ １３�０ KC３ｃ２�２７５層

DP５２７ 土器片錘 ３�８ ３�２ １�１ ３�４ １３�２ KC３ｃ２�６２層

DP５２８ 土器片錘 ４�２ ３�２ ０�９ ３�９ １２�７ KC３ｃ２�ｘ６

DP５２９ 土器片錘 ４�０ ３�１ １�３ ３�７ １６�５ KC３ｃ２�ｘ５

DP５３０ 土器片錘 ４�３ ３�７ ０�９ ３�９ １４�１ KC３ｃ２�２７４層

DP５３１ 土器片錘 ４�６ ２�５ １�０ ４�２ １３�３ KC３ｃ２	ｘ１０

DP５３２ 土器片錘 ４�２ ２�６ １�１ ３�７ １４�０ KC３ｃ２	ｘ１４

DP５３３ 土器片錘 ４�１ ２�８ １�１ ３�６ １３�９ KC３ｃ２
２６８層

DP５３４ 土器片錘 ３�９ ３�２ ０�９ ３�５ １２�７ KC３ｃ２�ｘ１３

DP５３５ 土器片錘 ３�６ ３�１ ０�８ ３�０ １３�３ KC３ｃ２�２６７層

DP５３６ 土器片錘 ３�７ ３�０ ０�９ ３�０ １１�４ KC３ｃ２�２７５層

DP５３７ 土器片錘 ３�１ ３�０ １�０ ２�６ １２�０ KC３ｃ２�ｘ１

DP５３８ 土器片錘 ３�２ ２�２ ０�９ ２�７ ７�７ KC３ｃ２�２７５層

DP５３９ 土器片錘 ３�５ ２�３ ０�９ ３�１ ７�５ KC３ｃ２
ｘ１１

DP５４０ 土器片錘 ２�４ １�６ ０�９ ２�０ ４�３ KC３ｃ２
２７４層

DP５４１ 土器片錘 ３�６ ３�１ ０�９ ３�３ １２�５ KC３ｃ２�６４層

DP５４２土器片円盤 ５�３ ５�５ １�４ － ３３�６ KC３ｃ２�２７４層

DP５４３土器片円盤 ４�３ ４�７ １�４ － ３５�６ KC３ｃ２
２７４層

DP５４４土器片円盤 ３�３ ３�３ １�１ － １３�１ KC３ｃ２�ｘ５

DP５４５土器片円盤 ３�０ ３�２ １�３ － １３�２ KC３ｃ２
２７４層

DP５４６土器片円盤 ２�７ ２�９ ０�９ － ７�４ KC３ｃ２一括

DP５４７土器片円盤 ３�２ ３�２ ０�９ － ８�８ KC３ｃ２�

DP５４９ 土器片錘 ６�４ ４�７ ０�９ ５�６ ４２�１ KC３ｃ３	ｘ１０

DP５５０ 土器片錘 ５�７ ４�９ １�１ ５�３ ４３�４ KC３ｃ３�ｘ２０

DP５５１ 土器片錘 ５�９ ４�９ １�２ ５�４ ３６�５ KC３ｃ３�ｘ８

DP５５２ 土器片錘 ５�５ ４�４ ０�９ ５�０ ２４�３ KC３ｃ３�ｘ１２

DP５５３ 土器片錘 ５�０ ４�３ １�３ ４�７ ３０�１ KC３ｃ３�ｘ９

DP５５４ 土器片錘 ６�３ ３�８ １�２ ５�８ ３１�１ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５５５ 土器片錘 ５�７ ３�３ １�３ ５�１ ２５�９ KC３ｃ３


DP５５６ 土器片錘 ４�７ ４�４ ０�９ ４�２ ２１�７ KC３ｃ３	ｘ５

DP５５７ 土器片錘 ４�７ ４�９ １�１ ４�２ ２５�４ KC３ｃ３�ｘ１２

DP５５８ 土器片錘 ４�６ ４�３ １�０ ４�１ １９�６ KC３ｃ２�ｘ３

DP５５９ 土器片錘 ４�６ ４�１ １�３ ４�０ ２３�３ KC３ｃ２�ｘ２０

DP５６０ 土器片錘 ４�４ ３�６ １�１ ３�８ ２２�６ KC３ｃ２�ｘ６

DP５６１ 土器片錘 ５�３ ４�３ １�０ ４�２ ２４�１ KC３ｃ３�ｘ１７

DP５６２ 土器片錘 ４�５ ３�７ １�１ ３�７ ２１�２ KC３ｃ３�ｘ１３

DP５６３ 土器片錘 ４�９ ３�３ １�０ ４�３ ２０�７ KC３ｃ３�ｘ９

DP５６４ 土器片錘 ４�８ ３�０ １�３ ４�４ ２２�６ KC３ｃ３�ｘ３

DP５６５ 土器片錘 ３�９ ３�４ １�３ ３�６ ２２�０ KC３ｃ３�ｘ３

DP５６６ 土器片錘 ４�３ ２�７ １�０ ３�９ １５�８ KC３ｃ３
ｘ２１

DP５６７ 土器片錘 ４�７ ３�３ ０�８ ４�１ １４�９ KC３ｃ３�ｘ１６

DP５６８ 土器片錘 ４�２ ３�７ １�０ ３�７ １８�２ KC３ｃ３	ｘ９

DP５６９ 土器片錘 ３�９ ３�６ ０�９ ３�６ １４�３ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５７０ 土器片錘 ４�５ ２�８ １�２ ４�０ １６�３ KC３ｃ３�ｘ８

DP５７１ 土器片錘 ４�０ ２�６ １�０ ３�４ １４�５ KC３ｃ３�ｘ１２
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DP５７２ 土器片錘 ３�５ ３�２ １�０ ３�１ １４�２ KC３ｃ３�ｘ１６

DP５７３ 土器片錘 ３�６ ２�７ １�０ ３�１ １３�０ KC３ｃ３�ｘ４

DP５７４ 土器片錘 ４�０ ３�２ １�０ ３�６ １３�７ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５７５ 土器片錘 ３�５ ３�１ ０�９ ３�３ １２�１ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５７６ 土器片錘 ４�５ ３�１ ０�９ ３�９ １４�０ KC３ｃ３	ｘ１６

DP５７７ 土器片錘 ４�２ ２�９ ０�８ ３�６ １２�０ KC３ｃ３�ｘ３

DP５７８ 土器片錘 ３�７ ３�３ ０�９ ３�２ １３�３ KC３ｃ３�ｘ１６

DP５７９ 土器片錘 ４�１ ２�９ ０�９ ３�６ １３�２ KC３ｃ３	ｘ１５

DP５８０ 土器片錘 ３�５ ２�９ ０�９ ３�０ １２�２ KC３ｃ３�ｘ５

DP５８１ 土器片錘 ３�３ ２�５ １�１ ２�８ １１�５ KC３ｃ３	ｘ１４

DP５８２ 土器片錘 ３�３ ２�７ １�０ ２�９ １２�５ KC３ｃ３	ｘ９

DP５８３ 土器片錘 ３�６ ２�７ ０�９ ２�９ ９�４ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５８４ 土器片錘 ３�５ １�９ ０�９ ３�１ ７�２ KC３ｃ３	ｘ７

DP５８５ 土器片錘 ２�８ １�８ １�２ ２�４ ６�８ KC３ｃ３�ｘ１

DP５８６ 土器片錘 ２�４ １�９ ０�９ ２�１ ４�６ KC３ｃ３�ｘ４

DP５８７土器片円盤 ５�０ ４�８ ０�８ － ２２�２ KC３ｃ３
ｘ１４

DP５８８土器片円盤 ３�７ ３�６ ０�８ － １３�２ KC３ｃ３�ｘ９

DP５８９土器片円盤 ３�５ ３�６ ０�８ － １１�２ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５９０土器片円盤 ３�１ ３�３ １�５ － １５�３ KC３ｃ３�ｘ１１

DP５９１土器片円盤 ２�７ ２�６ ０�８ － ７�６ KC３ｃ３�ｘ１２

DP５９２土器片円盤 ２�３ ２�２ １�１ － ５�８ KC３ｃ３�ｘ４

DP５９４土器片円盤 ２�６ ２�７ ０�７ － ５�２ KC３ｄ１�ｘ１３

DP５９５ 土器片錘 ６�３ ３�８ １�２ ５�８ ３５�６ KC３ｄ２�

DP５９６ 土器片錘 ２�３ １�９ ０�９ ２�０ ４�９ KC３ｄ２�ｘ３

DP５９７ 土器片錘 ５�８ ４�０ １�２ ５�３ ２３�６ KB２ａ２�ｘ９

DP５９８土器片円盤 ５�８ ６�１ １�１ － ４５�７ KC３ａ３�

DP５９９土器片円盤 ３�２ ３�２ １�１ － １３�７ KC３ｂ２�ｘ８

DP６００土器片円盤 ３�０ ２�９ ０�８ － ９�２ KC３ｂ２�ｘ８

DP６０１土器片円盤 ４�８ ４�８ １�２ － ２５�８ KC３ｂ４�

DP６０３ 土器片錘 ７�７ ６�４ １�２ ６�６ ５９�１ KA３ｃ２�２６７層

DP６０４土器片円盤 ２�９ ２�９ ０�９ － ９�１ KA３ｃ２�２６７層

DP６０５ 土器片錘 ８�４ ６�６ １�６ ７�５ ９２�７ KA３ｄ２�

DP６０６土器片円盤 ２�７ ２�７ ０�９ － ７�７ KA３ｅ４�ｘ１１

DP６０８ 土器片錘 ５�９ ４�５ ０�９ ５�３ ４１�７ KB２ｂ４�ｘ５

DP６０９ 土器片錘 ４�３ ４�２ １�０ ４�０ ２１�３ KB２ｂ４
ｘ４

DP６１０ 土器片錘 ４�８ ３�５ １�１ ４�４ ２１�４ KB２ｂ４
ｘ１３

DP６１１ 土器片錘 ４�８ ３�５ １�２ ４�２ ２１�４ KB２ｂ４�ｘ１１

DP６１２ 土器片錘 ３�３ ２�８ ０�９ ２�８ １０�７ KB２ｂ４
ｘ１０

DP６１３ 土器片錘 ４�０ ２�６ １�１ ３�６ １１�９ KB２ｂ５�ｘ１４

DP６１４ 土器片錘 ３�９ ２�５ １�０ ３�２ ９�４ KB２ｂ５	ｘ８

DP６１５ 土器片錘 ３�９ ２�５ １�１ ３�４ １０�５ KB２ｂ５�ｘ１９

DP６１６ 土器片錘 ３�６ ２�６ １�３ ３�１ １５�３ KB２ｂ５	３０２層

DP６１７ 土器片錘 ２�９ ３�３ ０�９ ２�５ ９�３ KB２ｂ５�ｘ１７

DP６１８ 土器片錘 ２�７ ３�０ １�１ ２�３ １０�５ KB２ｂ５�ｘ４

DP６１９ 土器片錘 ３�１ ３�２ １�０ ２�７ ９�５ KB２ｂ５�ｘ１１

DP６２０ 土器片錘 ２�７ ２�６ １�０ ２�３ ９�３ KB２ｂ５�２３１層

DP６２３ 土器片錘 ４�７ ３�８ ０�９ ３�８ １９�５ KB２ｃ２�４３３層

―４０５―
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DP６２４ 土器片錘 ４�２ ３�０ １�０ ３�８ １５�５ KB２ｃ３�ｘ８

DP６２５ 土器片錘 ４�２ ３�８ １�２ ３�８ ２２�３ KB２ｃ５�ｘ１

DP６２６ 土器片錘 ４�６ ３�７ １�１ ４�１ ２０�１ KB２ｃ５�ｘ１９

DP６２７ 土器片錘 ３�３ ２�３ １�０ ３�０ ８�３ KB２ｃ５�７８０層

DP６２８ 土器片錘 ５�２ ４�６ １�０ ４�６ ２４�１ KB２ｄ１�４２１層

DP６２９ 土器片錘 ３�５ ３�０ １�０ ３�１ １２�３ KB２ｄ３�５７５層

DP６３０ 土器片錘 ４�３ ３�７ １�２ ３�９ ２４�９ KB２ｄ５�ｘ１９

DP６３１ 土器片錘 ３�９ ３�３ １�２ ３�５ １４�２ KB２ｄ５	７８１層

DP６３２ 土器片錘 ３�６ ３�２ １�１ ３�２ １３�０ KB２ｄ５�４７６層

DP６３３ 土器片錘 ３�１ ２�６ １�１ ２�６ ８�８ KB２ｄ５�４６１層

DP６３４ 土器片錘 ２�７ ２�３ １�０ ２�４ ７�３ KB２ｄ５�ｘ６

DP６３５土器片円盤 ２�６ ２�５ １�２ － ８�１ KB２ｄ５�７８８層

DP６３７ 土器片錘 ４�６ ３�９ １�２ ４�０ ２３�９ KB２ｅ２	４４２層

DP６３８ 土器片錘 ５�４ ２�６ １�３ ５�１ １９�３ KB２ｅ２
４２１層

DP６３９ 土器片錘 ４�１ ３�６ １�３ ３�７ １８�０ KB２ｅ２	４４５層

DP６４０ 土器片錘 ３�９ ３�３ ０�９ ３�８ １５�３ KB２ｅ２�ｘ１０

DP６４１ 土器片錘 ３�８ ３�４ １�０ ３�４
３�５ １４�３ KB２ｅ２�ｘ７

DP６４２ 土器片錘 ３�６ ３�２ １�１ ３�０ １３�０ KB２ｅ２�ｘ１０

DP６４３ 土器片錘 ３�８ ３�５ ０�７ ３�３ １１�５ KB２ｅ２�４２２層

DP６４４ 土器片錘 ３�９ ２�７ １�３ ３�５ １３�９ KB２ｅ２�４２２層

DP６４５ 土器片錘 ７�３ ５�７ １�５ ６�６ ８１�９ KB２ｅ４�４７１層

DP６４６ 土器片錘 ６�５ ４�７ １�４ ５�８ ４５�９ KB２ｅ４�５０１層

DP６４７ 土器片錘 ５�３ ４�４ １�４ ５�０ ３９�３ KB２ｅ４�５１０層

DP６４８ 土器片錘 ４�５ ３�５ ０�９ ４�２ １７�３ KB２ｅ４�ｘ６

DP６４９ 土器片錘 ４�０ ４�０ １�３ ３�５ １９�８ KB２ｅ４
５００層

DP６５０ 土器片錘 ４�６ ２�７ １�１ ４�０ １４�４ KB２ｅ４�ｘ８

DP６５１ 土器片錘 ４�３ ３�０ １�２ ３�８ １５�７ KB２ｅ４
ｘ１３

DP６５２ 土器片錘 ３�５ ３�１ １�２ ３�３ １２�６ KB２ｅ４�４９８層

DP６５３ 土器片錘 ３�３ ２�８ ０�９ ３�０ １０�２ KB２ｅ４�５１２層

DP６５４ 土器片錘 ６�３ ５�４ １�２ ５�９ ５３�３ KB２ｅ５�１０４８層

DP６５５ 土器片錘 ５�４ ４�７ １�１ ４�８ ３２�５ KB２ｅ５�５４０層

DP６５６ 土器片錘 ４�５ ３�３ １�０ ３�９ １５�４ KB２ｅ５�ｘ１５

DP６５７ 土器片錘 ４�３ ２�７ １�０ ３�９ １４�５ KB２ｅ５�１０４８層

DP６５８ 土器片錘 ６�７ ４�０ １�３ ６�３ ４０�９ KB３ａ１�ｘ９

DP６５９ 土器片錘 ３�８ ２�８ １�１ ３�３ ９�４ KB３ａ１�ｘ１１

DP６６０ 土器片錘 ３�５ ２�２ １�２ ３�１ ９�５ KB３ａ１�ｘ１１

DP６６１ 土器片錘 ３�８ ３�８ ０�９ ３�２ １３�３ KB３ａ４
ｘ１６

DP６６２ 土器片錘 ３�７ ３�６ １�２ ３�３ １６�８ KB３ａ５�ｘ２

DP６６３ 土器片錘 ５�７ ４�０ ０�８ ４�９ ２３�１ KB３ｂ３�ｘ１０

DP６６４ 土器片錘 ３�２ ２�７ ０�９ ２�７ ９�９ KB３ｂ３�ｘ１０

DP６６５ 土器片錘 ３�２ ２�１ ０�９ ２�８ ７�７ KB３ｂ３�ｘ１０

DP６６６土器片円盤 ３�５ ３�６ ０�８ － ９�７ KB３ｂ３�ｘ１０

DP６６７土器片円盤 ２�８ ２�７ ０�６ － ６�４ KB３ｂ３�ｘ１０

DP６６８ 土器片錘 ５�１ ４�６ １�３ ４�５ ２８�６ KB３ｃ１
ｘ１７

DP６６９ 土器片錘 ４�６ ３�８ １�１ ３�９ ２７�０ KB３ｃ３�ｘ１２

DP６７０ 土器片錘 ４�２ ４�４ １�１ ３�６ １９�４ KB３ｃ３�ｘ１５

DP６７１ 土器片錘 ４�７ ２�３ １�２ ４�２ １８�７ KB３ｃ３�７層
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DP６７２ 土器片錘 ５�２ ４�３ ０�９ ５�０ ２６�１ KB３ｃ４�ｘ４

DP６７３ 土器片錘 ４�８ ３�２ １�０ ４�５ ２２�３ KB３ｃ４�ｘ４

DP６７４ 土器片錘 ６�４ ５�２ １�５ ５�７ ５３�９ KB３ｄ１�ｘ１３

DP６７５ 土器片錘 ３�７ ３�６ １�３ ３�２ １５�１ KB３ｄ１�ｘ１６

DP６７６ 土器片錘 ６�３ ４�３ １�１ ５�６ ３５�４ KB３ｄ２
ｘ３

DP６７７ 土器片錘 ６�８ ４�３ １�５ ６�４ ４１�８ KB３ｄ２一括

DP６７８ 土器片錘 ３�７ ３�３ １�２ ３�２ １８�５ KB３ｄ２�ｘ４

DP６７９ 土器片錘 ６�５ ４�４ １�４ ６�１ ３９�５ KB３ｄ３�ｘ２０

DP６８０ 土器片錘 ４�２ ３�８ １�０ ３�９ ２１�４ KB３ｄ３�２４３層

DP６８１ 土器片錘 ４�３ ３�５ ０�９ ４�０ １１�７ KB３ｄ３�２１７層

DP６８２ 土器片錘 ３�５ ３�４ ０�９ ３�１ １２�２ KB３ｄ３�ｘ９

DP６８３ 土器片錘 ３�０ ２�３ １�１ ２�７ ９�２ KB３ｄ３一括

DP６８４ 土器片錘 ６�５ ４�３ １�８ ６�０ ５５�３ KB３ｄ４�２４８層

DP６８５ 土器片錘 ６�５ ４�８ ２�２ ５�８ ４９�８ KB３ｄ４�ｘ２

DP６８６ 土器片錘 ４�３ ３�０ １�１ ３�８ １６�４ KB３ｄ４�２４８層

DP６８７ 土器片錘 ３�７ ３�２ ０�９ ３�３ １２�５ KB３ｄ４�２３８層

DP６８８ 土器片錘 ４�３ ２�９ １�１ ４�０ １７�４ KB３ｄ４�２１２層

DP６８９ 土器片錘 ３�７ ３�３ １�１ ３�２ １４�１ KB３ｄ５�ｘ６

DP６９０ 土器片錘 ６�３ ４�７ １�１ ５�７ ３９�１ KB３ｅ１�ｘ１３

DP６９１ 土器片錘 ４�９ ４�９ １�０ ４�３ ２６�２ KB３ｅ１	ｘ１８

DP６９２ 土器片錘 ５�７ ３�２ １�４ ５�３ ２５�９ KB３ｅ１�ｘ２７

DP６９３ 土器片錘 ３�７ ３�４ １�１ ３�３ １６�０ KB３ｅ１�ｘ１０

DP６９４ 土器片錘 ３�７ ３�２ １�０ ３�３ １５�５ KB３ｅ１�ｘ２０

DP６９５ 土器片錘 ３�７ ３�１ １�１ ３�１ １６�０ KB３ｅ１	ｘ２４

DP６９６ 土器片錘 ３�６ ３�４ １�１ ３�２ １７�１ KB３ｅ１�ｘ１５

DP６９７ 土器片錘 ３�５ ３�２ １�３ ３�２ １５�８ KB３ｅ１	ｘ１９

DP６９８ 土器片錘 ３�４ ３�０ ０�９ ３�１ ９�６ KB３ｅ１�ｘ２２

DP６９９ 土器片錘 ３�３ ２�４ １�０ ２�９ ８�２ KB３ｅ１�ｘ４

DP７００ 土器片錘 ３�７ ２�４ ０�９ ３�３ ８�９ KB３ｅ１�ｘ２８

DP７０１ 土器片錘 ３�７ ２�２ ０�９ ３�１ ９�２ KB３ｅ１
ｘ１５

DP７０２ 土器片錘 ２�９ ２�５ ０�８ ２�７ ８�２ KB３ｅ１
ｘ１５

DP７０３土器片円盤 ２�４ ２�６ １�１ － ９�１ KB３ｅ１�ｘ２１

DP７０６ 土器片錘 ８�０ ５�７ １�４ ７�３ ９６�３ KB３ｅ２	１０２５層

DP７０７ 土器片錘 ９�１ ４�９ ２�５ ８�４ ９６�３ KB３ｅ２�ｘ２２

DP７０８ 土器片錘 ７�６ ５�０ １�３ ６�４ ６６�２ KB３ｅ２�ｘ８

DP７０９ 土器片錘 ６�０ ５�２ １�２ ５�６ ４４�９ KB３ｅ２
ｘ８

DP７１０ 土器片錘 ６�７ ３�９ １�４ ６�０ ２４�６ KB３ｅ２	１０２６層

DP７１１ 土器片錘 ５�０ ４�３ １�０ ４�６ ２８�０ KB３ｅ２�ｘ１４

DP７１２ 土器片錘 ４�８ ３�８ １�４ ４�３ ２６�９ KB３ｅ２�２１７層

DP７１３ 土器片錘 ４�０ ３�９ １�１ ３�２ １８�５ KB３ｅ２一括

DP７１４ 土器片錘 ４�２ ３�４ ０�８ ３�７ １５�１ KB３ｅ２	１０２４層

DP７１５ 土器片錘 ３�８ ３�１ ０�９ ３�３ １４�６ KB３ｅ２�ｘ２５

DP７１６ 土器片錘 ４�５ ３�１ ０�９ ４�０ １５�８ KB３ｅ２一括

DP７１７ 土器片錘 ４�９ ２�７ ０�９ ４�４ １４�４ KB３ｅ２�ｘ１２

DP７１８ 土器片錘 ４�３ ３�２ １�１ ３�３ １４�６ KB３ｅ２�

DP７１９ 土器片錘 ４�５ ３�３ １�１ ４�１ １７�１ KB３ｅ２
２５５層

DP７２０ 土器片錘 ３�７ ３�５ １�０ ３�２ １４�５ KB３ｅ２�１０２３層
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DP７２１ 土器片錘 ３�９ ２�６ １�０ ３�５ １２�７ KB３ｅ２�

DP７２２土器片円盤 ５�１ ５�２ １�０ － ３２�２ KB３ｅ２�

DP７２３土器片円盤 ３�０ ２�９ １�０ － ８�１ KB３ｅ２�

DP７２５ 土器片錘 ４�０ ２�５ １�２ ３�５ １４�２ KA３ｅ２�ｘ１０

DP７２６ 土器片錘 ６�９ ５�５ １�２ ６�２ ６３�７ KB３ｅ３�ｘ１１

DP７２７ 土器片錘 ６�７ ５�６ １�０ ６�０ ４９�１ KB３ｅ８�ｘ１５

DP７２８ 土器片錘 ６�８ ５�７ １�３ ５�９ ５２�３ KB３ｅ３�ｘ１

DP７２９ 土器片錘 ７�２ ４�６ １�０ ６�６ ４０�０ KB３ｅ３�ｘ１４

DP７３０ 土器片錘 ６�４ ４�９ １�２ ５�９ ４８�７ KB３ｅ３一括

DP７３１ 土器片錘 ６�１ ４�５ １�１ ５�７ ２９�０ KB３ｅ３�ｘ２４

DP７３２ 土器片錘 ６�６ ４�２ １�２ ５�８ ３９�４ KB３ｅ３	ｘ１３

DP７３３ 土器片錘 ５�６ ４�２ １�２ ５�１ ３７�９ KB３ｅ３


DP７３４ 土器片錘 ６�５ ３�２ １�４ ６�２ ２８�３ KB３ｅ３�ｘ８

DP７３５ 土器片錘 ５�６ ３�７ １�２ ５�２ ２２�７ KB３ｅ３	ｘ１６

DP７３６ 土器片錘 ５�３ ３�６ １�３ ５�１ ３０�８ KB３ｅ３�ｘ８

DP７３７ 土器片錘 ４�４ ４�５ １�０ ４�０ １９�３ KB３ｅ３�ｘ１１

DP７３８ 土器片錘 ４�７ ４�３ １�２ ４�３ ２７�４ KB３ｅ３�

DP７３９ 土器片錘 ４�３ ３�８ １�１ ３�９ ２３�０ KB３ｅ３


DP７４０ 土器片錘 ４�２ ３�６ ０�９ ３�９ １６�７ KB３ｅ３�ｘ１

DP７４１ 土器片錘 ４�０ ３�６ １�１ ３�１ １７�３ KB３ｅ３�

DP７４２ 土器片錘 ４�４ ３�２ １�３ ４�１ １８�２ KB３ｅ３�ｘ１５

DP７４３ 土器片錘 ３�９ ３�５ １�１ ３�５ １６�６ KB３ｅ３�

DP７４４ 土器片錘 ４�４ ３�５ １�２ ３�９ １９�８ KB３ｅ３�ｘ２

DP７４５ 土器片錘 ３�８ ３�４ １�０ ３�５ １６�０ KB３ｅ３�

DP７４６ 土器片錘 ３�８ ３�２ ０�９ ２�９ １３�０ KB３ｅ３


DP７４７ 土器片錘 ３�４ ３�６ １�０ ２�９ １３�６ KB３ｅ３�ｘ６

DP７４８ 土器片錘 ３�８ ２�９ １�１ ３�２ １３�６ KB３ｅ３


DP７４９ 土器片錘 ２�８ ２�８ ０�９ ２�５ １０�５ KB３ｅ３


DP７５０ 土器片錘 ２�９ ２�７ ０�９ ２�６ ８�７ KB３ｅ３
ｘ２０

DP７５１ 土器片錘 ３�１ ２�７ １�３ ２�６ １１�９ KB３ｅ３
ｘ４

DP７５２ 土器片錘 ３�０ ２�２ １�０ ２�５ ７�５ KB３ｅ３�ｘ４

DP７５３ 土器片錘 ２�８ ２�０ １�０ ２�４ ６�５ KB３ｅ３�ｘ７

DP７５４土器片円盤 ５�３ ５�２ １�１ － ４１�１ KB３ｅ３�

DP７５５ 土器片錘 ６�１ ５�４ １�３ ５�４ ５３�０ KB３ｅ４�ｘ３

DP７５６ 土器片錘 ５�６ ５�１ １�３ ４�８ ４９�７ KB３ｅ４�６４層

DP７５７ 土器片錘 ５�８ ５�３ １�３ ５�４ ４３�７ KB３ｅ４�ｘ５

DP７５８ 土器片錘 ６�５ ４�６ １�２ ５�６ ３９�０ KB３ｅ４�１０２０層

DP７５９ 土器片錘 ７�１ ４�０ １�７ ６�６ ４８�１ KB３ｅ４
ｘ９

DP７６０ 土器片錘 ４�６ ４�８ １�５ ４�１ ３５�８ KB３ｅ４�ｘ１４

DP７６１ 土器片錘 ５�１ ５�１ １�０ ４�２ ２１�２ KB３ｅ４�ｘ２

DP７６２ 土器片錘 ４�４ ４�６ ０�９ ３�８ ２１�１ KB３ｅ４
ｘ１３

DP７６３ 土器片錘 ４�８ ３�９ １�１ ４�３ ２２�１ KB３ｅ４�ｘ６

DP７６４ 土器片錘 ４�３ ３�８ １�１ ４�０ ２３�６ KB３ｅ４�

DP７６５ 土器片錘 ４�３ ３�３ ０�９ ４�０ １６�２ KB３ｅ４�ｘ１０

DP７６６ 土器片錘 ３�９ ３�４ ０�９ ３�６ １５�７ KB３ｅ４�２３８層

DP７６７ 土器片錘 ４�０ ３�４ １�２ ３�５ ２０�０ KB３ｅ４�ｘ５

DP７６８ 土器片錘 ３�４ ３�１ １�１ ３�１ １５�５ KB３ｅ４
ｘ１３

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP７６９ 土器片錘 ２�７ ２�５ １�０ ２�４ １１�８ KB３ｅ４
ｘ５

DP７７０ 土器片錘 ３�７ ２�５ １�１ ３�５ １４�５ KB３ｅ４�ｘ１５

DP７７１ 土器片錘 ３�７ ２�５ ０�８ ３�５ ９�６ KB３ｅ４�ｘ２

DP７７２ 土器片錘 ３�６ ２�５ １�０ ３�０ ９�６ KB３ｅ４�ｘ１１

DP７７３ 土器片錘 ３�９ ２�６ ０�９ ２�６ ９�９ KB３ｅ４�ｘ２

DP７７４ 土器片錘 ２�８ ２�３ １�０ ２�５ ９�４ KB３ｅ４�２４９層

DP７７５ 土器片錘 ３�４ ２�０ １�１ ３�０ ８�３ KB３ｅ４�ｘ９

DP７７６ 土器片錘 ２�４ ２�１ １�０ ２�１ ６�３ KB３ｅ４
ｘ１１

DP７７７ 土器片錘 ５�９ ３�５ １�４ ５�４ ３２�２ KB３ｅ５�ｘ１

DP７７８ 土器片錘 ５�８ ３�８ １�１ ５�５ ２５�７ KB３ｅ５�ｘ６

DP７７９ 土器片錘 ５�３ ４�７ １�２ ５�０ ４１�０ KB３ｅ５�ｘ２

DP７８０ 土器片錘 ４�２ ３�３ ０�８ ３�２ １１�２ KB３ｅ５�ｘ４

DP７８１ 土器片錘 ３�５ ３�２ １�０ ２�９ １３�４ KB３ｅ５�ｘ５

DP７８２ 土器片錘 ３�６ ３�１ １�２ ３�１ １４�５ KB３ｅ５�ｘ５

DP７８３ 土器片錘 ３�６ ２�８ １�３ ３�２ １８�６ KC２ａ１�ｘ７

DP７８４ 土器片錘 ６�６ ４�８ １�７ ５�９ ５７�０ KC２ａ２
ｘ２

DP７８５ 土器片錘 ５�７ ５�１ １�３ ５�２ ５２�３ KC２ａ２�ｘ１２

DP７８６ 土器片錘 ５�３ ４�０ １�１ ５�０ ２４�２ KC２ａ２�ｘ１０

DP７８７ 土器片錘 ４�１ ３�５ １�１ ３�５ １８�１ KC２ａ２	ｘ６

DP７８８ 土器片錘 ３�７ ３�６ １�２ ３�４ ２０�６ KC２ａ２�ｘ９

DP７８９ 土器片錘 ４�７ ３�０ １�５ ４�３ ２１�７ KC２ａ２
ｘ５

DP７９０ 土器片錘 ３�６ ３�３ １�１ ３�２ １４�８ KC２ａ２�ｘ２

DP７９１ 土器片錘 ３�５ ２�８ １�０ ３�０ １１�０ KC２ａ２�ｘ１０

DP７９２ 土器片錘 ３�９ ２�７ ０�８ ３�４ ９�８ KC２ａ２�ｘ１１

DP７９３土器片円盤 ２�５ ２�４ ０�７ － ５�１ KC２ａ２
ｘ１１

DP７９４土器片円盤 ４�７（２�７） ０�８ － （９�６）KC２ａ２�ｘ６

DP７９５ 土器片錘 ７�４ ６�３ １�３ ６�９ ５９�１ KC２ａ３�４４５層

DP７９６ 土器片錘 ７�５ ６�５ １�２ ７�０ ６２�５ KC２ａ３�ｘ１１

DP７９７ 土器片錘 ５�８ ２�６ １�０ ５�５ １７�８ KC２ａ３


DP７９８ 土器片錘 ３�８ ４�６ １�３ ２�７ ２７�１ KC２ａ３�ｘ１０

DP７９９ 土器片錘 ４�２ ３�６ １�２ ３�９ ２１�２ KC２ａ３�ｘ１５

DP８００ 土器片錘 ４�２ ４�４ １�０ ３�９ １９�２ KC２ａ３
５１２層

DP８０１ 土器片錘 ３�８ ３�７ １�１ ３�４ ２３�８ KC２ａ３
ｘ１１

DP８０２ 土器片錘 ３�７ ３�２ １�４ ３�５ １６�３ KC２ａ３�４１１層

DP８０３ 土器片錘 ３�７ ２�４ １�５ ３�４ １５�６ KC２ａ３�ｘ１０

DP８０４ 土器片錘 ２�２ １�９ ０�７ ２�０ ３�３ KC２ａ３
ｘ８

DP８０５土器片円盤 ３�５ ３�５ １�０ － １５�５ KC２ａ３�

DP８０６土器片円盤 ２�７ ２�４ ０�７ － ６�３ KC２ａ３�４０８層

DP８０７ 土器片錘 ７�３ ４�４ １�７ ６�７ ６１�７ KC２ａ４�ｘ１２

DP８０８ 土器片錘 ５�４ ５�２ １�４ ４�８ ４１�４ KC２ａ４	ｘ１４

DP８０９ 土器片錘 ５�８ ４�３ ０�９ ５�１ ２８�１ KC２ａ４�ｘ１０

DP８１０ 土器片錘 ４�２ ４�６ ０�９ ３�８ ２３�９ KC２ａ４�ｘ１２

DP８１１ 土器片錘 ４�６ ３�３ ０�９ ４�３ １５�４ KC２ａ４�ｘ１２

DP８１２ 土器片錘 ３�６ ３�５ １�６ ３�３ １６�２ KC２ａ４�ｘ１４

DP８１３ 土器片錘 ４�２ ３�１ １�１ ３�８ １３�５ KC２ａ４�ｘ１１

DP８１４ 土器片錘 ３�５ ２�８ ０�８ ３�２ １１�３ KC２ａ４�ｘ１２

DP８１５ 土器片錘 ３�０ ２�５ ０�９ ２�７ １０�２ KC２ａ４�ｘ１２

―４０７―
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DP８１６ 土器片錘 ３�８ ２�８ １�１ ３�６ １４�０ KC２ａ４�ｘ１１

DP８１７ 土器片錘 ６�３ ５�０ １�３ ５�８ ５４�９ KC２ａ５�ｘ９

DP８１８ 土器片錘 ６�４ ４�９ １�５ ５�９ ４１�２ KC２ａ５�ｘ１６

DP８１９ 土器片錘 ３�６ ３�３ １�２ ３�２ １８�６ KC２ａ５�ｘ４

DP８２０ 土器片錘 ３�９ ３�４ １�０ ３�８ １７�３ KC２ａ５�ｘ８

DP８２１ 土器片錘 ３�８ ３�４ １�２ ３�５ １７�８ KC２ａ５�８２層

DP８２２ 土器片錘 ３�２ ３�３ １�２ ３�０ １７�３ KC２ａ５�２６４層

DP８２３ 土器片錘 ３�５ ２�６ １�２ ３�３ １０�６ KC２ａ５�ｘ１０

DP８２４ 土器片錘 ２�９ ３�１ １�６ ２�３ １０�８ KC２ａ５�ｘ１１

DP８２５ 土器片錘 ２�８ １�７ １�０ ２�５ ５�７ KC２ａ５�８２層

DP８２６ 土器片錘 ２�２ ２�６ １�１ １�５ ５�９ KC２ａ５�２９４層

DP８２７ 土器片錘 ２�４ ２�１ １�１ １�９ ５�８ KC２ａ５�２６３層

DP８２８ 土器片錘 ２�１ １�７ ０�８ ２�０ ４�１ KC２ａ５�ｘ９

DP８２９土器片円盤 ４�４ ４�６ ０�９ － ２３�８ KC２ａ５�

DP８３０ 土器片錘 ６�７ ４�６ １�５ ５�８ ５０�０ KC２ｂ２�４１１層

DP８３１ 土器片錘 ５�３ ４�８ １�４ ４�９ ３７�３ KC２ｂ２	ｘ８

DP８３２ 土器片錘 ５�５ ４�８ １�１ ４�１ ３１�７ KC２ｂ２�ｘ６

DP８３３ 土器片錘 ５�５ ４�７ １�４ ５�１ ３５�０ KC２ｂ２�４１１層

DP８３４ 土器片錘 ５�９ ４�７ １�２ ４�８ ３２�８ KC２ｂ２
４１１層

DP８３５ 土器片錘 ５�１ ４�２ １�２ ４�３ ２７�８ KC２ｂ２�ｘ６

DP８３６ 土器片錘 ４�４ ４�０ １�０ ３�７ ２０�０ KC２ｂ２�４１１層

DP８３７ 土器片錘 ４�３ ３�４ １�０ ３�９ １７�７ KC２ｂ２�４１１層

DP８３８ 土器片錘 ４�５ ３�１ ０�９ ３�８ １５�７ KC２ｂ３一括

DP８３９ 土器片錘 ３�８ ３�８ １�２ ３�４ ２４�９ KC２ｂ３�ｘ３

DP８４０ 土器片錘 ３�５ ３�２ １�１ ３�１ １５�８ KC２ｂ３�ｘ５

DP８４１ 土器片錘 ７�７ ６�８ １�５ ６�９ ７２�０ KC２ｂ４
４１１層

DP８４２ 土器片錘 ６�０ ５�２ １�５ ５�４ ６２�３ KC２ｂ４�４１２層

DP８４３ 土器片錘 ７�２ ４�５ １�４ ６�１ ５３�０ KC２ｂ４�４０７層

DP８４４ 土器片錘 ６�７ ４�９ １�３ ６�１ ３５�８ KC２ｂ４�４０７層

DP８４５ 土器片錘 ５�７ ４�７ ０�８ ５�１ ３３�４ KC２ｂ４�４１１層

DP８４６ 土器片錘 ５�１ ４�７ １�３ ４�５ ３６�５ KC２ｂ４�ｘ７

DP８４７ 土器片錘 ４�１ ４�０ １�１ ３�７ １９�０ KC２ｂ４�４１１層

DP８４８ 土器片錘 ４�０ ３�９ １�２ ３�８ ２５�１ KC２ｂ４�ｘ１３

DP８４９ 土器片錘 ３�６ ３�７ １�１ ３�１ １６�４ KC２ｂ４�ｘ１０

DP８５０ 土器片錘 ４�３ ２�５ ０�９ ３�６ １２�２ KC２ｂ４�ｘ１５

DP８５１ 土器片錘 ３�２ ２�９ ０�９ ２�７ ８�０ KC２ｂ４�ｘ１４

DP８５２ 土器片錘 ２�１ ２�９ １�０ １�６ ７�０ KC２ｂ４
４１１層

DP８５３ 土器片錘 ６�４ ４�９ １�２ ５�７ ３０�３ KC２ｂ４�ｘ１４

DP８５４土器片円盤 ６�０ ６�３ ０�９ － ５１�８ KC２ｂ４�

DP８５５土器片円盤 ２�５ ２�５ ０�７ － ５�６ KC２ｂ４
４１１層

DP８５６ 土器片錘 ６�４ ５�０ １�２ ５�１ ５１�９ KC２ｂ５�ｘ２５

DP８５７ 土器片錘 ４�９ ３�６ １�５ ４�３ ３２�４ KC２ｂ５�ｘ１５

DP８５８ 土器片錘 ４�６ ３�７ ０�９ ３�８ ２２�９ KC２ｂ５�５４８層

DP８５９ 土器片錘 ３�７ ３�８ ０�９ ３�１ １９�８ KC２ｂ５�２７４層

DP８６０ 土器片錘 ４�１ ２�６ ０�７ ３�９ ９�７ KC２ｂ５�ｘ１１

DP８６１ 土器片錘 ３�５ ２�７ １�０ ３�１ １２�０ KC２ｂ５�ｘ１３

DP８６２ 土器片錘 ２�８ ２�７ ０�９ ２�４ ８�９ KC２ｂ５�ｘ１０

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP８６３ 土器片錘 ２�８ １�９ ０�８ ２�５ ６�４ KC２ｂ５�２９４層

DP８６４ 土器片錘 ２�７ ２�６ ０�８ ２�４ ６�６ KC２ｂ５一括

DP８６５土器片円盤 ５�７ ５�８ １�０ － ４４�４ KC２ｂ５�

DP８６６ 土器片錘 ７�３ ５�５ １�４ ６�７ ５５�６ KC２ｃ２�ｘ６

DP８６７ 土器片錘 ６�９ ５�２ １�４ ６�０ ４６�０ KC２ｃ２
ｘ８

DP８６８ 土器片錘 ６�３ ４�８ １�３ ６�０ ４２�６ KC２ｃ２�ｘ５

DP８６９ 土器片錘 ４�７ ４�３ １�５ ３�７ ３１�２ KC２ｃ２�ｘ１０

DP８７０ 土器片錘 ５�０ ３�２ １�０ ４�０ １７�６ KC２ｃ２�ｘ７

DP８７１ 土器片錘 ３�７ ２�８ １�２ ３�０ １３�２ KC２ｃ２	ｘ６

DP８７２ 土器片錘 ４�４ ５�７ １�２ ３�８ ３６�２ KC２ｃ３�４１１層

DP８７３ 土器片錘 ４�９ ５�７ １�０ ４�５ ２２�８ KC２ｃ３
４１０層

DP８７４ 土器片錘 ４�６ ３�８ １�１ ４�３ ２２�７ KC２ｃ３�ｘ５

DP８７５ 土器片錘 ４�８ ２�６ １�０ ４�３ １７�４ KC２ｃ３�４０８層

DP８７６ 土器片錘 ４�２ ３�７ １�０ ３�５ １４�５ KC２ｃ３	ｘ１５

DP８７７ 土器片錘 ８�２ ４�９ １�７ ７�６ ５４�０ KC２ｃ４	ｘ５

DP８７８ 土器片錘 ６�６ ３�６ １�６ ６�１ ４７�７ KC２ｃ４�ｘ１８

DP８７９ 土器片錘 ５�８ ５�０ １�５ ４�７ ３４�１ KC２ｃ４�ｘ１２

DP８８０ 土器片錘 ４�８ ４�６ １�２ ３�８ ２５�９ KC２ｃ４�ｘ９

DP８８１ 土器片錘 ４�９ ３�５ １�２ ４�２ ２４�０ KC２ｃ４�ｘ１０

DP８８２ 土器片錘 ３�４ ２�５ ０�９ ２�９ １０�１ KC２ｃ４	ｘ１５

DP８８３ 土器片錘 ２�８ ２�７ ０�９ ２�４ ９�１ KC２ｃ４�ｘ４

DP８８４ 土器片錘 ３�１ ２�２ ０�８ ２�５ ５�３ KC２ｃ４�ｘ１２

DP８８５土器片円盤 ３�９ ３�９ １�０ － ２２�０ KC２ｃ４�ｘ１２

DP８８６ 土器片錘 ９�３ ７�０ １�３ ８�４ １１８�０ KC２ｃ５�５４３層

DP８８７ 土器片錘 ５�８ ５�３ １�４ ４�９ ４３�７ KC２ｃ５�ｘ２４

DP８８８ 土器片錘 ６�５ ５�１ １�４ ５�８ ５８�２ KC２ｃ５�４０７層

DP８８９ 土器片錘 ５�８ ５�２ １�１ ５�１ ５０�３ KC２ｃ５�ｘ７

DP８９０土器片円盤 ５�１ ５�１ １�２ － ３８�９ KC２ｃ５�４０５層

DP８９１ 土器片錘 ５�９ ３�９ １�２ ５�４ ３３�９ KC２ｃ５�ｘ２４

DP８９２ 土器片錘 ５�１ ３�９ １�２ ４�４ ２０�０ KC２ｃ５�５４３層

DP８９３ 土器片錘 ４�９ ４�０ １�１ ４�２ ２１�５ KC２ｃ５�ｘ１３

DP８９４ 土器片錘 ４�３ ３�３ １�１ ４�０ １６�５ KC２ｃ５


DP８９５ 土器片錘 ３�７ ３�７ １�０ ３�４ １６�９ KC２ｃ５�５０層

DP８９６ 土器片錘 ３�９ ３�４ １�０ ３�６ １５�３ KC２ｃ５�

DP８９７ 土器片錘 ４�１ ３�０ ０�９ ３�３ １２�６ KC２ｃ５�ｘ２０

DP８９８ 土器片錘 ４�３ ２�５ １�０ ３�６ １３�６ KC２ｃ５�５４４層

DP８９９ 土器片錘 ４�３ ３�３ ０�７ ３�６ １１�５ KC２ｃ５�ｘ２０

DP９００ 土器片錘 ３�２ ３�０ １�０ ２�９ １１�４ KC２ｃ５�２６７層

DP９０１ 土器片錘 ３�１ ２�２ １�２ ２�７ ９�６ KC２ｃ５�ｘ１８

DP９０２土器片円盤 ３�７ ３�５ ０�９ － １３�４ KC２ｃ５�５４３層

DP９０４ 土器片錘 ７�１ ５�０ １�３ ６�６ ５１�８ KC３ａ１一括

DP９０５ 土器片錘 ６�８ ３�９ １�２ ５�３ ２７�６ KC３ａ１一括

DP９０６ 土器片錘 ５�５ ５�２ １�１ ４�９ ２８�４ KC３ａ１一括

DP９０７ 土器片錘 ４�４ ４�３ １�４ ３�９ ２６�７ KC３ａ１
ｘ２０

DP９０８ 土器片錘 ４�８ ２�５ ０�９ ４�２ １２�４ KC３ａ１�

DP９０９ 土器片錘 ５�８ ４�５ １�４ ５�１ ４１�７ KC３ａ２�ｘ１４

DP９１０ 土器片錘 ５�０ ４�３ １�０ ４�０ ２０�８ KC３ａ２	ｘ１６

―４０８―



番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP９１１ 土器片錘 ３�７ ３�９ ０�９ ３�２ １５�０ KC３ａ２�ｘ２０

DP９１２ 土器片錘 ２�４ ３�６ １�０ １�８ １０�１ KC３ａ２�ｘ１４

DP９１３ 土器片錘 ２�９ ２�５ １�１ ２�６ ８�４ KC３ａ２�ｘ１９

DP９１４土器片円盤 ４�６ ４�７ １�３ － ３９�８ KC３ａ２�ｘ１８

DP９１５ 土器片錘 ３�６ ３�３ １�１ ３�０ １３�７ KC３ａ１～ａ５

DP９１６ 土器片錘 ３�６ ２�３ １�１ ３�３ ９�３ KC３ａ１～ａ５

DP９１７土器片円盤 ３�５ ３�５ ０�８ － １５�１ KB２ｂ５�

DP９１８土器片円盤 ５�１ ４�８ １�２ － ３３�３ KB３ｅ５�

DP９１９ 土器片錘 ８�３ ５�２ １�３ ７�６ ５６�２ KC３ｂ１�ｘ１５

DP９２０ 土器片錘 ６�２ ３�８ １�３ ５�７ ３６�９ KC３ｂ３	ｘ１

DP９２１ 土器片錘 ４�９ ３�６ １�２ ３�９ １９�１ KC３ｂ３	ｘ１２

DP９２２ 土器片錘 ６�９ ５�０ １�７ ６�１ ６６�６ KC３ｂ４�ｘ６

DP９２３ 土器片錘 ６�７ ４�５ １�０ ５�７ ３５�６ KC３ｂ４
ｘ１３

DP９２４ 土器片錘 ３�２ ３�０ ０�９ ２�５ １１�０ KC３ｃ１�ｘ１８

DP９２５ 土器片錘 ２�７ ２�０ ０�９ ２�４ ５�５ KC３ｃ１�ｘ２０

DP９２６ 土器片錘 ５�７ ３�７ １�１ ５�１ ２５�３ KC３ｃ２�ｘ１０

DP９２７ 土器片錘 ５�３ ３�９ １�０ ４�８ ３０�０ KC３ｃ２�ｘ１３

DP９２８ 土器片錘 ４�７ ３�３ １�１ ４�２ １６�６ KC３ｃ２�２７４層

DP９２９ 土器片錘 ４�０ ３�２ １�３ ３�３ ２０�３ KC３ｃ２�２６７層

DP９３０ 土器片錘 ３�９ ２�６ １�１ ３�２ １３�８ KC３ｃ２一括

DP９３１ 土器片錘 ３�０ ２�４ ０�８ ２�７ ８�５ KC２ｃ３�２６７層

DP９３２ 土器片錘 ３�５ ２�３ １�０ ３�２ ９�３ KC３ｃ２�ｘ１

DP９３３ 土器片錘 ２�３ ２�５ ０�９ ２�１ ６�９ KC３ｃ２�ｘ１２

DP９３４ 土器片錘 ２�８ ２�９ １�１ ２�５ １０�０ KC３ｃ３�ｘ１４

DP９３５ 土器片錘 ６�０ ４�３ １�１ ５�７ ３３�７ 中央ベルト一括

DP９３６ 土器片錘 ６�２ ６�０ １�３ ４�７ ５７�８ 貝層表土

DP９３７ 土器片錘 ７�３ ４�７ １�６ ６�８ ４８�５ 貝層表土

DP９３８ 土器片錘 ６�２ ４�１ １�１ ５�９ ３３�１ 貝層表土

DP９３９ 土器片錘 ５�４ ４�４ １�２ ５�０ ２７�５ 貝層表土

DP９４０ 土器片錘 ４�８ ４�５ １�１ ４�４ ２８�７ 貝層表土

DP９４１ 土器片錘 ４�７ ４�６ ０�８ ４�２ ２４�８ 貝層表土

番号 種別 長さ
／径

幅／
厚さ

厚さ／
孔径

切り込
み間隔 重量 出土位置

DP９４２ 土器片錘 ５�４ ３�８ １�２ ５�０ ２９�９ 貝層表土

DP９４３ 土器片錘 ４�４ ４�６ １�２ ３�４ ２８�５ 貝層表土

DP９４４ 土器片錘 ５�０ ４�１ １�１ ４�５ ２６�５ 貝層表土

DP９４５ 土器片錘 ４�５ ４�０ １�１ ３�７ ２３�４ 貝層表土

DP９４６ 土器片錘 ４�５ ４�１ ０�７ ４�０ １７�９ 貝層表土

DP９４７ 土器片錘 ４�１ ４�３ １�４ ３�６ ３０�６ 貝層表土

DP９４８ 土器片錘 ４�７ ４�４ ０�８ ４�１ ２０�８ 貝層表土

DP９４９ 土器片錘 ４�２ ４�２ １�１ ３�３ ２３�４ 貝層表土

DP９５０ 土器片錘 ４�５ ３�７ ０�９ ３�６ １５�９ 貝層表土

DP９５１ 土器片錘 ４�４ ３�２ １�０ ３�７ １７�８ 貝層表土

DP９５２ 土器片錘 ４�６ ３�９ １�２ ４�１ １９�４ 貝層表土

DP９５３ 土器片錘 ４�５ ３�８ １�０ ３�８ １９�３ 貝層表土

DP９５４ 土器片錘 ４�２ ３�３ １�２ ３�７ ２１�２ 貝層表土

DP９５５ 土器片錘 ４�０ ３�７ ０�９ ３�１ ７�８ 貝層表土

DP９５６ 土器片錘 ３�５ ３�５ １�１ ３�０ １７�８ 貝層表土

DP９５７ 土器片錘 ３�６ ３�６ １�２ ３�３ １８�２ 貝層表土

DP９５８ 土器片錘 ３�８ ２�７ １�０ ３�４ １３�９ 貝層表土

DP９５９ 土器片錘 ４�４ ２�８ １�０ ４�０ １３�２ 貝層表土

DP９６０ 土器片錘 ４�０ ３�５ ０�９ ３�６ １４�３ 貝層表土

DP９６１ 土器片錘 ３�４ ３�２ ０�９ ２�９ １３�０ 貝層表土

DP９６２ 土器片錘 ４�１ ２�７ ０�９ ３�５ １１�６ 貝層表土

DP９６３ 土器片錘 ３�５ ２�８ １�１ ３�２ １２�２ 貝層表土

DP９６４ 土器片錘 ３�３ ２�６ １�３ ２�９ １２�２ 貝層表土

DP９６５ 土器片錘 ３�７ ３�０ １�１ ３�２ １１�３ 貝層表土

DP９６６ 土器片錘 ３�４ ２�７ １�０ ２�６ １３�５ 貝層表土

DP９６７ 土器片錘 ３�５ ２�３ １�０ ２�５ ９�２ 貝層表土

DP９６８ 土器片錘 ２�６ ２�５ ０�８ ２�４ ５�７ 貝層表土

DP９６９ 土器片錘 ２�２ ２�０ ０�７ １�８ ３�２ 貝層表土

DP９７０土器片円盤 ３�９ ４�０ １�２ － １８�１ 貝層表土

DP９７１ 土器片錘 ７�１ ５�７ １�４ ５�６ ５０�７ KC２ｂ３�ｘ６

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特 徴 出土位置 備考

DP４３ 耳栓 （２�３）（２�６）（２�７）（１１�７） 粘土／白色粒子・
黄褐色粒子

両面皿状・側面溝状にくぼむ 丁寧な指頭によるナデ調
整 一部欠損 KB２ｅ４①

DP５２ 耳栓 （２�２） ２�９ １�９ （８�７） 粘土／白色粒子・
黄褐色粒子

両面皿状・側面溝状にくぼむ 丁寧なナデ調整 一部欠
損 KB２ａ５⑬

DP５３ スプーン
形土製品 ４�９ ３�７ ２�４ １２�４ 粘土／白色粒子・

黄褐色粒子 粘土紐で環状の把手を付ける 指頭によるナデ調整 KB２ｅ２⑧ PL５５

DP９７ 耳栓 ３�０ ３�０ ２�９ １２�７ 粘土／白色粒子・
黄褐色粒子

片面に棒状工具による沈線文で３方向の重弧状のモチー
フを形成 側面溝状にくぼむ 指頭によるナデ調整 KB３ｄ１⑧ PL５５

DP１２１ 環状土製品（３�９）（１�６） １�３ （４�５） 粘土 表面丁寧なナデ調整 大半を欠損 KC２ａ５②ｘ１８

DP１６２ 大珠形
土製品 ４�４ ２�７ ２�１ ２１�９ 粘土／白色粒子・

黄褐色粒子
中央部に２方向からの穿孔 孔径０�４～０�７㎝ 丁寧な指
頭によるナデ調整 半分欠損 KC２ｃ４②ｘ１７ PL５５

DP２０９ 不明土製品 ４�０ ２�５ １�７ ８�８ 粘土 指頭痕明瞭 KC３ａ１⑧ｘ６

DP２４３ 環状土製品（２�９）（１�３） ０�６ （２�２） 粘土 表面丁寧な研磨調整 大半を欠損 KC３ａ２⑨５４層

DP２４４ 耳栓 （１�４）（１�８）（１�４）（２�０） 粘土／白色粒子・
黄褐色粒子

両面皿状・側面溝状にくぼむ 指頭によるナデ調整 大
半を欠損 KC３ａ２⑧ｘ１

DP３３１ 不明土製品（２�５）（２�１） １�５ （６�９） 粘土 小形の把手状 両面に盲孔 指頭によるナデ調整 大半
を欠損 土器の把手の可能性あり KC３ａ４⑧８０層

DP４７０ 耳栓 １�７ １�３ １�１ ２�４ 粘土／白色粒子 円柱状 指頭によるナデ調整 KC３ｃ１⑭

DP５４８ 不明土製品（５�１）（３�８）（２�９）（２３�１） 粘土／長石 粘土紐で人間の鼻状のモチーフを形成 大半を欠損 土
器の装飾の一部の可能性あり KC３ｃ２⑨６２層

DP５９３ 耳飾り （３�５） ３�９ １�８ （１１�５） 粘土／白色粒子 環状 両面丁寧なナデ調整 側面指頭痕明瞭 大半を欠
損 KC３ｃ３⑩ｘ８

DP６０７ 不明土製品 ６�６ ３�７ ３�７ ５５�０ 粘土／長石 指頭痕明瞭 KB２ｂ３⑮

DP６２１ 耳栓 （１�９） １�６ １�７ （４�０） 粘土／白色粒子 円柱状 中央部に穿孔 孔径０�１～０�２㎝ 指頭によるナ
デ調整 一部を欠損 KB２ｂ５⑮ｘ３５

―４０９―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材質／胎土 特 徴 出土位置 備考

DP６２２ 不明土製品（５�２）（３�１）（２�５）（３０�４） 粘土／長石 指頭痕明瞭 KB２ｂ５⑮ｘ１１

DP６３６ 不明土製品（２�３）（５�９）（１�６）（１４�２） 粘土／長石 魚の尾鰭状のモチーフを形成 大半を欠損 KB２ｄ５②ｘ３３

DP７０４ 環状土製品（５�０）（２�５） １�６ （１４�７） 粘土／白色粒子 表面丁寧なナデ調整 片面及び側面に列点文を施文 大
半を欠損 KB３ｅ１⑯ｘ２４

DP７０５ 不明土製品 ５�４ ４�９ ３�７ ５１�４ 粘土／長石 指頭痕明瞭 KB３ｅ１⑯ｘ２６

DP７２４ 耳栓 ２�８ ２�９ ２�８ １３�４ 粘土／白色粒子 両面皿状・側面溝状にくぼむ 丁寧な指頭によるナデ調
整 KB３ｅ２⑨ PL５５

DP９０３ 垂飾り （４�０）（４�０） １�０ （１５�５） 粘土／白色粒子・
黄褐色粒子

上端部に２方向からの穿孔 孔径０�３㎝ 沈線文で鋸歯
状の区画 列点文を充填 ナデ調整 下半部欠損 KC２ｃ５③ｘ２０

DP９７２ 耳栓 （２�１）（２�９）（１�６）（６�２） 粘土／白色粒子 両面皿状・側面溝状にくぼむ 指頭によるナデ調整 大
半を欠損 KC２ａ３⑨４４５層

DP９７３ 土製
�状耳飾（４�３）（２�９） １�３ （１２�６） 粘土／白色粒子・

赤色粒子 環状 表面丁寧なナデ調整 鍵穴状の切り込み 半分欠損 貝層表土

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１ 楔形石器 ４�２ ３�６ １�２ １７�７ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KA２ｅ３�ｘ３

Ｑ２ 打製石斧 ８�８ ７�９ ３�２ ２８８�２ 緑色片岩 磨製石斧転用 剥離調整による再加工 部分的に敲打痕 KA３ｅ２� PL５３

Ｑ３ 打製石斧 ８�３ ５�３ １�７ １０２�６ ホルンフェルス 片側からの剥離により刃部を形成 KA３ｂ２�ｘ２ PL５３

Ｑ４ 磨製石斧 ６�２ ４�１ １�５ ５０�６ ホルンフェルス 片側からの剥離により刃部を形成後研磨調整 KA２ｅ４ 一括 PL５３

Ｑ５ 浮子 ４�８ ４�４ ４�９ １８�０ 軽石 円柱状に敲打・研磨調整 括れ部を作出 KA２ｅ４� PL５４

Ｑ７ 敲石 ８�９ ５�７ ４�９ （２９９�４） 石英斑岩 片面中央部及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KA３ｃ１�ｘ６ PL５３

Ｑ８ 楔形石器 ４�２ ３�１ １�１ ２１�７ チャート 上下方向からの剥離痕 両面に礫面を残す KA３ｃ１�ｘ１０

Ｑ９ 軽石製品 ２�９ ２�１ ０�８ ０�５ 軽石 全面研磨痕 KA３ｃ２�ｘ８

Ｑ１０ 楔形石器 ３�４ ２�８ ０�８ ７�１ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KA３ｃ３�ｘ３

Ｑ１１ 磨石 ６�３ ４�６ １�５ ４６�２ 安山岩 全面研磨痕 KA３ｃ４	ｘ１

Ｑ１２ 楔形石器 ３�５ ２�２ １�４ １１�０ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KA３ｃ４�ｘ７ PL５３

Ｑ１３ 尖頭器 ４�４ ３�０ ０�７ ８�９ チャート 両面調整 尖頭状に加工 KA２ｅ５
９０層 PL５３

Ｑ１４ 凹石 １５�８ １４�６ １０�３ ２５２７�３ 泥岩 表面に複数の断面Ｖ字状の凹み KA２ｅ５	

Ｑ１５ 敲石 ４�８ ４�５ ２�１ ６２�５ ホルンフェルス 側縁部に敲打痕 KA２ｂ４
 ｘ１

Ｑ１６ 石鏃 ２�１ １�５ ０�４ ０�６ チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KA２ｃ５� PL５３

Ｑ１７ 軽石製品 ５�７ ５�３ ３�３ ２１�５ 軽石 撮み状の突起を有する KA３ｄ４�ｘ４

Ｑ１８ 砥石 （１０�７）（６�８）（２�５）（１９８�０） 凝灰岩 片面及び側面に樋状の凹み KA３ｅ１� PL５４

Ｑ１９ 敲石 （４�９） ７�９ ４�３ （２７１�８） 安山岩 両面に痘痕状の敲打痕 KA３ｅ１�ｘ１８

Ｑ２０ 磨製石斧（６�９）（５�７）（２�９）（１３４�５） 砂岩 刃部及び基部欠損 敲打・研磨調整 KA３ｅ１�

Ｑ２１ 敲石 ７�５ ４�８ ２�３ １５０�８ 砂岩 両面及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KA３ｅ１�ｘ１８

Ｑ２２ 敲石 （４�４）（６�０）（４�５）（１２�２） 砂岩 磨製石斧転用 下端部に痘痕状の敲打痕 KA３ｅ１�

Ｑ２４ 軽石製品 ６�８ ６�０ １�９ ２５�３ 軽石 全面研磨痕 楕円形 扁平 KA３ｅ４	

Ｑ２５ 磨製石斧（１１�１） ５�７ ３�６ （３８７�１） 輝石安山岩 研磨調整 刃部欠損 KA３ｅ２�

Ｑ２６ 研磨器 ６�９ ５�１ ３�６ ４２�７ 軽石 複数の溝状の凹み KA３ｅ５�ｘ１

Ｑ２７ 敲石 １０�９ ６�０ ６�２ ５２５�０ 砂岩 側縁部を中心に痘痕状の敲打痕 KB２ａ２�３１９層

Ｑ２８ 軽石製品（５�７）（５�１）（１�７）（８�０） 軽石 研磨痕 扁平 KB２ａ２�

Ｑ２９ 研磨器 ７�３ ５�９ ５�３ １６５ 軽石 複数の溝状の凹み KB２ａ３


Ｑ３０ 軽石製品 ８�２ ５�４ ２�３ １８�６ 軽石 全面研磨痕 楕円形 扁平 KB２ａ３�

Ｑ３１ 楔形石器 ３�１ ３�４ １�１ １４�２ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ａ３
ｘ７

Ｑ３２ 打製石斧 ７�６ ６�２ １�７ １０２�１ ホルンフェルス 背面に大きく礫面を残す 背面側からの急角度の剥離調
整を全周に施す KB２ａ４�ｘ１６

Ｑ３３ 楔形石器 ３�４ ２�１ １�１ ６�２ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｂ３
３１３層

Ｑ３４ 楔形石器 ２�９ ２�６ １�１ ７�２ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｂ５�ｘ２５

Ｑ３５ 楔形石器 ５�２ ５�０ ２�２ ５１�１ チャート 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KB２ｃ１�ｘ１

Ｑ３６ 楔形石器 ４�１ ３�４ １�５ １４�８ 流紋岩 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KB２ｃ３�

Ｑ３７ 磨石 １３�３ １１�５ ５�５ １１１７�５ 安山岩 全面研磨痕 片面に痘痕状の凹み KB２ｃ３� PL５４

Ｑ３８ 敲石 ８�１ ６�８ ２�９ ２４１�０ 砂岩 側縁部を中心に痘痕状の敲打痕 KB２ｃ３� PL５４

Ｑ３９ 削器 ２�６ ２�３ ０�９ ４�５ 黒曜石 両面調整 側縁を弧状に整形 KB２ｃ４
 PL５３

Ｑ４０ 楔形石器 ４�６ ３�１ １�４ ２２�０ チャート 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 背面に礫面を
残す KB２ｃ５�ｘ２５

―４１０―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ４１ 楔形石器 ３�８ ２�８ １�１ ９�４ 安山岩 上下・左右方向からの剥離痕 両面に礫面を残す KB２ｃ５�ｘ２４

Ｑ４２ 楔形石器 ２�０ １�４ ０�９ ２�３ 黒曜石 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KB２ｃ５�

Ｑ４３ 磨石 ９�４ ８�０ ５�２ ５４３�１ 安山岩 全面研磨痕 片面中央部に痘痕状の凹み KB２ｃ５�

Ｑ４４ 楔形石器 ２�７ ２�６ １�２ ９�８ チャート 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 礫面を残す KB２ｄ２�ｘ８ PL５３

Ｑ４５ 石皿 （１７�８）（１１�５）（８�２）（１２４５�６） 安山岩 皿状の凹み 裏面に複数の断面Ｖ字状の凹み KB２ｄ２� PL５４

Ｑ４６ 磨石 （６�６） ６�３ ２�７ （１４６�９） 安山岩 研磨痕 片面中央部に痘痕状の凹み KB２ｄ２�

Ｑ４７ 敲石 １２�２ ７�３ ７�２ ８４４�６ 花崗岩 片方の端部に敲打痕 部分的に痘痕状の凹み KB２ｄ２�

Ｑ４８ 敲石 ９�６ ４�７ ４�２ ２８０�２ 砂岩 両端部に敲打痕 KB２ｄ２�

Ｑ４９ 敲石 ７�１ ７�１ ２�２ １０２�４ 安山岩 側縁部を中心に痘痕状の敲打痕 KB２ｄ２�

Ｑ５０ 凹石 １３�０ ６�７ ５�６ ６８８�２ 砂岩 片面中央部に２か所の断面Ｖ字状の凹み KB２ｄ２�

Ｑ５１ 敲石 （６�２）（４�５）（４�２）（１７９�９） 石英斑岩 片方の端部に敲打痕 KB２ｄ２�

Ｑ５２ 石鏃 ３�２ ２�３ ０�９ ５�７ 流紋岩 未製品 凹基 両面調整 KB２ｄ３�５７５層

Ｑ５３ 打製石斧 １３�４ ８�２ ２�８ ４１８�５ ホルンフェルス 磨製石斧転用 刃部剥離調整による再加工 基部に痘痕
状の敲打痕 KB２ｅ２�

Ｑ５４ 楔形石器 ３�９ ４�６ １�１ ２１�１ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｅ３	ｘ２４

Ｑ５５ 削器 ２�５ １�７ ０�９ ３�６ チャート 両面調整 側縁を弧状に整形 KB２ｅ３�ｘ１９

Ｑ５６ 有茎尖頭器 ３�７ １�２ ０�５ １�７ 安山岩 凸基 両面調整 両面中央に稜 断面菱形 KB２ｄ２


Ｑ５７ 磨製石斧（６�５）（３�４）（２�４）（５３�７） 緑色片岩 剥離・敲打調整後研磨調整 刃部欠損 KB２ｅ２�

Ｑ５８ 打製石斧 ９�７ ７�５ ２�４ １８５�６ 安山岩 分銅形 両面調整 左右の側縁部に抉り調整を施す 素
材は扁平な礫 両面に礫面を残す KB２ｅ４� PL５３

Ｑ５９ 磨石 ８�１ ６�５ ３�１ ２１６�７ ホルンフェルス 側縁部を中心に研磨痕 KB２ｅ５�９０１層

Ｑ６０ 磨石 ８�６ ６�２ ４�２ ５１�７ 軽石 全面研磨痕 KB２ｅ５�

Ｑ６１ 浮子 （４�７）（５�８）（１�８）（６�６） 軽石 研磨痕 扁平 上部１か所に穿孔 孔径０�６
 KB２ｅ５�ｘ１１

Ｑ６２ 剥片 ３�２ ３�２ １�２ ９�６ チャート 両面に２次加工を有する KB３ａ１�

Ｑ６３ 軽石製品 ３�７ ３�２ １�２ ３�１ 軽石 全面研磨痕 KB３ａ１	ｘ１８

Ｑ６４ 石鏃 １�８ １�４ ０�３ ０�５ チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KB３ｂ１� PL５３

Ｑ６５ 石皿 （１１�９）（９�５）（４�１）（３２６�３） 安山岩 突堤状に加工 磨面は平坦 KB３ｂ１� PL５４

Ｑ６６ 楔形石器 ２�６ ３�３ １�１ ７�４ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB３ｂ２�ｘ２０

Ｑ６７ 敲石 １０�４ ９�２ ５�０ ５５５�８ 緑色凝灰岩 片面及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KB３ｂ２


Ｑ６８ 軽石製品 ３�５ ３�３ １�３ ２�３ 軽石 全面研磨痕 KB３ｂ２�２３４層

Ｑ６９ 剥片 ４�７ ３�４ １�５ ２０�０ 安山岩 縦長剥片 背面に礫片を残す KB３ｂ２�

Ｑ７０ 楔形石器 ３�４ ２�６ ０�９ ８�１ 安山岩 上下・左右方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KB３ｂ２�

Ｑ７１ 楔形石器 ４�５ １�８ １�３ ７�２ 頁岩 上下方向からの剥離痕 KB３ｂ３


Ｑ７２ 石匙 （５�０）（２�４）（１�２）（１０�８） 瑪瑙 両面調整 撮み部を作出 連続する周辺調整を施す KB３ｂ３�ｘ１７

Ｑ７３ 敲石 ６�０ ４�４ ２�２ ９７�０ 緑色片岩 磨製石斧転用 下端部痘痕状の敲打痕 KB３ｂ３�

Ｑ７４ 磨石 ５�８ ６�３ ４�７ １４７�０ 安山岩 全面研磨痕 両面に皿状の凹み KB３ｂ４�

Ｑ７５ 石鏃 ２�１ １�６ ０�５ １�８ チャート 平基 両面調整 連続する周辺調整を施す KB３ｂ５�ｘ１０

Ｑ７６ 楔形石器 ２�８ ３�０ ０�８ ７�９ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KB３ｂ５�ｘ８

Ｑ７７ 磨石 （４�０）（８�０）（２�８）（１４４�８） 砂岩 研磨痕 大半を欠損 KB３ｂ５�

Ｑ７８ 石鏃 （２�２）（１�０）（０�３）（０�８） チャート 凹基 両面調整 大半を欠損 KB３ｃ１�

Ｑ７９ 楔形石器 ５�３ ２�５ ２�１ ３２�０ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KB３ｃ１�

Ｑ８０ 石鏃 ２�７ ２�２ ０�９ （４�７） チャート 凸基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KB３ｃ２


Ｑ８１ 楔形石器 ３�１ ２�１ １�１ ７�３ チャート 上下方向からの剥離痕 KB３ｃ２
ｘ７

Ｑ８２ 磨製石斧 １２�６ ４�６ ２�７ ２４２�７ 緑色片岩 敲打調整後研磨調整 KB３ｃ２� PL５４

Ｑ８３ 石皿 （７�９）（１１�１）（５�２）（５６４�１） 安山岩 皿状の凹み 裏面に複数の断面Ｖ字状の凹み 大半を欠
損 KB３ｃ２�ｘ６

Ｑ８４ 敲石 ８�４ ４�６ ４�４ ２０６�８ 砂岩 片方の端部に敲打痕 KB３ｃ２�ｘ２６

Ｑ８５ 敲石 （６�２）（５�８）（２�９）（１４８�８） 石英閃緑岩 側縁部に痘痕状の敲打痕 KB３ｃ２�

Ｑ８６ 石棒 （１０�８）（７�６）（４�９）（６０９�９） 緑泥片岩 敲打・研磨調整 大半を欠損 KB３ｃ２�ｘ３

Ｑ８７ 磨製石斧（７�１）（２�８）（１�１）（３０�１） 粘板岩 研磨調整 片刃状 大半を欠損 KB３ｃ３	

―４１１―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ８８ 敲石 （３�７）（６�０）（４�８）（１２７�７） 花崗岩 側縁部に痘痕状の敲打痕 KB３ｃ３�２７層

Ｑ８９ 石鏃 （２�２） １�３ ０�４ （１�２） チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す 両端
部欠損 KB３ｃ４�ｘ１

Ｑ９０ 軽石製品 １０�８ ７�３ ５�７ １４６�９ 軽石 研磨痕 KB３ｃ４�

Ｑ９１ 楔形石器 ６�３ ３�７ ２�２ ８４�０ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KB３ｃ５� ４３層

Ｑ９２ 楔形石器 ２�２ １�５ ０�８ ２�８ チャート 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KB４ｃ１�ｘ１

Ｑ９３ 敲石 ７�１ ５�４ ２�６ １３０�５ 砂岩 全面敲打痕 KB３ｄ１�ｘ５

Ｑ９４ 磨製石斧（５�４）（５�８）（３�０）（１２０�６） ホルンフェルス 研磨調整 刃部以外欠損 KB３ｄ２�

Ｑ９５ 磨石 （６�２）（６�５）（３�９）（１８０�３） 安山岩 研磨痕 両面に皿状の凹み 側縁部に痘痕状の凹み KB３ｄ２�

Ｑ９６ 打製石斧（４�６）（３�６）（１�２）（２４�９） 安山岩 両面調整 背面に礫面を残す 基部欠損 KB３ｄ２�ｘ１

Ｑ９７ 磨石 （６�９）（７�２）（４�７）（２４８�１） 安山岩 研磨痕 両面に痘痕状の凹み KB３ｄ３ 一括

Ｑ９８ 楔形石器 ３�８ ２�３ ０�９ ６�６ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB３ｄ４�

Ｑ９９ 磨石 （６�９）（７�６）（３�７）（２８３�３） 砂岩 研磨痕 両面中央部に皿状の凹み KB３ｄ４�

Ｑ１００ 軽石製品（９�１） ６�０ ２�３ （２４�４） 軽石 研磨痕 楕円形 扁平 両端部欠損 KB３ｄ４	 PL５４

Ｑ１０１ 敲石 １０�３ ７�１ ２�２ ２５８�６ 石英閃緑岩 片面及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KB３ｅ１�

Ｑ１０２ 打製石斧（８�１）（８�１）（３�７）（３４１�２） 安山岩 両面調整 両面に擦痕と礫面を残す 基部欠損 KB３ｅ４�

Ｑ１０３ 磨石 （６�２）（９�８）（４�６）（２７８�４） 砂岩 研磨痕 側縁部に痘痕状の凹み KC２ａ２�

Ｑ１０４ 敲石 （７�３）（９�２）（５�２）（４５９�２） 砂岩 両面及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KC２ａ２
ｘ１０

Ｑ１０５ 楔形石器 ２�９ ３�２ ０�７ ６�４ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC２ａ５�ｘ１９

Ｑ１０６ 剥片 ２�２ ２�０ ０�５ １�９ 黒曜石 微細剥離痕を有する KC２ａ５
ｘ２

Ｑ１０７ 削器 ５�３ ４�２ １�３ ３４�０ 安山岩 両面調整 刃部は腹面側からの急角度の調整を施す KC２ａ５�

Ｑ１０８ 敲石 ８�５ ２�８ ２�３ ９１�８ ホルンフェルス 上端部痘痕状の凹み 下端部剥離痕 KC２ａ５�ｘ１７

Ｑ１０９ 軽石製品 ３�６ ２�５ ２�０ １�４ 軽石 全面研磨痕 KC２ａ５�ｘ２０

Ｑ１１０ 磨石 （１０�４）（６�９）（２�８）（２４４�２） 砂岩 両面研磨痕・中央部皿状の凹み 側縁部痘痕状の凹み・
剥離痕 KC２ｂ２�

Ｑ１１１ 打製石斧（８�３） ５�５ ２�０ （１３０�８） ホルンフェルス 刃部及び側縁上部に連続する剥離痕 大きく礫面を残す
基部欠損 KC２ｂ３�ｘ１４

Ｑ１１２ 磨石 （９�０）（７�６）（５�０）（４７０�７） 花崗岩 研磨痕・痘痕状の凹み KC２ｂ３�

Ｑ１１３ 軽石製品 ４�７ ４�４ ２�５ ７�３ 軽石 全面研磨痕 KC２ｂ４
ｘ１７

Ｑ１１４ 敲石 ６�２ ５�９ ３�９ １８１�６ 石英斑岩 両面及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KC２ｂ５ 一括

Ｑ１１５ 敲石 ７�０ ４�３ ３�７ １６３�７ チャート 両端部に痘痕状の敲打痕 KC２ｂ５ 一括

Ｑ１１６ 敲石 （６�１） ６�６ ４�３ （２４３�７） 石英斑岩 端部に痘痕状の敲打痕 KC２ｂ５


Ｑ１１７ 石錐 ４�２ １�２ ０�６ ２�１ チャート 両面調整 連続する剥離調整で尖頭状に加工 先端部断
面菱形 KC２ｃ２� PL５３

Ｑ１１８ 石皿 （８�３）（９�４）（６�２）（４５０�５） 安山岩 皿状の凹み 裏面に複数の断面Ｖ字状の凹み 大半を欠
損 KC２ｃ２�

Ｑ１１９ 剥片 １�７ ３�６ ０�８ ４�３ 黒曜石 打面調整剥片 KC３ａ１�

Ｑ１２０ 石皿 （１２�６）（９�４）（４�６）（５５２�４） 安山岩 両面研磨痕・断面Ｖ字状の凹み 大半を欠損 KC３ａ１�

Ｑ１２１ 磨石 （６�３）（７�６）（５�３）（３６１�９） 安山岩 研磨痕 片面中央部に皿状の凹み 側縁部に痘痕状の凹
み 下半部欠損 KC３ａ１	ｘ１２

Ｑ１２２ 敲石 ７�６ ５�４ ３�０ １７２�８ 石英斑岩 片面中央部及び側縁部に痘痕状の敲打痕 KC３ａ１�ｘ１７

Ｑ１２３ 敲石 ８�７ ６�０ ４�０ ２６６�２ 石英斑岩 側縁部痘痕状の敲打痕 KC３ａ１�

Ｑ１２４ 楔形石器 ３�８ ２�５ ０�６ ４�０ チャート 上下方向からの剥離痕 KC３ａ２�５７層

Ｑ１２５ 磨製石斧（４�６）（３�２）（１�０）（２４�９） ホルンフェルス 刃部片刃状に研磨調整 １側縁のみ急角度の剥離調整
基部欠損 KC３ａ２� PL５３

Ｑ１２６ 敲石 ９�６ ３�８ ４�８ １９６�６ ホルンフェルス 端部及び側縁部中心に痘痕状の敲打痕 KC３ａ２�

Ｑ１２７ 敲石 ９�１ ５�６ ２�１ （１５４�７） 石英斑岩 端部及び側縁部痘痕状の敲打痕 KC３ａ２�

Ｑ１２８ 打製石斧（５�２） ３�３ ２�１ （４４�６） 砂岩 磨製石斧転用 刃部欠損 両面に剥離調整 側縁部剥離
調整後敲打調整 KC３ａ３


Ｑ１２９ 敲石 ４�９ ４�９ ２�５ ７４�５ 安山岩 両面中央部及び側縁部痘痕状の敲打痕 KC３ａ３�

Ｑ１３０ 楔形石器 ４�９ ２�９ ２�６ ４１�６ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KC３ａ４�２８７層

Ｑ１３１ 楔形石器 ３�２ ２�７ １�２ １３�６ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ａ４�２７２層

Ｑ１３２ 石核 ２�０ ３�５ ２�８ １８�７ チャート 複剥離面打面 KC３ａ４�ｘ１６

Ｑ１３３ 磨石 （１０�１）（７�２）（５�０）（３８２�１） 安山岩 全面研磨痕・痘痕状の凹み 大半を欠損 KC３ａ４�ｘ２

Ｑ１３４ 敲石 ９�４ ７�３ ４�８ ４５２�６ 流紋岩 下端部平坦 疎らな周辺調整 KC３ａ４�

―４１２―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１３５ 楔形石器 ２�０ ２�１ ０�９ ２�８ チャート 上下方向からの剥離痕 KC３ａ５�ｘ５

Ｑ１３６ 削器 ２�９ ３�５ ０�７ ６�９ チャート 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KC３ａ５�ｘ８

Ｑ１３７ 楔形石器 ２�９ ３�０ １�２ １０�７ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｂ１�ｘ５

Ｑ１３８ 楔形石器 ３�２ ２�８ １�１ ８�５ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｂ１�ｘ２６

Ｑ１３９ 磨石 （６�２）（７�３）（３�８）（２４８�３） 安山岩 研磨痕・痘痕状の凹み 大半を欠損 KC３ｂ１�

Ｑ１４０ 敲石 ４�６ ４�４ ３�８ ６４�３ 安山岩 端部痘痕状の敲打痕 KC３ｂ１�

Ｑ１４１ 敲石 （８�４） ６�８ ３�８ （２６９�１） 砂岩 両面中央部及び側縁部痘痕状の敲打痕 KC３ｂ１�ｘ１７

Ｑ１４２ 石核 ５�３ ３�３ １�７ ３３�４ チャート 扁平な楕円礫を素材 小形の不整形剥片を剥離 KC３ｂ２�ｘ２２

Ｑ１４３ 石核 ３�８ ３�１ １�６ ２３�８ チャート 扁平な楕円礫を素材 小形の不整形剥片を剥離 KC３ｂ２	ｘ２５

Ｑ１４４ 楔形石器 ２�５ １�５ １�４ ４�９ 黒曜石 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KC３ｂ３
６０層

Ｑ１４５ 石鏃 １�８ １�５ ０�３ ０�６ チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KC３ｂ３�

Ｑ１４６ 凹石 （５�８） ６�１ ４�５ （１４１�７） 安山岩 両面中央部に皿状の凹み 一部欠損 KC３ｂ３


Ｑ１４７ 楔形石器 ４�９ ４�３ １�５ ２８�３ 頁岩 上下方向からの剥離痕 腹面側の側縁部に微細剥離痕 KC３ｂ４	ｘ３

Ｑ１４８ 打製石斧 １１�９ ５�９ ３�６ ３３２�６ ホルンフェルス 扁平な楕円礫を２つに分割 腹面側に平坦な周辺調整を
施す KC３ｂ４�

Ｑ１４９ 敲石 ７�８ ５�０ ３�８ ２０４�３ 砂岩 両端部及び側縁部痘痕状の敲打痕 KC３ｂ４�

Ｑ１５０ 楔形石器 ３�４ ４�７ １�３ ２４�１ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｃ１
ｘ２０ PL５３

Ｑ１５１ 楔形石器 ３�８ ２�２ １�２ １２�６ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KC３ｃ１�ｘ２３ PL５４

Ｑ１５２ 楔形石器 ２�４ １�９ ０�５ ２�８ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｃ１�

Ｑ１５３ 楔形石器 ４�２ ３�３ １�４ １９�４ チャート 上下方向からの剥離痕 縦断面不整菱形 KC３ｃ１�ｘ８

Ｑ１５４ 削器 ３�６ ２�６ ０�６ ６�５ チャート 扁平な縦長剥片を素材 両面に細かい連続する周辺調整
を施す KC３ｃ１�

Ｑ１５５ 磨製石斧 ５�０ ３�２ １�３ ３４�９ 砂岩 全面研磨痕 基部欠損後再加工 KC３ｃ１�ｘ２０ PL５４

Ｑ１５６ 楔形石器 ３�８ ２�８ １�０ ９�０ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｃ２�２７４層

Ｑ１５７ 楔形石器 ２�１ １�９ ０�５ １�８ チャート 上下方向からの剥離痕 KC３ｃ３


Ｑ１５８ 楔形石器 ４�５ ２�８ ０�９ １４�２ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC３ｃ３�ｘ１０

Ｑ１５９ 石核 ２�１ ３�５ １�７ １１�６ 黒曜石 複剥離面打面 小形の不整形剥片を剥離 KC３ｃ３�

Ｑ１６０ 磨製石斧（８�０）（４�１）（２�２）（１１８�９） 凝灰岩 研磨痕 刃部欠損 KC３ｃ３�

Ｑ１６１ 軽石製品 ５�２ ３�７ １�３ ３�９ 軽石 全面研磨痕 穿孔２か所 孔径０�３～０�４� KC３ｃ３
ｘ１４

Ｑ１６２ 石鏃 ２�３ １�９ ０�４ １�１ 頁岩 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KC３ｃ３	 PL５３

Ｑ１６３ 石匙 ３�６ １�５ ０�６ ２�５ チャート 扁平な縦長剥片を素材 両面に細かい連続する周辺調整
を施す 先端部尖頭状 KC３ａ２� PL５３

Ｑ１６４ 磨製石斧（８�０）（５�２）（２�９）（２２７�１） 変質安山岩 研磨痕 基部痘痕状の敲打痕 刃部欠損 KC３ａ３�

Ｑ１６５ 磨石 ３�７ ３�９ ３�９ ７９�５ 石英閃緑岩 全面研磨痕 球状 KC３ｂ２�ｘ５

Ｑ１６６ 石刃 （５�４） １�９ ０�７ （５�１） 珪質頁岩 縦長剥片の両側縁に微細剥離痕 先端部欠損 KC３ｂ３�

Ｑ１６７ 石鏃 ３�２ １�６ ０�６ （１�７） チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KC３ｂ３� PL５３

Ｑ１６８ 磨製石斧 ４�０ ２�２ １�０ １４�４ 蛇紋岩 全面研磨痕 刃部直状 穿孔痕 KC３ｂ３� PL５３

Ｑ１６９ 石鏃 （１�９）（１�２）（０�３）（０�６） 黒曜石 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す 大半
を欠損 KC３ｂ５�

Ｑ１７０ ナイフ
形石器 （２�８） １�４ ０�４ （０�９） 頁岩 ２側縁にブランティングを施す 先端部欠損 KC３ｃ２�

Ｑ１７１ 敲石 ５�０ ３�７ ２�６ ６３�３ 砂岩 側縁部痘痕状の敲打痕 KA２ｅ５�３６０層

Ｑ１７２ 楔形石器 ２�７ ３�５ １�０ １０�３ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KA３ｅ４�ｘ９

Ｑ１７３ 打製石斧 ７�６ ３�６ １�３ ４２�０ 頁岩 扁平な長楕円礫を素材 刃部のみ剥離調整 KA３ｅ４	１７７層 PL５３

Ｑ１７４ 磨石 ７�５ ８�１ ３�４ ３１２�０ チャート 全面研磨痕 KA３ｅ５�

Ｑ１７５ 磨石 （５�８） ８�７ ２�５ （１４５�６） 安山岩 研磨痕 両面中央部に皿状の凹み KB２ａ５	 PL５４

Ｑ１７６ 楔形石器 ３�３ ４�１ １�０ １２�９ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｂ３�ｘ９

Ｑ１７７ 楔形石器 ２�７ ２�７ ０�７ ４�７ チャート 上下方向からの剥離痕 礫面を残す KB２ｂ５�ｘ２０

Ｑ１７８ 打製石斧 ６�８ ４�３ １�３ ５３�２ ホルンフェルス 扁平な楕円礫を素材 刃部及び１側縁のみ剥離調整 KB２ｂ５
７５２層 PL５３

Ｑ１７９ 敲石 １０�５ ７�０ ４�１ ４４１�８ 石英斑岩 両端部を中心に痘痕状の敲打痕 KB２ｂ５�７３６層

Ｑ１８０ 敲石 ８�９ ７�８ ３�９ ２５７�８ 石英班岩 両端部を中心に痘痕状の敲打痕・剥離痕 KB２ｃ２�４５０層

Ｑ１８１ 楔形石器 ４�８ ２�４ １�４ １７�７ 石英 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｃ４�ｘ２

Ｑ１８２ 楔形石器 ４�０ ３�４ １�２ １６�８ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｃ４�４２３層

―４１３―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 材 質 特 徴 出土位置 備考

Ｑ１８３ 打製石斧 ６�７ ６�０ ３�４ １３２�１ 砂岩 刃部及び腹面側に連続する剥離調整を施す 背面に礫面
を残す KB２ｃ５�

Ｑ１８４ 楔形石器 ３�５ ４�０ １�３ ２０�０ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｃ５�ｘ２

Ｑ１８５ 磨製石斧 ５�２ ３�１ １�４ ３８�４ ホルンフェルス 全面研磨痕 刃部弧状 基部剥離痕 KB２ｄ５� PL５３

Ｑ１８６ 楔形石器 ２�９ ２�９ ０�７ ７�５ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB２ｅ５�２６８層 PL５３

Ｑ１８７ 磨製石斧 ５�６ ３�３ １�２ ３９�５ 緑色凝灰岩 全面研磨痕 刃部弧状 基部剥離痕 KB３ａ１�ｘ２ PL５３

Ｑ１８８ 打欠石錘 ５�７ ４�１ ０�７ ２１�８ 安山岩 扁平な楕円礫を素材 短径方向に抉り調整を施す KB３ａ１ 一括 PL５４

Ｑ１８９ 尖頭器 ３�１ ２�２（０�７）（４�１） チャート 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KB３ａ２�

Ｑ１９０ 石匙 ５�２ ３�２ １�５ １５�７ チャート 厚みのある剥片を素材 両面調整 撥状 KB３ａ５� PL５３

Ｑ１９１ 尖頭器 （３�４）（２�１）（１�１）（７�３） チャート 両面調整 基部欠損 KB３ｂ３�ｘ１０

Ｑ１９２ 磨石 （６�０）（７�６）（３�５）（１５１�３） 安山岩 研磨痕 両面中央部に皿状の凹み 下半部欠損 KB３ｄ５	ｘ５

Ｑ１９３ 石錐 ３�３ ２�０ ０�８ ３�９ チャート 両面調整 連続する剥離調整で尖頭状に加工 先端部断
面菱形 KB３ｅ３�ｘ１ PL５３

Ｑ１９４ 磨製石斧（６�８）（３�８）（１�５）（６４�５） 緑色片岩 研磨痕 側縁部剥離・敲打痕 刃部欠損 KB３ｅ３�ｘ１１

Ｑ１９５ 楔形石器 ３�４ ２�８ １�０ ８�４ チャート 上下・左右方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KB３ｅ４ 一括

Ｑ１９６ 磨石 （８�７）（１０�０）（３�８）（４１３�４） 安山岩 研磨痕 両面中央部に皿状の凹み 上半部欠損 KB３ｅ５� PL５４

Ｑ１９７ 石皿 （１０�６）（１１�８）（６�２）（５１１�９） 安山岩 皿状の凹み 裏面に複数の断面Ｖ字状の凹み 大半を欠
損 KC２ａ３� PL５４

Ｑ１９８ 磨製石斧（２�８）（２�０）（１�３）（１４�７） 蛇紋岩 研磨痕 刃部欠損 KC２ａ４
ｘ８

Ｑ１９９ 磨石 （５�６）（８�０）（３�６）（１４�８） 砂岩 研磨痕 両面中央部に皿状の凹み 下半部欠損 KC２ａ４�

Ｑ２００ 楔形石器 ２�７ ４�２ １�１ １４�５ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す KC２ａ５
ｘ２４ PL５３

Ｑ２０１ 敲石 ６�５ ３�９ ２�１ ８８�３ 緑色凝灰岩 磨製石斧転用 １側縁中央部に痘痕状の敲打痕 KC２ｂ４�ｘ１１

Ｑ２０２ 敲石 １０�５ ５�５ ４�６ ３５６�１ ホルンフェルス 側縁部を中心に痘痕状の敲打痕 KC２ｂ４�ｘ１５

Ｑ２０３ 敲石 （６�３）（７�６）（６�４）（３４６�５） 安山岩 片面に痘痕状の敲打痕 下半部欠損 KC２ｃ５�ｘ９

Ｑ２０４ 尖頭器 ３�４ １�８ ０�７ ３�１ チャート 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KC３ａ１�ｘ２１

Ｑ２０５ 石核 １�６ ２�４ １�５ ４�７ 黒曜石 複剥離面打面 貝層表土

Ｑ２０６ 敲石 １１�０ ３�９ ２�２ １１９�５ ホルンフェルス 打製石斧転用 下端部敲打痕 痘痕状の敲打痕 基部両
面剥離調整 貝層表土

Ｑ２０７ 磨製石斧 ８�５ ３�４ １�７ ６１�７ 緑色凝灰岩 刃部片面剥離調整後研磨調整 基部剥離痕 KB３ａ１�

Ｑ２０８ 垂飾り ４�６ ３�５ １�２ １６�４ 泥岩 扁平な楕円礫を素材 中央部１方向からの穿孔 孔径
０�７～１�１� KB３ａ５�

Ｑ２０９ 打製石斧 ９�５ ５�８ ３�５ ２６５�０ 砂岩 両面調整 礫面に弱い痘痕状の敲打痕 KB３ｅ２�

Ｑ２１０ 石鏃 ２�０（１�２） ０�３ （０�６） チャート 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す 一部
欠損 KC３ａ２�ｘ１

Ｑ２１１ 楔形石器 ２�６ ２�３ ０�６ ３�４ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す 貝層表土 PL５４

Ｑ２１２ 楔形石器 ３�１ ３�０ ０�９ ９�７ チャート 上下方向からの剥離痕 背面に礫面を残す 貝層表土

Ｑ２１３ 尖頭器 ２�８ １�８ ０�８ ４�３ チャート 両面調整 細かい連続する基部調整を施す 貝層表土 PL５３

Ｑ２１４ 磨製石斧 ５�２ ２�６ １�４ ３１�５ 緑色凝灰岩 全面研磨痕 刃部直状 貝層表土 PL５３

Ｑ２１５ 打製石斧 ８�６ ５�４ １�６ ６７�８ 緑泥片岩 石皿片転用 撥形 貝層表土 PL５３

Ｑ２１６ 磨製石斧 ４�６ ３�１ １�２ １７�６ 頁岩 両面剥離調整後部分的に研磨調整 刃部弧状 貝層表土 PL５３

Ｑ２１７ 磨製石斧（２�０）（０�９）（１�１）（２�６） 蛇紋岩 研磨痕 １側面に擦り切り痕を残す 刃部欠損 貝層表土

Ｑ２１８ 磨製石斧（５�１）（４�９）（２�１）（６４�０） 緑色凝灰岩 研磨痕 欠損後剥離調整 大半を欠損 貝層表土

Ｑ２１９ 打製石斧（７�４）（６�４）（３�０）（１４１�９） 多孔質安山岩 側縁中央部に抉り調整 刃部欠損 貝層表土

Ｑ２２０ 打製石斧（６�１）（６�９）（２�１）（１０６�７） 安山岩 扁平な礫を素材 両面調整 側縁中央部に弱い抉り調整
礫面を残す 貝層表土

Ｑ２２１ 石鏃 １�７ １�９ ０�５ １�１ 頁岩 凹基 両面調整 細かい連続する周辺調整を施す KB２ａ５�

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｂ１ 弭形角器（４�９） １�９ ２�１ （８�１） 鹿角 先端部を根挟み状の二股に加工 二股下部に突帯を巡ら
す 中心部下端からの穿孔 KA２ｄ５� PL５８

Ｂ２ 切断痕を
有する鹿角 ９�４ ４�８ ４�４ ７９�８ 鹿角 複数の擦り切り痕 KA２ｄ５


Ｂ３ 刺突具 （６�８） １�４ ０�７ （４�３） 鹿角 片側に返刺 反対側に刻み 基部欠損 KA２ｅ３� PL５９

Ｂ４ 切断痕を
有する鹿角 ２１�３ １０�９ ７�０ ２５３�９ 鹿角 複数の擦り切り痕 KA３ｅ２
 PL５８

Ｂ５ 刺突具 （６�１） ０�７ ０�５ （１�９） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｂ１�ｘ７

Ｂ６ 刺突具 （６�２） ０�９ ０�６ （１�３） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｂ２�ｘ１
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番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｂ７ 刺突具 （５�４） １�３ ０�７ （２�９） 鹿角 片側に返刺 先端部欠損 KA２ｅ４�ｘ７ PL５９

Ｂ８ 刺突具 ３�８ ０�６ ０�３ ０�４ 鹿角 片側に５か所の返刺 KA３ｃ２� PL５９

Ｂ９ 垂飾り ５�８ １�８ １�２ ９�８ ツキノワグマ・
犬歯 基部側１か所に穿孔 孔径０�５� KA２ｅ５� PL５８

Ｂ１０ 垂飾り （２�８） １�２ １�３ （１�７） アオザメ・歯 基部側左右２か所に穿孔 孔径（０�４）� KA２ｅ５� PL５８

Ｂ１１ 刺突具 ３�８ ０�７ ０�６ １�７ イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｅ５�３１２層

Ｂ１２ 切断痕を
有する鹿角 ８�６ ５�８ ５�０ ８８�６ 鹿角 複数の擦り切り痕 KA３ｄ１�

Ｂ１３ 切断痕を
有する鹿角 ２３�０ １０�３ ４�０ ７１�９ 鹿角 複数の擦り切り痕 KA２ｅ５� PL５８

Ｂ１４ 切断痕を
有する鹿角 １３�９ １１�０ ５�３ ９７�８ 鹿角 複数の擦り切り痕 鹿角先端部摩滅 KA３ｄ２�ｘ３ PL５８

Ｂ１５ 刺突具 （１１�０）（１�１） ０�６ （４�７） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ２	ｘ２

Ｂ１６ 刺突具 （３�２）（０�８）（０�６）（１�２） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ２�ｘ２

Ｂ１７ 垂飾り素材 ２�７ １�１ ０�９ １�０ アオザメ・歯 未製品 KA２ｃ４� PL５８

Ｂ１８ 刺突具 （４�８） １�１ ０�７ （２�４） 鹿角 片側に２か所の返刺 先端部欠損 KA２ｃ５� PL５９

Ｂ１９ 刺突具 （４�５） １�２ ０�７ （２�０） 鹿角 片側に返刺 両端部欠損 KA２ｃ５


Ｂ２０ 刺突具 （９�２） １�１ ０�５ （２�９） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｃ５�

Ｂ２１ 刺突具 （２�９）（０�７） ０�５ （１�０） 骨 先端部欠損 基部丁寧に研磨 表面擦痕 KA３ｄ４�ｘ７

Ｂ２２ 刺突具 ４�５ １�２ ０�７ １�９ 鹿角 片側に１か所返刺 KA２ｄ３� PL５９

Ｂ２３ 刺突具 （２�３）（０�６） ０�５ （０�６） 骨 先端部欠損 基部丁寧に研磨 表面擦痕 KA３ｅ３�

Ｂ２５ 切断痕を
有する鹿角 １０�１ ５�９ ５�０ １０６�２ 獣骨角 複数の擦り切り痕 KA３ｅ３�

Ｂ２７ 札状加工品（２�７）（０�７）（０�３）（０�６） 骨 片面に複数の円形の盲孔 隅に穿孔１か所 孔径０�３� KA４ｅ１
ｘ２ PL５８

Ｂ２８ 切断痕を
有する鹿角 １５�５ ７�６ ６�１ １６８�６ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｃ２�

Ｂ２９ ヘラ状
加工品 ８�２ ３�１ １�９ ９�２ シカ・脛骨 先端部Ｕ字状 扁平 KB２ｃ２�ｘ８

Ｂ３０ 切断痕を
有する鹿角 ４９�６ １７�４ － ５９６�６ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｃ３� PL５８

Ｂ３１ 刺突具 ７�６ ０�８ ０�６ ２�７ イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｃ３	ｘ１７

Ｂ３２ 刺突具 （３�１）（０�９）（０�８）（１�３） 鹿角 未製品の可能性あり KB２ｃ３�ｘ２２

Ｂ３３ 切断痕を
有する鹿角 ２０�２ １４�４ ５�２ １７６�３ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｅ１�

Ｂ３４ 切断痕を
有する鹿角 １２�３ ７�０ ５�４ １２５�０ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｅ２


Ｂ３５ 刺突具 ４�２ １�１ ０�５ １�８ イノシシ・腓骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB２ｅ４�５１２層 PL５９

Ｂ３６ ヘラ状
加工品 （６�７）（３�２）（１�１） １０�２ シカ・脛骨 上半部欠損 扁平 KB２ｅ４�

Ｂ３７ 垂飾り ５�５ ２�０ ０�５ ２�０ イノシシ・犬歯 穿孔痕１か所 穿孔１か所 孔径０�３� KB２ａ２� PL５８

Ｂ３８ 刺突具 （７�８） ０�７ ０�４ （１�７） イノシシ・腓骨 下端部欠損 表面擦痕 KB２ｃ２� PL５８

Ｂ３９ 装飾品素材 － － ０�７ ０�７ サメ・椎骨 径１�４� 未製品 KB２ｃ２�

Ｂ４０ 装飾品素材 － － ０�７ ０�７ サメ・椎骨 径１�４� 未製品 KB２ｃ２�

Ｂ４１ 装飾品素材 － － ０�７ ０�７ サメ・椎骨 径１�３� 未製品 KB２ｃ２�

Ｂ４３ 刺突具 （７�０） １�４ ０�８ （４�５） シカ角 片側に返刺 反対側の先端部付近に弱い返刺 基部欠損 KB２ｄ３�５０３層 PL５９

Ｂ４４ 刺突具 （８�３） １�０ ０�９ （４�０） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB２ｄ４� PL５９

Ｂ４５ 垂飾り ４�３ １�５ ０�９ ４�３ オオカミ・犬歯 基部側１か所に穿孔 孔径０�３～０�７� 内側の中央部に
研磨による溝状の凹み２か所 KB２ｄ５� PL５８

Ｂ４６ 刺突具 （３�４） １�０ ０�６ （１�４） 鹿角 片側に返刺 基部欠損 KB２ｅ４�

Ｂ４７ 垂飾り素材 ２�９ １�５ ０�９ １�４ アオザメ・歯 未製品 KB２ｅ５�２７４層

Ｂ４８ 針 （３�０） ０�５５ ０�４２ （０�６） 鹿角 断面円形 ４列以上の溝を巡らす 両端部欠損 表面擦
痕 KB３ａ３
ｘ２２ PL５８

Ｂ４９ 切断痕を
有する鹿角 １１�０ ７�０ ４�８ ７０�５ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB３ａ５�

Ｂ５０ 刺突具 （３�２） ０�９ ０�７ （０�７） 鹿角 片側に返刺 両端部欠損 KB３ｂ２�ｘ２３

Ｂ５１ 装飾品素材 － － ０�７ ０�３ サメ・椎骨 径１�２� 未製品 KB３ｂ２�

Ｂ５２ 切断痕を
有する鹿角 １２�８ ６�５ ６�４ １５８�５ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB３ｂ２�

Ｂ５３ 刺突具 ６�１ ０�８ ０�５ ２�３ イノシシ・腓骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB３ｂ２� PL５９

Ｂ５４ 垂飾り ２�５ １�４ ０�９ ０�９ アオザメ・歯 基部側左右２か所に穿孔 孔径（０�３）� KB３ｂ２� PL５８

Ｂ５５ 垂飾り ２�８ ０�９ ０�６ １�５ バンドウイルカ・
歯 中央部に研磨による溝を巡らす KB３ｂ２�２３４層 PL５８

Ｂ５６ 刺突具 （２�７） １�３ ０�６ （１�５） 鹿角 両側に返刺 両端部欠損 KB３ｂ３� PL５９

―４１５―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｂ５８ 刺突具 （５�５） １�４ ０�９ （４�２） 鹿角 片側に返刺 両端部欠損 KB３ｃ２�ｘ２４ PL５９

Ｂ５９ 刺突具 （２�４） ０�９ ０�６ （０�７） 鹿角 片側に返刺 基部欠損 KB３ｃ２�ｘ２６

Ｂ６０ 刺突具カ ４�７ １�０ ０�６５ １�７ 鹿角 未製品 表面に削痕 KB３ｃ３�ｘ１０

Ｂ６１ 垂飾り （２�９）（１�５）（０�５）（１�８） イノシシ・犬歯 表面研磨 穿孔痕１か所 刻み３か所 KB３ｃ４�ｘ７

Ｂ６２ 切断痕を
有する鹿角 ５�６ ５�２ ５�０ ６５�３ 鹿角 複数の擦り切り痕 KC３ｂ２�

Ｂ６３ 刺突具 （５�２）（０�９）（０�７）（１�９） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 基部欠損 KC３ｃ１�ｘ１９ PL５９

Ｂ６４ 切断痕を
有する鹿角（５�０）（１�１）（０�９）（２�７） ガンカモ・骨 上端部切断痕 下端部欠損 表面擦痕 KC３ｂ３�ｘ８

Ｂ６５ 切断痕を
有する鹿角 ９�６ ５�２ ４�５ ６２�３ 鹿角 複数の擦り切り痕 KA２ｃ５�９７層

Ｂ６６ 切断痕を
有する鹿角 ６�４ １�２ １�２ ７�５ 鹿角 複数の擦り切り痕 表面擦痕 KA２ｄ５�１１５層

Ｂ６７ 垂飾り ３�１ ０�７ ０�６ １�２ バンドウイルカ・
歯 基部側１か所に穿孔 孔径０�３～０�４	 KA３ｄ１ｘ５ PL５８

Ｂ６８ 刺突具 ６�３ ０�９ ０�５ １�６ 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KA３ｅ２�ｘ２２ PL５９

Ｂ６９ 切断痕を
有する鹿角 ７�１ ４�０ ２�８ ２５�２ シカ・橈骨 複数の擦り切り痕 KB２ａ４�ｘ６

Ｂ７０ 釣り針 （５�０）（１�０） ０�４ （１�１） 鹿角 基部溝状の抉り込み 表面研磨 針先端部欠損 KB２ｂ２�ｘ５

Ｂ７１ 切断痕を
有する鹿角 ４�８ １�７ １�３ ８�１ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｂ３
ｘ１０ PL６０

Ｂ７２ 切断痕を
有する鹿角 ７�３ ６�２ ６�４ １０５�５ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB２ｂ４�

Ｂ７３ 加工痕を
有する骨（５�１）（１�１）（０�４）（１�７） 骨 表面研磨・刻み痕 両端部欠損 KB２ｂ５


Ｂ７４ 切断痕を
有する鹿角 １１�５ ５�６ ３�０ ３１�２ 鹿角 複数の擦り切り痕 鹿角先端部摩滅 KB２ｃ４�４２３層

Ｂ７５ 刺突具 （３�７）（０�８）（０�４）（０�６） エイ尾骨 片側に返刺 両端部欠損 KB２ｄ４�ｘ２６ PL６０

Ｂ７６ 刺突具 （７�４） ０�８ ０�７ （４�０） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB３ａ２
２３４層 PL５９

Ｂ７７ 切断痕を
有する鹿角 １５�９ ７�９ ５�１ １１２�８ 鹿角 複数の擦り切り痕 KB３ａ４�１７１層 PL５９

Ｂ７８ 刺突具 （６�９）（１�１）（０�４）（２�５） イノシシ・腓骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB３ｃ３�

Ｂ７９ 垂飾り ２�８ １�７ １�０ １�１ アオザメ・歯 基部側左右２か所に穿孔 孔径０�２～０�３	 KA２ｅ５�１０４層 PL５９

Ｂ８０ 垂飾り ３�１ １�１ ０�７ １�７ バンドウイルカ・
歯 基部側１か所穿孔 孔径０�３～０�５ KB２ｂ４� PL５８

Ｂ８１ 錐状加工品（４�６） １�７ ０�６ （２�７）イノシシ・腓骨カ 削り調整で錐状の先端部を作出 KB３ｅ３�ｘ６ PL５８

Ｂ８２ 刺突具 ５�１ ０�７ ０�４ １�５ エイ尾骨 基部擦痕 両端部欠損 KC２ａ３� PL６０

Ｂ８３ 刺突具 （３�６）（１�０）（０�５）（１�５） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KC２ａ４
ｘ１０ PL５９

Ｂ８４ 刺突具 （４�３）（１�３）（０�７）（２�２） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KC２ｃ４�ｘ１２

Ｂ８５ 垂飾り ２�３ ０�８ ０�４ ０�４ キツネ・犬歯 基部側１か所穿孔 孔径０�２～０�３	 KC３ａ２�２６６層

Ｂ８６ 刺突具 （４�６） １�１ ０�７ （２�８） 鹿角 両側に返刺 基部欠損 貝層表土 PL５８

Ｂ８７ 刺突具 （２�８）（１�０）（０�６）（０�９） 鹿角 片側に返刺 基部欠損 KB２ｄ５�７８８層

Ｂ８８ 刺突具 （２�４）（０�８）（０�５）（０�８） 鹿角 片側に返刺 両端部欠損 KA３ｃ２�ｘ１

Ｂ８９ 針 （３�７）（０�５）（０�４）（０�７） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｄ３�ｘ４

Ｂ９０ 針 （２�４）（０�７）（０�６）（０�７） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ３�ｘ９

Ｂ９１ 針 （２�７）（０�７）（０�５）（０�８） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｃ３�ｘ３

Ｂ９２ 針 （２�９） ０�７ ０�４ （０�５） 骨 先端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�３）	 KA３ｅ１�ｘ４ PL５８

Ｂ９３ 刺突具 （７�３）（１�４）（０�９）（３�０） 鹿角 片側に返刺 基部欠損 KA３ｅ１�ｘ１２

Ｂ９４ 刺突具 （４�１）（０�７）（０�４）（０�６） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ２�ｘ１１

Ｂ９５ 刺突具 （２�９）（０�６）（０�３）（０�５） 鹿角 基部欠損 KA２ｃ４�ｘ３

Ｂ９６ 刺突具 （１�８）（０�６）（０�４）（０�４） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｅ１ 一括

Ｂ９７ 針 （２�６）（０�６）（０�３）（０�３） 骨 先端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�４）	 KA３ｅ１
ｘ１２ PL５８

Ｂ９８ 刺突具 （５�６）（０�７）（０�５）（０�５） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｅ３�ｘ１５

Ｂ９９ 刺突具 （２�７）（０�７）（０�７）（１�２） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｅ３�ｘ５

Ｂ１００ 垂飾り （２�９） ０�９ ０�８ （１�１）バンドウイルカ・歯 先端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�３）	 KA３ｅ５�ｘ５ PL５８

Ｂ１０１ 垂飾り （３�９） ０�９ ０�６ （１�９） イノシシ・犬歯 先端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�４）	 KB２ａ３�ｘ１３ PL５８

Ｂ１０２ 刺突具 （６�０）（０�９）（０�５）（２�４） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ａ２�３１９層

Ｂ１０３ 刺突具 （５�６）（０�９）（０�５）（１�５） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ａ２�３１９層

Ｂ１０４ 刺突具 （３�２）（０�７）（０�７）（０�８） 骨 先端部欠損 表面擦痕 KB２ｂ５�ｘ２４

―４１６―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｂ１０５ 針 （３�３）（０�７）（０�７）（１�４） 鹿角 大半を欠損 穿孔痕 KB３ａ２�１４４層 PL５８

Ｂ１０６ 刺突具 （３�２）（０�８）（０�４）（０�７） エイ尾骨 基部擦痕 両端部欠損 KB２ｄ２�ｘ５ PL５９

Ｂ１０７ 切断痕を
有する骨 ５�４ ４�７ ２�７ ２１�１ シカ・橈骨 複数の擦り切り痕 KB２ｄ２� PL６０

Ｂ１０８ 刺突具 （４�１）（１�０）（０�６）（２�０） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｄ４�ｘ２１

Ｂ１０９ 錐状加工品 ６�２ １�６ ０�５ ３�３ 骨 錐状の先端部を作出 KB２ｄ４�ｘ２５ PL６０

Ｂ１１０ 垂飾り （２�１）（０�９）（０�９）（０�９）バンドウイルカ・歯 基部側１か所穿孔 孔径（０�３）� KB２ｅ２�ｘ２

Ｂ１１１ 針 （３�０）（０�４）（０�４）（０�４） 骨 先端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�３）� KB２ｅ３�ｘ２０ PL５８

Ｂ１１２ 切断痕を
有する骨 ２�５ １�９ ０�５ １�６ 骨 複数の擦り切り痕 KB２ｅ３�ｘ２３

Ｂ１１３ 刺突具 （４�９）（１�４）（０�７）（３�７） 鹿角 片側に返刺 両端部欠損 KB２ｅ３	ｘ１８

Ｂ１１４ 刺突具 （５�０）（０�９）（０�６）（１�６） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB３ａ２
２３４層

Ｂ１１５ ヘラ状
加工品 （２�４）（１�０）（０�３）（０�７） 骨 大半を欠損 表面擦痕 KB３ｃ１�ｘ１７

Ｂ１１６ 針 （２�３）（０�４）（０�４）（０�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB３ｃ２�ｘ２４

Ｂ１１７ 刺突具 （３�７）（０�７）（０�６）（１�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB３ｃ２�ｘ２２

Ｂ１１８ 垂飾り （３�３）（１�０）（０�９）（１�７）バンドウイルカ・歯 基部側１か所穿孔 孔径（０�５）� KB３ｃ２�ｘ２４ PL５８

Ｂ１１９ 刺突具 （３�１）（１�１）（０�５）（１�１） イノシシ・腓骨 先端部欠損 表面擦痕 KB３ｂ１�ｘ２２

Ｂ１２０ 刺突具 （２�０）（１�３）（１�２）（０�９） 鹿角 両側に返刺 両端部欠損 KB３ｂ２�ｘ２７

Ｂ１２１ 刺突具 （２�４）（１�０）（０�５）（０�５） 鹿角 両側に返刺 基部欠損 KB３ｂ２�ｘ２６

Ｂ１２２ 切断痕を
有する骨 ５�１ ３�８ ２�２ １１�９ シカ・橈骨 複数の擦り切り痕 KB３ｂ２
ｘ２８

Ｂ１２３ 刺突具 （４�４）（０�８）（０�４）（１�１） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KB３ｂ４
ｘ２０

Ｂ１２４ ヘラ状
加工品 （１�１）（１�７）（０�２）（０�５） 骨 扁平 擦り切りにより頭部を作出 KB３ｃ１
ｘ１

Ｂ１２５ 刺突具 （２�６）（０�６）（０�４）（０�６） 骨 先端部欠損 表面擦痕 KC２ｂ５�ｘ２２

Ｂ１２６ 針 （２�２）（０�５）（０�４）（０�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB３ｂ３�ｘ１２

Ｂ１２７ 垂飾り （５�４）（１�２）（０�４）（１�３） イノシシ・犬歯 基部欠損 表面擦痕 KC３ａ４�７８層

Ｂ１２８ 針 （１�７）（０�５）（０�４）（０�３） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KC３ａ１�ｘ２４

Ｂ１２９ 刺突具 （４�７）（０�９）（０�７）（２�１） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｅ５�３２７層

Ｂ１３０ ヘラ状
加工品 ４�０ １�５ ０�４ ０�９ 骨 研磨調整 先端部Ｕ字状 KA２ｅ５�１１２層 PL５８

Ｂ１３１ 刺突具 （２�９）（０�８）（０�５）（１�１） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｅ５�ｘ８

Ｂ１３２ 刺突具 （４�４）（１�０）（０�５）（１�９） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA２ｅ５�３６３層

Ｂ１３３ ヘラ状
加工品 （４�７）（１�７）（０�８）（４�７） 骨 先端部欠損 基部側に穿孔痕 孔径（０�３）� KB２ａ５�９０７層

Ｂ１３４ 針 （２�４）（０�５）（０�４）（０�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｂ４�ｘ２２

Ｂ１３５ 垂飾り １０�３ ４�０ ３�１ ２９�５ イノシシ・踵骨 基部側１か所穿孔 孔径０�３� KA３ｄ１�ｘ２ PL６０

Ｂ１３６ 刺突具 （３�８）（０�９）（０�５）（１�２） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ１�ｘ６

Ｂ１３７ 刺突具 （５�２） ０�８ ０�４ （１�１） イノシシ・腓骨 基部欠損 表面擦痕 KA３ｄ２�ｘ１１ PL５９

Ｂ１３８ 刺突具 （２�６）（０�８）（０�５）（０�７） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ３�ｘ２２

Ｂ１３９ 刺突具 （２�５）（０�８）（０�６）（０�７） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KA３ｄ３�１６８層

Ｂ１４０ 管状加工品（４�９）（１�７）（１�４）（２�１） ハクチョウ・骨 大半を欠損 表面擦痕 KB３ｅ４�ｘ１１

Ｂ１４１ 刺突具 （３�１）（１�０）（０�７）（１�３） 鹿角 片側に返刺 先端部欠損 KB３ｄ３�ｘ１５

Ｂ１４２ 切断痕を
有する骨 ２�９ １�９ １�１ １�０ カモ・上腕骨 擦り切り痕 KC３ｂ１�ｘ２７ PL６０

Ｂ１４３ 刺突具 （６�７） １�０ ０�７ （３�２） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 両端部欠損 KC３ｂ１
 PL５９

Ｂ１４４ 刺突具 ４�０ １�０ ０�５ １�７ 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KC３ｂ１� PL５９

Ｂ１４５ 刺突具 ５�５ １�０ ０�５ ２�３ 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 KC３ｂ２�ｘ２０ PL５９

Ｂ１４６ 刺突具 （３�５）（０�９）（０�５）（１�１） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 基部欠損 KC３ｂ３	ｘ１１

Ｂ１４７ 切断痕を
有する骨 ６�８ １�６ １�１ ４�２ イノシシ・中手骨 複数の擦り切り痕 KC３ｃ１�ｘ１５

Ｂ１４８ 刺突具 （１�８）（０�９）（０�６）（０�６） 骨 表面擦痕 両端部欠損 KC３ｄ２�

Ｂ１４９ 刺突具 （６�０）（０�９）（０�５）（１�７） イノシシ・腓骨 先端部欠損 表面擦痕 KC３ｂ２�ｘ１３

Ｂ１５０ 刺突具 （５�５）（０�９）（０�６）（２�０） イノシシ・腓骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｄ３�ｘ１０

Ｂ１５１ 線刻を
有する骨 ８�６ ４�７ ２�８ ２４�１ イノシシ・肩甲骨 鋸歯状の線刻 KB２ｄ３	ｘ２３ PL６０

―４１７―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｂ１５２ 針 （２�９）（０�５）（０�４）（０�５） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｄ５�４３０層

Ｂ１５３ 刺突具 （４�６）（１�０）（０�８）（２�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｄ５�７３２層

Ｂ１５４ 刺突具 （６�３）（１�１）（０�８）（２�５） 鹿角 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｅ４�４５５a 層

Ｂ１５５ 切断痕を
有する鹿角 １０�４ ２�６ ２�０ １８�６ 鹿角 擦り切り痕 KB２ｅ４�ｘ２３ PL６０

Ｂ１５６ 研磨痕を
有する骨（４�０）（１�７）（０�６）（２�６） 骨 研磨痕 KB２ｅ４�５１２層

Ｂ１５７ 刺突具 （４�４）（０�９）（０�４）（１�３） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 両端部欠損 KA３ｄ１�ｘ１２ PL５９

Ｂ１５８ 針 （４�６）（１�０）（０�４）（１�６） 骨 両端部欠損 上端部穿孔痕 孔径（０�４）� KA２ｄ４�ｘ７ PL５８

Ｂ１５９ 刺突具 （３�８）（１�０）（０�５）（１�９） シカ・中手骨 両端部欠損 表面擦痕 KB２ｅ２	ｘ１３

Ｂ１６０ 研磨痕を
有する骨（３�１）（２�３）（０�５）（２�６） 骨 研磨痕 KB２ｅ２	ｘ１３

Ｂ１６１ 刺突具 （３�７） ０�８ ０�３ （０�７） エイ尾骨 基部擦痕 両端部欠損 KB２ｃ２
ｘ９

Ｂ１６２ 切断痕を
有する鹿角 ３�２ １�６ １�１ ３�１ 鹿角 擦り切り痕 KB２ｃ４�４５４層

Ｂ１６３ 錐状加工品（６�８） １�８ ０�６ （３�３） 骨 先端部を錐状に加工 先端部欠損 KB３ａ３�ｘ９

Ｂ１６４ 刺突具 （２�５）（０�８）（０�６）（０�９） 鹿角 両端部欠損 表面擦痕 KB３ａ４�１７３層

Ｂ１６５ 切断痕を
有する鹿角 ３�８ ４�３ ２�５ １０�６ シカ・橈骨 複数の擦り切り痕 KB３ａ４	

Ｂ１６６ 研磨痕を
有する骨 ７�７ ２�１ ０�９ ５�５ イノシシ・犬歯 研磨痕 KC３ｃ２
２６９層

Ｂ１６７ 刺突具 （３�４）（０�６）（０�３）（０�５） エイ尾骨 基部擦痕 両端部欠損 KC３ｃ３�ｘ１３

Ｂ１６８ 刺突具 （３�８）（１�６）（０�９）（２�６） 鹿角 片側に返刺 反対側の先端部付近に返刺１か所 両端部
欠損 KB３ａ２�１６５層

Ｂ１６９ 研磨痕を
有する骨（３�０）（１�２）（０�３）（１�４） イノシシ・犬歯 研磨痕 KC２ａ５�５２９層 PL５８

Ｂ１７０ 研磨痕を
有する骨 ４�６ １�３ ０�８ ３�０ 骨 研磨痕 KC２ｃ５�ｘ２４

Ｂ１７１ 刺突具 （４�４）（０�８）（０�６）（１�０） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 両端部欠損 KA３ｅ２�１４３層 PL５９

Ｂ１７２ ヘラ状
加工品 （７�２）（１�３）（０�７）（３�５） 骨 研磨調整 先端部Ｕ字状 基部欠損 KA３ｄ３�１２３層 PL６０

Ｂ１７３ 針 （２�８）（０�５）（０�５）（０�７） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB３ａ２�ｘ１８

Ｂ１７４ 垂飾り （４�７）（１�８）（０�５）（２�８） イノシシ・犬歯 大半を欠損 穿孔痕 孔径（０�３）� KB３ｃ３�７層

Ｂ１７５ 刺突具 （３�２） ０�８ ０�５ （１�０） 骨 尖頭状に研磨 表面擦痕 基部欠損 KB３ｅ３�ｘ２２ PL５９

Ｂ１７６ 刺突具 （３�３）（１�２）（０�７）（１�７） イノシシ・腓骨 先端部欠損 表面擦痕 KC３ｂ１�５９層

Ｂ１７７ 刺突具 （４�３）（１�３）（０�６）（２�４） 骨 両端部欠損 表面擦痕 KB３ｅ３�ｘ９

Ｂ１７８ 磨製刃器 ４�０ １�９ ０�８ ４�７ 骨 研磨調整 刃部両刃状 KC２ａ５�２９４層 PL５８

Ｂ１７９ 切断痕を
有する鹿角 ５�３ ４�８ １�８ １２�４ 鹿角 複数の擦り切り痕 KC２ｂ５�

Ｂ１８０ 端平頭
棒状角製品（８�２）（１�８）（１�８）（１２�０） 鹿角 先端部は丸みを持つ 摩滅 基部欠損 表面擦痕 KC２ｂ５�

Ｂ１８１ 垂飾り ２�７ ０�９ ０�７ １�４ バンドウイルカ・
歯 基部側１か所穿孔 孔径（０�２～０�５）� KB３ｅ１�ｘ３２ PL５８

Ｂ１８２ 垂飾り素材 ２�７ ０�８ ０�８ １�８ バンドウイルカ・
歯 表面摩滅 KB３ｅ２�１０３２層

番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｓ１ 貝製品 ３�５ ０�７ － １�２ ツノガイ ツノガイの両端を切断後研磨 KA３ｃ１�ｘ１

Ｓ２ 貝輪素材 ５�５ ８�９ ０�５ ４３�９ サルボウ 未製品 殻頂部付近を欠く KA２ｃ５� PL５７

Ｓ３ 貝輪 （６�０）（６�５） ０�３ （９�８） サルボウ 環状に腹縁部を加工 腹縁部表面研磨 KA３ｄ４�

Ｓ４ 貝刃 ５�０ ６�２ １�８ １２�２ ハマグリ 腹縁に連続する剥離痕 KA３ｅ３
 PL５７

Ｓ５ 貝刃 ５�１ ５�３ １�４ ９�２ カガミガイ 腹縁に連続する剥離痕 KA３ｅ３� PL５７

Ｓ６ 貝製品素材 ４�８ ７�７ ２�２ ２７�３ ナミガイ 化石 性格不明 貝器の一種 KB２ｄ２�

Ｓ８ 貝輪 （６�８）（８�６） ０�４ （３６�９） サルボウ 環状に腹縁部を加工 大形のサルボウを素材 KB３ｂ５�ｘ２

Ｓ９ 貝器 （９�３）１６�５（３�０）（１７８�３） ミルクイガイ 化石 表面に酸化した鉄分と砂の付着 KB３ｃ１
２２７層

Ｓ１０ 貝器 １１�９ １５�８ ３�８ １５８�０ ミルクイガイ 化石 表面に細かい擦痕 KC３ｂ２�

Ｓ１１ 貝輪 （４�８）（６�５） ０�５ （１２�１） サルボウ 環状に腹縁部を加工 腹縁部表面研磨 KB２ｂ２


Ｓ１２ 貝輪 ６�８ ９�７ ０�５ ４１�２ アカガイ 環状に腹縁部を加工 KB２ｂ４� PL５７

Ｓ１３ 貝輪素材 ８�１５ ９�３ ２�８ ７７�４ ベンケイガイ 加工痕なし KB２ｃ５


Ｓ１４ 貝輪 （７�０）（３�７） ０�４ （９�９） サルボウ 環状に腹縁部を加工 KC２ａ２�ｘ１１

Ｓ１５ 貝輪 （５�３）（７�２） ０�４ （１６�７） サルボウ 環状に腹縁部を加工 KC２ｃ５�ｘ１５

―４１８―



番号 種別 長さ 幅 厚さ 重量 素 材 特 徴 出土位置 備考

Ｓ１６ タカラガイ加工品 ４�１ １�３ ０�３ （３�４） ホンダワラ 縦方向に擦り切る 切断面平滑 KB２ｅ５� PL５７

Ｓ１７ 貝刃 ５�２ ６�７ １�７ １４�７ ハマグリ 腹縁に連続する剥離痕 貝層表土 PL５７

Ｓ１８ 貝輪 （５�６）（７�１） ０�４ （２０�８） サルボウ 未製品 殻頂部付近を欠く KA３ｅ４�ｘ２

番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BH１ 人骨 頭蓋骨 ３５０�２ KC３c１⑦

BH３ 人骨 歯 ６４�３ KC２c５⑧

BH４ 人骨 上腕骨 ３８�５ KC３b１⑭

BH５ 人骨 上腕骨 ４８�３ KC３c１⑪

BH６ 人骨 指骨 ５�４ KB３c２②

BH７ 人骨 大腿骨 １４６�４ KC３c１⑪

BH１０ 人骨 大腿骨 ８５�５ KB３e２⑪

BH１１ 人骨 脛骨 ２９�９ KC２b３⑩

BH１２ 人骨 大腿骨 ２４�２ KC２b３⑩

BB１ 鳥骨／カモ 上腕骨 １�３ KA２d３⑮

BB２４ 鳥骨／カモ 上腕骨 ４�２ KC３a１⑬

BA５ 獣骨／シカ 尺骨 ２９�５ KA２b５⑬

BA１０ 獣骨／シカ 大腿骨 ６４�４ KA２c３⑯

BA１３ 獣骨／シカ 寛骨 １８�８ KA２c４⑫

BA１６ 獣骨／シカ 上腕骨 ３３�７ KA２c４⑯

BA１８ 獣骨／シカ 上腕骨 ３２�４ KA２c４⑤

BA２０ 獣骨／シカ 橈骨 ３５�５ KA２c４⑫

BA２１ 獣骨／シカ 橈骨 ６�３ KA２c４③

BA２２ 獣骨／シカ 踵骨 １７�５ KA２c４⑫

BA３５ 獣骨／シカ 肩甲骨 ４２�２ KA２c４⑮

BA４７ 獣骨／シカ 上腕骨 ３３�９ KA２d５⑤

BA４８ 獣骨／シカ 肩甲骨 ２８�０ KA２d５⑥

BA５２ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３８�３ KA２d５⑦

BA５５ 獣骨／シカ 肩甲骨 ４８�５ KA２d５⑫

BA５８ 獣骨／シカ 橈骨 ２１�９ KA２e２⑫

BA５９ 獣骨／シカ 肩甲骨 ２８�８ KA２e２⑫

BA６４ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ２３�７ KA２e３⑨

BA７１ 獣骨／シカ 脛骨 ３６�５ KA２e４⑨

BA７４ 獣骨／シカ 大腿骨 ３０�３ KA２e４⑥

BA７５ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３０�７ KA２e４⑩

BA７６ 獣骨／シカ 肩甲骨 ２７�３ KA２e４⑥

BA７７ 獣骨／シカ 尺骨 ２４�２ KA２e４⑨

BA７９ 獣骨／シカ 大腿骨 ２０�１ KA２e４⑮

BA８０ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３２�６ KA２e４⑮

BA８１ 獣骨／シカ 脛骨 ４２�９ KA２e４⑭

BA８２ 獣骨／シカ 寛骨 １８�２ KA２e４④

BA８４ 獣骨／シカ 尺骨 １０�１ KA２e４⑧

BA８６ 獣骨／シカ 踵骨 ８�４ KA２e４⑫

BA１０６ 獣骨／シカ 寛骨 １３�５ KA２e５②

BA１２６ 獣骨／シカ 上腕骨 ３９�７ KB２a３⑪

BA１２９ 獣骨／シカ 上腕骨 ２８�８ KB２a３⑩

BA１３１ 獣骨／シカ 大腿骨 ２４�５ KB２a３⑩

番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BA１３２ 獣骨／シカ 脛骨 １１�４ KB２a３⑬

BA１３５ 獣骨／シカ 上腕骨 ２８�２ KB２a３⑨

BA１３７ 獣骨／シカ 距骨 １３�９ KB２a３⑩

BA１３８ 獣骨／シカ 距骨 １５�０ KB２a３①

BA１４０ 獣骨／シカ 肩甲骨 ５４�６ KB２a４⑤

BA１５１ 獣骨／シカ 上腕骨 １８�０ KB２a４⑩

BA１６０ 獣骨／シカ 寛骨 ５６�０ KB２a５⑥

BA１６３ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３０�８ KB２a５⑥

BA１６６ 獣骨／シカ 上腕骨 ２９�２ KB２a５①

BA１６７ 獣骨／シカ 大腿骨 ３８�７ KB２a５⑥

BA１６９ 獣骨／シカ 寛骨 １０�８ KB２a５①

BA１７０ 獣骨／シカ 上腕骨 ２１�２ KB２a５②

BA１７２ 獣骨／シカ 脛骨 １８�６ KB２a５①

BA１７３ 獣骨／シカ 寛骨 ３７�４ KB２a５①

BA１７４ 獣骨／シカ 大腿骨 ２３�２ KB２a５⑨

BA１７７ 獣骨／シカ 寛骨 １９�９ KB２a５①

BA１８２ 獣骨／シカ 角 ７３�５ KB２b１⑧

BA２１０ 獣骨／シカ 肩甲骨 １８�５ KB２b５⑨

BA２３１ 獣骨／シカ 肩甲骨 ４９�９ KB２c３⑭

BA２３４ 獣骨／シカ 脛骨 １９�０ KB２c３⑮

BA２５１ 獣骨／シカ 大腿骨 ２７�９ KB２c５⑫

BA２５７ 獣骨／シカ 距骨 ２６�１ KB２d１⑯

BA２５８ 獣骨／シカ 距骨 １２�１ KB２d１⑯

BA２５９ 獣骨／シカ 肩甲骨 ５２�９ KB２d２⑩

BA２６０ 獣骨／シカ 上腕骨 １９�２ KB２d２⑩

BA２６１ 獣骨／シカ 脛骨 １３�９ KB２d２⑩

BA２６３ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３７�０ KB２d２④

BA２６４ 獣骨／イノシシ 大腿骨 ２０�８ KB２d２③

BA２６６ 獣骨／シカ 橈骨 １１�７ KB２d２②

BA２７０ 獣骨／シカ 上腕骨 １５�２ KB２d２②

BA２７１ 獣骨／シカ 第２頸椎 ２９�０ KB２d２③

BA２７９ 獣骨／シカ 橈骨 ２６�７ KA２d３⑯

BA２８９ 獣骨／シカ 踵骨 ３３�４ KB２d４⑨

BA２９３ 獣骨／シカ 上腕骨 ４９�４ KB２d４⑤

BA２９５ 獣骨／シカ 脛骨 ２５�８ KB２d４⑤

BA３００ 獣骨／シカ 脛骨 ２１�７ KB２d４③

BA３０４ 獣骨／シカ 距骨 ２０�７ KB２d５⑥

BA３０８ 獣骨／シカ 上腕骨 １６�３ KB２e１⑧

BA３１８ 獣骨／シカ 脛骨 ４９�１ KB２e３④

BA３３４ 獣骨／シカ 上腕骨 ２８�３ KC２b１⑭

BA３３９ 獣骨／シカ 第２頸椎 ３７�３ KC２b３⑮

BA３４９ 獣骨／イノシシ 寛骨 ４９�９ KC２c５⑧
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番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BA３５９ 獣骨／シカ 橈骨 １９�８ KA３b１⑩

BA３７２ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３２�６ KA３c２⑬

BA３８４ 獣骨／シカ 角 １０７�７ KA３d１⑤

BA４０５ 獣骨／シカ 肩甲骨 １９�９ KA３d３⑤

BA４０７ 獣骨／シカ 脛骨 ３５�４ KA３d３⑥

BA４０９ 獣骨／シカ 踵骨 ３０�４ KA３d３⑩

BA４１１ 獣骨／シカ 肩甲骨 ５１�１ KA３d３②

BA４１４ 獣骨／シカ 大腿骨 ５５�８ KA３d３④

BA４１５ 獣骨／シカ 大腿骨 ４１�９ KA３d３④

BA４２３ 獣骨／シカ 大腿骨 ２０�６ KA３e１⑤

BA４２４ 獣骨／シカ 大腿骨 ３９�９ KA３e１⑯

BA４２５ 獣骨／シカ 肩甲骨 ５２�１ KA３e１②

BA４３１ 獣骨／シカ 肩甲骨 ４３�１ KA３e１④

BA４３４a 獣骨／シカ 橈骨 １�６ KA３e１⑥

BA４３４b 獣骨／シカ 橈骨 ０�８ KA３e１⑥

BA４３６ 獣骨／シカ 脛骨 ２７�７ KA３e１⑨

BA４４０ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３５�６ KA３e２①

BA４４１ 獣骨／イノシシ 大腿骨 ４７�８ KA３e２⑧

BA４４３ 獣骨／シカ 脛骨 ４１�８ KA３e２⑮

BA４４６ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３６�６ KA３e３⑯

BA４４７ 獣骨／シカ 脛骨 １７�０ KA３e３⑤

BA４５２ 獣骨／イノシシ 上腕骨 １３�７ KA３e３⑩

BA４５３ 獣骨／シカ 大腿骨 １５�５ KA３e３⑭

BA４５４ 獣骨／シカ 頸椎 ２８�８ KA３e３⑤

BA４５８ 獣骨／シカ 大腿骨 １５�０ KA３e５⑨

BA４５９ 獣骨／シカ 角 ７７�０ KA３e５⑮

BA４６９ 獣骨／シカ 距骨 １８�６ KC２a２⑫

BA４７１ 獣骨／シカ 肩甲骨 ３９�４ KB３a３⑧

BA４８０ 獣骨／イノシシ 踵骨 １９�３ KB３a４⑩

BA４８３ 獣骨／シカ 肩甲骨 ２５�３ KB３a５⑭

BA４９１ 獣骨／シカ 上腕骨 ４１�８ KB３a５⑨

BA４９６ 獣骨／シカ 肋骨 ３６�８ KB３a５⑩

BA４９７ 獣骨／シカ 脛骨 １４�７ KB３a５⑩

BA５００ 獣骨／シカ 橈骨 １６�２ KB３b１①

BA５０１ 獣骨／イノシシ 大腿骨 ２９�３ KB３b１④

BA５０５a 獣骨／シカ 距骨 １８�０ KC３b２⑤

BA５１１ 獣骨／シカ 大腿骨 ３６�７ KB３c１①

BA５１５ 獣骨／シカ 距骨 １９�９ KB３c２⑩

BA５２０ 獣骨／シカ 肩甲骨 ２０�０ KB３e１⑥

BA５２１ 獣骨／シカ 距骨 ２３�５ KB３e１⑥

BA５２６ 獣骨／シカ 角 ２５�８ KC２a５⑫

BA５３０ 獣骨／シカ 上腕骨 ３２�３ KC３a１⑨

BA５３６ 獣骨／シカ 大腿骨 ２８�９ KA３e３⑧

BA５３７ 獣骨／シカ 寛骨 ６８�３ KC３b１⑭

BA５３８ 獣骨／シカ 脛骨 １４�３ KC３b２②

BA５４６ 獣骨／シカ 大腿骨 ３３�３ KC３b３④

BA５４９ 獣骨／シカ 距骨 １３�３ KC３c１⑧

BA５５２ 獣骨／シカ 角 １４６�８ KC３c１⑬

番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BA５５３ 獣骨／シカ 角 ４０�５ KC３c１⑬

BA５５７ 獣骨／シカ 尺骨 １７�６ KC３c２⑭

BA５５８ 獣骨／シカ 踵骨 １７�７ KC３c２⑥

BA５６０ 獣骨／シカ 距骨 ８�１ KC３c３⑨

BA５６１ 獣骨／シカ 距骨 ８�９ KC３c３②

BA５６２ 獣骨／シカ 中足骨 ３�６ KC３c３②

BA５６３ 獣骨／シカ 膝蓋骨 ６�１ KC３c３②

BA５６４ 獣骨／シカ 歯 ９�３ KC３d２④

BA５６６ 獣骨／シカ 角 １００�７ KB３c１⑥

BA５６７ 獣骨／シカ 大腿骨 ３３�２ KB３c１④

BA５８５ 獣骨／イノシシ 肋骨 ９�２ KA２c４⑩

BA５８７ 獣骨／シカ 寛骨 ７�５ KA２c４⑫

BA５９３ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ５３�５ KA２d５⑥

BA５９６ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ２９�５ KA２e４③

BA５９８ 獣骨／イノシシ 脛骨 ２９�１ KA２e４⑤

BA６１０ 獣骨／イノシシ 上腕骨 ４８�８ KA２e５⑮

BA６１１ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ５４�３ KA２e５⑧

BA６１６ 獣骨／イノシシ 脛骨 ４３�３ KB２a２⑯

BA６１８ 獣骨／イノシシ 大腿骨 ２６�１ KB２a３⑮

BA６２９ 獣骨／シカ 大腿骨 ３３�１ KB２a５①

BA６３６ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ２７�５ KB２b３③

BA６３９ 獣骨／イノシシ 距骨 ２８�８ KB２b４⑮

BA６４４ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ４１�６ KB２b５②

BA６６９ 獣骨／イノシシ 脛骨 １２�０ KB２d２②

BA６７３ 獣骨／イノシシ 下顎骨 １０９�２ KB２d３⑭

BA６７９ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ４２�２ KB２d４⑤

BA６８０ 獣骨／イノシシ 尺骨 １５�６ KB２d４⑮

BA６８３ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ２６�８ KB２e１⑫

BA６８５ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ４２�３ KB２e２⑪

BA６９９ 獣骨／イノシシ 歯 ８�１ KC２b３⑭

BA７０９ 獣骨／イノシシ 寛骨 ６２�７ KC２b５⑥

BA７１３ 獣骨／イノシシ 第１頸椎 ３２�７ KC２c５⑥

BA７１５ 獣骨／イノシシ 脛骨 ３５�９ KC２c５③

BA７１６ 獣骨／イノシシ 歯 ２２�２ KB２b５⑤

BA７１９ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ３６�４ KC２c５⑦

BA７２０ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ３３�８ KC２c５⑦

BA７２４ 獣骨／イノシシ 橈骨 ８�９ KA３b１⑩

BA７２５ 獣骨／イノシシ 踵骨 １７�８ KA３b１⑮

BA７２７ 獣骨／イノシシ 尺骨 ２８�６ KA３c１①

BA７４７ 獣骨／イノシシ 上腕骨 ６６�４ KA３d３⑥

BA７４９ 獣骨／イノシシ 膝蓋骨 １１�４ KA３d３⑩

BA７５０ 獣骨／イノシシ 第１頸椎 ２２�１ KA３d３⑤

BA７５５ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ９４�９ KA３e１②

BA７６４ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ４１�６ KA３e２⑨

BA７６９ 獣骨／イノシシ 第１頸椎 ３３�７ KA３e３⑪

BA７７０ 獣骨／イノシシ 距骨 ２８�２ KA３e３⑭

BA７７１ 獣骨／イノシシ 距骨 １４�９ KA３e３⑥

BA７７２ 獣骨／イノシシ 脛骨 ２２�８ KA３e３⑥
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番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BA７８１ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ５９�５ KB３a１①

BA７８６ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ２２�４ KB３a２①

BA７８７ 獣骨／イノシシ 上腕骨 ３２�１ KB３a２⑪

BA７９４ 獣骨／イノシシ 踵骨 １８�７ KB３a４⑩

BA７９５ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ２５�２ KB３a４⑥

BA７９８ 獣骨／イノシシ 尺骨 ２２�０ KB３a４⑥

BA８０１ 獣骨／イノシシ 脛骨 １１�５ KB３a４⑩

BA８０２ 獣骨／イノシシ 脛骨 １１�３ KB３a４⑩

BA８０４ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 １９�５ KB３a５⑤

BA８０５ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ３２�６ KB３a５⑩

BA８０６ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ２９�７ KB３b１⑥

BA８２３ 獣骨／イノシシ 尺骨 ２０�３ KB３e２⑬

BA８２８ 獣骨／イノシシ 中手骨 １３�７ KB２c５⑧

BA８３０ 獣骨／イノシシ 寛骨 ４０�２ KB３e３④

BA８３１ 獣骨／イノシシ 肩甲骨 ３０�３ KB３e３⑧

BA８３２ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ３７�４ KB３e３⑤

BA８３４ 獣骨／イノシシ 第２頸椎 １０�６ KB３e３⑦

BA８３５ 獣骨／イノシシ 中手・中足骨 ４�９ KC３a５③

BA８３６ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ４�２ KC３a１⑮

BA８３７ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ６３�２ KC３a２⑤

BA８４０ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ３３�０ KC３a２⑫

BA８４２ 獣骨／イノシシ 歯 １１�１ KC３a２⑦

BA８４７ 獣骨／イノシシ 上腕骨 １６�８ KC３a３⑨

BA８４８ 獣骨／イノシシ 寛骨 ８�７ KC３a３①

BA８５０ 獣骨／イノシシ 大腿骨 ４８�２ KC３a４④

BA８５１ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ２７�１ KA３e３⑨

BA８７４ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ３９�９ KC３c１⑪

BA８７５ 獣骨／イノシシ 尺骨 ３５�４ KC３c１②

BA８７６ 獣骨／イノシシ 上顎骨 １１�６ KC３c１⑪

BA８７７ 獣骨／イノシシ 脛骨 １３�０ KC３c１④

BA８７８ 獣骨／イノシシ 上顎骨 ２７�７ KC３c１⑮

BA８７９ 獣骨／イノシシ 脛骨 １０�９ KC３c１③

BA８８１ 獣骨／イノシシ 下顎骨 ８０�１ KC３c１③

BA８８８ 獣骨／イノシシ 踵骨 ３１�４ KC３c２④

BA８８９ 獣骨／シカ 上腕骨 １０�４ KC３d２②

BA８９１ 獣骨／イヌ 大腿骨 １３�５ KA２e３⑭

BA８９２ 獣骨／イヌ 下顎骨 ６�９ KA２e３⑭

BA９００ 獣骨／タヌキ 下顎骨 ７�３ KB２b５⑪

BA９０２ 獣骨／タヌキ 下顎骨 ３�４ KB２c５⑮

BA９１２ 獣骨／イヌ 歯 ２�６ KB３b２①

BA９２０ 獣骨／タヌキ 尺骨 ３�５ KC３c１⑪

BA９２３ 獣骨／イヌ 下顎骨 ２９�９ KA２e３⑭

BA９２６ 獣骨／イヌ 下顎骨 ２７�１ KB２a４⑤

BA９２８ 獣骨／イヌ 下顎骨 ２７�５ KB２a４⑤

BA９３３ 獣骨／イヌ 脛骨 ９�６ KA２e３⑭

BA９３４ 獣骨／イヌ 第２頸椎 ９�６ KA２e３⑭

BA９３６ 獣骨／イヌ 大腿骨 １２�６ KB２b４⑮

BA９３９ 獣骨／イヌ 上腕骨 ７�２ KB２e３⑨

番号 種 別 部位 重量（g） 出土位置

BA９４２ 獣骨／イヌ 歯 ３�０ KC３b２⑬

BA９４５ 獣骨／ウサギ 下顎骨 ２�８ KC３b３⑤

BA９４８ 海獣骨／イルカ 椎骨 ２９�３ KA３e２⑮

BA９５７ 獣骨 － ３�０ KA２c４⑫

BA９５９ 獣骨 － ４６�６ KA２c５⑫

BA９６２ 獣骨 脛骨 １３�１ KA２c５⑬

BA９８７ 獣骨 － １４�１ KA２e２⑯

BA９９１ 獣骨 － ３�３ KA２e３⑭

BA９９２ 獣骨 椎骨 ７�３ KA２e３⑭

BA９９５ 獣骨 歯 １�８ KA２e３⑭

BA９９６ 獣骨 下顎骨 ７�５ KA２e３⑭

BA１０００ 獣骨 － ２�４ KA２e４⑫

BA１０１４ 獣骨 上腕骨 １６�６ KB２a３⑦

BA１０４３ 獣骨 － ０�８ KB２b４⑮

BA１０４４ 獣骨 － ３６�７ KB２b５①

BA１０５４ 獣骨 － ４１�２ KB２c２⑤

BA１０６７ 獣骨 歯 １�６ KB２d１⑯

BA１０６９ 獣骨 椎骨 ３１�０ KB２d２⑥

BA１０７４ 獣骨 歯 ３�４ KB２d４⑤

BA１０９２ 獣骨 － ２９�９ KB２e３⑥

BA１０９３ 獣骨 － １２�３ KB２e３③

BA１０９９ 獣骨／シカ 肩甲骨 ４０�０ KB２e４⑤

BA１１１０ 獣骨 － ０�１ KC２b１⑧

BA１１５３ 獣骨 橈骨 ０�３ KA３c１③

BA１１５９ 獣骨 － ３８�２ KA３d２⑫

BA１１７７ 獣骨 距骨 ２３�４ KA３e１⑦

BA１１８８ 獣骨 肩甲骨 １２�５ KA３e１③

BA１２１１ 獣骨／シカ 角 ５�２ KA３e３⑩

BA１２２９ 獣骨 － ２５�７ KB３b１⑦

BA１２５６ 獣骨 肩甲骨 ３０�２ KB３c５①

BA１２６６ 獣骨 － ４�１ KB３e１⑥

BA１２７６ 獣骨 － １８�４ KC３a１⑬

BA１２８６ 獣骨 － ３�６ KB３c３②

BA１２８７ 獣骨 下顎骨 ２４�６ KC３a３⑦

BA１２８８ 獣骨 寛骨 ８�３ KC３a３⑫

BA１２９５ 獣骨 － ３�１ KC３a３⑤

BA１２９６ 獣骨 － １�５ KC３a３⑤

BA１３００ 獣骨 － ７�４ KC３a４②

BA１３０３ 獣骨 － ３１�８ KC３b１⑩

BA１３２８ 獣骨 指骨 ４�４ KC３b４②

BA１３２９ 獣骨 － ９�１ KC３c１⑤

BA１３３１ 獣骨 下顎骨 ９�４ KC３c１⑨

BA１３３５ 獣骨 － １３�９ KC３c１⑪

BA１３３７ 獣骨 椎骨 ２２�６ KC３c２②

BA１３４４ 獣骨 下顎骨 ３�７ KC２b３⑭
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� 土坑墓

ア 第１号土坑墓（第３２４図）

位置 調査区北西部のＥ４ｇ６区で，標高２４�１ｍの斜面部に位置している。

確認状況 斜面貝層の地区設定ではKA２ｂ５区に位置し，前期中葉の混貝土層及び黒褐色土を掘り込んでいる。

規模と形状 長径１�２３ｍ，短径１�０１ｍの楕円形で，長径方向はＮ－８５°－Ｗである。深さは５５�で，壁は外傾

して立ち上がっている。底面は皿状にくぼんでいる。

覆土 ３層に分かれ，埋め戻されている。

人骨出土状況 埋葬姿勢は横臥屈葬で，左側を下にして，頭を南東方向に向け，下肢を極度に屈曲させている。

胴体の方向は斜面部の傾斜に対してはほぼ直交し，頭を下にした斜位の状態で出土している。

遺物出土状況 縄文土器の細片３点が，覆土中から出土している。

所見 貝層断面の観察から，掘り込み面より上層に中期後葉の混貝土層が堆積していることや，覆土から出土

した土器片の様相などから，時期は前期中葉から中期前半である。なお，台地部を含めて前期後半から中期前

半に属する土器の出土量は極めて少ないことを考慮すると，前期中葉の可能性が最も高いと考えられる。

土層解説
１ 黒 褐 色 ロームブロック・灰・２～５�大のハマグリ・２

～３�大のハイガイ少量
２ 極 暗 褐 色 ロームブロック・灰・２～６�大のハマグリ少量

３ 黒 色 土 ロームブロック・炭化物・灰・２～４�大のハマ
グリ少量

第３２４図 第１号土坑墓・出土遺物実測図
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イ 第１号土坑墓の人骨について（第３２４図）

第１号土坑墓の人骨は，遺存状況が良好で，ほぼ全身骨格が遺存していたが，非常に脆弱な状態であった。

現地における人骨の取り上げでは，出土状況や埋葬姿勢などの詳細な観察が困難であることから，ウレタン・

フォームを用いて，遺構全体を地面から切り離し，美浦村文化財センター（陸平研究所）に搬出した。その後，

人骨の出土状況の観察や骨の部位の特定，骨のクリーニング・保存処理，人骨の鑑定については，古人骨に詳

しい谷畑美帆氏に委託した。谷畑氏の鑑定によると，性別は男性，年齢は壮年後半，骨病変は，クリブラ・オ

ルビタリア，変形性脊椎症，骨膜炎，骨関節症（足根骨）が確認された。また，吉田邦夫氏の放射性炭素年代

測定によると，「５６１０±６０BP（TKa－１４４７５）」の年代が得られた。土坑墓の時期が，前期中葉の黒浜式（古段

階）期併行である可能性が高いことから，妥当な年代と考えられる。なお，鑑定結果の詳細については，下巻

「付章」を参照されたい。

写真� 第１号土坑墓出土人骨の取り上げ

―４２３―
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